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隨 
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昭和 二 年より 

昭和 九 年まで 


一、 前の 卷の t 縦き として ■ この 卷に は、 杏村 か 昭和 二 年 (三十 六 歳の 時〕 から 昭和 九 年、 卽ち 永眠 G 年 -:SI 

十 歳 のとき) ま で の に發表 し た 隨筆隨 想 のた ぐ ひ を收錄 した。 

一、 右の 期 問に は、 杏村 はずつ と 京都 新 町 頭の 宅に 在って、 讀 書と 思索と 述作との 生活 をつ づけた ので あつ 

た。 —— 前の 卷とは 違って、 この 卷 では 各 年毎に 區分を まう けた。 

一 、 『箪煙 心境』、 『思想 - 人物 . 時代』、 『宗敎 再建』、 『紫 野雜 記』、 『明日に 呼びかける』 等の 隨肇隨 想 集の 

中から 採擇 した もの も ある けれど、 雜誌乂 は 新聞に 揭 載され ただけ で、 未 だ旣刊 の 著書 に收錄 された こ 

とのな い 作品 を、 なる ベ く 多く 採擇 する 方針 をと つ た。 

一、 その 形式 及び 内容の 上から 見て 出來る だ け 多種 多樣 の 作品 を 細羅す る ことに 努め た 。 11 杏村 は 3 叙傳 

めいた もの を眷 かなかった ので あるが、 この 『隨筆 嚏 想』 のニ卷 は、 謂 はば 「そのつ もりで なく 書き， M 

げられ た 杏村 Q  ,N 敛 t:s」 とも 視られ 得る かと 思 ふので ある。 さらした 意味 合 ひから、 日記の 類 や、 少年 

時代 及び 青年時代 につ い て の 斷片的 追想 や は、 な るべ く 洩れな く收錄 した。 

1、 每 同の 配本に 添附せ る 月報の 中に ir けられた 各 編 募 者の 「編 基 後記」 は、 本 全集の 各卷の 內容の 十分な 

る 理解 のために 役立つ ものと 思 はれる ので、 これ を卷 末に 收 めた。 

一、 そのほか、 「土  S 杏村 年譜」、 「杏村 土 田君壞 志」、 「土 田 杏村 著 害 目錄」 及び 「土 田 杏村 仝集總 目錄」 を 

卷 末に 收め、 且つ 跋文 を附 して、 本 全集 を 完成す る ことと した。 

(恒 藤 恭) 
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I 昭和 二 年 


山と 海 

私 は 海に 育った。 海 Q 子であった。 ほのぐらい 崎の 岩に 立って 待った 大 いなる 朝日の、 靜 かな 

る 浪に碎 ける すべ ての 色 を 私 は 知って ゐる。 私 は 山に 育った。 山の 子であった。 小髙. si の 松に 

倚って 眺めた 大 いなる 朝日の、 嚴 かなる 森 を 染める すべての 色 を 私 は 知って ゐる。 —(SE 和 一一 年 15 


逝け る 左右 田 博士 

左右 田 博士が 突如と して 世 を 去った。 私 は その 報道 を 新 raQ 上に 見た 時、 まことに 痛惜の 念に 

堪へ なかった。 左右 田 博士 は專 門の 哲學 者で ゐられ るから、 文壇と は 直接に 關 係がない かも 知れ 

1 三 


ない が、 廣 い 立場から 見れば 決して 關 係がなかった と は 5 へない。 藝術 生活 を 人間 0 一  つの 文化 

生活と 見、 左右 田 博士 は 終始 その 文化 生活 Q 意義 を考 へて をら れ たこと を考 へれば、 左右 田 博士 

の 死 は 一 人の 最も 有力なる 藝術 考察 者 を 失った ものと して、 痛 歎すべき ことで あらう。 事 實に於 

いて 左右 田 博士 は、 藝 術の 愛好者であった。 n ダン Q 彫刻な ども 私藏 せられて ゐ たし、 近く その 

ダンに 就いて 何 か 所感 を 書かれる 豫定 であった とも 聞いて ゐる。 博士 は その 過去の 論文の 中で 

-w^ に藝 術に 關 しての 論 をな されなかった が、 これ は 時期が 熟しなかった とい ふだけ のこと で、 

に は必す 熱心に その 考察 を 筆に せられた に 相違な. SQ である。 博士から 將來 どんな 藝術 論が 生 

れ3^たでぁらぅか。 それだけ Q こと を考 へても、 私 は 博士が 餘 りに 早く 世 を 去った こと を 思想界 

の大 いなる 損失で あると 思 ふ。 

博士 は 非常に 謹 嚴に身 を 持した 人で ある。 併し そ C- 謹 嚴には いささかの 窮屈 さもなかった。 博 

士に 接した もの は、 何人も 直ちに 紳士の 中の 紳士と いふ 感じ を 持た された ことで あらう。 博士 は 

力 ントの 著書 を 開いて 讀む 時には、 一 度必す 額に 戴く とい ふ 意味の こと を 何 かに 書いて をら れた „ 

さう した 人格の 持主 なれば こそ、 銀行の 問題に ついても あれ だけの 責任 を 感じた ので あらう。 博 

士 0 死 は 全く この 責任感に よって 早められた ので ある。 銀行の 閉鎖 後、 博士 はすべ ての 公職 を拋 

たれた。 また 私財 をも殘 ると ころな く 提供 せられた。 葬儀の 費用 を さへ 門弟が 出し合って 營んだ 

とい ふ 記事 を 私 は 新聞で 讀ん だが、 その 記事の 露僞 はどうで あれ、 私 は 博士なら ば その 位の こと 


はあり 得る と考 へた。 葬儀な ども 極めて ひそ やかに 營 まれたら しい。 京都 大學 0 友人 職員から は、 

花輪 を 贈らう とした けれども、 すべて それ を辭 された と 聞いて ゐろ。 「全く 滅葬 とい ふやうな 仕 

方で 營 まれた と 見える」 といって、 錯 然と 淚を吞 まれた 博士の 友人 敎授 があった。 

博士 0 さう した 高潔な 態度 を 見る につけても、 私 は 我が 國 文壇の 墮落を 痛 歎せ すに は ゐられ な 

so 自己の 創作に 就いて 高. S 責任感 を 感じな- S ものの 存在す る 文壇の 腐敗 を 思 はすに は ゐられ な 

い 。第一に、 現代 日本の 文藝を 建設す る ことに ついては 餘り にも 氣概を 持たない。 世界に 於け る 

日本 文壇の 地位 を考 へ、 日本 文學. a- の 上に 於け る 昭和 文藝の 品位 を考 へる に、 その 名 を 惜しむ 者 

が 少ない。 私 は 左右 田 博士の 高潔な 人格 を 顧みて 斷然 「思想家 文藝 家に 勝てり」 と 叫ぶ ことに 禱 

踞 する もので はない。 それにしても 惜し いのは 博士の 死であった。 —(昭 51 年 一月) 
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大正 文化の 概觀 

明治の 文化 は、 一 言 以て これ を蔽 へば r 國民的 浪漫主義」 の 文化であった。 日本 は そのお くれ 

た 物質文明 を 以て それの 旣に 進歩して ゐる歐 米 列強と 伍して 進まなければ ならなかった が、 その 

時 もしも 日本の 處理が ー步誤 まられ たと すれば、 日本 は 忽ち 歐米諸 列强の 植民地と ならなければ 

ならぬ 運命に あった。 この 時 わが 國 民の すべ ての 努力が それらの 諸 列強と 伍し 得る 冀 固なる 國家 

生活の 建設に 向った の は當然 のこと である。 日本 は 從來諸 外國か ら 本能 的に 軍國 主義 の 精神 を 持 

つた 國の やうに 見られた けれども、 當 時の 日本 Q 地位 を考 へれば 軍國 主義 的になる の は 巳む を 得 

ない ことで あり、 諸外國 と. S へど も その 地位に あれば やはり 同様 0 徑路 を步ん だに 相違ない。 例 

へば その 近い 例 は シァと 支那と である。 露國は 共産主義 的國 家で ある けれども、 なほ その 國家 

の 諸 外國の 間に 於け る 國家的 獨立を 確保して 來 たもの は 主として 赤衞 軍の 力であった。 支那に 於 


いても 同様に、 社會 主義 を 標榜す る 人達で さへ 一様に 國家的 勢力の 建設 をカ說 して ゐ るので ある。 

明治の 思想 文物が すべ て 國民的 浪漫主義 により 統 一 せられ、 國 民の 國家 的圑結 心の 輦固 であった 

こと は當 然の歸 結で あつたの だ。 それと 同様に この 國民的 浪漫主義 は、 いつまでも その 最初の 力 

を 保持し 得な い はこ れ 亦當然 のこと で あり、 すべて は 周 園の 事情 を 計量し た 後に これ を觀 察し 

なければ ならぬ。 國民的 浪漫主義 がその 最初の 力 を 弱めた の は、 それ を 必要と する 周 園の 事情が 

弱まった からで あり、 必， f しも 國 民の 氣 力が 表へ たからで はない。 こ Q 時國民 は、 更に 新ら しい 

事情に 處理 しての 新ら しい 生活 方針 を 立 てつつ あつ た の だ 。 

明治時代が この 國家的 建^に 急. S でゐた 時には 必然の 順序と して 外國 文明の 輸入 を國 家の 重要 

事と した。 これ も 亦 少しも 誤 まられ てゐ な. S 國 家の 方針であった。 その 文明の 輸入と 同時に、 こ 

れを 消化し 得ない 幾多の 事件 を 生起せ しめたと しても、 毫も 恐るべき 事柄ではなかった。 獨創は 

ないやう に 見えても、 やはり その 國家 生活 を 立派に 生かしき つた 事實が 何よりの 證據 であり、 全 

體 として 見れば 明治 { ^文化 は その 國民的 浪漫主義 を亂 されす に 重 々と 進んで ゐ たので ある。 それ 

故に 私 は 明治 文化の 全 體を單 に 西洋文明の 模倣 を 事と して ゐ たもの だと は考 へない。 

二 

こ Q 明治 文化の 理想 を 引き. 韆 いだ 大正の 文化 は、 よい 意味に も惡 5 意味に も、 二つながら 明治 
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文化 Q 歸結 すると ころの もの を繼 承した。 卽ち 第二 に は、 明治時代 を 一 貫しての 國民的 浪漫主義 

の 理想 は そ 0 一段の 完成 を 遂げ、 ここに 國民は 自己 を 單に國 家 生活の 中に 置いて 見る に 止まらす、 

更に 自己 を 全人 類 的、 國際 主義 的の 地位に 置いて 見ようと した。 第二に 外國 文明 を 急速に 輸入し 

てゐた 間の 不 秩序、 不整 頓をも そのままに 繼承 しなければ ならなかった。 

第一 の、 國民的 浪漫主義の 一段の 完成 は、 今や 我國に 於いても 獨創 的なる 思想 を 創造す るの 結 

E; 〈となった。 日本の 哲學は 明治 以來 常に 外國の それ を 輸入し 追隨 する こと を 努めて ゐ たが、 大正 

四 五 年頃より 後 は、 鑌々 として 東洋 的の 特色 を 持ちながら 西洋の 哲學と 匹敵し 得る、 擎 固なる 獨 

創 的の それの 體系を 建設す る ことと なった ので ある。 併し それらの 體系 は、 依然として 國 民的浪 

漫 主義の 理想 を 追求した ものであった。 また この 理想の 完成 は、 他面から 見れば 國 民の 中に 於け 

る 國家觀 念の 衰類 である。 併し この 衰額は 前 旣に言 つた 如く  一  0 必至 0 勢で あり、 如何 ともなし 

難い ものである。 また それ あるが 故に、 國民 Q 理想主義が 衰亡した 0 でもない。 ただ かくの 如き 

時代に は、 新ら しい 人道主義、 國際 主義へ 移る 最初 Q 段階と して 個人的 利己主義 を 生み 易^。 大 

正の 時代 は、 後に 述べ る 産業 主義 的 思想 勃興の 原因と 今 述べ た 原因と によって 國 民の 間に 個人的 

利己主義 を發 生せ しめた。 第二の、 明治に 於け る外國 文明 Q 急速なる 輸 人に 結 ™^ した 社會 生活の 

不 秩序 不整 頓は、 國民的 浪漫主義の 一時的 衰頹 と共に それの 統制 力 を 微弱なら しめたた め、 至る 

ところに 暴露 せられた。 社會 生活の 危機が 心 ある 人の 間に 叫ばれた の は、 主として 右の 如き 事情 


に對 してで あつたの だ。 それ故に 大正の 文化が 特に 外國 文化の 沒批 刹 的 輸入 をな した もので はな 

く、 沒批刺 的 輸入 は 寧ろ 明治時代 にあり、 大正時代 は その 積弊 を 受けて ゐ たので ある。 明治の 進 

歩が 急速であった だけに、 その 餘 弊の 積もる ところ も 夥しかった が、 事情 を 見れば 已むを得ない 

ことで あり、 それだけの 犠牲 を拂 はせられ る こと も、 別に 俊 ふところ はあった と 言 はなければ な 

らぬ。 倂 しこの 社會 生活の 混亂は 勿論 いつまでも そのままに 放置 せらるべき もので はない。 これ 

を 如何に 統一し、 社會 生活 を 再建す るか は寶に 昭和時代の 課題の 一 つなの だ。 

大正時代 Q 始めに 歐洲 の大戰 が勃發 したが、 この 大戰が 大正に なつてから 起った こと は、 日本 

に 取って は大 いなる 幸福 事であった。 明治の 理想が まだ 幾分 も 完成し な 5 間に ヒの 大戰が 起った 

とすれば、 日本の 國家 生活 は 絕大の 危機に 陷 つたで あらう。 歐洲 の大戰 は、 西 歐の學 者が 悉く こ 

れを 言って ゐる やうに、 西歐 人の 人生 觀を 根本的に 動搖 せしめ、 世界に 新社會 秩序の 憧憬 を植ゑ 

つけた ものであった。 こ Q 新人 生觀新 秩序 は當然 日本の 社會 生活へ も 波動 を 及ぼして 来た。 ここ 

に我國 0 生活と して 最も 大. S なる 變革を 受けた もの は、 今上陛下 御踐 it の 勅語に もあった やうに、 

r 輓近 世態 漸く 以て 推移し 思想 は 動もすれば 趣舍相 異なる あり 經濟は 時に 利害 同じから ざる あり」 

と 言 ふこと である。 営路 の 政 治 衆な ど が 故意 にこの 問題 を 避けよう として ゐる 時に、 勅語 が 他に 

1 九 
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率 して この こと を 仰せられ たとい ふこと は、 流石に 陛下の 御 聰明の 表現せられ たもので あると 

私は感 佩し 奉って ゐる。 この 社 會的變 化 は 世界 共通の ことで あり、 世界が 二三 世紀 を 一足飛びし 

た 急 轉化を 来した ので あるから、 我國 だけが その 潮流の 外に ゐる こと は 全く 出来な. S ことで ある 

し、 また それの 逆轉を 計る こと は 無意義で も あれば 不可能 事で も あるの だ。 

こ Q 結果と して 我が 國民は 新ら しい 社 會眼を 得た。 從來は 國家眼 をし か 持たなかった ものが、 

今や その 國家 生活 を も 新ら しい 社會眼 Q 下に 見直さう とする ことにな つた。 併し この 時 他面に は、 

また 新ら しい 意味で も傳統 主義 運動が 起った。 古典の 研究が 流行し、 民族 學的 研究が 隆昌と なつ 

た。 これ は 一 つに は、 前の 社 會化的 思潮に 對 する 反動で あつたが、 また 他面に は 新國家 生活への 

萠芽 を 示した も Q であった の だ。 

今や 我々 は 昭和時代 0 第 一 步を 始めた が、 昭和の 國民 生活 はすべ て 以上の 潮流 を 受けて それの 

大 S なる 統一 に 向 はなければ ならぬ 時で ある。 換言すれば 新 國民的 浪漫主義 を 建設し なければ な 

らぬ 時で ある。 それ は旣に 一度 大正 0 國際 主義 化、 社會 化を經 由した 後の 國民的 浪漫主義 であり、 

國際 主義に 對抗 しての 國民的 浪漫主義で はない。 社 會科學 は 民族史 學と^ 固に 結合し なければ な 

らぬ。 そして ここに 靜 かに 燃えた 新 精神 運動が 起っても よ. S 時 だと 思 ふ。 國民は 反省に 反省 を 重 

ねなければ ならぬ。 大正時代に 於いてす ベての 事情の 結果 生起した 個人的 利己主義 を 克服し、 新 

らしい 社會 眼に よって 批判 せられた 新傳統 主義 を 勃興せ しめなければ ならぬ。 產業 主義 は 否定せ 


られて はならない、 否定 せられる こと は 不可能 だ。 倂 しこの 產業 主義の ために 急速に 養 はれた 現 

代 生活 ひ都會 主義 は 全く 克服せられ 得ない もので はない と 私 は 信じて ゐる。 勿論 これが ために は 

我國の 人口問題、？ 食糧 問題 0 解決が 最大の 急務で ある。 昭和の 時代 は、 その 第一歩 を 始める 早々 

から 大 いなる 問題が 前に 積疊 して ゐる。 萬 事に 荒療治 を覺 悟して、 その 大 いなる 生活 統 一 カを發 

揮し なければ ならぬ。 かく 顧れば、 勅語の 「我國 の 國是は 日に 進む に 在り 日に 新に する にあり」 

は 千 萬 無量 の 意味 を 持ち 豪爽 濶 達の 氣宇を 御 示しに なった ものであって、 我々 の 爽快に 堪 へす、 

5. 力 P して 新 生活 を 創める 听以の ものである。—？ 本た I 人 H 昭和ー 1 年 is 


昭和 思想界の 將來 

昭和の 思想界 は、 當分は 明治 大正の 思想界が 追うて 來た倾 向 を 追求して 行く であらう し、 また 
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それが 當然 のこと でも ある。 私 は 今 その 思想界 を 哲學界 と 社 會科學 とに 二 大別し、 それの 將來の 

發 達に 幾分の 希望 を 述べて 見たい。 

哲學界 は 大正 年代に 這 入って から 綾々 と獨創 的なる 體系を 建設した。 明治 年代 を 通じて 外國の 

哲學を 輸入し それ を 祖述して ゐ たもの が、 今や 漸く それ を 咀嚼し 消化す る を 得た 結 我 國は我 

國 として 獨 立した 優秀の 哲學體 系 を 建設す る を 得た のであった。 かく 建設 せられた 哲擧體 系 は、 

大體に 於いて 二つの 特徵を 持って ゐる。 第一 は、 形而上 舉的 特色 を强く 持って ゐ たこと であるし、 

第二 は、 國家 主義 的 特色から 離れないで ゐ たこと である。 これらの 二つ は 共に 明治時代 を 通じて 

日本の 民衆 を 刺戟し 指導した 國民的 浪漫主義の それぞれの 表現で あると 見られる。 それが 國 家主 

義的 特色から 離れない こと は、 卽 ちその 哲學が 依然として 國民的 浪漫主義 を 濃厚に 表現した 所以 

であるし、 また それが 形而上 學的 特色 を 持った こと は、 國 民が 國家的 統一 の 氣魄を 示す 上の 必然 

の歸 結で あつたの だ。 

併し 大正 年代に 這 入って から は、 我 國の國 民 的 浪漫主義 は 一段の 完成 を 示す ことが 出来、 今や 

更により 以上 高い 國際 主義 的 思潮 を吸收 し、 その上に 立った 思想 を 生まなければ ならぬ やうに な 

つたた めに、 哲學は 漸次 形而上 學的 特色から 離れて 認識論 的 傾向 を 强く發 揮す る やうに なって 來 

た。 私 はこの 倾向を 思想界に 當 然の發 達と 見、 それのより 高い 進展 を 希って 已 まない ものである。 

認識論 的 研究 は哲學 のす ベての 分科に 1Q1 つて 一層 細緻に 進められなければ ならぬ。 この 方面で は 


世界 Q 學界へ 寄與し 得る やうな 大 いなる 研究が、 昭和 年代に は繽々 と 公表せられ なければ なる ま 

い。 他の 理化學 的 方面で は その 研究が 世界的に 公表せられ、 世界の 偉大なる 定說 をつ くる ことが 

大正 年代に 幾度と なく あつたが、 今後 は 哲學界 の獨創 的なる 研究 は 外 國文を 以て 公表せられ、 以 

て 世界の 學界 へ 寄與す る 處 が なければ なるまい。 最近に なって 九州 帝大 の 法文 學部は 外 1； 文 の 硏 

究雜誌 を、 京都 帝 大の經 濟學部 また 同 樣外國 文の 研究 雜誌 を發 行して ゐ るが、 同様の 計畫 は^ 舉 

の 諸 分科に 於いても 爲 される に 至る こと を 私 は 熟 心に 囑望 する。 かく 我國の 哲學が 認識論 的 研究 

に 精緣を 極め、 世界 共通の 學問的 基礎の 上に 立った からと言って、 我國 の哲學 は我國 の哲學 で、 

また 一 つ 我國に 特有の 個性 を 持たない 箸 はない。 一般的 基礎の 上に 立てば 立つ ほど 個性的 特色 は 

濃厚になる であらう し、 また それでなければ 本當の 個性と いふ もので はない。 

次に 我國 の哲學 は、 大正 年代まで 概して 個人主義 的で あり、 社 < ^的關 心を缺 いて ゐ たが、 これ 

も亦發 達の 順序と して は 巳む を 得なかった もので あらう。 歐 洲大戰 以後 我國 の社會 にも 一 大變化 

が 起り、 民衆の 社會的 見地が 高まった 結果、 すべての 事物 を 社會的 見地から 批判す る やうに なつ 

たが、 哲學 だけ はま だ その 洗禮を 受けて ゐ ない。 私 は 今後の 哲學が 生きた 社會 問題と 接觸 し、 そ 

0 新 見地 を 持った 思想と して 發 達し、 以て 眞に 民衆の 精神 生活 を 動かし 得る ものと なること を 希 

つて ゐる。 哲學が 個人主義 的であった こと は、 プル ジョァ . イデ ォ a ギ ィの當 然の發 現であった 

の だ。 今後の 哲 擊はプ ロレ タリ ァ . イデ ォロ ギィを 表現した それと して 發 達しなければ ならぬ。 
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第二に、 社 會科學 今後の 發 達に 對 して 二三の 希望 を 述べる とすれば、 何よりも 先き に その 研究 

が 日本の 現實 0 上に 立脚す る こと を 私 は 希求す る。 勿論 學問は 世界 共通の 基礎の 上に 立つべき も 

ので あるから、 社 會科擧 の 理論が 世界 共通 的の 方法 を 取る は當然 であるが、 併し 社 會科舉 はすべ 

て歷 史科學 であって、 自然 科學 ではない から 一 つの 歷 史的 現實 基礎 を 失へば 學問 建設 も 亦 不可能 

となる ので ある。 然るに 我 國從來 の 社 會科學 の發達 は、 餘 りに 世界 共通の 基礎の 上に 立ち 過ぎ、 

我 國の社 會事實 に 立脚した 理論 を缺 いて ゐ たやう に 思 ふ。 例へば 資本主義の 發達、 完成、 轉囘に 

ついての 理論で も、 我國 では 我國の 現實に 立脚し てのもの を 取らなければ ならぬ。 また かく 特殊 

的の 現實の 上に 立つ ことこ そ 社 會科學 を 一般化せ しめる 所以で あり、 その 特殊 化が マルクス ゃレ 

1 一一 ンの社 會科學 研究の 理想で あつたの だ。 所謂 唯 物 辨證法 は、 理論の 特殊 化に よって それの 一 

般的 本質 化 を^ようと 欲した ものに 外なら ない。 

我 國资本 主義の 特殊 相 を 研究す るに 就いては、 また 特に 都會 と田舍 との 社會經 濟的關 係に つき、 

我國は 世界の 學界に 率先して 大いに 原理 的なる 究明 をな すと ころがなければ ならぬ。 我國は 人口 

0 密度に 於いて， 界に 模型 的の 類例 を 示して をり、 隨 つて その 人口密度に 關 係しての 社會的 理論 

に 於いて は化界 r 一 舉界に 卓越した 學說を 公表すべき 地位に あるが、 (日本の 地震 學が 世界的に 隨 


1 の 發達を 示して ゐ ると いふと 同じ 意味 を 以て) その 人口密度に 關聯 して 直ちに 我國の 生活に 重 

大 問題と なって ゐ るの は、 都會 と田舍 との 經濟的 文化的 關 係の 問題で ある C 單に勞 働 問題、 單に 

農民 問題と して 起る 問題 は必 やし も 重大で はない、 それらの 背景に 潜んで 解決 を 困難なら しめて 

ゐる もの は實に 都會と 田舍と Q 社 會關係 問題な の だ。 我國 Q 工業 的 商業 的 地位が 高まれば 高まる 

ほど 都會 Q 面積 は擴 張せられ るが、 我國の 如き 全體的 地域 Q 狭い ところでは、 實に 急速なる 率 を 

以て 都會の 面積の 田舍の 面積に 對 する 比率 は增 大して 行く。 この 比率の 增大は 今後 我國の 社會に 

最大の 脅威 を 窗らす もので あり、 隨 つて それ を 解決す る もの は 我 國の社 會科學 者で なければ なる 

まい。 この 問題に つき 今後 世界の 學界に 貢獻し 得る 鐵 則の 建設 せられる こと を 私 は 希望して ゐる C 

その他 少なくも 人口 學に 就いて だけ は、 我國の 社會 科學界 は 世界 最髙 Q 權威 に な ら なければ な ら 

ぬ 0 

また 問題 は 殆ど 同じ ことに 歸 着す るが、 我 國の社 會科學 は 今後 支那 を 包括しての 東洋 犟 位の 硏 

究を 進めて 欲しい。 日本の 生活 は 日本 だけの 孤立 を 以てして は 結局 將來 死滅す るより 外 はない。 

それ故に 例へば 經濟擧 0 如き は、 國民 經濟學 であるより 以上に 東洋 國民 經濟學 である やうに 進ま 

なければ なるまい。 なほ また 最後に、 社 會科學 は 今後 一 曆 一 方で は哲學 と、 他方で は 民族史 學と 

結合 提携し なければ ならぬ。 今日の 如く 社 會科學 者の 或る ものが 哲學を 蔑視す る は、 正しい 形勢 

と 見る ことが 出来ない。 社會的 見地 を缺 く哲學 こそ 排斥せられ てよ いが、 哲學が 社 會眼を 得た 時 

二 五 
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に は、 同時に 社 會科學 は 哲學眼 を 持たなければ ならぬ。 社 會科學 が 民族史 學と 結合す る こと は、 

社 會科學 の 研究 を  一 i? 具體 化現實 化せし める 所以で ある。 民 挨史學 は 社會科 學へ眞 によい 資料 を 

與 へて くれる であらう。 經濟的 視角の みから 構成 せられた 社 會科學 に、 社會的 見解の 多面性 を敎 

へ て くれる もの もまた 民 挨史學 である。 同時に 民族史 學は社 # 科學的 見地から 批 利 せられる こと 

により、 單 なる 國粹 主義 的 地方 主義 的の 見方から 解放せられ、 その 視野 を 普遍 化せし める ことが 

^來 るので ある。 最近の 民族史 學は實 際に その 途を 始めて ゐ るが、 私 は 今後 その 傾向が 一層 進め 

ちれる こと を 期待す る Q である。 —『世界 J1 (昭和 二 年 一一 月 S5) 


昨日 大穴. j は うらら か に 晴れた。 私の 家の 前の 野路 を さ へ 行樂の 人が 引き 綾き 通って ゐる Q に、 

何かと 用に 妨げられて 書齋 に閉ぢ 籠る 自分が つくづくと いやにな るので ある。 

私 も 京都に はもう 十 幾年 も 住んだ ので、 京都の 自然 風物の 特色に は餘程 なれて きた。 平安朝 以 


來 の-京都 文學を 讀んで 見て、 成る 程 これ は 京都に 長く 住んだ 人で なければ 分らない 描寫 だ、 と 思 

ふ 場合に いくら もぶ つかる。 文 學は所 訟は鄕 土の もの だ、 地方の もの だ。 

今日 此頃 よりももう 少しお そい 春の 日 を 『徒然 草』 に は 「のど やかに 艷 なる 空」 と 書いて ゐる 

が、 昨 曰の やうに 晴れて 風の ない 日 は、 いかにも 「のど やかに 難なる 空」 とい ふより 外に 一一 E 葉が 

ない。 かう した 大空が 平安朝に かけての 京都の 人達の 上に も かかって ゐ たの だと 思 ふと、 私 はし 

み じみ 懐し くなる。 京都で は 春の 日に 全く 無風の のどけ さとなる ことがある。 また さう した 日に 

は 遠山の 麓の 方から ほのぼのと 霞が 晴れて 行き、 空に は 何とも. S へない 悅ば しい 光が ただよって、 

これ は 誠に r 艷 なる 空」 である。 かう した 大空の 下で、 幽玄で はありながら も 限りなく 艷 なる 

『新 古今 和歌 集』 の 詠みぶ りの 生れた の は 無理 もな いと 思 はれる。 

京都の 市中が 描寫 せられて ゐる 場合で も、 へ？' の 京都 を考 へ ていかに も そこに ふさ はしい と 思 ふ 

冽 はいくら も ある。 『源氏』 の 「夕 額」 の卷に 五條 あたりの 市中の 描寫が あり、 夕 額の 君 は そこ 

に 怯んで ゐる ことと なって ゐ るが、 私 はこの 場所の 好みが いかにも 巧み だと 思って ゐる。 そ CS? 

の 五條に は 京都 驛ゃ木 願 寺 ゃを考 へて はならない。 さう すれば、 この 五條の 好み は 誠に 的確な も 

の だ。 「夕 額」 の卷 の描寫 では 時候 は 今頃に なって はゐ ない が、 謠 曲の 「熊 野」 にこの 邊の 現れ 

てゐ るの は." まさに 今と 同じい 花見時 だ。 四條 五條の 橋の 逢り から 六 波羅蜜 寺の わき を 通って 東 

山へ 花見 車 をね つて 行く 情景 は、 まざまざと 眼に 見える ので ある。 
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夏 Q 蒸し 暴い 夜に は、 凡 兆の 「市中 は 物の 句 ひや 夏の 月」、 冬の しみる 夜に は 丈 草の 「下 京 を 

めぐりて こたつ 行脚 かな」 の 句 を 私 は 思 ひ 起す。 下京邊 りの 家の 建て こんだ 情景に 於いてで なけ 

れば、 これらの 句 は 面白い ものに ならな. so 

人間の 精神的 傾向な ども 容易に は變 化しない ものと 見える。 今の 京都 人の 氣風を 見て ゐ ると、 

よくも 惡 くも やはり その 通りの ものが 平安朝の 人達の 氣 風の 中に ある。 江戶っ 子が 江戸っ子 氣風 

を 持って ゐ たの もまた すっと 古い 時から ひ、 それ は 江戶の 出来ない 以前の 鎌 倉に あつたし、 奈良 

朝の 關東 一 帶 にもあった。 

『徒然 萆』 に は 明かに 關東 人と 關西 人との 氣風 Q 相違 を 論じて ゐる ところがあって 面白い。 堯 

蓮 上人 は 昔 は 三 浦せ 水と いふ 武士で あつたが、 今 は^とな つて 長く 都に 住んで ゐる。 鄕里 0 關東人 

が 訪ねて 來 ての 話に、 r 關東人 はこれ と 承諾した こと は 吃 度 やってくれ るが、 關西人 は I 曰 葉で だ 

け 何でも 引き受け ておいて その 實 一 向に 實 行して くれない」 と 批評した。 この 批評 は 今 もな ほよ 

く 的中して ゐ ると 私 は 思って ゐる。 それに 對 しての 堯蓮 上人の 解釋が 面白い。 「いかにも そ 

方に 道理 は あるが、 自分 は 長く 京都に 住んで ゐて、 關西 人の 心情 を それほど 劣った もの だと は考 

へない。 關西人 は 心が 柔和で あり 人情 的 だから、 人の 依頓 する ことに は斷 然と は 担絕が 出来ない 

の だ。 それで 弱氣で 何でも 承諾して しま ふ。 刖に僞 り を. S はう と 思 ふので はない が、 財力に 乏し 

. いからさて 實 行の 段になる と 思 ふに 任せす、 自然 約束 を も 破らなければ ならぬ やうになる。 とこ 


ろが 關東人 は、 自分の 鄕里 のこと だからよ く は 言 ひたいが、 資の ところ 心が 偏へ に 剛直で ありん 

情に 柔和 さがない から、 拒絕 する こと はに ベ もな く担絕 して 憚らない。 さて 承諾した だけの こと 

は、 財力 も豐か だから 必す 成し 果 すの だ。」 上人 はかう. S つて 答へ たが、 兼 好 法師 も その 見方 を 

巧 わ 味 深く 見て ゐ るので ある。 私 もこの 見方 は 面白. S もの だと 思って ゐる。 

併し これら 二つの 遣り方の 中で どちらが よい かと. S ふと、 私 はどう も堯蓮 上人に 贊成 出来ない。 

好 法師が そ の 見方に 感心して ゐる ところに は、 旣 に關 西人氣 風が 現れて ゐる Q である。 

併し 私も亦 上人の 所謂 「偏へ にす くよ か」 なる 部類に 屬 する 人間で あり、 今後、 年久しく 京都 

に 住んだら、 兼 好 法師のお 仲 ^ 入り をす る やうになる のか も 知れない。 八 「の 心で はさう ならな. S 

こ と を 欲し てゐ るが。 11 尤も 今 こ の 短篇 を 引受け て、 約束の 曰 を 後ら せて 帝； 3 い て ゐ る ぉ^；^び に 

は、 堯蓮 上人の 兪葉は 丁度 都合が よさ さう だ。 —(Ills 月) 


Ho 


私の 書齋 

標題 だけ は 書いた が、 さて 何 を 書いて 見ようと 5 ふ 案 もない" ただ 自分 も 一介の 讀瞽 生と して" 

終日 この 書齋の 中に^ 居して ゐ ると でも 書けば よいので あらう か。 

私の 書齋、 先 づ大. S さ を 一一 百へば、 四 疊半、 六疊、 十疊 の三窒 からお 來てゐ る 私の 家 11 といつ 

て も 野の 中の 極めて 小さ. S もの だが、 その 全面 積の 約 半ばが. 私の 書齋 だとい ふ譯 である。 本来 こ 

の 家 を 建てる 時に 私 は 京都の 郊外 もうん と 離れた ところに、 他から 讀書 執筆の 妨げ を 受けない や 

うにと いふ こと を考 へて ゐた Q だ。 隨っ て書齋 はま た 家の人 達の 住んで ゐる處 から 話聲の 聞え な 

い 處 へと 選んで^ 構へ にして 建てた。 始め ニ窒 から 出来た 洋館だった が 昨年 十疊 一 窒を增 築し た- 

べ  ッ ドを ここ へ 置いて、 今では 終日 を その 中に 籠居して ゐる。 櫻 井祐 男 君の 拙宅への 訪問 記 を 見 

ると、 「ブリキ 屋根が 見える」 と 書いて あるが、 ブリキではなくて 淺 野スレ ー トの 屋根な の だ。 

もう 一 つ 序でに 言 ふと 櫻 井 君 は 田の 中に 小さな 雜木 林が あって その 中に 拙宅が 建って ゐる やうに 

言って あつたが、 これ も雜木 林で はなく、 後で 植 ゑた 拙宅の 庭木な の だ。 ただ 植木 師 など を 入れ 


ないで 伸び 放題に して ある もの だから 雜木 林に して 了 はれる。 他の 某 君の 訪問 記に は、 病み 上り 

の 頭髮の やう だと 書いて あつたが、 いかにも その 通りで ある。 

書齋の 中には 書物が 雜 然と 置かれて ゐる。 最初 私 は 四 S 半 を 應接窒 に 使って ゐた 0 だが、 霄物 

の 置 場に 窮 すると そんな 悠長な こと は霄っ て ねられない 0 ここに は 書架 を 二つ置き、 周圍 壁に 

は 出来るだけ 多くの 棚 をつ くって 全然の 書庫に して 了った。 下に も雜 然と 書物 を 置いて ある。 六 

M  0 室 は 書齋に も 應接窒 にも 書庫に も 使って ゐる。 狹. S こと 甚だし- S  。十 疊の窒 は ベッド を 置. S 

て 全く 私 の 居室 だ 。 近來は こ Q 窒を お もに 書齋 とし て 使って ゐる。 誓 物 は ど の 窒に も 詰ま る だけ 

詰まった ので、 t 八 第に 廊下 を 侵 鈍し、 他の 居室 を 侵蝕し、 寢窒の 床の 問の 上まで 書物の 山積と な 

つ て 了った。 起きる も 寢るも 書物の 中に 埋まって ゐ るの は 愉快な ことで なく、 さつ ぼり した 一 窒 

を 欲し， S と 思つ てゐ るが、 そんな 賛澤 など はとても 首へ ない ので ある。 

自分 は 五六の 店 か ら 書物 を 買 つて ゐる。 洋書 は 丸 善で 隔日 位に 葉書 で 新刊書 を し ら せて くれる。 

支那の 本 は彙文 堂の 目録で 持って来て 貰 ふ。 邦文 書 は 三 四の 小賣 店が 競爭で 持って来て くれる か 

ら先づ 心配 はない。 その 中 一軒 は 美術書 專 門で 始終 新ら しい もの を 持って 來て くれる。 古書 は 東 

京と 大阪の 五六の 書店から 目錄を 送って 貰 ひ、 それによ つて 賈ふ ことにして ゐる。 洋書で は哲學 

と社會 問題の 本が 最も 多いだら う。 多少 は 珍書 も ある。 大學の 圖書館 や 研究 窒 にな いもの も ある。 

現 代哲學 の 主要 書 は 出來る 限り 集める やうに して ゐる。 


三 二 

十疊の {丐 卽ち 今の 書齋 は、 日本 物の 研究 書 を 築める ことにし、 今 は それに 最も 多くの 骨 を 折 

つて ゐる。 民族 擧的 研究の 書 は 遺漏なく 集めよう として ゐる。 文學の 方で は、 種々 の 古典 文學誓 

俳 書、 歌書 を ffi める ことに 骨 を 折る。 演劇の 本 も 集め 出して ゐる。 美術 は 奈良を 中心としての 古 

佛敎 美術 闘 係の ものが 最も 多い の だが、 それ も 大分 充實 してきた ので、 S 鏡、 古 織物、 古陶 器 等 

の 美術の W を も 第め はじめた。 これらの 美術書 はみ な高慣 だから 全く 困って 了 ふ。 併し 後に なつ 

て 見れば 自分の 宽集も 世に 珍ら しい ものの 一 つに ならう かと 思 ふ。 佛敎 美術の！^" 眞 だけ はもう 大 

抵 遺漏 はない。 「法 隆寺大 鏡」 「七 大寺大 鏡」 「日本 國 S 全集」 を 始めと して 第め られる だけの 

文獻を 第め てゐ る。 朝鮮、 支那、 印度の 美術 寫眞も 苦心して 自分の 財政の 許す 範 園で 多く を 買 ひ 

^めようと 思って ゐる。 各 府縣で して ゐる 地誌 類の 中の 美術 關 係の もの を も 築めて ゐ るが、 こ 

れは猿 まらないで 困る ものが ある。 例へ ば 朝鮮 總督府 か ら 出る ものな ど は 集める のに 骨が折れる- 

それでも 慶州 金冠 塚の 調 木.^ 一 を はじめと して 名 出版 を 大分 ffi めた。 昨日 奈良縣 の史踪 名勝 天然 記念 

物 ま 水： ^報告 を 第一 冊から すっと 揃 ひで 買った が これ は 嬉しかった。 書籍 目錄 となると 全く 餓鬼の 

やうに して 巾を搜 すので ある。 

近頃 は 全 £ポ 物が 多く 屮 I るので 何より 有り難い。 賈 へる 限り は 買 ふこと にして ゐる。 有力な もの 

は 大抵 賈ひ 第め た。 下らない 全 築 物 は 室に 邪魔になる からた とへ 一圓 本で も賈 はう と はしない。 

今 で は 全く 書物 の 0 き 場所が 苦になって ゐ るので ある。 自分 は 東京 へ 移轉し ようかと 思 ふ 時 も あ 


るが、 さう 考 へて 何より 困る の は これらの 書物 Q 始末 だ。 私な どの 這 入れる 借家で は、 ちょっと 

これ だけ Q 書物 を 置く 場所が な い 。 

雜誌 も澤山 買って ゐ るが、 叉 隨分澤 山 貰っても ゐる。 だから 有名な 雜誌は 大抵 ある。 毎月 七十 

種 位の 雜誌 は來る ことと 思 ふ。 勿論 一 々讀む譯ではなぃがそれでもゃはり欲しぃ。 み^-^してくれ 

る雜 誌なら 何でも 欲しい。 それ も 一 册 でも 捨てない やうに 保存して ある。 新 K も 一 年分 位 は 保存 

して ある。 これら はい ざ 評論 を 書く とい ふ 時に 資料と なる の だ。 雜誌も 東京から 京都へ 移る 時、 

必要がない と 思って 賣り拂 つた も Q に 今 必要と なって 一生懸命で 集めて ゐる ものが あるので、 今 

はたと へ いらな- S と 思っても 成るべく 捨てない やうに して ゐ るの だ。 

この 書物の 整理が 大變 である。 雜 誌の 整理な ど はみ な 妻が やって くれる。 私 は何處 にどの 雜誌 

が あるか さつ ぼり 知らない。 自分 は 趣味が どしどし 變 るから、 今 面白い と 思って やって ゐる 仕事 

の 本 はよ く 整理す るが、 それよりも 大變な Q は、 これらの 書物 を 買 ふ 資力 だ。 よくも 自分の 力で 

これ だけ 買へ たもの だと 自分で も 感心す る 時が ある。 妻に も 始終 叱られて ゐる。 昨日の 勘定日に 

も 妻が 會計簿 を 持って 來て、 今月の 本代が 二百 三十 圆、 こんな 放蕩息子が ゐ たら 早速 放 遂になる 

ところです よと いふので ある。 その外に まだ 百 圓餘の 支拂が 來 ないで 借りに して いたの だか 

ら大變 である。 だから 私が 本 を 買 ふ 時の 焦慮 苦悶 は 大した もの だ。 買 はう か ふま. S かと 苦悶し 

た 結果、 さて 買 はない ことにき めた 時の 私の 額 は 世に も 類例の ない 寂しい ものの さう である。 靈 
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集に は 二三 百圓の ものが 少なくない。 『座右 寶』 位なら 自分で も 買って ゐ るの だが、 その 二三 百 

圆の もの を 二三 種、 本屋が 持って来て 置いて 行った 時の 與銜は 大した もの だ。 眼の 前に その 本が 

あるの だ。 私 は それ を 書架への せて 見る。 いや やつば り 返さう とおろ して 了 ふ。 その 間の 苦心た 

る や、 全く これ は 困った 病氣 だ。 

私 は 着物な ど は 何でもよ. S と 思って ゐる。 洋服 は 一 揃 ひだけ 持って ゐる けれど、 和服と なると 

常 着 だけし かない。 その 洋服 も 近頃 は 大抵 は 着す に 冬 も 夏 も 一着 0 ルパシ ユカ だけ 着て ゐる。 こ 

れは實 に 便利な 着物 だ。 上から ス ボリと かぶる だけで 世話 はなく、 冬 は シャツ を 何枚 も 重ねれば 

よい。 この 三 四 年 私 は ただこの 一着の ルバ シュ 力 を 着て ゐ るの だ。 精子 は 鳥 打の 夏帽子 一 つ。 

これで 三 四 年の 夏と 冬と を 越した。 何 處の學 校へ も 行かな. S から、 おしゃれ などの 必要 はない。 

苦學 する 大學 生の やうな 風體で 自分 は 散歩 をす るので ある。 ただ 思 ふ もの は 自分の 研究 だ。 本 だ * 

氣の 毒な の は 自分 Q 家族で ある。 何處 からか 降って 來る 金で も あれば よいの だが、 さて さう もな 

らなハ もの だ 0  l-itti (昭 S 二 年 五月 號) 


都鄙 關係 公式 を 得る まで 

私 はこの 數年來 京都の 郊外に 住んで ゐる。 最初 住んだ 時には 最も 近い 家へまで でも 數 町の 隔 

が あるので、 本當に 畠の 中 Q 浮 島の やうに 見えた。 何處 から も 家へ 來る 本通りと. S ふ ものがない 

から、 始めての 訪客な ど は 家の 廻り をぐ るぐ る 廻って ゐて、 家の 姿 は 見える がさて そこ へ 行く 途 

がなかった などと いふ 笑 ひ 話 を殘 した。 加 茂 川 は 直ぐ そこに 見えて ゐる けれども、 それへ 出よう 

と 思 ふと、 これ また 隨 分の 廻り 道 をし なければ ならなかった ものである。 

私 は 毎日の やうに この 島の 中の 小徑 を散步 した。 その 島の 上に いそがしく 囀って ゐる 雲雀が 私 

の， 終 曰の 友であった。 春に なれば、 令で さへ どうかす ると 家の 東の 小川へ 鶯が來 て 鳴く。 加 茂 川 

の 橋の 處 まで 散歩して は、 私 はよ くそ この 河原で もの を 洗つ てゐる百姓^^女達から大根ゃ4.^蔆草 

を賈 つて 歸っ たもの だ。 

ところが その 郊外の 家 も 昨今で はもう 郊外の 家で はなくな りかけ た。 近傍に 植物園が 出來、 そ 

こまで 電車が 延びて 來 てから は、 近傍 も目覺 ましく 發展し 出した。 一日に 幾 軒と なしに 家が 建て 
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增 されて 行き、 廣ぃ途 も 35 來 たので、 加 茂 川畔へ 散歩 をす るに もさう さう 島 道ば かり を 通らない 

でもよ いやう になった。 それらの 新ら しい 家が 烟 草屋に なったり カツ フ H になった りする の を、 

私 は 朝夕 物 珍ら しく 眺めて 過ぎた。 カツ フ H が 開店せられ ると、 家族 を 引き連れて どの 店へ もま 

つ さきにお 客に なりに 行ったり した。 

かう して ゐる 間に、 私 は都會 Q 生活に 何ともい へない 不思議な 感じ を 持た された ので ある。 か 

やうに 殖えて 行く 家の 商賣を 見て 居る と、 どれ 一 つと して 物 を生產 する ものがない。 何れも その 

日 その 日の 生活に 必要な 消 费货物 を贩賣 する 店お。 中に も 多 いのは 飲食店で ある。 電車が ここ ま 

で 延び、 商家が これ だけ 殖えた として、 さて 社會 Q 生活 は それにより どれ だけの 益 を 受けて ゐる 

か。 電車 自身 は 何 かの 益 を社會 人に 與 へて ゐる では あらう けれど、 社會が これ だけ 膨脹した こと 

は 社 會に對 し 害と こそ なれ、 それに 何の 益 をも與 へて ゐさ うに は 見えない ので ある。 それにして 

も これらの 商家が その 商寶 によって どうにか かう にか 暮らしの 立 つ て 行く の は 不思議で ある。 私 

は それらの 店へ 立ち寄って 賈物 をす る 度に よく その 逢の 店の 商 喪の 工合 を 尋ねて 見た。 その 結 

分った こと は、 これらの 店で は 大して 遠い 處の 顧客 を 持た す、 やはり 相持ちで 暮らしが 立って 行 

くこと である。 新ら たに 屮： 來た烟 草屋 は 新ら たに 出来た 米屋へ 米 を ひに 行き、 新ら たに 中： 來た 

米屋 は 新ら た に 35 來た烟 草屋 へ 烟 草を賈 ひに 行って、 それでお 互 ひの 商 寶を立 てて 行く の だ。 成 

る 程 かう して 生活 するならば、 都 含 は どんなに でも 大きく 膨服 する ことが 屮 H 來る。 これ は 誰れ で 


も 知って ゐ る事實 では あらう が、 私 は それ を 知った 時に 何ともい へない 新ら しい、 驚異 心 を 持た さ 

れ たので ある。 

それから 後、 ^は これら €J 商店の 生活 樣式を 公式に つくる 試みに 着手した。 公式に 作れば 右の 

關係 は數學 的に 一 曆 明らかにせられ、 都會 のこの 自己 支持の 方法に は 一 點の疑 ひも 殘 されない こ 

ととな つた。 要するに 或る 單位數 の 商店が 相互 支持 的に 組織 をな して 成立して ゐる 時には、 相互 

に 商品 を 交換し、 その 利益 を 以て 自己の 生活 を 支持し 得る ことが 分明と なった ので ある。 これら 

の ー單位 組織 は、 自分で は 何 一 っ生產 をな さす、 „4 に 他の 家へ 自己 Q 生活に 必要な も Q を ひに 

行く ことによって その £1十 位組綠 Q 生活 を 支持して 行ける の だ。 私 は社會 Q かう した 一 單位 組織 を 

絕對 消耗 體と名 づけた。 

^し 結對 消耗 體に 問題と なる の は、 その 消耗 體 で 消費す る 貨物 Q 原價を 結局 どうして 支 辨し得 

るかで ある。 それが 私 Q 第二 段の 考察であった。 この頃 私 は 銀行の 機能の 研究 を續 けて ゐ たから， 

その 研究 は 今の 場合 大いに 役立った Q である。 銀行と い へど も、 その 生活様式 を 見れば 典型的の 

絕-對 消耗 體に 外ならぬの だ。 これ を 逆に 一一 目へば、 至る 處に 銀行と 同様 性質 Q 生活 をな す 組織 體が 

存在す るの だ。 私 は その 考察 を 絞け た 結 mr 絕對 消耗 體は物 愤を變 化せし める ことにより、 任意 

に 生活の 原料 货物を 自らの 中へ 吸牧し 得る ものであるし、 また その物 價を變 動せ しめる に は、 絕 

對 消耗 體は その 生活の g 澤さを i! 化せし めれば よいと いふ 一 つの 原則 を 得た ので ある。 かやう の 
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事柄の 起る の は 何故で あるかと 一ず へば、 生活の 原料 貨物 を生產 する 農村 は その 生産物 を 買つ てく 

れる 纏まった 購買力 を 必要と して ゐ るが、 この 纏まった 購買力 は絕對 消耗 體 0 組織 せられた 信用 

力に よっての み 可能なる もの だから、 結 US 農村の 生産物 は 一度 はこの 絕對 消耗 體の中 を 通過し な 

ければ ならない ためで ある。 私 は これらの 關係を 嚴密に 公式 的に 數量 化する ことに 專 念した。 最 

初 は 或る 一 つの 項が 消失せ しめられ 得ないで、 公式 は何處 まで も複雜 であり、 公式と しての 意義 

をな さない やうな もので あつたが、 一 日、 項 を あちこちへ 動かして ゐる 間に 巧みに その 關係 は簡 

化せられ、 一 つの 物價 公式 を 得る ことが 出来た。 それ は眞 夏の 暑い 日であった。 私 は 近傍の 大 

德寺 0 塔 頭の 或る 寺に ある 離れ を 借り、 そこ Q 綠で この 計算 をして ゐ たの だ。 この 公式の 一 つの 

着手の 成功した 悅 びに 私 Q 心 は 躍って ゐた。 

VW を 前後に 於け る 一都 會 Q それぞれの 總 生活費、 XY を 前後に 於け る そ Q 都會 によって 作ら 

れる それぞれの 總 商品 價 格と し、 ，t "を その 都會 Q 生活の 贅澤 さの 進み 卽ち 贅澤 率と すれば、 次の 

やうな 公式が 得られる。 

4  IWX 

「都 會の大 いさを 不變 とすれば、 都會の 贅澤率 は、 後 Q 都會總 生活費に 前 Q 總 商品 價 格を乘 じ 

た 積 を、 前 都會總 生活費に 後の 總 商品 價 格を乘 じた 積 を 以て 除した 商で ある。」 


この 公式 を應 用す る ことによって、 私 は 今や その 社會の 物惯 が どれ だけ 騰贵し たかを 見 て そ の 

社會 の都會 Q 生活が どれ だけ 贅澤 になった か、 叉 は 都 會の大 い さが どれ だけ 膨脹し たかを 知り 得 

る やうに なった ので ある。 その 社會の 中の 都會 がそ 0 消費 率. を增加 せしめた こと、 換言すれば そ 

Q 大 いさを 增大 せしめた か、 或は その 生活費 を 高 上せし めた こと は、 その 社會 Q 物價を 騰貴せ し 

めた 原因と なった の だ。 また それ を 逆に 言へば、 物惯を さへ 騰貴せ しめれば 都會は 幾らでも 脹 

し、 その 生活 程度 を髙 上せし め贅澤 ならしめ る ことが 出來 るの だ。 

カツ フ H などで 私 は 次 Q やうな 感想 を 持つ ことが 屢.. である。 一 體 に都會 Q 人は亂 暴に 飲み 食 

ひし 過ぎる。 田 合で ならば 尻尾から 腸まで 食べて 了 ふ 小魚で も、 都會 では ほん 0 ちょっとの 部分 

を 料理に 使って、 後 は 拾て て 了 ふ。 西洋 料理に つける サラダな ど は、 11 尤も 食へ る やうに 料理 

した サラダ も 少な. S が —— まづ 景氣づ け の 役目 を 勤 める だけで、 捨てられる ために 箭 Q 上へ 載せ 

られ たもの だ。 こんなに 亂 暴に 野菜 を 使って ゐ るが、 それならば 日本 全 園で 33 来る 野菜の 数量 は 

德川 時代と 今と 較べ て數 倍の 增加を 示した か。 かく 考 へても 野菜の 數量は 今後 次第に 威り こそせ 

ょ增 加な どし さう に は 見えない。 然 らば 都 會 では 何故か やうに の 消費 をす るか。 その 祕密は 

前の 公式 Q なが 解い て くれる。 都會は 自らの 生活 を  一 贅澤 にす る ことによって のみ 自ら を 支持 

する ことが 出來 るので ある。 都會が 節約 を實 行し、 消費 物の 分量 を 少なから しめた 時には、 都會 

の 一 部 Q 建物 は 取り崩されて 田 島に せられなければ ならない の だ。 

11! 九 
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この 公式 を 得て、 私 は その 公式の；^ へる 審！ M の餘 りに も 重大なる ことに 驚愕し、 白賽 骸骨 を 見 

る やうな 一 種悲 情な 感じ を 持た された ので ある。 

ー體 今後の 社會 問題と して 切資に 危機に 瀕する もの は、 原料 货物 を生產 する ものと、 單に それ 

を 韓賣す る ことにより 儲けの 鞘 を 取って 生活す る ものとの 間に 存 する 生活様式 の 相 遠 か ら來た 相 

互關 係の 問 li であらう と 思 ふ。 この 困難なる 社會 問題 を 解決す る 鍵 は 右の 公式 を 展開せ しめる こ 

と 以外に 與 へられて ゐさ うに 私に は 思へ ない。 勿論 この場合 私 は资本 主義 その も Q の 機構 を 根本 

的に 錢棄 して は考 へて ゐな いが、 それ を廢棄 して 考 へても なほ その 社會 にこの 關係 問題 は 根本的 

になくな らうと は 思へ ない。 私 は 今 右の 公式の 展開に H ズ ふして ゐ るが、 その 將來に は 幾分の 明る 

みが 點 せられた。 私の 企圖 だけ をい つて 見れば、 私 は 第一 一段に 純粹の 工業都市 を考 へ、 再生 產過 

程の 中 を 通過した 貨物の 物價 がいかに 變 動す るか を 見、 第三に この 工業都市と 商業都市との 關係 

を觀 察し、 最後に 信用 力 を人爲 的に 動かす ことによって 都 # 農村の 困難なる 關係を 公正に 解決し 

ようとい ふに ある。 私の 得た 公式の 敎 へる 處 によれば、 農村 は その 生產 貨物に 對 する 纏まった 瞵 

買 力 を 得る ために その 生產 貨物 を 一 度 は必す この 絕對 消耗 體の中 を 通過せ しめなければ ならな か 

つたが、 今 若し 農村が 自らの 持つ 生産力 を 信用 化せし め、 それによ つて 自ら 纏まった 購買力 を さ 

へ 作った とすれば、 農村 はも はや 自らの 上に 都會を 寄生せ しめないでも よいで はない か。 私の 農 

村 問題解決 策の 根本の 考へは そこに ある Q だ。 I  〔昭和- 1 年 5) 


春が 来た。 今年の 春 は 本當に 春ら しい 氣 がする。 こ 0 數 年間、 私 は 本當の 春と いふ もの を 知ら 

ないやうな 氣 がして ゐた。 早春 はま だう そ 寒い。 が、 そのう そ 寒い 氣の する 早春が 過ぎる と、 も 

う ましい 晩春と なり、 身 體には 夏の 來 たこと を 感じさせて ゐ たので ある。 しかし 今年 は、 本當 

の 春が 來た。 まだ徵は^^^：なぃが、 私の 身體に 何ともい へない よい 感觸 を與 へる うらら かな 仲 一； 1^ 

が 來てゐ る。 

この 數日問 私 はすべ て を 抛擲して 或る 事務的の 仕事に 携 はって ゐた。 令度ァ ルスから 刊行す る 

『日本 兒童文 lihB の 計 畫 について であった。 私の 机 擾には 電報が 山積した。 私 も 毎日 傅で 諸方へ 

統け 廻らなければ ならなかった。 讀 書の 時間 は 夜 だけし かなかった。 と、 その^に 私の 書 齋の窓 

へ は うらら かな 春が 訪れて 來てゐ たので ある。 

私 は 昨日 本當の 孤獨を 書齋の 巾で 味 はって なた。 もう 大半な すべき だけの 事務 を 終って、 私 は 

また 平常の 書齋の 中の 自分 を 見 31 して ゐ たので ある。 私 はわき のテ H ブルの 上に 載せて ある 近著 
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の 誓 物 を 取り、 あれ もこれ もと 読み出した。 また 落ちついた 自分 を 恢復す る ことが 出来た。 

併し 何とい ふ うらら かな 春 Q 日 だら う。 誓齋 0 前の 畠に は 雲雀が 樂 しさう にさへ づ つて ゐる。 

一年中 私と 最も 長い 交情 を 結ぶ Q はこの 雲雀 達 だ。 私 はもう 誓齋 Q 中に 堪 へないで 外へ 出て 見る 

ことにした。 風 も 何もない。 ただう つらう つらと 春の 日が 照って ゐる だけ だ。 私 はいつ も Q 野 逢 

の路 を. S つもの 方向へ むいて 進んで 行った。 

この 野 邊の路 を 私 はもう 十年步 いて ゐる。 私の 思索 はいつ もこの 野路の 上で 出来た。 私 はいろ 

い ろの 著 想 を この 野路の 上で 拾った。 名もない 草の 花の 上に 落した 私の 眼から。 遠く 視線 を 彼方 

に 投げた 雲の 深い 塊の 中から。 + では 私 は何處 にどん な 草が 生えて ゐる かも 大抵 は 知り 盡 して， Q 

る 0 

と、 そ 0 野 に は實に 美しく 野の花が 開いて ゐた。 或る ところでは 全く 滿 開であった。 その 叢 

の 前にた たやんで 私 は 長く 見とれて ゐた。 何とい ふ 美しい 花で あらう。 この 小さな 叢が 大 森林 Q 

やうに a える ではない か。 何もかもの 美し さが この 叢に は備 はって ゐる ではな， S か。 私 は 人間 も 

また その 通り だと 思った。 

私 はふと 私の 汽車の 旅 を 想 ひ 浮べた。 山 問 を 私の 汽車が 走って ゐる 時、 思 ひも 寄らぬ 場所に さ 

さ や か な小學 校が 建 つて ゐ るの を 眺めて 私 は ほほ 笑む 時が ある。 朝早く それへ 通 ふ學童 の 群れ を 

見たり する Q は 嬉しい ものである。 僅か 一 ー學紋 位し かな ささう に 13- える この 山^の 小舉 校に も、 


どんなに 尊い 敎 育が 今 行 はれて ゐる ことか、 また 長い間 行 はれて 來 たこと か。 私 は それ を 思 ふと 

感謝した くなる。 そして ここで 人生の どんなに 大きい 事業が 行 はれて ゐる ことかと 思 ふと、 私 は 

全く 一 つの 神祕感 にさへ 襲 はれる ので ある。— (昭ぉ 一一 年 五月〕  II 


この 野中に 住んで から 私の 生活 ももう 十 年になる。 けれども 今度 は、 私 も 愈 t この 家 を 見捨て 

て 何處か 他へ 移らなければ ならない らしい。 私の 後から は 際限 もな しに 都 會が追 ひかけ て來 る。 

その 都會の 欲望の ために 私の 家は碎 かれ、 私 は 心に もな く此處 から 追放せられ るので ある。 

私が この 野へ 移った 時、 私の 家へ 來る路 らしい 路 は何處 にもなかった。 ほんの 畦路傳 ひで、 私 

は 自分の 家へ 出 は， S りした。 無論 電車 へ はすつ と 遠かった ので 東京から 態 々 訪ね て くれる 友人な 

どに は氣の 毒で ならなかった。 町の 名 や 番地 は 自分の-家 だけの もの だから、 書いて 置いても 役に 

立たない。 近傍 數町 C} 間と， S ふ もの は、 家 一 軒、 見當ら なかった ので ある。 

私 はこの 家 を 雪 雀の 家と 呼んだ。 雲雀が 殆ど 一年中と. S つても よい やうに 家の 廻りで 轉 つてね 

たからで ある。 が、 この 數年 問の 都市 C- 發展 によって 私の 家の 近傍に も だんだん 家が 建ち 塞がつ 

て來 た。 私 はもう 田舍 居住者でなくて、 都市 居住者で ある やうに なった。 私の 家よりも もっと 外 

側に 市の. m 車： i 路が屮 ：來 る。 かうな ると 雲雀 ももう 一 年 一 年と 遠く へ 移つ て 行く であらう。 昨年 
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の 春、 (鬼の 庭 Q 樓薮の 中に、 もやが 奠を 造った。 もすな ども、 こんな 僅かな 薮の 中に でで もな け 

れば、 巢を 造る 場所 を 求め 得ない の だ。 ところが 近傍に 家 を 建てて ゐる 人が あり、 そこへ 集まつ 

て來る 大工 達が 暇 さ へ あれば 捧を 持つ て 來て巢 をた たき 一 * めさう とする ので、 私が どんなに 保護し 

て やっても 及ぶ ところで なく、 巢は 破られ、 もす は 他へ 遁げて 行った。 

昨年 は それでも 私の 家 の 東 を 流れる 小川へ 鷲が 來て 鳴いた 。いかにも 田舍も C} らし. S 鳴き 方で 

あった。 私 は その 赏も亦 だれかに 捕 へられ はしない かと 心配で ならなかった が、 今年の 舂 は 鳴き 

聲を 私達に 一度 も 聞かせ はしなかった ので ある。 

私の 家に 古いな じみと なって ゐ るいた ちが 一 疋ゐ る。 何 かの 折りに 觸れて は 私達の 眼の 前へ 現 

はれて 來る。 晚餐 をた ベて ゐ ると、 よく 家の 小 陰から 夕闇の 中へ 現 はれたり した。 このいた ち も 

近顷 ではす つかり 私の 家 を本據 とし、 他へ 出かける どころ ではな 5- らしい。 或る日 見る と 私の 書 

齋の橫 の 杉 紫 を 積み重ねて ある 下へ 立派な 途を つくり、 その 下へ 隱れ てゐ るので ある。 他へ の 出 

かせぎから 歸 つて 來て、 この 途を杉 葉の 下へ 走り込む. S たちの 姿 を、 私 は 窓微子 越しに 毎日の や 

うに 見て ゐる。 もっと 前に は、 家の 近傍に 一羽の くひな が 住んで、 秋の 夜な ど はさび しい 聲を立 

てて ゐた。 そのく ひなの 聲の 全く 聞え なくなつ たの は餘程 以前の こと だ。 

私の {\ぉ を 訪ねて くる もの は 誰れ も、 「隨分 不便で せう」 といって くれた。 しかし 不便と いへば 

今の やうに 家の 建ち 塞がった 結 ra^ の 不便の 方が どれ だけ 深刻 だか 知れない。 自然から 來る 不 に 


は それに 耐へ 忍びつつ の悅 びが 何處 かに 殘 つて ゐる もの だ。 人工から 來る 不便 は、 SHf なる 不便で 

あって 悅 びさい ふ もの を 持たない。 

晴れた 美しい 五月の 空 だ。 野に 風 もな く、 遠. S 山の 麓の 方から 次第に 打ち 霞んで 見える だけ だ- 

かう した 遠景 を 見て ゐ ると、 遠い もの は何處 まで も 遠く、 それよりも 近い もの は何處 まで も 近 

くて、 誠に 複雜 では あるが 併し 規律 正しく 重なって ゐ るの が悅ば しい。 この 層 位の 規律 正し さが 

自然 を 深く 見せ、 つ 自然 を 落ち 著いた 親しみの ある ものに 見せる 所以で ある。 人 の 品格 も、 

その 心の中に かう した &? 位 を 持つ ことによって 保 たれる。 人と 話して ゐて、 どうかす ると その 人 

の 話して ゐる こと や 話の 態度 やが、 その 人の 心の中の どのき 位に あるかが 分らないで 不安になる 

一場 合が ある。 何となく 心の 許せない と. S ふ 人 は、 その 心の 態度に 歷 位の はっきり しない 人で ある- 

か うした 人 は、  同時に 淺 薄な、 その場限りの 人に a える もの だ。 また 淺 ぃ層 位ば かり を 見せる 人 

は、 賴 みになる 氣 がしない。 それ かとい つて 深. Si? 位ば かり を 見せる の は、 親しみが 薄く、 取り 

著く ところがない。 自然 は 近. S 姿 を も 遠い 姿 を も 公平に 勝 位 を 以て 示して ゐ るが、 深くて 同時に 

叙し みのある 人間 は、 さう した 自然の やうな 心の 姿 を 現 はす もので なければ なるまい。 
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地方の 敎育者 などから 私 は 勉强 のた め 參考書 を 聞か れ るが、 まだ 會 つたこと もな くその 人 

の e 心 想の 倾向を も 知らないで ゐて、 參考書 を 書いて 送る ことほ ど、 當惑 する 仕事 はない。 

かう して 參考書 を 聞きたい とい ふ 人 は、 敎育者 の 中で も餘程 熱心な 勉強家で あらう。 併しな ほ 

よく 考 へて 見る と、 さう して 異常の 勉强 をす る 位の 人なら ば、 勉强 をして ゐる 間に 自然に 研究の 

ための 參考嘗 を も 知る 答で ある。 參考書 を 知る ことが また 一 つの 勉强 なの だ。 勿論 經濟的 事情が 

許さない から、 成るべく 不經濟 な こと をし ないで、 權威 ある 窨物 だけ を賈ひ 揃へ たいと 思 ふで あ 

らう。 それ は 道理の ある こと だ。 けれども どうせ 研究と いふ 仕事 は經濟 的な 途 ばかり を 歩け ない 

ので ある。 失敗 も あれば 訂正 も ある。 その 失敗 や 訂正 やによ つて 研究 は 輝いた、 彈 力の ある もの 

になる ので ある。 自分の 過去の 經歷を 言 へば、 私に は 參考書 など を 先輩 師友に 尋ねた と い ふ 場合 

が、 極めて 少ない。 どんな 新しい 舉 問の 途へ這 入る 時で も、 自然に 知り 覺 えた 書物から やり 始め 

た。 それ を讀ん でゐる 間に また 自づ から 良- W の 名 を 知った。 さう して 請んだ 書物の 中には、 時 問 

を 空費した と 思って ゐる もの も あるが、 それでも その 書 を 讀んだ こと を 私 は 少し も 後悔 して ゐな 

い。 そして 今では 一 々書物 を 手に して 見て それ を賈 ふこと を 決定す るな どい ふ 場合 は殆ん どな. S 

發 表せられる 圖 書の 目錄 によって 買 ふと 否と を 決定して ゐ るが、 それでも 大して 誤った 賈ひ方 を 


して ゐ ると は 思 はない。 參考書 を 人に 尋ねる よりも 先き に、 その 參考書 を 知る 研究 を 始めて 欲し 

いと、 私 は 世の 研究家に お 願 ひしたい。 

併し 研究の 途中に 於. S て、 い ろい ろと 先 師友の 意見 を 聞く の は 決して 惡 いこと ではない。 い 

やそれ こそ は大. S に 必要な ことで ある。 けれども その 場合に も、 研究が ちょっと 行き詰まつ たか 

ら 直ぐ そ 0 先き を 尋ねた とい ふので は、 意義が 薄い。 自分の 研究して ゐる途 を 或る 點で 先輩 師友 

に 報告して、 その 途が 大して 橫 へそれ てゐ ないか どうか を 尋ねて 見る やうな 仕方が、 何よりも 必 

耍 であると 私 は 思 ふ。 


病 氣に傳 へ る 言葉 


眼 を 射る やうな 木々 の繁 みの 色 だ。 何處を 見ても 自然 はい ま 勢力に S ち 溢れて ゐる。 私 は そ Q 

森の 屮を步 む。 と、 私 はこの 勢 ひの 盛んな 繁 みの 中に 一枚の 枯葉 を 見出した。 なほよ く 見れば、 

非常に 威勢の よい 葉の 半ばが 蝕まれて ゐ るのに も氣 付く ことが 出來 た。 また さう した 生活力の 漲 
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り 溢れた 枝に さへ、 冬の 間、 雪の 重み を 苛 直に 受けた ためで あらう か、 その 本の 方に 大きな 裂け 

目の あるの を 見出す ことが 出來 たので ある。 私 は その 時計ら す も 今朝 讀んだ 一 病友の 書信 を 思 ひ 

浮べた。 人生 も 自然 も 表面に 見えて ゐる 活動 は 甚だ 健康で ある。 けれども その 活動に 織り成され 

て、 何とい ふ 病氣の 多い ことで あらう。 健廣 だけが 生活で はない、 病 氣も亦 一 つ の 生活な の だ。 

生きて 活動 すれば こ そ 病氣も 存在す る 。病氣 の ある ことが 生きて 盛んに 活動して ゐる ことの 證據 

だと もい へ る。 

私 はい ま 森の 中に 一 病友の 過去の 病 歷を考 へて ゐる。 社 會に病 者 は 多い。 私 は その 病 者の すべ 

てに 傳 へる 言葉 を 書きた くな つた。 

私自身の 過去 を 顧みて、 私 は 一 體 幾度 病氣 をした か 知れない。 少なくも 醫師 から 今度 こそ は不 

治の 病氣 だと 宣吿 せられた 場合が 三度 ある。 病氣 とい ふ 病氣の 大抵の 種類 は 知り 悉 して 来た。 0 

し 私 はとに かく 斯く 生きて ゐる。 私の 肉體の いろいろの 部分 は 一 つの 病氣 をな す 毎に 病に 蝕 害せ 

ら れて惡 くな つて ゐ るの は事實 であるが、 全體の 生活力 は それと は 反對に 一年 一年 增進 せしめら 

れて來 た。 私 は. S ま 切に 長 毒 を 希って ゐる。 私が 心掛けて ねる 仕事 を 或る 點 まで 爲し 遂げる に は 

少なくも 八十 歳の 年齢 を 必要と する の だ。 そ Q 長壽が 得られる かどう かそれ は 推定の 限りで ない 

が、 私 は 少なくも 過去の 經驗 では 次の やうに して あらゆる 病 氣と戰 つて 來た。 

第 一 に、 「不治に して 復た 立つ 能 はや」 とい ふ 宣吿を 翳師 から 受けた 時には、 直ちに 床 中に 仰 


臥して 無念無想の 絕對靜 境に 入る ことで ある。 いかなる 人間で も 不治の 宣吿を 受けて は狼狠 する。 

併し その 病が 彼の 生命 を 奪 はす、 こ Q 狼 狼が 彼の 命脈 を 縮める のが 普通 だ。 名醫も 不治 は 如何と 

もし 難い。 狼 狼して あれ や これ や を訪ふ 必要 はない。 ただ 絕對の 無我 三昧 境に 入らなければ なら 

ない。 肉 體が病 氣の時 は 必らす 亦 精神 も 病んで ゐる。 その 無我 三昧 境の 中に 我が身が 宇宙 その も 

のと 合體 し、 ただこれ 宇宙と 一枚に なった やうな 日 を 幾日 か經過 すれば、 精神の 統一 の 成った 時 

必らゃ 病勢 も 奇蹟 的に 轉囘 する ものである。 その 時の 自信 力 を 以て 最後まで 病 を驅遂 する ことが 

m 來る。 I おしこの 無我 三昧 境の 間に、 身體 細胞 も 亦 そのす ベての 活力 を囘復 して 來 るのに 相違な 

第二に、 病 そのもの を 生活と して 味 ふこと が 肝要で ある。 健康 體と いふ ことに は 標準がない。 

その 人 その 人の 體 質に 就いて それぞれの 健康 標準 を 者 へなければ ならぬ。 病 氣の間 いろいろと 面 

倒な 手當 をし なければ ならぬ ことがあれば、 その 面倒な 手當 をな す 生活 を 自分の 常 態 の 生活 だと 

考へ るが よい。 かやう に考 へれば、 病 氣には 倦怠 もなければ 不平 もない。 また その 病體を 以て ど 

れ だけで も 大きい 仕事 をな し 遂げる ことが m 來 るので ある。 繰り返して いひたい、 病氣 そのもの 

が 直ちに 一 つの 生活で ある こと を。 —(昭和 一一 年 九 H:) 


九 


I 昭和 三年 


紫 野から 

口 謹んで 新年 を贺 します。 年始 狀は 虛禮 であると 申す 人 も ござ 5 ますが、 私 は 平生 各位に 御 無 

少汰 ばかり 致して ゐ ますから、 さう した 虚禮 でな く、 一年間の 家族の 生活 を 御 報告 申し上げる 意 

味で この 賀狀を この 形式で 綾け て參 りました。 どうか 各 伉に おかせられても 隨時御 近況お 聞かせ 

下され 度く 願 ひ 上げます。 平生の 御無沙汰 は 深く お If 化び 申し上げます。 

□ 私 方 一 家 は、 私、 妻、 子供 三人 (男 一 一、 附 屬小學 三年と 一年、 女 一) 及び 女中、 病床に 臥す 

もの もな く 新春 を迎 へ ましたから 御 休心 を 願 ひます。 子供のう ち 一 年に 通って ゐる方 は、 春から 

不健康 綾き でした から、 夏から 秋に かけて 長く 畢校を 休ませました。 子供 三人 は 昨年 同時に 百日 

咳と 痲疹を やった Q で、 その後の 衰弱 を 恢復させる ことに 骨が折れました。 女の子の 方 は 今年 か 

ら學 校へ 通 ふこと になります。 

口 私の 仕事の 方の こと を 御 報告 申す と、 前年 暮 から 昨年の 春に かけて 『社會 經濟體 系』 の 中に 

「社 會&" 舉」 を窨 きました が、 それに 於いて 私の 社 會哲學 の 大綱 を體系 的に 公表し ました。 もう 
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少し 後に 私 はこれ より 稍.. 詳密な もの を 外國で 公表した いと 考 へて ゐ ますから、 その 以前に 私の 

思索 の 不備の 點を御 批評 願 へ まし たら 誠に 幸甚で ございます。 

ロ赛 から 夏に かけて ァ ルスが 豫約屮 い 版した 『口 本兒童 文庫』 のために 忙殺せられ ました。 この 

時 は 各位の 御 助力 を 仰ぐ こと 實に 甚大でした。 私 は 今度 ほど 靜 かなる 友情の 力に 感激した こと は 

ありません。 御禮の 手紙 を さへ まだ 怠って ゐる やうな ことです が、 この 機會に 謹んで 御 鱧 申し 上 

げたいと 存じます。 私が 長年 考 へて ゐた 日本の 兒童敎 育 改造の 一角が、 御 助力に よって 達せられ 

る こと を 切望して をり ます。 

口春に 倫敦の ウイ リア ムス. アンド. ノルゲ H ト から 私の 最初の 英文 著" Contemporary  Th- 

ought of  Japan  and  Cliina" を 出しました。 ブ リツ ス ル大學 の ティ—  ニン ョ オン ス敎授 の 編 

輯 する 『現代 思想 叢書』 の 中 Q 一冊です。 

□ 一  昨年 暮に 公刊した 『文學 論』 は 五月 第一 一 刷、 九月 第三 刷 を 屮：； しました。 

ロ十月 『日本 支那 現代 思想 研究』 の增補 改訂 普及版 を 出しました。 全卷に 互って 稿 を 改め 紙型 

を 新ら たなら しめた ものです。 これ は 內容に 於いて 英文 版の 飜譯 ではありません。 十一月、 『日 

本兒童 文庫』 の  一 0 『源平 盛衰 記 物語』 を 出しました。 

□ 十 一 月な ほ 一 つ 『國 文舉 の； 辨學的 研究』 を 公刊 致しました。 これ は 著書と して は 本年 初めて 

公表した 私の 新ら し. S 研學の 方面であります から、 各位の 御 批評 を 切に お 願 ひ 申し上げます。 


京都に 住んで 

秋 は 東京 Q 友人 達が 殊によ く 訪ねて 来られた。 いろ 5 ろの 全集 物の 豫約 などが あって、 その 宣 

傳の 講演に 来られた りした 人が 多かった ために、 私の 應接 窒も隨 つてよ く賑 はった 0 である。 

友人 達 は^ Q 額 を 見る と、 よく 「やはり 京都の 方が 住みよ. S です か」 とか、 「京都の 生活の 方 

が氣に 入ります か」 などと たづね て くれた。 私 は その都度 何とか 返事 はした が、 實 際のと ころ 私 

G 複雜な 感情 を 簡單に 表現すべき 一一 目 葉 を 知らなかった ので ある。 私 は 現に 何となく 京都 を 去り 難 

い 感じに 捕 はれて ゐる。 第一に、 京都の 自然と 私の 生活と は 今 まさに 諧調 を 保って ゐる やうな 氣 

がする。 私 は 京都に もう 十 年餘り 住んで ゐ るが、 その 初めの 半分 は 極端に 多忙であって、 京都の 

自然によ くも 親しめなかった し、 後の 半分 は 大抵 は病氣 をして ゐた。 結局 京都 をよ くも 知らない 

で 暮らした Q である。 近頃に なって、 私の 健康 も 近郊の 自然 を 見て 廻る に堪へ る やうに なった し、 

生活 も 少しづつ 整理 せられて 來 たので、 本當 にしみ じみと した 感じで 自然と 親しむ ことが 35 來る 

やうに なった。 私 ま. 今 は 自分の 窨 いて 行く も 0 にも、 しっとり とこの 生活の 感じ を 35 す ことが 出 
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五六 

來る氣 がして ゐる。 何人に も 妨げられな. S 自分の 個性 を 表現す る ことが 出来る 氣 がして ゐる。 こ 

の 秋 東京から 来た 或る 友人と 高 雄の 紅 紫 を 見に 行った が、 山の 臺 地から 下の 溪流を 見た 時に、 そ 

の 友人 は 「なる 程 これ ぢゃぁ 東京へ S3 て 来られない 害です ね」 といった が、 全く 私 もこの 美しい 

自然から 離れる に堪 へな. S 感じが した。 嵐 山 Q 私の 好きな プ ロム ナ アド は、 一 木 一 草の 位置 を ま 

で 私 は 詳しく 知って ゐる。 古い 庭園、 佛像、 古 寺院の 襖 靈 —— と考 へて 行く と、 私 はどうしても 

この 京都 を 捨てて 行く 氣に なれない。 殊に この 京都の 環境 を 自分の 思想の 背罱 とした 時に、 こ Q 

環境 を 離れて 行く こと は 思想の 根 を 失 ふやう に、 苦しい ことで ある。 

もう 一 つ、 私 は 東京の 生活 を 何となく 危險の ものに 思って ゐる。 私 は、 この 商業主義の 多忙の 

中から は 成るべく 他へ 避けて ゐ たい 氣 がする。 東京 Q 人達 は、 生活費 を餘 りに 多く 嵩ませて はゐ 

ないか。 また 生活費 を 多く 嵩ませな. S では ゐられ ない のが 東京の 生活で はない か。 そこで この 生 

活費を 生み 35 すため に 自分の 身 體を實 に 忙しく 酷使す る ので ある。 かやう にして 多額の 牧入を 得 

た 上で、 ゆっくり 本當の 仕事 をしょう と考 へて ゐる やう だが、 そんな こと は 可能で あらう か。 饼 

しこれが 一 般に 現代の 生活 だと 思 ふ。 私 は その 生活様式 を 取りたくない。 牧入 など はどうせ 少な 

い。 仉し 多くの 牧人よりも、 ゆっくりした 時 問 を 欲しい。 その 時間 を 研究に 沒頭 せしめた いので 

ある。 安定した 收入を 得た 上で 仕事に かからう と 思って ゐれ ば、 何時に なっても 滿 足の 屮  1 來る時 


が あるまい。 また 潤澤の 生活 は 却って 思索 を 害する であらう と 思 ふ。 少 くも プ n レタ リア 意 II は 

害される であらう。 やはり 思った 時に 眞劍の 生活 を 始める より 外に 致し方がない。 

ここに ゐれ ば、 私 は 誰れ にも 生活 を 妨げられ はしない。 私 は 朝から 夜までの 時間の すべて を 研 

究に 打ち込む ことが 出来る。 東京の 人達の 書いて ゐる もの は、 何となく 急迫した 感じが して 落ち 

着き を 失って ゐ はしな. S かと 思 ふ。 尤もす つかり 退隱 的に なった 思想に は贊成 出来ない。 私 は 思 

想の すべての 端々 に 近代主義 者で ありたい。 私が 古典な ど を 取扱 ふと、 直ぐに Q 本 主義者、 保守 

主義者で ある やうに 見られる が、 私 は 例へば 古典の 歌學を 研究し たれば こそ、 自由 律 口語 歌の 主 

張 者に なった。 東京の 人 は、 單に 外形 だけ を 新聞の 廣吿 などで 見て、 それだけで 他人の 仕事の 意 

義を付 度し 過ぎる やうに 思 ふ。 

かくして 私 は、 自分の 生活 を經濟 的に 京都で 支持し 得る 限り は、 京都に 住みた く 思 ふ。 京都に 

住めない と 思 ふ ほど 私の 貧乏す る ことがあるなら、 その 時 は 東京へ 移住して、 ひろく 雜 誌に 書い 

たり、 學 校で 敎鞭を 取ったり しょうと 思 ふやう になる が、 また 實際 殆ど その 決心 をした こと も あ 

つたが、 どうにか 生活が 出來 ると なると、 私 はまた 京都に 出来る限り 膝 を 落ちつけ ようと 考 へる 

ので ある。 

東京に ゐて 私の 生活の 外形 だけ を 見る もの は、 どんなに でも 私の 思想 を 批評す るで あらう。 併 

五 七 
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し 流石に いま 私 は その 世評 を 相手 として 仕事 をす る ほど 望みの 小さ. S もので もな. S  。私 はた だ自 

己， H 身の 下す 評價を 克服したい。 私の 思想 Q 淺. S 部分 は 私が 何よりよ く 知って ゐる。 私 は その 自 

己の 評 價を克 して、 自分が 心から 滿足 する もの を 創作した いので ある。 

私が 社 含 運動に 提携し ないやう になる と、 もう 私 を社會 運動への 輿 味 を 失った ものの やうに 評 

する ものが ある。 私 は それ を 聞いて 私の 健廣を 見せて やりた くなる 時が ある。 私 は社會 運動から 

少しも 興味 を 失って ゐ ない。 また その 運動への 心 熱が、 私の 思想の すべて を 色 づけて ゐ るので あ 

る。 ただ 私 はこの 數 年間の 不健康の ために、 どうしても 社會 運動に 身を投 する ことが 出來 なかつ 

た。 例へば 私 は 演壇に 立つ こと も 35 來 なかった。 恐らく はもう 將來 永久に 演壇に 立たない であら 

う。 一年 ル I- 位 は 私 は 全然 發語 する ことが 出来なかった。 ただ 默々 として 病床に 臥したり、 物を瞽 

いたりして ゐた。 その 間 私 は 家人と さへ 一 々筆談して ゐ たので ある。 一年 半 も 筆談 生活 を續 けて 

ゐて も、 私の 意氣は 少しも 衰 へなかった。 そして 殊に 沿 稽 なの は、 この 筆談 生活の 間から 私の 最 

も活 澄な 時代の 社會 評論が 生れて ゐ たので ある。 私 は將來 健康 上社會 運動から 絕緣 して ゐ なけれ 

ばなら なかった としても、 私の 思想から その 社 會的心 熱の 失 はれる 時 はないで あらう。 私 は 街頭 

へ 屮：： ない ので はない。 出られな S ので ある。 その 事情の 下にあって、 私 は 出来るだけの 仕事 をし 

なければ ならない。 健康者に は 健康者の 運動 方法が あらう。 私な どの やうに 不健康から 完全に 脫 

却し 得ない ものに は、 やはり その 身に 許された 運動 方法が あらう。 啞者も 盲者 も それぞれの 社會 


蓮 動 を なすこと が 來る であらう。 

私の 現に 考察の 對象 として ゐる もの は、 かなりに 廣ぃ 範圍に 亙って ゐる。 すると^の 評者 は 私 

の 生活の その 分裂した 方面 をのみ 見て、 統一 した 方面 を 見て くれない。 私 は 依然として 一個の 文 

明 批評家で ある。 それ 以外に 私の 任と すると ころの もの はない。 ^し 生活 Q 意義 を 少し 細密に 考 

,5? わし 31 すと、 私 は どの 擧 問の 範圍へ も 這 入らなければ ならなくなる。 私 は それ を 素人 的に よい 加 

減 にして置く ことが 出来ない。 ここに 私 は社會 のす ベての 事象に ついて かなりに 專門 的に 論す る 

やうになる。 併し その 專鬥 的の 「知識」 は 何物で もない。 私自身に 肝要な の は、 その 中に 現 はれ 

る 私の 文明 批評 的 見地 である。 私 を 見る に は その 文明 批評 的 見地に 於 いてして 欲しい ので ある。 

私 はいろ いろの 方面の 事に 携 はって ゐる。 どの 方面の 研究に しても 評者 はいろ いろの 評慣を 下す 

であらう が、 さう 大して 卑下 を 感じなければ ならぬ も Q だと、 自分で は 思って ゐ ない。 尊敬 出來 

な いのは、 讀 まないで 下す 評價 である。 また 私も澤 山に もの を 書いて ゐ るの だから、 その 屮にカ 

作 も あれば、 力作で ない もの も ある。 力作 を拋 つて 置いて、 力作で ない もので 評價 せられて はた 

まらない。 併し 結局 必要な の は その 着眼で ある。 文明 批評家で ある 以外の 處に、 私 は 自ら を 位置 

せしめたくない。 私が 經濟學 Q 研究者と して 名乘る 時には、 その 意味 は 經濟的 生活に 於け る 文明 

批評家と し て名乘 つたので あ る 。 


六 〇 

私 は 文明の どの 方面に ついても、 一時に 詳密の 考察 を 書く ことが 出来ない。 私の 肉體は 一 つし 

かない。 隨 つて 私 は 一 方から 次第に その 仕事 を 進めて 行かなければ ならない。 仕事の 進んで ゐな 

い 部面が あると、 直ぐに その 方面の 價値を 低く 見る が、 それ は 愈./ 仕事 を やって 見なければ 分ら 

ぬヒ とで ある。 私 は 世評に よって 自分の 仕事の 方面な ど を あれこれと いそがしく 變 へ ようと は 思 

はない。 私 はや はり 私の 今の 興味 の 最も 多く つなげる 方面から 順次に 仕事 を 完成して 行かう と 思 

つて ゐる。 例へば 最近 私 は 國文學 の 考察 を 書いた が、 だから 私 は 他の すべて を拗棄 して 國文學 者 

だけに 變 つたので はない。 將來私 は 日本 美術史 を 公刊しょう。 併し それ だから 私 は 美術史 家に 變 

つたので はない。 近々 私 は 信用 經濟學 の 最近の 發 達に 關 しての 一 著 を 公刊す る。 併し その 時 は 一 

轉 して 經濟學 者に なった ので はない。 ただ れらの 考察の 書の 中に、 私自身の 文明 批評家と して 

の 本領 を 見て 赏 ひたい。 それ 以外の もので 私 を 見る の は 私 を 見失 ふ 所以で ある。 私 は 思想 生活と 

して は眞に 個人的に 自分自身で 生活して ゐ るが、 心からの 理解 者 を 得る の はや はり 樂 しい ことで 

ある。 そんな 考 へから；」 の 感想 を 書いて 見た。 —(昭 §: 年 1HJ) 


靜 かなる 窓 

年が 暮れ、 年が 明ける。 一年と. S ふ區 切り も 生活に 取って は人爲 的の も 0 だし、 年の暮れ、 年 

の 始め も それ 自身に は 意味の ない もの だが、 それでも 年が 暮れる とい へば 何となく 過去 を 顧みる 

氣 になる し、 年が 明ける といへば 何 かの 計畫 でも 立てて 見た くなる もの だ。 

併し 一年の 始めに 何 かの 計畫を 立てて 實 際に 役立つ ことがある か。 それ は 大分 疑問で ある。 私 

は 長い間 日記 をつ けて 来なかった が、 數年前 ふと 知人から 日記帳 を 貫 ひ、 それから も 一 二度 貰つ 

たので、 これ は 年の 始めから 書いて 行って この 数年間 附け 落し をした ことがない。 年の 始めから 

實 行の 出来た もの は先づ この 日記 位の もので あらう。 その外の ご とで 計畫を 立てた もの も あるが- 

大抵 は實行 出 來 なかった。 意志の 力が 足らな いのではなくて、 自分の 要求が さう して ゐる 間に も 

變 つてし まった からで ある。 今では 年の 始めに 特別に 立てて 見る 計畫も なくなった。 

六 1 
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しかし 私 は 年の 經 過と は 全く 無關 係に 仕事 を 進めて ゐ るので はない。 年が 暮れ 年が 始まる 毎に、 

私 は近來 著しく その 年の 經過を 惜しむ やうに なった。 懷顧 すれば 少年の 日が 最も 長く 感じられる。 

1 一十代 も 美しい n ォ マンス の 時代で ある。 三十 代の 經過は 思 ひの 外に 早い。 四十 代 五十 代と 進む 

毎に 十 年が 一 年 位に しか 感じられな いので はない かと 思 ふ。 

この 短 かい 人生 も、 私が 二十代から 三十 代の 閾を 越えた 時には、 前途に まだ 長い 生活 を 望んで 

ゐる やうな 氣 がした。 チ となって は 時日 は 決して 空費して ならない 氣が、 ひしひしと 自分 を 襲 ふ 

ので ある。 

この間 久し振りで 恩師の N 先生 を 訪ねた 時、 N 先生 はこん な 話 をせられ た。 N 先生 は 来年 停年 

で 大學を 退かれる ので ある。 「哲學 とい ふやうな もの は、 年が いって 初めて 組み立てる もので は 

ない。 天才 はもう 二十代から 後年に 建 する 思想の 萠芽 を 持って ゐる もの だ。 だから、 三十 代に 

なって まだ 思想の 建設が 出来ない もの は、 恐らく 生涯 獨自の 思想 を 建設す る ことがあるまい。 方 

法論な ど いふ もの は、 耍す るに 思想が 建った 後に 整理して 作られる もの だ。 方法論 は その 人 その 

人に よつ て 別々 に 出来る もの だ。」 旣に 老境に 這 入つ て をら れる この 天才 哲學 者の 語られる の を 

聞いて ゐて、 私も亦 切に その 語に 同感した ので ある。 

それから 私共 は 誰れ や 彼れ やの 早の 話 をした が、 すぐれた 仕事 をした もの は、 大抵 その 基礎 

を 三十 代に 立てて ゐる やうに 思へ た。 


かう 考 へて 行く と 我 國の學 者、 殊に 近来の 若い 人達 は、 自分の 思想 を發 表して 行く ことに 少し 

臆病で はない かとい ふ氣 がする。 思想 は 生活と 共に 創ら れる。 いや 性格と 共に 生れ、 生活と 共に 

創ら れぬ やうな 思想なら 初めから 思想で はない。 

私 は 方法論 を 無意義 だとい ふので ない。 方法論 ほど 重要な もの はない。 倂 しその 方法論よりも 

先き に、 心から 伸び 出る も Q に 我々 は 先づ培 ひたい。 それが 彼 獨自の 思想の 芽になる の だ。 方法 

論は耍 する に 種子の 伸びる 苗 畑で ある。 苗 畑よりも 前に 芽がなければ ならぬ。 芽 を 伸ばす 種子が 

なければ ならぬ。 然るに 我國の 若い 思想家 達の 中には、 嚴密な 構造 を 持つ 思想 を 建 一 する からと 

いつ て、 全體 Q ブラ ン よりも 前に 個々 の 用 衬の呤 味にば かり 氣を つかつ てゐる ものが 多く はない 

かと 思 ふ。 

仕事 をす るの は 三十 代で ある。 別して 勢力の いる やうな 仕事 は旣に 三十 代に 著 手せられ てゐな 

ければ ならぬ。 そ.， e でゐて やっと 八十 代に 完成せられ るの だ。 四十 代に なっても まだ 著 手せられ 

ないやうな 仕事なら ば、 その 仕事 はもう 芽 を 出して 大木に 育つ 時 を 見な. S であらう。 

私 は近來 殊に 痛切に 自分の 仕事に 整理 を 加へ る 必要が あると 感じて ゐる。 年の 改まる 毎に その 

感じが ー曆强 めら れ るので ある。 こまかな 枝 は 打ちお ろさなければ ならぬ。 どの 枝 もこの 枝 も 仲 
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びる 譯に はいかない であらう。 

併し 枝 をお ろす の は餘り 早い 時で もい けない と 私 は 思 ふ。 どれが 小枝で あるか は 幹 を 相 當に長 

く 仲ば した 時で なければ 分る もので はない。 どれ もこれ も 小枝の やうな 大 いさの ものである 時に 

もう 側 枝 を 打ちお ろせば、 幹になる もの も いぢけ て 了って 大きく 伸びる ことが 出来ない だら う。 

幹への 養分 を 提供す る もの は 多 數の側 枝で ある。 枝 や 葉が こん もりと 繁 つて ゐ なければ、 幹 は 丈 

夫の ものに ならない。 


1 一十代に はいろ いろの 仕事 を やって 見た くなる もの だ。 私な ど 殊に どれと いって 仕事 を 一 つ だ 

け 選ぶ ことが 出來 なかった。 何でも かで もやって 行きた く、 何でも かで も を 仲ば したかった。 こ 

んな 時に 他から はいろ. S ろの 忠告 を 受けた けれども、 私と して は 一 つと して その 忠吿を 受け入れ 

る ことが 出来なかった。 隨 つて 私 は 二十代の 人が いろいろの 道に 進む の を 見て、 それに 何 かの 干 

涉 をしたくない。 すべて そのままに やらせて 置きたい。 忠告して 止める 程の ものなら ば、 元來精 

進の 力 も 乏しい ので ある。 どんなに 忠告しても 止められぬ ほどの ものなら ば、 後に は 何れ かの 枝 

を 伸ばして 本物になる であらう。 忠吿を 聞いても 止められぬ ほど 精進の カも强 いの だ。 

んを 導く もの はいつ も 右の 見方 を 用意して 置かなければ なるまい。 私 は 過去 を 顧みて、 自分に 


苦言 を 寄せて くれた ものに よりも、 自分 を獎勵 して くれた ものの 方に 大 いなる 感謝 を 持つ てゐる C 

自分の よい 所 を 育て上げる やうに 獎勵 して くれる と、 私 は悅び 勇んで 仕事 を 進めて 行く ことが 出 

來た。 私の 今日 ある はすべ て さう した 先輩 恩師のお 蔭で あると 思って ゐる。 

併し 人間 も 年が いくと 反省 的に なり、 仕事に も 整理 を 加へ る やうになる。 かう した 時には 忠 雷 

も 聞きたい。 また 實 際に 忠言が 役立つ の だ C 

すべ て與へ るに は 時期 を 見る ことが 必要 だ。 欲しくな いもの を どんなに 親切に 與へ て 見た とこ 

ろで 何の 役に も 立つ もので はない。 —(昭 §! 年 一月> 


海が 見た くな つた。 もう 二三 年 海の 光 を 見て ゐ ない ことに 氣 付いた。 私 は 海岸で 生れ はしな か 

つたが、 海が 好きだ。 海の 波 を 見る と 何となく 心が 活氣づ いて 來 るので ある。 —(昭 S 一年 一 t〕 


入學試 驗を廢 止した 文部省 案の 中等 學校入 學試驗 者訟衡 方法に 對 していろ いろの 論議が 起きて 

ゐる。 それら を 讀んで 見る と、 入 學試驗 を 復活 させた がよ いとい ふ 議論が 幾つ も ある。 中には 人 

生の 萬 事が 競爭の 世界、 奮闘の 世界 だから、 試驗 位する の は 何でもない、 と^ふ 議論 さへ ある。 

六 五 
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かう して 論議 は 何時までも ra^ てない ので ある。 入學を 前にしての 子供 ほど 可哀 さうな もの はない。 

人生 は 萬 事が 競爭 だから、 奮闘 だから、 試驗 位あって もよ いなどと 議論す る亂 暴な 人に、 私 は 

贊 成したくない。 ー體 かう いふ 人 は、 人生に 於け る 生き甲斐 を 英雄主義 的に 見て ゐる やう だ。 偉 

いものになる、 互 ひに 競爭 する、 競って 奮鬪 する、 かう した ことに 今の 人 は餘り 多く 興味 を 持ち 

過ぎ はしない かと 思 ふ。 さう した 競爭 心、 英雄 心 は 一 つの 動物 的 本能で ある。 その 本能 を 利用す 

る ことによって、 社會の 文明 を 進めて ゐる ことが 實際 は. 多から うが、 それ は 現在の 社會 制度が そ 

んな 風に 3,: 來てゐ るからで ある。 文明 を 進めた からこの 競爭心 英雄 心まで が獎 めて よ， S もの だと 

は 首へ ない こと だ。 我々 はもつ と 仕事の 本質的の 興味に 生きたい ものである。 他人と 銃 (.H 二よ 思 

識 から 離れて、 眞に その 仕事 自身の 興味に 生きた 5 ものである。 そして 若しも この 仕事 を 社會の 

生活に 關 係させる ならば、 その 仕事に よって 社會の 仕事の 一部 を擔 任し、 社會 生活の 義務 を 果た 

すと 同時に、 社會の 生活に 深い 愛 を 持つ とい ふ 風な 見方 を 持ちたい ものである。 —C 昭和 ヨ年 


蓮 如上 人の 行實を 書いた 古 寫本を 幾 本 も 集めて 校訂した よ- S 本が 出た。 それ を讀 みながら 私 は 

いたるところ いろいろ のこと を考 へさせられ たので ある。 蓮 如上 人 も 我々 になつ かしい 人で ある。 

宗敎の 行者と しての 上人の 行實に は、 至らぬ 私の 想像し 得ない 世界 も あらう が、 この 人生に 於け 


る 一個の 生活 者と して、 上人の 行實は 私に 取っても なつかし レ ものであった。 いま 次に 讀んだ 節 

節の いくつか にっき 感想 を 述べ て 見よう。 

「法 敬 申され 候。 たうと む 人より たうと がる 人ぞ たうと かりけ ると。 前々 住 上人 仰せられ 候。 

おもしろ きこと をい ふよ」 云々、 「たうと む」 心と 「たうと がる」 心との 酉 別 をした の は 精し い。 

一本に は、 「たうと む」 のわき 註に 「假 なることば 計り か」 と 書き、 「たうと がる」 に は r 眞實 

の 心 か」 と 書いて あるが、 かやう に 註しても 一一 一一 n ひ 切れない 味が、 この 二つの 曾 葉の 對 照に 殘 され 

てゐ る。 「たうと む」 は 粗なる 心で あり、 「たうと がる」 は 細か- S 心で ある。 前者に は 情意が こ 

まやかに 背景 づけて ゐ ない けれども、 後者に は 情意が ゆたかに 背景 づけて ゐ るの だ。 我々 は 何事 

に對 しても、 かやうな こまやかな 心 を 持ちたい。 影の ある 心 を 持ちたい。 情意と. S つても 「がる」 

とい ふ 心 は、 決して 激しい 心で はない。 そこに は 何ともい へな. S 柔和な、 しづかな 心が 見える の 

である。 


「日 比 知れる とこ ろ を 善知識に あ ひて 問へ ば 得分 あ る なり。 知れ ると ころ を 問へ ば 得分 あ る 、 

といへ るが 殊勝の ことばな り、 と 蓮 如上 人 仰せられ 候。 知らざる ところ を 問 はば、 いかほど 殊勝 

なること あるべき ぞ、 と 仰 事に て 候 由 候。」 面白い ことば だ。 敎 育の 眞髓を 道破した と はかう い 
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ふ 曾 葉 を. S ふので あらう。 「問 ふ」 といへば 知らない こと を 問 ふとし か考 へられな いが、 知らな 

いこと を 問うて それが 自分の 身に なった 場合が 一度で も ある だら うか。 本當に 努力して 物 を學ん 

で ゐる人 は、 身の 經 験に 顧みて これ は必ら すよ く 知って ゐる こと だ。 敎 へる 人に しても、 知らな 

い と 思 ふこと を 問 はれた 時には、 たと ひ敎へ て も その 人の 知識に はなる まいと いふ ことが 直ぐに 

分る Q である。 その 人の 身に ならない こと を敎 へる の は徒勞 である。 然るに 私な どが 質問 を 受け 

るの もや はりこの 知らない ことにつ いての 場合が 多い。 知った こと を 問 ふ。 それ なれば こそ 知識 

も確實 になる。 また それ なれば こそ 敎 へる 人と 敎 へられる 人との 間に 魂 も 通 ふので ある。 知った 

こと を 問 ふ。 それ は 賢 こぶって 問 ふので はない。 試して 見る ために 問 ふので もない。 やはり 知ら 

ないから 問 ふので ある。 そこが 面白. S ところ だと 思 ふ。 

「一 つ 事 を 聞いて、 いつも 珍ら しく はじめた る やうに 信の 上に は あるべき なり。 ただ 珍ら しき 

こと を 聞きた く 思 ふなり。 一 つ 事 を 幾た び聽聞 申す とも、 珍ら しく はじめた る やうに あるべきな 

り。」 有名な 文意 だから 知って ゐる人 も 多から うと 思 ふ。 人生に 對 する 我々 の 態度 はいつ も かう 

した 新鮮な もので ありたい。 沈滯 し、 凝結 すれば、 もう それでお しま ひで ある。 我々 の 前の 一草 

の微も 珍ら しくない もの はない。 これ を 珍ら しく 受け入れる だけの、 潑剌 たる、 若々 しい 心が、 


^に はいつ も 必要な の だ。 さう して 接して ゐる 自然 や 人生 は、 どんなに 悅ば しい もので あらう- 

經 文の 中には 歡喜 踊躍 の 心 を 述べた ものが あるが、 かう した 新鮮な 心 を 持つ もので なければ I 

常に 歡喜 踊躍す る こと はお 來な. S であらう。 丄 11 一一 年 < 月) 


生花 隨想 

生花 は その 窒の 魂の 目で ある。 窒の すべての 深みが この 生花に 集中し なければ ならぬ。 

茶窒は 簡素に 出 來てゐ る けれども、 その 室 を 組み立てる 線 は 決して 直線で はない。 われわれの 

b- る 目に、 それ はすべ て 或る 力 ァヴを 持った 線で ある。 

生花 はこの 茶窒を 構成 する 線の 力 ァヴと 調和し 得る もので なければ ならぬ。 生花 を 置く ことに 

よって 茶窒を 構成す る 線の 力 ァヴは 一 層の 歪み を 持た される。 生花 は 茶窒を 構成す る この 線の 力 
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ァヴを 一 層 有力に 働ら かす もので なければ ならぬ。 

生花 も 室の 中に あって は 一 つの 装飾 藝術 であらう。 それ は 置かれた 窒を 構成す る 線と 無關 係の 

も Q であって はならない。 装飾 藝 術の 精神と して われわれの つねに 考 へて ゐた 構成主義の 原理が、 

ここで も 亦 生かされて 來 なければ ならない。 わたくし は 近来の 生花 はこの 點で 餘程考 へなければ 

ならぬ もので はない かと 思つ てゐ る。 それ は餘 りに も窒を 構成す る 線と 無關 係に 生けられて ゐ る。 

どの 窒に 置かれても よい やうに 生花 だけ で 形 を 藤 へて ゐる。 それの 置かれる 望 を 見て その 窒を構 

成す る 線 Q 性質 を直觀 し、 この 線の 性質 を もっと 生かす と. S ふこと が 少ない。 生花が 死ぬ の は そ 

のた めで ある。 

茶道が 生きて ゐた 時代の 生花 はや はり 生きて ゐた。 茶道が 生活の 中の 装飾的な ものと なって if 

落した ときに、 生花 もまた 構成 的で はな， S 装飾的の ものと なつ て gf 落した。 


生花 は その 窒を 構成す る 曲線の 中心の 集まる 場所で ある。 だから その 窒の 魂が すべて この ー點 

に 集中し、 そこに は 無限の 深みが 湛 へられる ので ある。 

生花 を 室の 中に 置いても、 何となく 餘 分の ものの やうに 見える 場合 は、 その 生花が 窒を 構成す 

る 曲線の 中心の 壞 まる 場所に なって ゐ ないから である。 生花 を 生花 だけと して 見る のが わるい の 


である。 

窒の すべての 曲線が 生花 を 中心として 伸びる 時には、 そ 0 窒は いかにも 安易な ものと なり、 ま 

た それらの 線 は 動く 線と なる であらう。 窒が 大きく 生かされ るの は そのと きで ある。 生花 を 置く 

ことによって 窒は 大きく 生かされなければ ならぬ。 それによ つて 窒 大 いさを 殺す ものであって 

はならぬ。 


生花が 大きくな つた 0 は、 華美の 精神が 勝った からで ある。 社會が 貴族的 階級 的に 固定した と 

き、 優越 的 支配の 精神 を 表現す るた めに 生花の 形 は 大きくな つたので ある。 本來の 生花 は その 窒 

を 構成す る 曲線の 中心で あるから、 本來 それほど 大きい ものである 害がない。 

生花が 今後 精神的に 生かされる ために は、 今よりも 概して 形の 小さ. S ものになる であらう。 統 

一せられ る 精神の 潑剌 として 動く ものになる であらう。 形が 大きければ 遊戯的と なり、 現代の 生 

活の 求める ものに 合致 しないの である。 生花 は 今で さへ も、 實 生活から 離れた、 實 生活に 働ら き 

かけ 得ない、 むしろ 實 生活から 取り 殘 された ものに なって ゐる。 その 大部分の 原因 は、 生花が 遊 

戲的 になって 深み を缺. S たからで ある。 

生花 は 生活の 深み そ Q もので なければ ならぬ。 それは生活から遊戲的に取り殘される^^ではな 
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くて、 生活に 働ら きかけ る もので なければ ならぬ。 生活の 統 一 に 暗示 を與へ 得る 澄剌 たる 統 一 を 

持つ もので なければ ならぬ。 

現代の 装飾 美術 はみ な 新ら しい 精神の もとによ みがへ り はじめた。 それ は 装飾 美術と. S ふ 語の 

持つ 感じの 「飾る」 とい ふこと から 離れる ところに 出發 した ものであった。 生花が 現代の 生花と 

なる 時代 はやが て來 るで あらう。 そして この 時には、 生花 もまた 装飾 美術の 精神の 本流に 棹 さし 

て 「飾る」 とい ふ 感じの 生活から 離れた ものになる であらう。 


生花の 花 は その 窒の悅 びで ある。 花の ない 生花 は 寂び すぎて 悅びを 持たない。 悅びを 生活に 耍 

求し ない 室で は、 花の ない 生花 もまた ふさ はし. S もので あらう が、 普通の 窒は その 悅びを 持つ が 

ふさ はしい 0 

しかし 花が 多すぎる 時には、 悅びは 生花に 集中して、 窒には いささかの 悅び も殘ら なくなる で 

あらう。 生花に おける 花の 悅びは その 窒の 生活の 悅 びに 暗示し、 喚び かける もので なければ なら 

ぬ。 生花 も 亦 暗示 Q 藝術 である。 丄昭 I 年 八 ほ) 


私の テ エブルの 上に 萬 紫 集が 載って ゐ ます。 この頃 あけても 暮れても 私 は 萬 葉 集 を讀ん でゐる 

のです。 この 上代 人が どんな 精神 生活 を 送って 來 たか、 また 萬 葉 集 は 生活の 上に ついて どんな 理 

想 を 持って ゐ たもの か を、 しっかり 考 へて 見たい と 思 ふからで す。 日本人の 生活 理想 は どんな も 

ので あるか、 令の 思想 問題 を 解決す るに 就いて、 私 は 祖先の 步 いて 来た みちを ゆっくりと 反省し 

て 見た. S からです。 

今 は その 問題 をお 話す るので はありません。 この 萬 葉 集を讀 んでゐ るう ちに、 私 は 何ともい、 

ない 不思議な 感じに 打 たれた こと を 申したい のです。 ここに 絕ぇ 入る ばかりの 悲しみ も あれば 嘆 

きもあります。 例へば その 第 十五 卷を讀 むと 天平 八 年に 使 を 新羅へ 遣 はされ た 時に、 その 使の 人 

達が 途中で 讀んだ 歌が すっとの つて ゐ ます。 皆 その 旅行の 嘆き をうた つて ゐる。 故 鄕の空 を 空し 

く 眺めて、 早く そこ へ 歸 りたい と 願って ゐ るので ある。 誰れ も 彼れ も 妻 を 思つ て 嘆いて ゐる。 よ 

い 景色が あれば これ を 妻に 見せたい と 思 ふ。 海岸 を 歩いて 美し. S 石の あるの を 見る と、 これ を 家 
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の 人へ も 見せたい と 思って 拾った が、 送って やる 使 ひもない からまた 捨てた とうたって ゐる。 さ 

うして ゐる うちに、 壹岐の 國で使 ひの 人の 一 人が 疫病で なくなって 了 ふ。 それ を 友人 達が 悲しみ 

弔 ふ 歌が また 悲痛で ある。 鄕里 では 何 一 つ 知らないで 秋に なれば 歸る ものと、 指折り 數 へて 待つ 

てゐ るで あらう と 嘆いて ゐる。 

私 は これらの 歌 を 見て、 ま AJ とに 不思議の 感に打 たれる のであります。 かく も 嘆いた 人 は 今 何 

處に 生存して ゐ るか。 すべて は 土に 歸 して 了って ゐる。 この 煩惱 も、 この 旅 も、 すべて は 無に 歸 

して 了って ゐる。 豐岐の 海の 波 は、 いつも 平に 波打って ゐ るで せう。 瀨戶內 海 は、 この 人達の 船 

の 片影 を もと どめて はゐ ないで せう。 不思議な の は 人生です。 この 世界、 この 人生に は、 これ ま 

で どんな 芝居が 演ぜられて 來 たので せう か。 そして その 芝居 は みんな 何處へ 去った のでせ うか。 

かう して 歌が 並んで ゐ るの を 見る と、 位の 高下な ど は 少しも 問題に なりません。 大使 も あれば 

副使 も ある。 その 人達 は 威張って ゐ たでせ う。 それに 使 はれて ゐる人 は 位 も 低かった でせ う。 け 

れど もこの 一 つ 船の 中の 記錄 として は、 旅の 嘆きと いふ ことより 外に 何もない。 大使 も、 副使 も 

この 嘆き を 人生と して 生きて ゐ るので ある。 それ 以外の 人生 は、 一 つも 記錄 せられて ゐ ません。 

かう した 旅で は 由 $0; 賤 高下の 隔てが なくなり がちの ものです。 ただ 一 つの 嘆き 苦しみ を 共通な 

らしめ てゐ るからで す。 

が、 この 嘆きの 船 は卽ち 我々 の 人生で はありますまい か。 我々 すべて は、 その 同行で はあり ま 


すま. s か。 人生の 葛藤の 中の 人と なって ゐ ると、 貴賤 上下 も 目につく。 人に 威張る 氣 にも なれば、 

金 をた める ために 目 Q 色 を か へ る ことに もなる でせ う。 がその 人生 は どんな もの かと 振り返って 

ると、 すべて は 同行で ある。 嘆きの 船に 乘り 合せた 人達です。 何の 上下 貴賤の 差別 を 固執す る 

ところが ありませ う。 魂と 魂と は、 もっと 淸く觸 れ合ふ 害です。 殘る もの はこの 生命で はない。 

生命 を 打ち込んだ 記錄 です。 その 記錄が 後の世から 批評せられ るので す。 この 記錄 だけ は、 しつ 

かりと かいてお きたい。 大使で あり 副使で ある ことの 記錄 は、 後の 人の 批評に のぼらな いのです。 

誰れ が 本當に 人間ら しき 生き方 をして ゐ たか、 それが 問題に のぼります。 それが 何より 肝要の こ 

とであります 0 

人間 は 現在の 世界 だけ 見て 生きて ゐ ると、 どうしても 葛藤の 世界の その 葛藤に 目が くらんで 了 

ひます。 靜 かな S で，； 仅 ただ ひとり、 古典の 文 學書を 開いて ゆっくり とよんで ごらんなさい。 悠久 

の 人生の 歷史を 見つめれば、 人間 は 自分の 步む途 Q どんな もの だか を 知る ことが 出來 る であり ま 

せう 0  —(昭和 一一 一 か- A 月)  •  . 
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樵 夫と 蛙 ， 

樵 夫が 山で 材を 挽いて ゐ ました。 

靜 かな 小舍 です。 日が ぼか ぼかと おが 屑の 上に あたって ゐ ます。 何もかもが のんびりして 暖か 

さう に 見える 小舍 です。 

樵 夫 は 村で も 評判の 氣の よい 男でした。 村の 若い 男 だち は、 ちょっと でも 餘 計のお 金 を 儲ける 

ために、 町へ 物を賣 りに 行ったり、 町 のん になって もう 忖へ歸 つて 來 なくなったり しました が、 

この 樵 夫 だけ は、 

「俺 は 山が 大好き だ。 山の 小舍へ 行って さへ ゐれ ば、 こんな 氣樂な こと はない」 

といって、 相 變ら. f 山の 小舍へ 通って ゐ ます。 

よい 日が あたる ので 樵 夫 はおが 屑の 上に 腰をおろして、 煙草に 火 をつ け、 ぼんやりと 向 ひの 峰 

の 方へ 目をやって ゐ ます。 

「山鳩の やつ。 令 日 は 遊びに 來 ない のかな」 
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などと 思って ゐ るので せう。 小舍の 前へ は 山鳩 だけで はなく、 栗鼠な どもつ ねに ひょこひょこと 

遊びに 來て、 樵 夫 の ぉ辨當 の餘 りな ど を 貰って ゐ るので し た。 

すると わきの 木の 繁 みが 急に がさがさと 騷 がしい 昔 を 立て はじめました。 何が 飛び出して 來る 

のかと 目 をみ はって ゐ ますと、 出て 來 たの は 何時も この 小舍の あたりで 見なれ て ゐる小 蛙でした。 

小 蛙 だけで はなく、 その あとから は大 蛙が 一 匹 追つ かけて 來 ました。 大蛙 はつひ ぞ この 逢で 見た 

ことのない よその 山の 大 蛙です。 

「こら こら 何 を 喧嘩して ゐ る！」 

と 樵 夫 はいって、 そこにあった 木片 を大 蛙め がけて 投げつ けました。 小 蛙 は 樵 夫の 背な かへ 飛び 

ついて 來て、 助け を 乞うて ゐ ます。 大蛙も 樵 夫に あって は 敵 はない と 思った か、 大 いそぎで 向 ふ 

へ 遁げて 行きました。 

小 蛙はぴ よこり と 樵 夫の 前へ おりて 来ました。 そして 椎 夫の 前に 這 ひつく ば ひ、 幾度 もお 辭儀 

をして ゐ ます。 本當に 嬉し さう です。 が、 もっと 痦 しさうな 顏 をして ゐ るの は 樵 夫です。 目 を 細 

くし、 目尻に 皺 をよ せて、 小 蛙 をいた はって ゐ るので す。 

すると また 急に、 わきの 木の 繁 みが、 がさがさと 昔 を 立て はじめました。 樵 夫 も小娃 もび つく 

りして その 音の する 方 を 見て ゐ ますと、 今度 は 大きな 靑大將 がの そりの そりと 9,: て來 たのでした。 

樵 夫は氣 のよ い 男です が、 蛇 は 生れつき 大嫌 ひです。 


「ひやつ！」 

といって 飛び 返. s てし まひました。 小 蛙 も つづいて 遁げ出さう としまし たが、 靑大將 はすば やく 

追つつ い て 小 蛙 を 口にく は へ てし まひました。 

小 蛙 は 大きな 目 をむ いても がきながら、 樵 夫に 助け を 乞 ひます。 足 を じたば だして ゐ るの がか 

は. S さう でした。 樵 夫 は、 

「あれ、 あれ」 

といって 見て ゐ ますが、 どうす る こと も 出来ません。 自分の 足さ へ がたがた とふる へ て 蛇が こ は 

いのでした。 

小 蛙 は 今度 は 樵 夫 を うらめし さうな 目で にらみつけました。 つかまへ てゐる 靑大將 がに くいよ 

り も、 默 つて 見て ゐる樵 夫が 憎くて たまらない とい ふ 風な 目で 樵 夫 を にらみつけ たのです。 靑大 

將は小 蛙 をく は へ たなり で 藪の 中へ 這 ひ 込んで しま ひました。 

樵 夫 はやつ とぼん やりして ゐる 自分に 氣 がっきました。 何だか 夢の やうな 氣 がします。 立ち上 

つて 材を 挽かう と 思 ひました が、 何だか 頭が 痛んで 材を 挽く 氣に なりません。 小 蛙が 何で あんな 

に 憎さう に 自分 を にらみつけた のか、 樵 夫 は その 目つ きが 氣 になつ て氣 になって 仕方がな いので 
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たうとう 仕事 を 休んで、 横 夫 は 日の まだ 高い うちに 山 を 下り、 村へ 歸 つてし まひました。 


「これ は 何でもお 寺の 和尙 さんに 尋ねる のが 一 番だ」 

と考 へて、 樵 夫 はお 寺へ たづね て 行きました。 

「和尙 さん、 私 は 一度 は 小 蛙 を 助けて 上げた のに、 何故 あとで は あんなに 憎さう に 私 を にらみ 

つけたので せう。 私 は あの 目つ きが 心配に なって 仕方がな いのです」 

と 尋ねます と、 和尙は 腕ぐ み をして 聞. S てゐ ましたが、 少し 考 へてから、 

「さう だ。 お前さん は 一度 は 確かによ. S こと をした の だが、 よ， S こと はお 了 ひまで やりと ほさ 

なければ いけない。 よい 事 をす るに は勇氣 が. S る。 勇氣 なしで 出來る こと は 大きな よ. S 事で はな 

い。 どんなよ いこと でもお 了 ひまで やり 通さない と、 却って 人に にくまれる ことと なる」 と敎へ 

てく. d ました。 —(昭和 S 年 一月) 


建築と キ ネ マ 

藝 術の 中で 誰に もよ くわ かる もの は、 繪畫 ゃ小說 である。 大衆 小說 になれば、 カツ フ H の 女給 


でも 讀んで 批評 をす るので ある。 が、 建築になる とその 意味の わかる も Q は 極めて 少 い。 毎日 鐵 

筋 n ンクリ ー トのビ ル ヂング 建築に 通勤しながら その 面貌の 記憶の 薄い 人 は 少なくな. so また そ 

Q 建築の 様式が 何とい ふ 名稱の もの か、 何時 代の もの か、 など を 知る 人 は、 數 へる 程し かないの 

である。 この 建築 界に實 に 新ら しい 精神、 新ら し 5- スタイルが 僅か 1- 年 半年の 間に 展開せられ 變 

化せ しめられて ゐる といったら 建築 界 以外の 人 は 信じない かも 知れない。 が、 それ は 決して 虚偽 

でな so ダンスが モダ アン だ、 ジャズが モダ アン だとい つても、 建築の モダ アンに は 到底 及ばな 

い。 建築家の 活動 は實 にす ばらしく 活澄 であり、 舊 様式に 何の 未練 をも殘 さす、 先方へ どんどん 

と 進んで 行く ので ある。 この 澄 剌さを 見る と、 小說 家な ど はいかに 古い 精神の 中に 呼吸して ゐる 

か、 全く 恥 かしくな つて 來 るに 相違ない。 建築家 は 最も 早く 產業 文明に 接觸 し、 機械と 藝 術との 

統一 の 問題 を 解決し なければ ならなかった。 かれら は どの 藝術 家よりも 早く、 自己の 生活の 中の 

餘剩的 要素 を 切り捨てた。 そして 現代の 產業 文明が、 現代の 生活 要求と して 提出す る 限りの もの 

を實に 簡素に 取り 人れ、 それ を 自分の 精神で 形式 立てて、 新ら しい 生活の 形式 を 都 會の眞 中へ 投 

げ 出した ので ある。 われわれ は 今む しろ 產業 文明に より 檔 まされ、 物質に より 征服 せられて ゐる n 

そ こ で 理想主義が 微力な の は當然 \ ^ある。 文藝 家が 自ら を 唯 物史觀 の 必然的 人生 觀 によ つて 征服 

せしめ、 自ら を 上部構造の イデ ォ n ギィと 呼んで 滿 足して ゐ るの は 當然 である。 文藝家 はこの 產 

業 文明 を 征服す る だけの 準備 を まだ 整へ てゐ ない の だ。 新ら しい 建築家に も かって その 時代が あ 
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つた。 が、 かれら はや はり 自己の 精神 を、 個性 を囘復 する ことが 出来た。 かれら はこの 產業 文明、， 

この 物質 性の 上に、 自己の 藝 術の 優越 を 示し 得た 凱歌 を擧 げてゐ る。 それ は單に 理論に よってで 

はない。 創作した 作品に よって かれら は 立派に それ を證 明した の だ。 今や 何人も、 この 作品の 樣 

式 を、 ギリシャ 的 様式 乃至 ゴシック、 ルネッサンス 様式の 何れで もない、 全く 現代の 文明に 對應 

した 新 建築 様式、 い や 新ら しい 精神の 具現 せられた 新 生活様式 として 容認し なければ ならな くな 

つた。 それ は 依然として 理想主義の 勝利であった。 精神が 物質の 上部構造 でない こと を實證 した 

ものであった。 かれら は 現代 產業 文明の 特質の 何 一 つで も を排棄 して ゐ ない。 それ はすべ て かれ 

ら によって 取 入れられ、 物質の 不自由 性から 解放 せられた。 

時代 は 精神の 自由 を间復 し、 物質 は 翼 を 得た ので ある。 ここに かれら は 自ら を眞 0 意味で、 モ 

ダァ ュズム と 呼ぶ ことが 出来た。 が、 それ は 現代 產業 文明の 喧噪 混亂 から 離れて、 何とい ふ 簡素 

な もので あるか。 かれら は 生活の 本質的な 耍素を 何 一 つと して 排斥 はしな， S が、 また この 不統一 

混亂を そのまま 許し 得る もので はない。 かれら は 全く 生活 統一 力の 旺盛 を 示した の だ。 すでに 凱 

歌を擧 げた 人の 作品 は、 氷の やうに 靜 かに、 結晶の やうに 質素に そこに 立って ゐる。 けれども、 

それ は 同時に 規模の 甚だ 大きな もの だ。 時代 0 行方 を展 S ェ して モダ アンな もの だ。 その 規模が 大 

きいから、 如何なる 大都會 の 面貌 も 至極 簡單 化せられ たので ある。 昔の 茶室の 趣味、 それが 人 マ、 

大 ビル ヂ ング、 大 街路、 大都會 の 全 面貌の 上に 表現せられ ようとして ゐる。 現代人の 生活が 機械 


化せられ、 アメリカナイズせられ、 百貨店 化せられ、 商品 單色 化せられ たの は、 全く こ 0 新ら し 

い 個性への 準備 階段に 過ぎなかった の だ。 生活 は 一 旦锼械 Q 洗禮を 受けなければ ならない。 が、 

直ちに その 次 0 階段に、 この モダァ 一一 ズム Q 新ら しい 生活が 待って ゐ たの だ。 モダァ 一一 ズム とい 

ふ こ とが 理想主義 精神主義 個性 主義 を 意味し なければ ならな か つ た。 

新 運動の 尖端に ル. コ ルビユ ジ H があった。 かれは 現代 生活の 最 尖端に 進む 乇ダ了 一一  ストで あ 

るが、 同時に モダ アン . ライフ を 古典 化し、 モダ アン . ライフ を 新 典型 化し 得た 點で、 すでに 一 

個の 古典主義者 であると. S ふこと が出來 よう。 かれの 影響 は 諸方に 及んだ。 世界いた る處の 建築 

家に 强い 影響 を與 へた だけで はなしに、 直ちに 建築 以外の 生活 領域に、 淸 新な 刺戟 を與 へたので 

ある。 マチス や ピカソが 鎗畫 において 歩んで 來た途 は、 確かに かれの 作品、 かれの 精神に も 影響 

を與 へて ゐ ると 私 は 思 ふが、 やはり かれは、 產業 主義の 物質 性 を 自分の ものにし 盡 して ゐ るし、 

マチス や ピカソ は 生活の 餘剩的 有閑 的の 空氣を 自らの 中に 殘 して、 やはり 近代 Q 尖端 を步 んでゐ 

ない 氣 がする。 が、 かれは 決して 新ら しい 建築 精神 を單獨 で步. S てゐ るので はない。 かれは 實に 

建築の モダァ 一一 ズム 運動の 中に 歩んで ゐる 一人で あるに 過ぎす、 全體の 運動 はかれ 個人の 作品 を 

越えて、 もっと 範 圍も廣 く、 事業 も 偉大 だ。 今 その 運動が 歐洲の 都市 C- 中 を 歩いて ゐ るので ある。 

一昨年の 作品よりも 昨年 Q 作品 は、 一段と 際立って 新ら しかった。 今年の 作品 は 昨年の それ 以上 

に 新ら しい スタイル を 示す であらう。 建築 界 では、 一昨年 一昨々 年の 作品 は、 すでに 一時 代 を 劃 
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した 古い 作 口 T こして 顧みられる ほど 空氣が 新ら しく 動く。 この 建築に 接した もの はモダ アン . ラ 

ィフ の呪詛 者に ならす、 モダァ ン . ライフ もまた 一 つの クラシ ッ クの 生活で ある こと を 容認す る 

やうになる it らう 0 

装飾 美術が 眞っ 先き に その 運動の 影響 を 受けた こと はいふまで もない。 フ ラ ン ス における 装飾 

美術 は、 それ だから この  一二 年に おける ほど 活氣 を呈 した ことがなかった。 キネ マ藝術 もこの 數 

年間、 實に目 ざまし い 發達を 遂げて 來 たが、 その 藝 術の 理想 を はっきりと つかんだ とはい へな か 

つた。 キネ マ そのものが 新ら しく、 その 背景に クラシシズムの 何等の 歷史を も 持たなかった から 

である。 建築 は その 點で 大いに 惠 まれて ゐた。 建築 は 常に 機械と 物質と を 背に 負うて 進む が、 こ 

の 機械と 物質と を 超えて、 人間の 精神が なほより 偉大で ある こと を 示す 戰爭 を、 すでに 數十 世紀 

にわた つて 戰 つて 来た。 建築 は 常に、 その 戰爭 においての 勝利者であった。 等しく 機械と 物質と 

を 背に 負 ふ キネ マに、 新ら しく 進む 途が あると したら、 小 說ゃ劇 や 詩から 學 ぶこと 少なく、 それ 

の 第一の 師は 建築で あるに 相違ない。 n ルビユ ジ H の 理論、 コ ルビユ ジ H の 新作 品 を 見て 私が 動 

かされた 時に、 私 はこの 精神の 演鐸は 直ちに キネ マに おいて 見られなければ なるまい と考へ て、 

ひそかに その 理論 を考 へて ゐた。 が、 その 時 は 世界の キネ マ 理論家が、 皆 さう 考 へて ゐた時 だつ 

たの だら う。 私 は 自分の 理論 を まだ 組織し 菜さないで ゐた 時に、 コ ルビユ ジ H の獨譯 書の 『來る 

べき 建樂』 と 全く 同名の 書 『來 るべき フィ ルム』 が 私の 手に 投じられた。 その 著者 は ギドォ . バ 


ギィァ であった。 數頁を 繰って 行く に、 それ は 全く コ ルビユ ジ H の 理論の 演繹で あり、 その 揷圖 

の キネ マ 寫眞の 最初に は、 コ ルビユ ジ H 0 建築の 寫眞 が、 かれの 要求す る フィルムの 模範と して 

揭 げられ てゐ るので あった。 バギ ィァの 要求す るフィ ルム は、 要するに 機械と 精神との 結合で あ 

る。 それ は キネ マに おける 新 理想主義、 モダァ 一一 ズム である。 かれは モダ アン - ライフの 要求 を、 

建築が なした 如く 悉く 包容し ようと 欲する が、 しかし わが 國の 大衆 小説が なした 如く 大衆と 妥協 

し 大衆に 快樂 的に 訴 へよ とはいって ゐ ない。 むしろ かれは その 大衆との 戰ひを 主張して ゐる。 生 

活 がモダ アンで あると は、 大衆の 生活の 餘剩的 部分に より、 支配 せられる こと を 意味し ない。 そ 

れは 大衆の 自由化で ある。 大衆の 精神に 翼を與 へる ことで ある。 キネ マの 理想 は 今や 古典的 背景 

を 持った 建築の 新 運動に 助けられて、 新ら しく 見出される ことが m 來 たの だ。 キネ マの 問題に つ 

い て判斷 する 時の われわれの 標準 は與 へ られ たの だ。 

私 はこの 次に、 劇 ゃ小說 が、 この 建築 運動の 新 理論に よって 形成せられ 直す に 相違ない と 信じ 

てゐ る。 現代の 小說の 形式 は、 十八 九 世紀の 發生當 時 そのままの 形式 を 今日まで 持ち 綾け て來 た。 

小說は 十九 世紀の ものであって、 二十世紀に は その 影 を ひそむべき ものである かも 知れない。 小 

說は n マ ン ティ ー クの 時代に、 貴族の 婦人が 安樂 椅子に よって 心靜 かに 讀み ふける 性質の もので 

あった。 小說が 街頭に 出で、 社會 生活の 中の ものと なった 時に、 實 は小說 自身の 物語 的 形式 を脫 

して、 小說 そのものに 吊 鐘 を 鳴らさなければ ならなかった の だ。 茶窒が 金持ちの 邸宅の 隅つ こに 
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道樂 物と して 取殘 され、 都市が 鐵筋コ ンクリ I トの ビル ヂング 建築に よって、 新ら しい 面貌の 裝 

ひ をし なければ ならなかった やうに。 —(& "和 S 年 ーヌ) 


室 伏 高 信の 風貌 


一大 學 生との 對話。 

「あなた は窒 伏さん を 御 承知なん です か」 

「知って る。 偶然 空間 的 距離が これ を 面識にまで 窗 した」 

「その 言 ひ 草 はもう 古いです よ」 

「と t ろで 窒 伏さん の大擧 無用 論 をもう ぉ讀 みでした か」 

「讀ん だよ。 大學 無用 論なら 君達の 方が さしせまっての 問題 當事 者ぢゃ あな 5 か。 君達の 仲 問 

ぢゃ あどう いって 批評し てる」 

「さあ 外の 人の 批評 はま だ 聞いて 見ません が、 私 はすつ かり 同感なん です。 ノオト 取りば かり 


やらされる 大學 は、 實際 やり切れません から。 窒 伏さん の 論 を 讀んだ 時、 全く かう 自分の 腹の 屮 

をす つかり さらけ出し たやうな 淸々 した 氣 になり ました。 自分の 今一 一目 ひたい こと を みんな 言つ て 

貰った 氣 がした のです。 いや、 いや 3 考 へて 見る と 昨日 も 一昨日 も 大學の 芝生に 寢轉ん で みんな 

で 言 ひ 合って ゐる やうな ことが 書かれて ゐ るので す。 當然 同感し ます」 

「同感なら 君から 始めて 大學を やめたら どう だ」 

「そこが 實際 問題なん です。 大學を やめたら 何 處の會 社で も 雇って くれない でせ うし、 窒 伏さ 

ん だって やかましく 土に 還れと はい ひます が、 やつば り 土に 還らないで 銀座で ビ— ルを飮 んでゐ 

るぢゃ あありません か」 

「そり や 評論家と しての 體驗が 肝腎なん だからな。 ビ ー ルを飮 めば 飮む ほど 土が 戀 しくなる」 

「あなた は 文明 沒落 論に 贊成 なんです か」 

「いや 反對 だ。 僕 は窒伏 氏の やうに 何もかもが 今 行き詰まり になって ると は 思 はない。 自然 科 

擧は 勿論 行き詰まり ぢゃ あない。 窒伏 氏に よると 科學 は複雜 になって 人間が 背 食 ひ 切れ なくなつ 

たとい ふの だが、 科學の 進み 方 は複雜 化の 方向に なく 單 純化の 方向に ある。 產業 革命 以後 機械 は 

急速 力 を 以て 人間 を 征服し 始めた が、 < ^では 人間 はこの 機械に シン プリ フィケ ェ シ ョ ンの 模範 を 

認めよう として ゐる。 ラスキン、 モリスの ェ藝 論が 機械 主義 を 役す る ものに なって るぢゃ あない 

か。 しかし 窒伏 氏の 論法と 文明 批評 的 意義と に は 勿論 大 いなる 敬意 を拂 つてる。 い まどき あれ 程 
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全面的に 文明の 尖端の 見える 人 は 他に あるまい よ」 

r 窒 伏さん は あなた を 批評して、 彼の 博學は 日本 一 といって もよ. S 位 だと 書き ましたね」 

「どうして どうして 我が 窒伏 先生 こそ 博學 日本 一 だよ。 

彼の 東洋 論 はや や バラック 建てなる を 免れ まいが、 西洋の 新ら しい 潮流、 新ら しい 書物に つい 

ちゃ あ 我が 窒伏 先生 以上に 知って る もの は 外にない。 彼 は倫敦 伯林 紐 育に テレヴ イジ ョ ンを据 ゑ 

つけて ゐる 程よ くその 地の 思想 傾向に 明るい (聲を 低めて) 尤も それらの 本 を みんな 讀む わけ ぢ 

や あるまい が。 …… 彼 は 喚覺が 異常に 發 達して るの だ。 彼 は 書物の 內 容を讀 むより 前に 各 章の 見 

出し をよ む。 各 意の 見出し をよ むより 前に 書物の タイトル を讀 む。 書物の タイトル を讀 むより 前 

に 書物の 廣吿文 をよ む。 もう それで 彼 は 書物の 內容 をす つかり 洞察して しま ふの だ。 そして この 

診斷は 決して 誤って ゐ ない。 そこが 彼の 偉い ところ だ。 全 國に官 私大 學の敎 授は山 ほど あるが、 

こ の 喚 覺の點 で 及第す る ものが 少ない。 隨 つて それらの 人 は 凡 物 だとい ふこと になる」 

r ぢ ゃぁ窒 伏さん は我國 思想界に おいて やはり 唯一 の 存在 だとい ふこと になり ますね。 新聞の 

廣吿 文に は 獨特の 論法 を 以てと か 何とか 書いて ありまし たね」 

「ちょっと も 獨特の 論法 ぢゃ あないの だが、 獨 特に 讀 める。 獨特 かと 顧みれば 至極 當然の 主張 

だ。 そこが 獨特 なんだら う」 

r 一  っ窒 伏さん の 健康 を 祝し ませう か」 


「よから う。 やはり ビ ー ル だね。 ジャズ を あびる 卓 を 園んで」— (昭 S 四 年 六 s 


河 上 博士に つ いて 見る ところ 

河 上さん は 自分の 好きな 人の 一人 だ。 河 上さん の 書かれた もの はやつ と 古 S 頃の 『經 濟學 原論， 

を 初めと して、 大抵 讀ん で來 た。 『祖圃 を 顧みて』 以後の もの は先づ 落ちな く讀 んでゐ るし、 主 

たる もの は 手許に 持って ゐ るから、 先づ河 上さん の 全 著の 少なくも 三分の 一は 讀ん で來 たこと だ 

らうと 思 ふ。 が、 河 上さん の 本の 讀者は 意外な ところに ある わ を 私 はよ く 見受ける。 河 上さん が 

好きだと いふ 人 は敢て 若い 大學 生に だけ 限られて ゐ ない。 絕對に 河 上さん が 嫌 ひだと いふ 人 は、 

先づ 存在し ない Q ぢゃ あな. S かと も 思 ふ。 『經 濟學 大綱』 を 中心として 一度 綿密に 河 上 肇論を 書 

くこと は 私の 計畫 であった の だが、 今 はとに かく 雜談 風に 私の 河 上觀の 一部 を 書いて 見よう。 

私が 河 上さん に 面白い 性格 だと 思って ゐ るの は、 あの ヒュ マー 一 スト 風の、 多分に セ ンチ メンタ 

ルな ところ を 持った 藝術家 的 性格と、 益.， 純粹に 唯物論 的に 進まなければ ならない マル キシズ ム 
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がどう 合する か とい ふ こと だ。 かやう に 書いた の を 河 上さん が讀 まれたら、 また 同じ こ と を 言 

つて ゐ ると 思 はれる だら うが、 私 は 河 上さん が この 二つの 思想 的セ ンタァ を どう 結合す るか を 見 

た. S ものである。 今のところ 河 上さん は專ら 唯物論の 方へ 精進して その ヒュ マ 一一 スト 的 性格 を 塗 

りつぶ さう と 力める らしく 見える。 併し 性格の 問題 はそんな に 簡單に 解決 出來る もので はない。 

河 上さん の 交友に は津 田靑楓 氏と いふ やうな 畫 家が ある。 河 上さん は津田 氏の 畫に 書の 讃を 書き 

込んだり して ゐられ るが、 中々 餘裕の ある 旨い もの だ。 また 河 上さん の藏 書の 中には 島 崎さん の 

『若菜 集』 が あると いふし、 島 崎さん を 中々 お好きの やう だ。 さう 言へば 河 上さん の 文意 は 『若 

茱集』 時代の 美文調の もので、 美しい 對句を 並べたり、 のんびりした テンポで 進んだり すると こ 

ろ は、 どう 見ても 最左翼の マルキシストと いふ 感じが しない。 三 井 甲 之 氏 はよ く 河 上さん の 感傷 

的な 美辭 麗句 を 以て 成る この 文體を 非難して ゐ たが、 その 觀察 だけ は あたって ゐ ると 私 は 思 ふ。 

通俗的に も 河 上さん の 著作が 多く 讀 まれる 所以 は、 一つ はこの 文意の あまさに あると. S へる。 か 

うした 多分に 感傷的な、 ロマン チ ストの 性格 を 持って ゐられ ると 見える 河 上さん は、 何故 その 性 

格 を も 包容しての 經濟 學說を 建設 せられな. S ので あるか。 併し 河 上さん もま だ やっと 五十 歳 そこ 

そこに 過ぎない から、 今後の 發展が 見 もので あらう。 

河 上さん と驕 田さん との 論爭 は、 相互の 性格が まる 出しに なって、 見て ゐる 人に はこの 上 もな 

く 面白い もの だ。 一 i 田さん は陽氣 だが 河 上さん はや や 陰性で ある。 一 つの もの を 明晰に 取って 動 


かぬ とい ふ 論法 だ。 河 上さん Q 頭の ク リイ ァ なと ころが かう した 論爭に 於いてよ く 現 はれる。 論 

理 明晰と いふ 點 では 『近世 經濟 思想 史論』 『資本主義 經濟學 の 史的 發展』 など は、 實に 代表的な 

作品 だ。 一 々自分の 頭で 檢 討して、 引用文 を 生かし 筋途の 通った 考察 を 順次に 重ねて 行く ところ 

は 確かによ い 料理人の 料理 を 振舞 はれた 感じで ある。 ^し 河 上さん に は 案外 全 體觀の 乏しい とこ 

ろが ある。 やはり 河 上さん は、 經濟 政策 論者で ある 以上に 藝術 家な ので はない か。 河 上さん は留 

學 中に 時計 を 買 はれた 時には、 半ケ 年分の 學資を 甚だしく 使 ひ 越して ゐ るに 拘ら す、 百圓の 時計 

を奮發 せられた とい ふ。 また 萬 事 かう したやり 方 だから、 大學生 時代に はよ く 金に 窮 したと いつ 

て ゐられ る。 かう した 性格の 人 は、 天性 經濟學 者に 向かない と 私は考 へる。 經濟は 生活力の 經濟 

的なる 計量で ある。 政策の 如き は、 殊に その 計量 を嚴密 にしなければ ならない。 例へば ロシア Q 

革命の 如き 經過を 取る こと は、 大局より 見て 利害 如何と 5 ふやうな ことが 社會 主義 を 政策 論と し 

て 取る 場合に 必要な 經濟的 着眼で ある けれども、 河 上さん はさう した 判斷 をな すに 困難な 人で は 

ないか。 金 もない のに 百圓の 時計 を奮發 すると 同じ 精神的 基礎から、 マルキシズムの 革命 理論 を 

奮發 せられて は 危險千 萬で はな いか。 これ は 冗談 だが、 何に せよ 河 上さん は 一 々0 具 體的賓 例に 

出く はさな- S と 事柄の 全體的 位置 を はっきり 呑み込めな いたちで はない かと 思 ふ。 一 時 河 上さん 

の 論文に は r 學徒」 とい ふやうな 意味 Q 言葉が よく 見られた もの だ。 自分 は 問題から 離れて 純粹 

に 考察す る ことの 出来る 學徒 だから、 とい ふやうな こと を番 いて ゐられ た。 「舉 徒」 とい ふは耍 
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する に 「官僚 的」 ァカ デミ ィと いふ ことで、 純粹も 何もあった もので ない。 私な ど は當時 さう 思 

つて 河 上さん のァカ デミ ィな 論法 を 滑稽に 思って ゐた。 森戶 氏の 事件の あった あと、 河 上さん な 

ど大學 派の 人達の 書かれた 文意 を 見て 私 は r 菌る 因果」 とい ふ 小感を 書き 『文化』 に揭 載しょう 

と& つて ゐた ことがあ るが、 その 趣旨 は 要する に その ァカ デミ ィ その も の を 攻撃し て ゐる 態度 を 

少しば かりや じりたかった 0 である。 &し福 本 氏に 攻撃せられ てから、 河 上さん も 流石に その 論 

を 引っ込めた。 

が、 大學の 講堂で 堂 々と あの 社會 主義 講座 を續 けて ゐられ た 河 上さん の 態度 は 4< なほ 私に 分ら 

な いの だ。 大學派 はよ く 「社會 主義 を 最高 學府で 研究す るの が 何で わるい か」 とい ふけれ ども、 

河 上さん などの は 研究でなくて 勿論 主張で ある。 また 思想 問題に 於いて ー體 ただの 「研究」 なる 

ものが あり 得る か。 思想 は 「主張」 であり、 「態度」 である 「主張」 や 「態度」 にならぬ やうな 

生ぬるい 研究なら 初めから やらぬ がよ い。 「大學 は 最高の 研究 をな すと ころ だ、 自分 は眞理 のた 

めの 眞理を 求めて 社會 主義に 達した、 大 學にゐ て社會 主義 を 「研究」 する のが 何故 わる い。」 河 

上さん などの 論に は、 こんな 意味が 籠って ゐ たやう だけれ ども、 それ は 月給 は 欲しい し、 社會主 

義 から は 離れられ ないし、 とい ふ 場合の 遁辭 であって 我等 野人 は それに 同感し 難い。 『經 湾學大 

綱』 は大學 での 講義で あると いふ。 かう した 講義 を 許して ゐた 文部省 もよ ほどの 矛盾で ある。 ま 

た それ を 平然と 講義して ゐられ た 河 上さん も 「學 間に 良心的」 であるか どうか 知らないが、 「月 


給に は 良心的」 でなかった と 思 ふ。 共產黨 事件に 若い 大學 生が 拘引せられ たら、 河 上さん など は 

自責 上 やはり 職 を やめるべき ものでなかった か。 自分 は 眞理を 講義して ゐる、 學 生に 實 行せ よと 

はすす めて ゐ ない、 だから 自分に 責任 はない、 とい ふやうな 論法 は、 やはり 全 體觀の 着眼 を缺く 

ので ある。 大學の 講義が 眞に 生き生きした ものである ならば、 この 實行は 自分の 講義に 於いて 熱 

心に すすめた ところで あると 斷 言し 得る 底の 性質の もので なければ ならぬ ではな. S か。 私な ど は 

思想 問題に 就いて 「研究」 などい ふ 中途半端な もの を 一 つも 書いて ゐ ない。 一 々に 主張 だ。 人に 

火 を點， やる だけの 氣概を 含めて ゐる。 本年 二月 十五 日の 『大學 新聞』 に 河 上さん の談の 出て ゐる 

のを讀 むと、 結黨 大食の 時 「この 逃げ も隱れ も出來 ない 弱い 身體」 を 拘禁 せられて、 「初めて 國 

家の 本質と 5 ふ もの を はっきりと 知る ことが 出来た。 かかる こと は國 家の 保護の 下に ある 間、 大 

學敎授 である 間 は 解らない。 故に 諸君 は大學 にて 敎 へられる 特に 國家學 說等は 無批判に 信じて は 

ならない」 と 話して 居られる。 然 らば 河 上さん は大學 敎授當 時の 自らの 講義 全部 を 否定 せられる 

ので あるか。 また 丁 M 警察へ 拘禁 せられて 見ない と國 家の 本質が 分らぬ やうで は、 大 學敎授 とし 

て 甚だ 血の めぐりの 惡. S 學者 だとい ふこと になる ではない か。 が、 私 は 河 上さん はさう した 性格 

の學 者で あると いふので ある。 河 上さん は、 自分 を マルクス 狂信者 だとな す 世の 批評に 答へ て、 

その マ ルキシ ズムの 思想 的步 みが 非常に 遲 かった こと を 言って ゐられ るが、 これ は眞實 である。 

河 上さん を 以て 流行 思想 を 追 ふ ものの 如くに 考 へるならば 大 いなる 誤謬で あらう。 河， M さんの や 
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うな 先覺 者が 出なければ、 日本の 學界も マルクス 經濟擧 の 惯値を 知り 得なかった の だ。 併し 世 Q 

人が 若し 河 上さん を 「狂信者」 の 一人に 数へ ると すれば、 それ は マルキシズムに 對 する 全 體觀の 

乏しい こと を 一一 一一 n つて ゐ るので はな いか。 

河 上さん はちゃき ちゃきの X  X 主義者で ある。 が、 性格 は 何となく アナ キス ト . タイプで あり、 

個人主義 的のに ほひが 何處 かに 附き 纏うて ゐる やうに 我々 は 感ぜ しめられる。 『白樺』 Q 人達、 

例へば 武者 氏の 思想 は 人道主義 的で あるに 拘ら や、 何となく 個人主義 的で あると 同一 の 色彩が 河 

上さん にも 見える。 つまり 經濟 學界の 『白樺』 派と いふ 感じが する ので ある。 河 上さん は 非常に 

情誼に 厚い 人で ある けれども、 それが また 河上ィ ストの 場合に 特に さう である 點 などで も 『白樺』 

の 人達と 似て ゐる。 櫛 田 氏に 對 する 情誼な ど は、 讀む ものに 實 にょい 感じ を與 へる。 併し 河 上さ 

ん によって は 一 向に 愛せられす 隨っ て 立身出世の おくれた 講師 助 敎授も ある やうに 局外者に は感 

じられ る。 私は學 部が 違 ふから 事實 の眞僞 如何 を 知らないが、 現に 河 上さん の 講座に 參 した 大學 

院學 生が さう 言って 一助 敎授に 同情して ゐ るの を 私 は 聞いた ことがある。 河 上さん Q 著書 は弘文 

堂から よく 出る が、 河 上さん と弘文 堂、 この 關 係な ども 考 へて 見る と 妙な もの だ。 弘文堂 は 小さ 

な 古本屋で あるに 過ぎなかった ものが、 一朝 河 上さん の 知遇 を 得てから めきめきと 資り 出し、 あ 

れ だけの 基礎 をつ くり、 今では 白 川に 一山 を 買 ひ 切っての 別莊を 持って ゐる人 だが、 主人 は 勿論 

社會 主義者で ないし、 吝嗇で 有名 だ。 然るに 河 上さん は弘文 堂の ために 多くの 著書 を實 によく 紹 


介せられ た。 が、 また どうした 風 Q 吹き 廻し か 『社會 問題 研究』 を 引つ こぬ いて 岩波へ 持って行 

つたと 思 ふと、 また それ を 取り もどして ゐられ る。 『經 濟學 全集』 の爭ひ Q 時な ども、 そ Q 全集 

泥 合 戰に河 上さん の 署名の ものまで 35 ないでも よさ さう に 思 ふけれ ど、 河 上さん は そこまで 牽き 

すられて 行く。 また 先き に 『マ ルクス 全集』 で 改造 社と あれ だけの 對立 をした 直ぐ あとで、 改造 

社の 『經 濟學 全集』 を 支持す るな どの 生活 者と しての 動き も 我々 に はや や 理解し かねる もの だ。 

當時高 畠 氏が 痛烈な 批評 を 加へ てゐ たが、 それに 同感した もの は 私 だけで あるまい。 が、 それら 

も 河 上さん が 生活 0 全體 觀を缺 くと ころから 來 たこと では あるまい か。 

河 上さん は、 これまで は 71^ して 不幸の 途を 歩んで 来て 居られない。 勿論 河 上さん の 卓越した 才 

識が然 らしめ たと ころで ある けれども、 官立 大學に 於いて 最高の 人氣を 背負うた 敎授 として 立た 

れ、 その 斷簡零 墨 を も 雜誌は 超 特の大 見出しで 揭げて 有難が る。 本 を 出せば 飛ぶ やうに 寶れ る。 

これで は先づ 生活の 苦勞 から は絕對 に絕緣 せられて ゐ よう。 併し これからの 河 上さん Q 進み は與 

味の ある もの だ。 學說 から 實 行へ！ それが 河 上さん の途 だら うが、 さて 勞働者 や 無 產政黨 とど 

れ だけの 親密 さで 結合して 行き 得る か。 水 谷 君な ど は 歳費 は 政 戴へ 取られる、 無料で 演說に は 廻 

ら なければ ならぬ、 本職の 辯 護 土の 仕事 はやる 間がない、 たうとう 家賃まで 滞らせた といって 泣 

一 ぎ を 言って ゐる。 河 上さん がそ こまで 「XX 主義」 で 行ける かどう か、 勿論 私 は 河 上さん も そこ 

まで 行きつ く 人 だと は 思 ふが、 さて その 時に 津田 氏の 畫に讃 をす る やうな 悠々 たる われらの 河 上 
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さんの 藝術家 的 性格が どう 處 分せられ るか。 

私の 敬愛す る 河 上さん に 就いて 書く こと は、 最初 はどう も氣乘 りが しなかった 0 だが、 書いて 

行く と 何もかも を 率直に ぶちまけて 胸が せいせいした。 日頃の 不平 不滿 をぶ ちまけ たと ころの 方 

が 自然 多くな つた けれど、 これ だけ を 言って しま ふと、 河 上さん に對 する 敬愛の 念 を  一 强く自 

分に 感 する ことが 出來 た。 丄昭和ぼ2 月〕 


『草 煙 心境』 後記 

これまでに 書いた 隨筆ゃ 小 評論 を 一と 通り 整理して 置かう と 思 ふ。 これが 第一集で ある。 この 

あと 第二 集 第三 集と 逐次 刊行して 行きたい が、 書いた 順序 は その 集の 順序に 一 致しない。 書いた 

都度 新聞 雜 誌から 切り抜いて 置かなかった ために、 散逸して しまった ものが 少なくない。 なほ 發 

表した 新聞 雜 誌の 種類 も 一 定 せす、 取扱った 題目 も いろいろの 範圍に 亙つ てゐ るが、 大體私 は 編 

輯 者に 依頼せられ ると、 どんな 性質の 雜誌 にも 人情 的に 打ち負かされて しま ふので、 こんなに 多 


岐の隨 筆 を殘す ことと なる。 たと へば 生花に 就いての 感想 を雜 誌に 誓いて ゐ ると、 「君 は 生花 を 

やる のか」 とか、 「今の 時代に 君 は 生花な どを藝 術と して 取扱 ふの か」 とか、 「君 はへ ルンの や 

うに 東洋 趣味で 生花 を 研究す るの か」 とか 種々 の 質問 を 受け， るが、 私 はた だ 笑って それらの 質問 

に 答へ ようと はしな. S ので ある。 生花の 雜 誌の 編輯 者が 自分の 知人で ある 場合、 原稿 を徵 せられ 

ると、 私 は 自らの 生活の 立場 を 欺かない 限り、 その 立場に 隨 つての 隨想を 書いて 送らない では ゐ 

られ なくなる。 さう して 自然に この 方面の 隨想錄 も 三つ 四つと 屮 I 來 るので ある。 私の 隨筆は 大部 

分 さう して 出来 上った。 これ は 悉く 私の 生活の 一面で ある。 生活の 全部 を 象徵し 得る 一面で ある。 

しかし 生活 Q 髙 調が、 この 方面に のみ あると は 言 はれない。 

第一集に 題して 『草 煙 心境』 とい ふ。 或る人 はこれ を 中 世紀 的 思想の 表現 だと 評する であらう。 

私の 書齋は 今日まで 先 づ草煙 こまやかなる 田園の^ にあった。 今 は そこ も 都市の 一隅と して 包容 

せられ かけて はゐる けれども、 私 はや はり 書齋 だけ は靜 かな 場所に 置きたい 憧憬 を 持つ てゐ る。 

街頭への 熱情が 熾 盛と なれば なろ 程、 私 は 十分なる 休息の 得られる、 謙虚な 草 煙の 小窒を 望む。 

また それでなければ、 私の 健康 も堪 へる ことが 出来ない。 「心境」 を 觀念的 だと 評するならば、 

それでもよ. so 「イデ ォ 口 ギィ」 と譯 するならば、 なほ 一 層 妙で あらう。 イデ ォ 口 ギィを 持た な 

い 人間 は實 在し ないから である。 ^は イズム Q ために 生活 を 歪めようと は 思 はない。 生活 はすべ 

て を 含む、 生活 は あらゆる もの を統 一 して 眞資 である。 
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「雲雀の 滑走」 r 靜 かなる 窓」 「生活の 一 隅」 は、 何れも 私の 生活 日記で ある。 「雲雀の 滑走」 

は、 私が 死の 床より 蘇って ひたすら 靜 養しつつ あった 頃の 小品 だ。 r 靜 かなる 窓， 一は、 一 敎育雜 

誌に 毎號揭 載した 隨想 であるから、 題目 は 多少 敎育 方面のに ほひ を 持って ゐる。 「生活の 一隅」 

も， 同様に 敎育雜 誌に 掲げた もの だ。 

「生活 風景」 は、 主として 私の 住んで ゐる 京都 Q 風景 を敍 した。 

「藝術 隨感」 に は、 文學、 美術、 演劇、 映畫、 建築な ど 種々 の藝 術に 關 しての 隨感が 含まれる。 

r 携 夫と 虹」 は 童話で ある。 

「顿 牛の 角」 に は、 時論 的 色彩 を帶 びた 隨筆を 含めた。 

「反省と 思索」 は、 隨筆 的な 小 評論で ある。  ； 

以上す ベて を 通じて、 評 41 的の 意見 や 研究に は、 今日 {^ 自分と して 少しづつ 見解の 變っ たもの 

も あるが、 令 日の 見解で さ へ なほ 今後 變 化する に 相違な， S ものであるから、 ひとま づ もとの まま 

にした。 用字 法な どの 一致 しないと ころも あるが、 用字 はや はり 文耷の スタイルと 密接の 關係を 

持ち、 これ を變 へれば 文意の スタイル までが 變 つて 來る ため、 やはり 略 5 もとの ままに して 置い 

た。 しかし 表現 Q 意味が 不鮮明 だと 思 ふやうな ところ は、 この 集 をつ くる 時に 一 々加筆 訂正した。 

各 文章 Q 終に 附 した 年月 は、 雜 誌に 發 表した 時の 年月であって、 執筆した 時の それで はない。 

1 IT 萆煙 心境』 (昭和 E 年初 教〕 


書齋 での 對話 

朝から 八十 rasQ 暴い 日、 一大 學 生が 書 齋へ這 人って 来る。 無精ら しい、 下手物の やうな こ Q 

{ん^ の 主人公との 對 話が はじま る。 

「あなたに も 似つ かない、 堂々 たる 書齋が 建ちます な。 大分 かかり ませうな。」 

「かう 見えても 莫 趣に しちや あ 5 けない よ。 建築費 ざっと 一 萬 五 干圓と いふ しろもの さ。」 

「さう でせ うな。 長さ 何 間です か、 隨分 大きい ものです ね。 …… あつ 〈京都 第二 窒町 尋常 小學 

校 敷地〉 な あんだ、 あんな 標 柱が 建って たんです か。 あなたの 書 齋ぢゃ あなくて 小學 校の 校舍な 

んで すね。 こいつ は 一 ぼい 食 はされ たリ」 

「今ごろ やっと 標 柱に 氣づ， S たか。 そんな 目 だから 試驗の 答案 を 書き 違へ るの だ。」 

「小學 校に しちや 恐ろしく 粗末の ものです な。 です が、 あなた はこれ からすつ かり 弱らされち 
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まひます ね。 天下 國家 は、 …… とか 何とか 一生懸命で ペン を 動かして ゐる 窓の 下で 〈桃から 生れ 

た 桃 太郞〉 ぢゃぁ 少し やり切れな いぢ や あありません か。 小擧 校の 校舍と あなたの 書齋 と、 鯨の 

背中 へ 千鳥が 取り ついた 姿です な。」 

「全く 弱って るんだ。 途方もない もの をお 隣り に 持った もの だよ。 何に せよ 僕が ここに 住まつ 

た 時 は、 電車 は 今 35 川の 同志 社 前まで しかな. S し、 お 隣り といったら 瓜 殿 茄子 どんだ けだった。 

窓の 下に さへ づ るの は 雲雀、 小川に 来て 鳴く の は鷥、 蛙が 田んぼで 地 @^ を謠 ふ、 と先づ ちょっと 

Ml 流に いって 見る とね。 (聲を 低めて) 實は 今， W 川まで 歩く  Q が大變 だった し、 窓 を あければ 田 

畑から 時なら ぬ 芳香 馥郁、 出る にも 入る にも 畦 道傳ひ をよ く 十 年 も 我慢した と 自分で も 感心して 

るの だ。」 

「いつだつた かこの 室で あなたと 話 をして ゐ ると、 家の 廻り を さっきから 步き 廻つ てる 人が あ 

る。 見て ゐる ともう 一時 問 足らす になって 三度 廻って る。 こり や ああな たの 家へ 尋ねて 來 たお 客 

さんか も 知れない と 女中さん を 尋ねに やったら、 東京の 雜誌 記者で、 實 はさつ きから 人口の 道が 

判らない、 半 曰 計畫で 探して るの だ、 といって 大笑 ひした ことがあり ましたね。」 

「さう だ。 あの ころの 方が やつば りよい な。 僕 はこの 書齋の 中で 平安朝の 输卷物 を 見て る氣が 

した。 『榮 華』 や 『大 鏡』 はこの 邊の 地理 を 知らない とよく 讀め ない。 船 岡 山が 見える。 あの 山 

一 つ だけで も 大した 口  I マンス を 持って ゐる。 雲林院 は大德 寺の 東と 想像 せられる。 『大 鏡』 の 


ロケ ー ショ ンが 始まった 場所 だ。 紫 野の 齋院は 『古今 著 聞 集』 に隨 ひ、 雲林院 0 南と 古来 想像せ 

ら れてゐ る。 等、 等、 一 々記載に 堪 へす さ。 歷史 をぐ つと 飛ばして 大正. 年代と なる。 男 あり. けり- 

小山 大野 町、 といっても 田より は 外に 町の な. S ところへ ただ 一 人 御輿 をす ゑる …… o」 

「な あんだ、 今度 は 御 自分の ことです か。 それ は歷 史に緣 がありません や。」 

「今後 Q 歷史は 民衆 本位になる から、 僕な ど 匹夫匹婦 のこと を 後生大事に 書く やうになる の だ 

よ。」 

「ゃぱ つりこの 逢 も 大いに 變っ たも Q ですな。」 

r 處が 長い 目で 見れば 大して 變 つて ゐ ない。 僕 は 古圖を いろいろ 引き 較べて 見る が、 新 町 頭と 

窒町 頭の 道が 鴨 川に ぶっかる 所 は、 やはり 今の 通りに なって ゐる。 古く は神龜 三年 山城 國 愛宕 郡 

出 雲鄕の 住人の 記 錄が今 『大日 本 古文書』 に 載せられて ゐるぢ や あない か。 小山 鄕 はお 雪鄕 0 一 

部 をな して ゐた。 この 邊は丹 波から 山越しをして 来た 35 雲 部族の 植民地だった Q だ。 祌龜の 昔に 

も 百姓が 住み、 それが 今日まで 百姓の 狀 態が 續 いて 来たの だからな。 都市が 膨脹す るから 都市 計 

晝を やる のぢゃ あ な く て 都市 計畫を やる から 安普請が 建て 擴 げられ るの だ。 それ. S つか 僕が その 

都市 膨脹 の 敫學的 法則 を 公表 した ことがある だら う。. S つか 又 この 邊が 昔の ままの 田圃になる よ- 

「あなたに も 無常 觀が 起こります かね。 ああ さう、 お 隣が 大谷 大學 ですからな。 時に この 暑さ 

はどうです。 冷たい もの を 出して 貰 ひたいで すな。」—  (Is 化 七月) 
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1 初夏 日記 

五月 十八 日、 曇。 午前 は 校正 をし、 午後 は 索引 をつ くった。 一 つ 0 本が 出て しま はない と、 次 

の 仕事が どうしても 落ちついて 出来ない。 これ ぞ といって 仕事 もしな. S 間に， f 月 も 三分の ニを暮 

らして しまった。 そのく せ 何となく 疲勞 を感， f る。 夜お そいた めに 晝 0 間疲 勞を感 する のかと 思 

ふが、 夜になる と 目が さえる のと 周 圍が靜 かなのと で つ い 讀む ものに 深入りし てし まふ。 

夜。 昨日 買って 來た 小川さん の 人文地理 を よんだ。 大體 よみ 上げる ことが 出来た。 .S ろい ろ 疑 

問になる 點も あるが、 敎へを 受けた ところが 少 くない。 奈良 地方の 歸 化ん 部族の 社 會集圑 につい 

て、 自分の 觀察ゃ 研究 ももつ と 進めなければ ならない。 


五月 十九 日、 午前 曇、 午後 晴。 

午前、 手紙の 整理 をした。 畔 箇月 分が たまって ゐる。 けれども 全部 はとても 整理が 出來 ない。 


いつもながら 返事 を 怠 る 自分 を 自ら 咎めながら どうに もなら ない。 急速 を 耍 する 事項の 手紙 だけ 

はとに かく 處理 した。 

選擧 のた め 郵便が おそく 配達 せられる。 朝の 便が 正午 近く 配達 せられた。 その 中に 雜誌 がいく 

つも あるから、 封 を 切つ て ざっと 目 をと ほした。 IT 國際 建築』 C 一 特輯 「コル ピュジェ 」號 は 自分 

も 書いて ゐる ものである。 諸家の 論に ざっと 目 をと ほした。 詳しく 讀 みたい の だが、 正午に なつ 

たから やめた。 

午後、 子供達と 約束して ゐた 散步に 出る。 昨日 も 4! '日 も 曇って ゐて 雨が 降りさう だから やめて 

ゐ たの だが、 外へ 出たら 珍ら しいよ ぃ天氣 になって 来た。 日曜の-人出が 多い。 電車の 終點 まで 歩 

き、 そこで タク シィを 見つけて 圆山 公園の 左 阿彌の 前まで 走らせた。 知 恩 院の大 鐘 Q ところから 

東 山への ぼった。 子供達 は 初めて だし、 自分 もこの 道からの ぼる Q は 初めてで ある。 自分 はもう 

山の ぼり は 下手で だめになった。 子供達より おくれて 將軍嫁 Q ところへ 着く。 手許に 持って ゐる 

「將軍 塚 鎗卷」 の 複製で、 子供達 もお なじみな 塚で ある。 この 山への ぼった の は 殆ど 十 年 振り か 

も 知れない。 その 頃から 見る と、 木の 高さが すっと 仲び てゐる こと を 著しく 感じた。 結婚 當初私 

達 夫妻 は 裏側から よくこの 山への ぼった。 社會の もの は、 何もかも がその 頃より 見る と變 つた 氣 

がする。 けれども この 山の 上 は、 木が 伸びた 以外に 何の 變化 もない。 自分 は 心 だけ は 若い つもり 

だが、 そして 子供達 は 自分 を 友達の やうな 積り で 見て ゐ るが、 十 年 前の 過去が やはり 遠い昔の や 
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うに 顧みられる。 自分 も 京都へ 來て 何故 こんなに 長く 滞留して ゐる のか、 とい ふやうな 疑問が、 

わけ 知らす 頭 へ 思 ひ 浮べ られ たりした。 

子供達 は 元氣に 山の 道 を 走り去つ てし まふ。 自分 だけ は 新綠の 香り を悅 びながら、 あとから ひ 

とりで 歩いて 行った。 自分 は 新綠の 香りより 退いて、 靜 かに 鑑賞す る 心 を 持って ゐる。 子供達 は 

新綠の 梢な ど を 見上げな いが、 そ のま ま 肉體に 感じて ひ とりでに 走らな いで は ゐられ ぬの だら う。 

木 戶孝尤 の 墓のと ころで は、 自分 は 上に 待って ゐて、 子供達 だけ 見せに やった。 桂 小 五郎 は 子 

供 達に も 馴染の 名で ある。 しづかな 山の 道に 大きな 蟻が 這 ふの を、 私 は あてど もな く 見つめて ゐ 

た。 松の 楷に は螺 がない てゐ た。 下から 墓が 見えた といって よぶ 子供達の 聲が 聞え て來 た。 


夜、 また 「コル ピュジェ」 號 を讀ん だ。 コ ルビユ ジェは 現に 世界の 建築 界に大 いなる ショック 

を與 へて ゐる佛 蘭 西の 天才で ある。 私の 論 はさきに 『東京 日日』 に褐 載せられ たも 0 だが、 今 こ 

こに 轉 載せられて ゐ るので ある。 コ 氏のと ころへ は 日本から 留學 して その 敎へを 受けつつ ある 人 

が 現に 二人 も あるし、 これまで もあった とい ふ。 令 後 は その 數が もっと 多くな つて 行く であらう A 

私 は 建築 藝術 家と して コ 氏に 興味 を 持った のではなかった。 産業 文明 機械文明 は 結局 は 人間の 

精神 を 蝕 害しつ くす もので はない か、 人間の 文明 はもつ と 原始の 狀 態に 還元 せらるべき もので は 


ないか、 さう した ことが 私に は 思索の 大 いなる 問題に なって ゐた。 然るに コ ルビユ ジ H の 理論と 

作品と を 知る に 及んで、 私 はこ こに 偉大なる 解決が 與 へられて ゐる こと を 見た ので ある。 日本の 

文藝家 ゃ社會 思想家 はま だ よく コ 氏 を 知つ てゐ な. S が、 コ氏 Q 理論 を 重要視し なければ ならぬ 日 

はもう 直きに 來る であらう。 コ 氏の 影響 は映畫 にまで 及んだ。 最近に 獨 逸の 映畫の 本に さう した 

ものが 現 はれた。 私 はさう した こと を かって 新聞に 書いた ので ある。 然るに その後 發刊 せられた 

『思想』 の 再刊 號に は、 珍ら しく もコ 氏と 藝術 論映畫 論との 關係を 取扱った 論文が 二つ も 掲載せ 

ら れてゐ た。 最近に 機械 主義 を 論す る ものの 多くな つたの も 面白. S 現象で ある。 

私 は 世の 哲學 者に 比較 すれば、 著しく 唯物論 的 倾向を 持って ゐる であらう。 私 は產業 文明 機械 

文明の 人間 を壓 迫す る 力 を 決して 輕視 する こと が 出来な い。 そして 人 問 は 文化 を 創り はする が、 

一 旦 それ を 創った 後に は それの ffi 迫 を 受け それにより 決定せられ ると 考へ るので ある。 たと へば 

我々 は、 资本 主義 的經濟 制度 や 産業 文明 や を 創った とすれば、 その後 はこの 制度 この 文明に より 

嚴 重に 決定せられ なければ ならな いの だ。 が、 その 狀 態に 人間 は いつまでも 堪 へる ことが 出来よ 

うか。 人間 は 再び この 創ら れ たも Q の 上に 働き かけ、 結局に 於いて 再度 これ を 人間の 創った もの 

に 改作し なければ ならない。 コ ルビユ ジ H は 建築に 於. S て それ をな し 遂げた 人で ある。 彼 は锼械 

を 讃美して ゐる。 從來は 軍なる 機械と して 輕 蔑した 飛行機 や 自動車 や 汽船 やの 構造に 新ら し. S 美 

を 感じ、 その 樣式を 建築に 適用した 人で ある。 そして この 新ら しい 彼の 作品 は 確かに 我々 の 魂に 
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呼びかける 新ら しい 精神 を 持って ゐる ではない か。 それ は 驚歎すべき 新世界の 展開であった。 

こ の 雜 誌に 書 いて ゐる 人の 中に、 コ氏は アイディア リストで あるか リアリスト であ るか 見當が 

つかない とい ふ 意味の こと を 書いて なられる ものの あるの は 面白い ことに 思った。 そこが 新ら し 

い 文明の 典型と して、 私 Qn 氏に 悅ぶ點 である。 コ氏は 機械 主義者で あるから、 確かに リア リス 

ト であるに 相違ない。 併し 單 純に 機械 主義者と して 終って ゐ たら、 私 は 何も 大して コ氏を 賞讀し 

なかった であらう。 彼 は 更に この 機械 主義者で ある こと を 超えて、 より 大きく 新ら しい 精神 を 表 

現した。 私 は その アイディアリズム を悅ん だので ある。 コ氏 自身が、 最近 は 機械 讃美の 聲の 外に 

この 「精神」 を 高調しょう として ゐ るの は 興味深い ことで ある。 

コ 氏の 建築 を つくづく 見つめて ゐ ると、 日本 建築から 大きな 暗示 を 受けて ゐる こと は、 何とし 

て も 否定 出来ない。 そのこと は 諸家が 一 致して 書いて ゐる。 倂 しこの 建築 を 古い 日本 建築 かとい 

へば 斷 じて さう ではない。 それ は 全く モダ アンな も Q である。 コ氏は 暗示 を 受ける ことの 非常に 

强ぃ 人らしい。 だが 新ら し. S 世界、 新ら しい 精神 をつ くる 人 は、 着眼 を かう して 觸 手の やうに. 

文化の 諸相の 上に 伸ばして ゐ なければ ならない と 思 ふ。 


コ氏 などの 新 様式 は總 じて モダァ 二 ズムと 呼ばれて ゐる。 建築 界、 装飾 美術界に も モダァ -ーズ 


ム が今大 いなる 流行 を 極めて ゐ るの だ。 乇ダァ 一一 ズム の特徵 は、 むだの 要素 を 排斥して 出来る 限 

り 簡素と なり、 その 要素 を 構成 的に 組織す る ことで ある。 この 意味の モダ アン は 時代の 精祌 とし 

て 正しい 表現で あるから、 確かに モグァ ン であるに 相違ない し、 また 大いに 歡迎 すべ き 傾向で あ 

る。 然るに 日本で は、 モダ アン は それと 全然 反對の 方向に むかって ゐる。 むだ を 多くし、 末 稍 的 

に、 構成せられ ない こと をモダ アンと いって ゐる。 『近代 生活』 とい ふ雜 誌の 座談 會を 見たら、 

カツ フ H がどうと か 銀座が どうと かいって それ を モダァ ン . ライフ の 解剖の やうに 言って ゐ るの 

で 私 は 滑稽に 感じた。 全く これ は 噴飯すべき モダ アンで ある。 外 圃の藝 術雜 誌な どで、 モグ アン 

とい ふ 語が どんな 場所に 使用 せられて ゐ るか を 調べて みると よいので ある。 


五月 二十日。 曇。 終日 書齋に 籠城 S 


五月 二十 一 日。 曇 後晴。 

今度 創刊 せられた 『東洋 美術』 の W 君と 大覺 寺へ 寫眞を うつしに 行く こと を 約束した 日で ある- 

天氣が 曇って ゐ るから どうかと 案じて、 朝 校正 をして ゐ ると、 W 君が 迎 へに 来た。 0 氏が 寫厲機 
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械を 大袈裟に 自動車に 積み込み、 助手 を つれて、 通りのと ころで 待って ゐて くれた。 

大覺 寺で は 主事の 二君が 旣に 準備して 待って ゐられ る。 私 は 0 君に 撮影すべき 襖の 寫眞 をい ろ 

いろと 註文した。 同誌の 第二 號に 載る 箬の 自分の 論 「大覺 寺の 山樂」 の揷 入寫眞 になる ので ある „ 

大覺寺 Q 襖畫 全部 を 個人が 撮影す るの は、 今度が 恐らく 最初で あらう。 同 君 等が 三人で 撮影して 

ゐる 間に、 自分 はお 寺の 主事の M 君に 持って来た 原稿 「桃山時代の 生花」 を 渡して、 いろいろの 

話 をした。 神 屋宗湛 の 茶 日記に のって ゐる 生花 様式 を 論じた 論文で ある。 

中 食 を 振舞 はれた 後、 自分 だけ 直ぐに 歸る ことと した。 午後 は 校正の つづき をした。 植木屋の 

若い 人が 二人 来て、 庭の かしの 木の 枝 を 切って ゐて くれる。 玄關の 前へ 安つ ぼ. S 二三 尺の かしの 

お を植， ハん てから、 もう 十 年の 歳月が 經 過した。 それが 一 丈餘の 立派な 並木に なって ゐる。 それら 

の 植木の 中の 杉の 根に 偶然つ いて 來た むくの 木が、 今 は亭々 とした 大木に なって、 庭 一 面 を蔽ぅ 

てゐ る。 全く 恐ろしい 程の 生長 力で ある。 かう 十 年 も 放任して ゐては 玄關へ 這 入る 途 がくら くな 

ると いふし、 自分で は 枝の 切り方 も 分らぬ ので、 仕方なく 植木屋に 相談した ので ある。 枝 を 切り 

揃へ た 生垣 を 見る と、 さばさばした 氣分 になった。 自分 は 枝 を 拾ったり、 麈を燒 い たりす る 仕事 

をした。 

五 時 IS また 洋服に 着か へ て、 巿會 議員 選擧に 一 票 を 投じに 行った。 

夜。 讀書。 また 思 はす 深更に なった。 -(昭和1?- 月〕 


二十 何年 前の 懷顧 

『敎 育學 術界』 が 創刊 三十 年の 記念 號を 出す こ と を 聞いて、 計ら や も 二十 數年前 を追懷 し、 自 

分の 歩んで 來た 道との 闘 係な ど を も考へ て、 しみじみとな つかしく なった。 

勿論 その 頃 私 はこの 雜 誌の 執筆者であった 害がない。 常時 私 は 師範 學 校の 上級生で あり、 この 

雜誌 Q 熱心な 讀 者であった。 その 顷 Q 雜誌は 第何卷 であった か 知らないが、 囘想 するともう その 

頃から 二十 數年經 過して ゐ るので ある。 讀者 といっても 私が 購讀 者だった 譯 ではない。 當時 寄宿 

舍の雜 誌 室で 取って ゐ たの を 私 は 熱心に 讀ん だので ある。 その 頃 雜誌窒 で 何と 何と を 購入す るか 

とい ふこと に 就. S ての 選定 を、 やはり 私な ども 參 加して 決定した やうに 覺 えて ゐる。 圖書 窒雜誌 

室と は 私 はいつ も緣が 深く、 高等 師範で も 同様に 委員 を鑌 けて 居り、 三年の 時には 私が 委員長 を 

して ゐた。 師範の 時 も 最上級 Q 時には 多分 はさう でなかった かと 思 ふ。 敎育雜 誌は實 のと ころ 餘 

り數 多く 取らなかった。 それ は 今な ほ 私の 方針に して ゐる ことで あるが、 當時 もや はり 同じ 考へ 

で、 敎育雜 誌 を 多種 類讀 むより は 他の 雜誌を ひろく 讀む 方が よいと いふ 考へを 持って ゐ たためで 
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ある。 それで 教育 理論の 雜誌 として は、 この 『敎 育舉 術界』 を採擇 したので ある。 

雜 誌が 半年 分か 一年 分かた まると、 それ を 特に 整理し 貯へ ると いふ ことなく.. 入札で 寶り拂 つ 

た。 その 時、 私 は 『丁酉 倫理 講演 集』 だの 『早稻 田 文學』 などと 一緒に この 『敎 育學 術界』 を 買 

ひ 取って ゐた。 そして 夏休みの 時に それ をす つかり 整理して、 論文の 重要な もの は 別に ひと 纏め 

にして 綴ぢて 置いた。 それ を鄕 里の 小川の 岸に 腰 を かけながら 讀み 耽ったり した ものである。 そ 

の 頃 買った 書物で、 思想 的の ものの 幾分 は 今な ほ 私の 書架の 上に ある。 だから 私 は その 當 時の 思 

想界の 動き を 大體は 知って ゐる。 人格 的 唯心論と 絕對的 唯心論と が 熱心に 戰 はれた 時代で ある。 

プ. ラグ マ チズ ム 風の 思想 は 寧ろ グリ イン 風の 哲學 を壓 倒して ゐ るかに 見えた。 少なくも その ブラ 

グマ チズ ム 風の 思想の 方が、 営 時として はすつ と 近代的で あるし、 優越して 見えた Q である。 併 

し 程なく 獨逸 流の 新 力 ン ト 主義が 起つ てプ ラグ マ チズ ムは 衰微した。 その 頃 私達 Q 師範 は燒 失し 

て、 私な ど は藏書 をす つかり 燒 かれ、 校舍 もない ために 中舉の 代用 校舍へ 通って ゐ たもの だが、 

私 は その 中學の 校庭な どで よく さう した 論戰の 哲學書 を 立 ち讀 みして ゐた。 『敎 育擧 術界』 の 論 

文に 是も 多くの 親しみ を 感じて ゐ たのが、 この頃で ある。 

その からもう 二十 數 年の 歳月 を經 過せ しめて ゐる。 その 頃、 自分の 讀み 耽って ゐた雜 誌に、 

自分が 寄稿者の 一 人と なった の も 不思議の 關係 である。 自分が 落札した 雜 誌に は、 『丁酉 倫理』 

『早稻 文學』 その外 まだ  一 二種あった こと を 記憶す る けれど、 『早稻 田 文學』 に 心を惹 かれた 


の は、 島 村 抱 月 氏の 文學 評論 を^ら しく、 且つ 哲學 的の ものに 思へ たからで ある。 併し この 雜誌 

は、 寄稿した ことがない うちに 廢刊 になった。 『丁酉 倫理』 は 現に 存 緩して ゐて私 は 今な ほ愛讀 

して ゐる けれども、 これ はまた 不思議に 從來 執筆の 緣故を 持った ことがなかった。 結局 『敎 育學 

術界』 一 つと 古い 緣故を 今に 鑌 ける ことにな つたので ある。 

かう して 原稿紙に 向 ひながら、 私 も隨分 長い 問 かう した 原稿紙に 向って ゐるも 0 だと 熟. - 過去 

を追懷 させられ るので ある。 私 は その 頃 も かなりに 議論 好きだった。 そして 師範の あった 土地の 

新聞に ffiu 評論 を 寄稿した。 學 生の 書いた 思想 評論で は あるが、 今の 私の 文意と 巧拙 は 大して 相 

違の ない もの だし、 令 他の 人が 讀 まれれば やはり 私ら しい 評論 だと 見て くれる やうな もので あつ 

た。 私 はこの 後 自分の 隨筆 集の 中へ その 當 時の 文 耷をも 人れ て 見ようと 考 へて ゐる。 私が 當時書 

いた 評論が 隨分 問題 を 起して、 縣 下の 有力な 思想家 達が 論難 やら 贊成を 引き 續 きに 書き、 新聞の 

i ハ： M が 非常に 賑 はしくな つた ことがある。 この 論戰の 中に ひき 込まれて ゐて 現に 有力な 思想家に 

なって ゐる ものが ある。 私と して は、 かなり 率直な 評論 を 書いた に 拘らす 私の 師範の 校長が これ 

に對 して 何 一 っ干涉 Q  一一-一 n 葉 を 加 へられなかった こと を 何より 感謝して ゐる。 今な ほこの 老 校長に 

私が 多大の 尊敬と 感謝と の 念 を 緩け、 老 校長 も 亦 その 時から すっと 引き 續 いて 私の 將來を 祝！ i し 

て くれて ゐ るの も 理由の ない もので はない。 今 天 王 寺の 師範に 校長 をして ゐられ る 江ロ老 先生で 

ある。 
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この 時代 C- 哲學 的の 問題に つ. S て 私が 今 も それの 骨子 を 記憶して ゐる こと は旣に 書いた 通り だ 

が、 この 記憶が、 數年 前に 『曰 本 支那 現代 思想 研究』 の 英文 版 を 書く 時に 役立った。 私 はこの 書 

を 書く に 時間の 餘裕 がなくて 弱って ゐ たの だが、 丁度 書架に 當 時の 書が あつたので、 思想 史的 變 

遷を 書く 場合 直ちに そ Q 頃の ノオト を 利用した。 朝 永 先生から は、 この 書に ついて 材料 を ひろく 

取り その 聯關 をよ く 書 5 たといって 褒めて 戴いた が、 或は それ は 朝 永 先生 も關與 せられて ゐたそ 

の 人格 哲學超 人格 哲舉 の論戰 のこと などに 關し た 部分 に 就いて ではなかった かと 思 ふ。 若し さう 

だと すれば、 この 逢の 部分の 材料 は、 その 二十 何年 前の ノオト を 基礎と して ゐ たので ある。 

令 私な どが 『敎 育學 術界』 に 書いて ゐる 論文 を讀む 人の 中から、 どんな 人が 生長して 來る だら 

うかと 考へ ると 益.， 不思議の 感じに なって 來る。 I  §5 術界』 (昭和 S 年. HI) 


n 昭和 五 年 


紫 野から 

□ 謹んで 年末 年始の 御 挨拶 を 申 上げ、 御 一家 皆々 樣の御 健康 を 祈り 上げます。 私 方 も 昭和 三年 

四 年と、 特別に 入院し なければ ならぬ やうな 病氣 をした もの もな く、 この 稿 を 書. S てゐ ます 時 は、 

家族 全部 際立った 不健康 もな く 生活して ゐ ますから、 御 安心 を 願 ひ 上げます。 

口 平素の 御無沙汰 勝 は  一 I 甚だしく 相 成 U ます。 せめて 一 年に 一 囘は 生活の 御 報告 を 致したい 

と 存じ、 かう した 印刷物 を 年始 狀 代りに 致して 參 りました が、 四 年度に は 四 種 郵便 Q 年賀 狀取极 

が廢 止せられ たので 自然 私の 御 報吿も 中止と 相 成りました。 今年 は 年末 年始の 御 挨接狀 としてお 

達り 致します。 

口 私自身の 生活 報告と 申します と、 書齋 生活の 報告 以外に は 何もありません。 昭和 三年 度に は 

『現代 哲學 概論』 『社會 哲學』 『農村 問題 Q 社 會學的 基礎』 『社 會哲學 原論』 (以前に 出した も 

のの 再 刷) 『現今 敎育學 の 主 問題』 『文 學の發 生』 の 六 著 を、 四 年度に は 『ュ I ト ピャ 社會 主義』 

『上代の 歌謠』 『戀愛 論』 (前の 『戀 愛の 諸問題』 の 再版 を 改題した もの) 『思想 問題』 隨筆 築 
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『草 煙 心境』 の 五 著 を^に 送りました。 この 中 『社 會哲學 原論』 は 六 百 頁 弱の 大きな もので、 私 

自身 數 年間 を 費した 生涯の 主 著 Q 一  冊で ぁリ ましたが、 發寶 禁止の 厄に あ ひ、 人； -後 世に 現 はす 方 

法の ない こと を 遣憾に 思って 居ります。 この 數年來 私の 主たる 力 を 注- S で來 ました 『國文 學の哲 

學的 研究』 は、 『國 文學 序論』 『文 學の發 生』 『上代の 歌謠』 と、 やっと 三卷千 三百 頁餘を 公刊 

する ことが al 來た 次第です。 

口 私の 仕事の 上に も ほぼ 一 つの 段落が つきました。 過去に 於いて 社會の 文明の 種々 の 部面に 費 

した 私 Q ささやかなる 努力 は、 令 後日 本 そのものの 史的 考察 をな す 仕事の 中に 統 一 的に 表現 せら 

れる であり ませう。 史的 考察で はあり ますが、 決して 單 なる 事實の 羅列で なく、 それが 直ちに 私 

の 人間 考察で あり 哲學 であります。 そして 勿論 私の あらゆる 關心 は、 現實の 社會と 文明との 上に 

置かれ、 これ を 改造す る實踐 的の 情熱から 雜れ たもので はありません。 

口 この 仕事 を 押し進めて 行く に 就いては、 私の 頭腦の 貧弱な こと は 元よりであります が、 何よ 

り 足らな. S もの は 私の 體カ であります。 私の 『國 文學の 哲擧的 研究』 をお 讀み 下さった 方に はお 

分かりで ございませ うが、 この 方法 を 以て 私は讀 むだけ でも 實に 1^ 然 たる 文 獻的资 料に 對 しなけ 

れ ばなら す、 更に 踏査 考察と 赏に 多大の 時間 を 必要と 致します から、 生活費 調 茶 費 を 働ら き 出し 

つっこの 事業に 立ち 向って ゐる私 は、 あらゆる 方法で 時間と 體 力の 經濟を 計らなければ なり ませ 

ん。 私 は 切に 今後 何十 年 かの 生命が 欲しくな つて ゐ ます。 併し 過 勞の極 ffi.- 不健康に なると、 今 


化れ 後人 に 批判 せられて も 何等 遣憾 のない やうに、 態度 に 妥協 を排し 理 論 構成 に 敢を 期さう と 

決心 致します。 御手 紙 を 戴 5 て 御 返事が すっかりお くれたり、 御 著書 を 頂戴して 御 禮狀が 書け な 

かったり の 失禮を 常に 致して ゐる こと は、 その都度 氣 がかり になって ならない ことです が、 何分 

にも あらゆる 失禮を お許し 下され 度 願 ひ 上げます。 

□ 資料 調査の ための 交^、 資料 整理、 對校、 校正 等の 仕事 は、 これ また 餘り壯 健で ない 妻が 一 

半 を分擔 致します。 この 印刷物 を發途 致します に 就いても 私が 名簿の 下書き を、 妻が 封筒 を、 子 

供 達が 印刷物 を 折る こと を擔任 致しました。 私の 全家 族 を 以て 貴下に 敬意 を 表します。 


南緣に 坐して 

春の やうに 暖か S 冬の 日で ある。 何處 かで は 樓が滿 開 だ、 などい ふ 便り を 新聞の 上で 見て ゐる。 

その あたたかな 或る日に 私 は、 N 君の 藝苑 巡禮の 人達と 一緒に 近傍の 大德 寺の 塔 頭 諸 寺 を 見せて 
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貸って 廻った。 私自身と して は、 それらの 塔 頭に ある いづれ も 名 だた る 庭園の 見取り 圖を 取らう 

と いふので ある。 日本庭園 史の 三分の 一位が 大德寺 山內に 費やされて ゐる であらう か。 とにかく 

日本の 庭園の こと を考 へる もの は、 この 山內 から 容易に 他へ 步を 運ぶ ことが 屮 H 来ない。 私 は 次ぎ 

から 次ぎへ と、 忙しく 見取り 圖を つくって 廻った。 

落ちついた 茶室が ある。 何物 もない 簡素な 茶室が、 冬の 日の しづけ さ を 保って そこに 落ちつい 

てゐ る。 さう した 室に あっての よい 感じ は、 これ こそ 本當に 日本人 だけが 感. f る ことの 出来る 性 

質の もので あらう。 私 は そこで いくつかの 下地 窓を寫 生した。 私の 或る 友人 は、 下地 窓 こそ 日 木 

人の 特質 を考 へる にょい 材料 だとい つて ゐる。 そして 西洋の 建築家が 近頃 はこの 下地 窓に 大分 注 

意し はじめて ゐる、 さう した 寫眞を 見る といって ゐる。 この 友人 は 建築 界の 新人で ある。 

うすぐらい 程の 茶窒を あけた 時に、 寒椿が ささやかに 生けられて あるの を 見たり すると、 その 

塞 椿が 何とも 知れす 生き生きとして 感じられ るので ある。 生花 もこ こに 配置 せられて、 本 當のも 

のになる の だ。 その 葉の み づみづ しい 勢 ひ はどう だ。 また その 花の 明るさ は。 生花 を まなぶ もの 

は、 生花の この 精神 を體 得しなければ ならぬ と 思 ふ。 生花 は遊戲 になって はならない。 生花 は、 

「生けた」 花で ある。 生命 を與 へた 花で ある。 生ける ことによ つ て 却つ て その 花の 生命 を 奪 ふ 位 

なら、 むしろ 樹草 として 自然の ままに あるの を樂 しむが よい。 生ける と は、 更に 一 層 生かす こと 

でなければ ならない。 


樹草は 地と 大氣と を 得て、 樹草 Q 生命 を 得て ゐる。 地と 大氣 とから 取り はなされた 樹 草に はも 

はや 何 G 生氣 もない。 生花に 最もむ づ かしい こと は、 かやう に 地と 大氣 とから 取り はなして 窒の 

中へ 持って 來た樹 草に、 その 地と 大氣 との 持つ 生命 を どうして 保ち、 また その 生命の 力 を どうし 

て 更に 一 暦 カ强く 放た しめる か を考へ る ことに あると 思 ふ。 


生花 は、 遊戯的に また 装飾的に なって はならない。 茶室の すべて は、 簡素 そのものであった。 

また 實用 そのものであった。 風情 は從 で、 實 用が、 王であった の だ。 生花 もまた 風情 を從 とし、 實 

用 を 主にし なければ ならない。 實 用の 花 は 生き生きとして ゐる。 装飾の 花 は どんなに 美しい 風情 

を 持った やうで も その 實 死んだ ものに なって ゐる であらう。 

私 は 家へ かへ つてから、 また 『露地 聽書』 を 開いて 見た。 何から 何まで 實用 主義で ある。 ただ 

の 風情 は說 いて ゐ ない。 例へば 飛石に ついては 「先 づ 飛石 はわたりの ため なれば、 わたり を 第一 

とす」 とい ひ、 「今時 物數奇 とて あそこ ここに 石 を ひす ませ、 わたり を かま はぬ は 心なき とて 嫌 

ふなり」 と. S つて ある。 腰かけの 石に ついても、 寸法の 法則な ど はない として、 「とかく 腰の か 

けよ き 程に すゑる こと 第一な り」 といって ゐる。 こ Q 心得が 何 ごとに も 肝要で あらう。 曰 本の も 

Q は 昔から 實用 主義 的で あつたの だ。 實 用の 上に も實用 をと 考へ たから、 何 一 つむ だのない 簡素 
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の ものに なった ので ある。 生花に 於いても、 無下に 枝 を ひす ませて はならない。 樹草を 生かす こ 

とが、 生花の 第一 である。 風情の ために 無下に 枝 を ひ， f ませて は、 生花の 用 は滅ん でし まふ。 

けれども 實用 のために 風情が 全くなくなる と いふので はない。 『露地 聽書』 でもい つて ゐる。 

飛石 はわたり を 第一と する けれども、 ただ 眞っ 直ぐにつ づける のが 實用 とい ふわけ ではない。 無 

用のと ころで わざと ひす ませれば これ 作り物に なって わるい。 何の 木 にても 下草 にても、 行き 當 

つたと ころ を 避ける やうに して 石 を ひす ませれば、 實 用であって 同時に 風情が 出て 來る。 かやう 

に 一一 一一 n つて ゐる。 けれども この 實用 そのままが 風情になる ところが、 何 ごとに つけても 至難の 境地 

であらう。 商人の やうに 實用 的に なって ゐて は、 風 は何處 にも 出て 来ない。 實用 的であって 直 

ちに 風情 を 出す と は、 その 實 用が 人間の 生きる ことの 源に かへ つて、 直ちに 生き生きと 深さ を 出 

した 時で あらう。 生きる ものの 深さが 風情で ある。 贅澤な ものに は 風情がない。 

f 『宗敎 再 K ！』 (昭和 五 年 二月〕 


草 烟雜記 


結局 性格 は 破る ことが 35 来ない。 私 は 近頃 また 文 學に歸 つて 來て、 古い 國文擊 を 研究す る こと 

が 面白くな つて ゐる。 

高等 師範へ 入擊 した 時、 私 は 博物 擧部を 選 揮した。 併し その 以前から 私に は文學 的の 傾向が 强 

かった Q だ。 試驗 Q 點は 理科の 方が 完全で 文科 的の もの は 劣って ゐ たが、 豪 を 愛好す る 傾向 は 

むしろ 也の 傾向 を壓 倒して ゐた。 私 は その 頃 萬 葉な ど を 研究して ゐ たから、 文舉 研究 も 闘み る 

と 古い ことになる。 が、 高師 へ入學 した 時 私 はもう 當 分文學 書を讀 むまい と" U 心して ゐた。 ー學 

期の 初め 位 は、 その 禁制 を先づ 略.^ 侵さなかった かも 知れない。 しかしもう その 中顷に は、 この 

禁制に どうしても 堪 へる ことが 出來 なかった。 私 S 棚に は、 丸 善から 買って 來たメ エー アル リン 

ク だの ショォ だ QQ 小さな 本が 並べられる やうに なった。 is 終に 作文 I され、 豐へ近 
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況を 報す る 意味の 書簡文 を 書かされ たが、 その 時 私 はこの 意味の 精神的 苦悶 を 書いた ところ、 あ 

とで 三 矢先 生から 返された の を 見る と、 「甲 上 第一」 と 朱書して あつたので、 非常に 嬉しかった。 

その 頃 談話 部の 大會 があって、 豫 科の 理科から も 一人 出なければ ならなかった から、 私 は 何 か 文 

擧 的の 議論で 演壇へ 立った が、 これ は 佐々 先生に 幾分 注目 せられた。 その 三 矢先 生 も 佐々 先生 も 

今 は 故人に なられた ので、 私の 今の 國文學 研究の 論 著 を 見て 貰 ふこと が 出来ない。 

卒業まで 理科の 舉生 では あつたが、 寄宿 舍へ歸 つてからの 自分の 生活 は、 理科 か 文科 か 分らな 

いやうな ものに なって ゐた。 擧友 會の雜 誌に も 度々 寄稿した が、 部長の 吉田 先生が いつも 好意 を 

持って ゐて 下さった こと を、 私 は <lr でも 深く 感謝して ゐる。 いつだつ たか 小說を 寄稿した ことが 

あるが、 これ は學 友會雜 誌に はよ く あるまい といって、 返 稿せられ たやう に 記憶す る。 その 頃 永 

井 荷 風 氏の 小說 を愛讀 して ゐ たもの だから、 (私の 荷 風 愛好 は その後す つと 緩いた が) 「妾宅」 

などい ふ 小說に 影響 せられて、 何でもお しゃくの 日記 を 自叙 體に 書いた ものだった。 勿論 風俗 を 

みだす やうな もので なく、 おとなしい 書き方で はあった が、 學友會 誌に は 不穏 當 であった に 相違 

ない。 

その後もう ほぼ 一 一十 年 足らす の 年月が 經 過しょう として ゐる。 私 は その 間 いろいろの 方向に 走 

つたが、 文學 から 離れた こと は 決してなかった。 數年 前から 國文學 研究の 一部 を 本に 纏め はじめ 

て 見る と、 益 X- 面白くな つて やめられない。 これ だけ は 少なくも 十二 册位は 書 5 て 見たい と 思つ 


てゐ る。 私が これまでに 修めて 來た學 問 は、 今度の 研究で は 略 殘 りなく 發 揮せられ て來 る。 私 

は單 純に 國文擊 研究 を やって ゐる つもり はない。 國文學 を 資材と して 一 つの 人間 研究 を やって ゐ 

るの だ。 私の 國文學 研究が 多少で もの 特色 を 持つ としたら、 ただ その 點 である。 


しかし かう した も 0 を 書いて ゐて 別に 社會 評論 的 の 論文 を 書く と 、 人 は 意外 だ と い ふ 様子 を す 

るし、 また 反對に 私が 大分 長く 社會 評論 的の 論文 を 書いて 來てゐ る もの だから、 古文書 だ Q 古筆 

帖 だの を 引つ くり か へ して ゐ るの を 人が 見る と、 ここで もまた 意外 だと 5 ふ顏 をせられ る ことが 

多い。 殊に 國文 擊硏究 など をして ゐて も、 原資 料な ど はよ. S 加減に した、 評論 的 Q 目で だけ 眺め 

たもの だら うな どと 考 へられ やすい。 私 はかう した 我 國の學 風 をよ. S ことに 思つ てゐ ない。 

この こと は、 この 前に 學友會 誌へ 寄稿した 時に も 書いた やうに 記憶して ゐ る。 生活に 對 して 藝 

術 的に 細かな 浸り 方 を すれば こそ、 我々 は 社會の 問題に 無關 心で は ゐられ なくなる ので はない か。 

ウィリアム . モリス や ラスキンが、 國文學 など Q 研究者の 中から 幾人 も屮" てよ いと 私は考 へて ゐ 

る。 史學 方面で は、 旣に マルキシズムの 立場 を 方法論と して 取る ものが 現 はれて ゐる。 唯 物辨證 

法の 立場に 立っての 國文學 研究な どい ふこと も、 數 年後に は 一 つの 有力な 潮充 になる であらう。 

辨證 法的の 研究方法 は、 文化的 歷 史的の 學間 研究の 全部 だと は 私は考 へない が、 かう した 方法が 
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1 つの 研究と して 起るならば、 それ も歡迎 せられて よ. S ことで あらう。 


私の 研究方法 は、 「解 釋學 的の 立場に 立つ もの だから それでよ いが、 ディル クイの 立場と 比較 

してし かじかの 點が 疑問 だ」 などと いって 批評した もの もあった。 しかし 私 はかう した 批評 を 聞 

いたが ために、 ディルタイの 某々 の 點を模 し、 それと 同じ. S も Q をつ くらうな どと は考 へない。 

殊に 面， u いのは、 私が かう した 方法論 を 取って ゐ るの はよ ほど 古い ことで、 その 時には 解釋學 0 

立場な どい ふ もの を 全く 知って ゐ なかった こと だ。 國文學 の 方法論に 「解 釋」 とい ふ 語 を 私が 使 

つたの さへ、 何も 昨今に 始まる ので はなく、 すっと 古. S ことなの だ。 近頃 は ハイデ ッガァ などの 

哲學 0 重要 さが 加 はった ので、 私 は それらの 人達の 論 著から 敎を 受け、 いろ. S ろ考を 細かに した 

ところ は あるが、 根本 Q 態度 は 性格 的の もの だ。 ディル クイ や ハイデ ッガ ァに敎 へられた もので 

は 決してない。 ただ 私 は ディルタイの もの を よんで 行く と、 性格 的に あまりに もしつ くりと それ 

に 合致す るの を覺 える だけの こと だ。 

結局 は、 自分の 性格 を 掘って 行く ので ある。 それ 以外に 何の 方法論 も 存在すべき ではない。 


歌 作者の 作品 を 批評したり、 ill のこと を 論議したり すると、 その 人達 は 「批評家に は 歌 G こと 

は 分らない。 我々 は 歌 をつ くった 經驗 からもの をい ふの だ」 とい ふ 最後の 遁げ 穴へ にげ 込んで し 

まふ。 私 は. S つも それ を 滑稽の ことに E わって ゐる。 

もし この 人達の いふ やうに するならば、 移入と 5- ふ 精神 現象 は 否定せられ なければ ならな くな 

る。 また それよりも 滑稽な こと は、 現代で は文藝 が 社會的 見地より、 社會の 中の 一 現象と して 批 

釗 せられて ゐる こと を さへ 彼等 は 知らないの だ。 社會 思想家が 銀行の 機能 を批 1： すれば、 銀行家 

は、 「1^ 逹は叙 行の 實務 にあたって 見な. S から、 釵行 について 發言 する 资格を 持って ゐ ない」 と 

ハ ふだら うか。 I 『.：SIis き 校 舉な付 報. ( 昭 年 一一 一月 ) 


新 經濟學 問答 

「夹 業 問題と 景氣 恨複」 について 

A 「こ cilo 『生產 經濟學 より 信用 經濟學 へ』 と 今度の 『失業 問題と 景氣 恢復』 と は どんな 闘 
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係が あるの かね、 問題 はすつ かり 違った ものに なった やう だが。」 

B 「違った 問題に 移った のぢ やない よ。 僕 は 前の 著で 經濟學 の 主たる 關心點 が 信用 論 11 つま 

り 新ら しい 金融 經濟 論の 上に 置かれなければ ならぬ こと を 論じた。 あれ は その 總論的 部分だった 

が、 今度の は先づ それの 各論に 相當 すると 見て よから う。 僕 等 は 現 實社會 の經濟 問題 を取极 はな 

ければ ならない。 經濟學 とい ふ擊問 は、 元來 或る 歷 史的の 生活 を土臺 にして ゐ るの だから、 その 

ひ、 え ふ 問 1^ がだん だん 變 つて 来る の だ。 ところ が 僕 等 の 現に 當 面して ゐる 社會經 濟 li; 题 として、 

...Ai::^:^ おは 何よりも 重大の 意味 を 持 つ たも 0 ぢ やない か。」 

A 「景氣 恢復な ど. S ふ 問題 は、 何齒か 商人く さい プル ジョァ 經濟擧 の 臭 ひがし やしない かね。」 

B 「さう だ、 日 木の マル キ シス ト達は あれで 中々 お！！ 哉が まひ だから、 こんな ブル ジ ョ ァ らし 

く 兑られ る 題 を 取扱 ひ はしない さ。 ところが 現實 的に は、 無産者 も その 不景氣 のために ひどく 

ゆ W しめられて ゐる Q だからな。 景氣が 恢復し なければ 失業 は救濟 せられない。 失業 問題 だけ を マ 

ルキシ ストら しく 論じた ところで、 景氣 恢復の 問題が 解決せられ なければ、 問題 は 少しも 徹底的 

に 解決 せられて ゐな. S さ。」 

A 「景氣 を 恢復 すれば、 主たる 利益 を 受ける もの は、 ブル ジョ ァぢ やない か。」 

B 「經 濟學は 一 つの 社會關 係、 —— しかも 現實 的の 社會關 係を豫 想して ゐる。 だから 現 ま、 的に 

は、 我々 は 先 づ景氣 恢復 を 論じなければ ならない の だ。 そして この 社會關 係の 引延ばされた すつ 


と 先き の 方に 一 つの 理想 社き を考 へる。 現在の 资本 主義 社會に 於け る 社 ノ陣關 係 を 離れて、 いかな 

る社會 理想 も 論じられない。 僕の やうな 態度 を 取る もの こそ、 マルクスの 經濟學 Q 本當の 意味 を 

追究して ゐ ると 思 ふの だ。」 

A 「成る 程 面， 曰い ね。 ところで 君 はこん な 經濟學 の 本 を 書いて る 他 一 § で、 國文學 や 何 かの 歷お 

研究 を やる Q はどうい ふわけ だ。」 

B 「理論 研究と 歷史 研究と は、 平行し なきや あだめ だよ。 僕 は歷史 研究 を やれば やる 程、 人^ 

の 歩みと いふ ものが 分って、 理論 研究の 人 問 的 基礎 を 得る 氣 がする の だ。 また 僕の 歷史 研究が 多 

少 で も 新ら し い 見方 を 持 つて ゐる としたら、 それ は 理論 研究 を 背景と する ところから 屮 I て來る こ 

とだと 思 ふ。」 

A 「例へば 景氣 恢復が どう 感史 研究に 響く Q だ。」 

B 「大いに 響く ところが あるよ。 西洋の 中世が ルネッサンスに 移った の は、 大きな 金坑が 發見 

せられた からだ、 と 今度の 書に かいて あるの を 讀んで くれたら う。 そこで 僕 は 日本の 歷 史的 時代 

の 盛衰 推移 を、 景氣變 動の 問題と して 見て 行きたい の だ。 例へば 祧山 時代 は、 {至町時代の不景^^ 

が 恢復した 時代 だと. S ふ 風に ね。 そして この 現象の 金融 論 的 基礎 を 探究した. S の だ。 ，5- 町の 時代 

的 S: 色な どに は 分らぬ ことが 多い。 ところが 貸 軟£ 論の 立場に 立つ と、 大分 僕に も 分って 來 たこと 

が ある。」 
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A 「それ は 面白さう だ。 何れゅっくり^^；の新膝史觀を聞くことにしょぅか。」 

B 「こ Q,f, 八に は、 歷史 研究 も 本に して 出す。 何れ それ を 見て くれた まへ。 11 よい 天氣 だね。 

そと を ぶらつ いて 來 ようか。」 —『作 侶』 (昭 年 H 力 1) 


消 息 

厶激勵 をし なければ ならない 自分が、 反對 に激勵 せられ て ゐ る。 何度 手紙 を 貰 つ たか 知れない。 

電報 も 引 緩き に 何 本 も 戴いた。 が、 どうに も かう にも 自分の 身動きが 出來 ない の だ。 八方 ふさが 

り だ。 返事 を喾く 問がない。 考へを 述べる 間 もない の だ。 

厶 人？. 年に なって、 元日 以來 el 分 は 夜 どうしても 一時より はやく 寢 たこと がない。 大抵の 口 は 二 

時になる。 夜 も ひる も 起きて 仕事 をし なければ 時間が 足らない やうに なって ゐ るの だ。 徹夜 をい 

く晚 もした。 が、 これが 一 體 いっから なの だ。 すっと 昨年から ではない か。 昨年 秋 『思想 問題』 

を かいて ゐる 頃からの 徹夜な のお。 いや、 まだまだ 前からの 過勞 である。 これで どうにか 身體が 


持って ゆく のが 不思議な 位 だ。 

厶 一 月末 『生産 經濟學 より 信用 經濟擊 へ』 とい ふ 一 書 を 出した。 これ は 經濟の 専門 學界へ 送つ 

たもの だ。 今 校正して ゐる ものに 『失業 問題と 景氣 恢復』 が ある。 これ も 専門的 0 本 だ。 三月 頃 

に 出る だら う。 大衆への 放经 として 一月から 二月へ かけて 『文明 は 何處へ 行く』 とい ふ 一 書 を 書 

いた。 これ は 昨年 秋 32 した 『思想 問題』 の 姉妹 篇 だが、 一般に 請んで 貰 ひたいと 思 ふ。 値段 も 安 

くして S-H すつ もり だ。 現代文明の 動き を 知られる 上に、 讀 まれて 屹度 何 かしら 益せられ る 本 だと 

自分で は考 へて ゐる。 新ら しい 本 を澤山 よんだ 上で その H ッ セ ンスを 大衆へ 分かる  一一-一口 紫で 書. S た 

の だ。 かやう に » い て も 自分 は 書物 を 潷山賣 る 廣吿に 喾く ので はない。 圖書館 で 讀ん で くれて、 

大いに 可な りで ある。 ただ. 分 Q 生活 報告と して 手紙 代りに かいて ゆく。 

厶か うして ゐる にも、 自分はま^^門學究的の生活を廢したくなぃ。 長い間 かかって 研究して ゐ 

た 桃山時代 屏障畫 の 研究が 多少 目 を つ け 山山した の で 、 忙しく あちこち を 飛び 廻った。 その 寫眞 

の 整理 を、 夜 二 時 頃まで かかって して、 いろいろ 考 へて は、 朝早く 飛び 中ゾす Q だ。 そ Q 結 M. たう 

とう 一 つの 大きな 結論に 達する ことが 出来た。 これ は 日本 美術史 界に、 自分 だけで はちよ つと 時 

代 を 劃す る 研究に なると 思って ゐて 大層 意氣 込んで ゐる ものな の だ。 『東洋 美術』 とい ふ專 門な 

る雜 誌に 長い 論文と して 書いた。 

△ それが 済む。 直ぐに 『理想』 とい ふ 學の 專門雜 誌への 論文 を 書く。 これ は マルキシズム 批 
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1^ の專門 論文で ある。 自分 は 先き に 河 上 氏の マ ルキ シズム 理解 を 批判した が、 今度 は 若い 人達の 

理解 を 一 々文獻 について 細論し 批判した もの だ。 四十 ー只 からの 長 論で ある。 

厶 いろいろの 仕事が それと 平行して 進んで ゐ るが、 結 raif が 出る 毎に 逐次 公表す るつ もり だ。 It 

し 自分と して は これらの 研究が 一 つと して^々 の ものに なって ゐ るので はない。 歷史と 理論と 生 

活 との 統一、 それが 自分の 仕事の 目標 だ。 疲勞 はする が 仕事 は 愉快 だ。 愉快で 仕方がない。 それ 

で身體 0 無理 も 押せる の だら う。 

<H 「日 は 二月の 末日で ある。 もう 三日 ほど テ H プルに 向って ゐ なければ ならない。 それでち よ 

つと 一段落つ く。 自分 はた だ 睡眠 を 欲して ゐる。 ゆっくりと 心の底から 足 をのべ て 眠らう と 3 わつ 

てゐ る。 そこで 新鋭の 元氣を 恢復して また 仕事に ぶっかって 行かう。 ただ 根氣 だ。 极氣 よく 押す 

こと だ。 自分の 今度の 桃 山期綺 ffi の發 見な どもた だ根氣 だ。 とても 分かり さう にない もの を 無理 

しして ゐて、 たうとう 根氣が 勝った。 早い話が 自分 は そのために 各 寺院の 襖の 柳の 葉の 長さと 

幅 との 比例 を、 數日^ 氣遠 ひの やうに して 取って 廻 つたが、 それ は 結局 徒 勞に歸 した。 併し その 

徒 勞に歸 した 瞬 問に 結論の 存在す る 場所が はっきり 分って、 新ら しく 進む 目標 を 得、 その 部分 を 

押す と 容易に 門 は あいたの だ。 昨年 春、 新羅の 歌謠と 日 本 上代の 歌 薪との 關係を しらべて ゐた。 

あれな ども 全く 极氣 であった。 この 結論 を 專門學 者 はみ な 褒めて くれる。 そして 着眼が 實に よか 

つたと いって くれる。 併し その 着服の 前に 极氣 があった の だ。 自分が ただ 無益に 朝鮮の 本 を しら 


ベて ゐた 時の 努力 は、 多くの 人が 知って ゐて くれない。 例へば 今 自分 は 庭 圚の樣 式に ついて 研究 

して ゐ るが、 これな ど は 全く 結論が 出ないで 濟む かも 知れない。 さうな つた 時 自分の 見取 圖ゃ測 

量圖ゃ はみ な 冗になる だら う。 それでも 仕方がない。 どうせ 根氣で やる 仕事 は、 その 冗 を 見て 置 

かなければ ならない。 

厶 原稿 をお くる Q がお そくな つた。 若い 人に 負けない 熱 を 自分 は 持って ゐ るの だが、 あまりお 

そくな つたから その 手紙 代りに この 消息文 を かい た。 — 『致ず！ i』 ( I W 年 5is  〕 


藝 術の 完成 は 

先月から 今月へ かけて、 餘 りに 見る ものが 多かった。 醍醐へ 幾日と なく 屮： かけて ゐる。 東 福 寺 

の も Q を 見る。 その あ ひまに 奈良 Q 博物館へ も 見に. S つた。 直ぐに 束 京の 名 寶展、 浮世； J ぬ展 であ 

る。 數 日問滯 京して、 念入りの 調べ を やって 見た。 歸る とまた 直ぐに 三 井寺の 黄 不動 尊像 開扉で 

ある。 かう して 一個 月 あまり. は、 外に 何 一 つ 手が つかないで 古 美術ば かり 見て ゐ たこと になる。 
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隨 つて いろいろの 點で、 日本 美術 に つ き爲 瞰的感 想 を つくる こ とが S-H 來た。 

名 齊展で 驚いた もの は、 傳 光信 筆の 源氏 薛 風と、 傅 光茂 筆の-お 松 岡： 今風であった。 桃 山 期に 入 

る 前、 卽ち足 利 末期の 碎障畫 に、 こんな 性贯の ffio ある こと を 知って、 私 は 新ら しい 驚異 を 感じ 

たの だ。 {$1 町 末期の 碎陣靈 として は、 まだ 外に も 陳列 せられて ゐ たが、 何れも tl 歎すべき 作品で 

あった。 雪 舟 や 雲 谷 派の ものに 桃 山 前期 風の ものの ある こと を 私 は旣に 見て ゐた けれども、 この 

源氏 屏風 や 濱松圖 屏風の やうに 完成 せられた 作品の ある こ と を 知らな か つ た。 源氏 屏風 は 所謂 倭 

塞 風の かき 方の 極致 を發撣 して、 形式美の 完全 さ を 示して ゐる。 土佐靈 とい ふ ものが、 いかに 構 

成 的の 美 を 持つ もので あるか は、 この 畫 によって よく 知られる の だ。 光茂の 濱松 岡碎風 は、 この 

時代の 作品と して 決して 獨創 的の ものではなかった であらう。 あの 美しい 形式的な 浪ゃ、 装飾的 

な 松 は、 すべて 當時 のかう した 倭靈 風の 屛 風に 普通の 行き方 をした 形式 や 構 岡であった らう。 し 

かし 長い間の 傳統 が、 これ だけ 美しい 形式 を 自然に 生み出して 來 たこと に、 私 は ^異を 感 じ な け 

れ ばなら なかった の だ。 倭靈 のす ベての 品格が、 これらの 作品に 於いて 最も.； 2 い 完成 を 示した の 

であった。 圆 熟した 生活 €:{ 芥を、 全く 形式的な もので 表現す る。 その 內容 的な ものと 形式的な も 

のとの、 渾然たる 統一が、 これら Q 作品に 於いて 行 はれて ゐる。 今後の n 本 ffi 家に は、 これらの 

作品の 遣り方 を 追 ふ ものが 多くなる ことで あらう。 

かう した 作品 を 見て ゐ ると、 桃 山 期 祥障畫 の 完成 せられた 形式 は、 却って 足 利 末期に あると. S 


ふこと が 感ぜられる。 a: しその 足 利 末期の 完成 せられた 形式 を 破って、 桃 山 期の、 未完成の 蠻カ 

に 富んだ 作品が 生れなければ ならな か つたの だ。 人間 は いつも さう いふ こと を やって ゐる やうに 

思 ふ。 さう しなければ ゐられ ない 動物が、 人 問で あるの だら う。 また さう して 進む 間に、 人間の 

生活 內容は つ ね に 新ら しく 创 造せられ て 行く の だ。 

作家に 取って、 藝 術に 完成がない。 生活 者と して、 人間的 內容 がつ ねに 新ら しく 创 造せられ る 

り は —— - |( 昭和 五 年 七 =0 


猜京極 行進 

新 京 極 —— を 恐らく  一  n に 十 n 以上 は 散歩す る だら うと 思 ふ。 或は もっと 多い かも 知れな！ s。 

とにかく 京都 Q まちの 中で、 散歩 Q 出来る 通りと. S つたら、 四 條と新 京 極く らゐ しかない の だか 

ら、 夜の 散歩に 出る といへば、 ひとりでに 足 は 新 京 極へ 向 ふの だ。 

尤も 新 京 極 を散步 する 時には、 大抵 寺 町の 通り を も散步 する ことにする。 散歩す る だけなら 寺 
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町の 方が サ： ぬち ついて ゐて よろしい。 夜 は 殊に 純粹 の散步 道路に なり、 自 C も 半の 通行が 許されない 

から、 一 肝 落ちついて ゐ てよ ろしい。 四 條の逋 り も 明るい 感じが する。 新ら しく 出来た 河原 町 Q 

通り は、 通りと して は 立派 だが、 散步 道路と して まだ 何だか 親しみがない。 それぞれの 店に もな 

じみ を 持って ゐ ない。  . 

新 京 極 は、 散歩す るに は 少し 道が 狹 すぎる やう だ。 併し、 淺 草より はやつ と 感じが よい。 この 

あ ひだ 雨の 降って ゐる 時に 淺草を 通った が、 あの 池の ま はり を 東京 巿は 何故 もっと 整理 しないの 

か、 不思議に 感じた。 あれで は 全く 田舍 のまち より ひどいで はない か。 新 京 極の まちの 店に は、 

これ ぞ といって 特色が ある わけで はない。 私な ど 散歩 するとい つても、 特別に 立ち寄る カツ フ ェ 

1 や バァを 知って ゐる わけで はない。 また さう したと ころへ 立ち寄って 話 をし 合 ふ 友達 を も 持つ 

てはゐ ない。 私 はよ く 夫！！ で散步 をす るが、 それ も 特別に 話し合 ふ 友達 を 持た す、 また 外の 人 を 

誘 ひ 出して 散歩 を したりす る こと が 憶 劫 だ からで、 元來 財布から 金 を 取り 屮：； し て仕拂 をしたり す 

る ことの うるさい 私 は、 祕 書が はり Q 妻を帶 同しつつ、 思 ひ 立った 時に 直ぐに 散步 するとい ふだ 

けの ことなの だ。 

映 靈を兑 に 行く ことが、 近來 だんだん 多くな つた。 隨 つて 新 京 極へ も 頻繁に 行く やうになる。 

松 竹 座に よ. S ものの ある こ ともあれば、 キネ マ俱樂 部に 見たい ものの ある こと も ある、 その外の 

(ii へ は 滅多に 這 入らない。 松 竹 座へ は 祇園の 藝者 や、 舞妖 がよく 來てゐ るが、 かう した 映 畫をど 


ん な 感じ で 見 て ゐ る の- か 不思議な 氣の す る こと も あ る 。 

いろいろ 面. m い カツ フエ ー や バァが つぎつぎに 出来て ゐ るら しいが、 それら の^を 開く のも大 

抵は よほどお くれて 來訪 Q 擊生 などから 聞く ので、 M いただけで 行つ て 見た くなくなる 場合の 方 

が 多い。 直ぐ そばに 菊 水な どが ある けれども、 二階へ あがって 見る と あまりに 寂れて ゐて、 自分 

達 だけし か 容のゐ ないやうな 時 さへ あるので、 面白くな く 出て 了 ふので ある。 新 京 極の 通りから 

直ぐに 錦の 通り へ 通じて ゐる。 私達 夫婦 は+旺 ぐに そつ ち へ 曲って いろいろと 食料品 を 買 ひため て 

1^ る 場合が 多い。 錦の 通り をよ い 加減 歩いて 四條の 通りへ 出る と、 そこが 大丸 である。 ここで も 

また 食料品な ど を 買 ひ 調へ る。 だんだん 生活が 散文的に なって 了 ふ。 

毎日 同じ やうな 散步 近路 だ。 道路な ど は何處 であっても. K しい。 そこ を步 きながら、 ちらちら 

と 自分の 頭へ 何 かしら 面白い 考 へが 浮んだり する。 ここ はた だの 氣 安め 場所で ある だけの こと だ。 

散歩 か ら新 らし い 刺戟 を 受け る わけで はない。 

京都に 長く 住みながら、 京都に ついて 外 邦人の 感じで ある。 といって、 他から 歸 つた 51 合に は、 

驛 前の 廣 場で 東 山 を 眺めて 親しい 鄕 里へ 歸 つた 感じが する。 東京の まち を步 いても、 私 はさう 新 

らしい 刺戟 を 受けない。 女の 物の 選擇ゃ 着こなし など を 見ても、 田舍 ものら しい、 ぎごちない 

感じ を させられる ことが 多い。 さう した 點 では 京都の まち を步 いて ゐる 方が まだす つと 氣 持ち は 

よいので ある 0  I  S マ ひ WW 廷』 C 昭 S?K  ^ 七 W  ) 
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子供の 敎 育に ついて 

敎 育に 就いては、 充分に お 心 を 用 ひて ゐられ る ことと 思 ひます が、 まだ やっとお 若い、 女學校 

を 卒業 せられて から 幾年 も たって ゐ ない お母さん の 方 を 標準と して 、 御 参考まで に 幾分 か氣付 い 

た點を 申し上げ ませう。 

一、 學 校と 家庭との 遑絡 について 

一、 子供の © 所 はいふまで もない が、 その 缺陷を も 包ます 隱 さすお 話しに なって、 連絡 を 取ら 

れる こと。 

長所 ゃ缺陷 は、 子供の 問 はま だはつ きりとき まった ものでありません。 世間で は、 子供の 長所 

缺陷 を箇條 書に して 考 へます。^ し 敎育家 は、 この 全體の 特徵の 統一 せられた、 一人の 人間 を考 

へます。 その 統一的の 見方から れば、 缺 點は必 すし も缺點 になって ゐ ない。 だから 子供の 生活 

の いろいろの 耍 素を學 校へ お 話になる ことが、 子供 を 一 人の 人間と して 育て上げ るに 肝要の こと 


です。 

二、 敎 育の 方針 は、 學校 へお まかせに なり、 萬 事 それ を 標準と せられる こと。 

1 酉 者に 病人 を 任せる のと 同じ ことです。 家庭で は、 學 校の 方針に 隨 つて、 その 方針 を 有 效に働 

ら かせ 得る やうに 共同す るので す。 尤も 舉 校での 方針 は 大綱 を 伺って ゐて、 小事 は それに 準據し 

裁量す るので す。 子供 は、 こまかい ことにつ いて 「舉 校で はかう いった」 とか 何とか 申す もので 

すが、 子供の 受取 方 は 幼稚 未熟な ものです から、 壞. - 誤解 や 力 說點を 誤って 傅へ る 場合 やが あり 

ます。 そのこ まごました 點 にいろ いろと 心配 をせ すに、 とにかく 大綱 を 誤らない やうに、 學 校の 

方針 をお 考 へになる べきです。 勿論. 畢 校で 考 へる 方針 は、 家庭で 考 へる 方針と、 大綱に 於いて 右 

と 左と いふ 風に 違つ てゐる 害はありません。 

三、 一人の 子供 だけ を考 へす、 その子 供の クラス を考 へる こと。 

先生に ついて 御 自分 の 子供 Q こと を いろいろと 御 相談になる の は當然 のこと です が、 學 校で 子 

供の こ と を 相談す る の は、 Istiq: に 病人の こ と を 相談す る の と は、 少しく 性質 を異 らしめ てゐ ます。 

病人 は 一 個人です が、 子供 は學 校、 クラスと いふ、 一 つの 國體の 中の 一 員です。 それ 故 一つの ク 

ラス、 圑體 生活が よくなら なければ、 一人の 子供 もよ くなら ない のです。 子供の こと を 御 相談に 

なる 時には、 著 眼が 徒らに 例 人的に ならす、 その クラスの 目標 をよ く 頭に おいて、 その 點 から 團 

體 訓練 的に 御 相談 になる こ と が 必要 だ と 思 ひ ます。 
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^、  GI 修を 家庭で 指ー投 する 場合 注入 敎育 的に ならない こと。 

家庭で 自修 を. S ろい ろと 手傳 はれる 場合 に は、 擧 校で 折角 自動的 に 啓發的 に敎 育して ゐ るのに、 

家庭で は 結 本位の 注入 敎育 になって、 舉校 で の 敎育效 贝- をぶ ち 壊す とい ふこと がない やうに 氣 

をつ けなければ ならぬ と 思 ひます。 舉校 では、 子供の 能力 を考 へ、 子供が 自分で 出来る 程度 Q も 

の を 自修の 課題に いたします。 自動的 啓發的 に 指導しても なほ子 供が どうしても 分らぬ 場合に は、 

そのまま にして 敎育 を擧 校へ おまかせになる が 宜しい。 病人の 外科 手術 を 家庭で 不完全な 設備 や 

消毒の 下に やって、 さて 病人 を 病院へ つれて 行く ことが、 却って 病人に 害になる のと 同じ ことで 

す 0 

二、 子供の 敎育 について 

一、 子供の 觀念 內容を 成るべく 多 方 的に する こと。 

子供の 時には、 興味 を いろいろの 方向へ 向けて ゐ ますが、 子供の 時には 成るべく そのまま にし 

て ifi いて、 人生の いろいろの 部面へ 目 をつ けさせる が 宜しい。 非常に 秀才の 官吏で ありながら、 

fl 術 的の ことが 全く 分らない とか 人情の ことが どうも 分らない とかい ふやうな 例 はよ く 聞く もの 

です が、 これ は 子供の 時の 敎育 がいけ なかった の だと E わ ひます。 人生の 中の いろいろの 生活 打 

を 心の 根から 知る に は、 子供の 時で ない とだめ だと 思 ひます。 


二、 社會 的の 見方 を 常につ くる やうに する こと。 

自分 だけで 勝手に 生活 出来る もの はない。 他人が 困って 居れば、 自分 も その 苦しみ を 共に する。 

人 は 人、 自分 は 自分で はいけ ない。 かう した 見方 を 子供の 時から つくりたい ものです。 それに は 

家庭の 生活 {4! 氣 がさう いふ 風に なって ゐ なければ なりません。 例へば， ^ ではた ベ る もの もない 

失業者が これほど 澤 山に ゐ ると すれば、 どん な 富裕 な 生 活 Q 出來 る 家庭 でも、 子供達に もい ま し 

め 合 つ て 、 「世 S§ に すまない。 お 互に 人^と し て つ ながり Q あ る 反^ をしょう」 と い ふ 風な、 引 

きしまった、 謙 適な 家庭 空氣 をつ くる ことが 必要です。 それが 子供の 將來の 生長 を大 へんよ くす 

る の です。 

三、 困難 缺 乏に堪 へ、 强. S 意志 を 働かし 得る やうに 敎育 する こと。 

子供 は 大事に しなければ ならない。 併し 子供 天下に なって お母さんが 子供の 家來 になる やうな 

ことで は、 結局 子供 Q ために ならない。 ^志の つよい、 自分の こと は 自分で 積極的に 始末 をす る、 

どんな 困難に も堪 へる 習惯 をつ くらなければ ならない。 それ 故、 外見 的に はむしろ 子供 を 粗略に 

取扱って ゐる やうに 見えて、 その 實 こまかに 觀察 をし 注意 をして ゐ ると 5 ふ 風な 方針が たのもし 

い。 親が 子供 を 猫可愛がりに 可愛がって ゐる こと を 子供 もよ く 知つ てゐ ると いふ 風に して 育てて 

は、 子供の 行末に 却って 不幸です。 

四、 小才 子 をつ くって はならない。 
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一四 二 

都會 地の 子供 はと かく OKf 一です。 やたらに 他人 を 批評す る、 所謂 「京 わらん ベ」 になら うとし 

ます。 冷 |g な 自己批判 心、 殊に 子供の^;! 社き から 自分 を 批判し 顧みる 社會 的な 自己 批 1： 心 を 養 

はなければ なりません。 

五、 敬虔な 心を髮 ひ、 心の底より 物事に 感動す る 深い 情操 を 養 ふこと。 

これ も都會 地の 子供に 乏しい 缺陷 です。 何でもよ く 分かる、 小さな 批評 をす る。 が、 心の底 か 

ら 大きく 感動し ない。 人生の. S ろい ろの 敏打を 小ば かにして 兒る。 その 缺陷 をな くしなければ な 

ら ない。 これに は 家 座の 空氣が やはり さうな つて ゐ なければ なりません。 敬虔な、 生 露面 目な、 

謙 通な 心 は、 說敎 では if 议 はれない。 攀,. ズ、 :;」 に ：- がさう. S ふ 風に なって 居れば、 ひとりでに 

子供達の 習惯 をつ くる ものです。 —  SV, た  LL  +  ;::iiKgsff^*+"ii) 


金剛 觀能記 

能 だけみ せて 戴いて、 座談 含の 席 は失禮 させて ^1- ひました。 先年 身 體をこ はし 長く 引 籠って ゐ 


た 癖が ついて、 ij; 談と いふ ものが 妙に 大镇に 感じら れ る やう になり ま し た。 そ れ で 座談 會 に は 、 

つい もお 許し を 願つ て 出席した ことがありません。 觀世能 も あとに 座談 きがついて ゐ ますから、 

觀た. S が 座談 會は 困る ので、 その 座談 食の ある 日の 能に は屮 I 席いた さない 次第です。 今度 は 座談 

會を、 私 だけで 獨演 してよ いとい ふお 許しが ありまし たから、 會へ は失禮 いたしました。 同席の 

諸氏に 深く お詫び 申し上げます。 どぅか今後もこの我儘をぉ許し願ひたぃと^^じます。 

能の 批評 11 と. S ふやうな こと は、 私に 出來 ません。 能 を 私 は 現代の 藝術 として 見て ゐ るので 

なく、 歷. 的 背景の もとに 古典 藝術を 素直に 追體驗 する だけの 意味で 見て ゐ るので すから、 11 

それが 私に 舆味 ある 仕事な ので、 11 誰が どんな 風に うまく 放 じたと か、 ここ はかう 演じた 方が 

よいと か、 そんな こと をい ふ 资格を 私 は 持ちません し、 また それに 興味 を 持たない のです。 ただ 

常に 希 ふこと は、 出来るだけ 古典 そのままに 近く、 改變を 加へ ないで 見せて 戴きたい ことです。 

それ をみつつ、 觀阿彌 や 世 阿彌の 精神 生活の 中へ 這入り込む のが 私の 觀 能の 流儀です。 旣に 公表 

した 「能 樂の藝 術 的 世界」 「弱 法師」 Q やうな 論文 を かくた めに 能 を 見る のが、 私の 觀能 0 目的 

ですから、 益 C 以て 我儘な やり方と 申さなければ なりません。 

「通 小町」 は、 おくれて^ くこと が 出来ませんでした。 これ は 近頃 何處 かで よい： 促 を 見たい 

と 切望して ゐる ものです。 「通 小町」 はたし かに 立派な 作品です。 全 該曲 中、 一寸 不思議な 存在 

です。 觀 阿の 作と いふの が 或は 問 違 ひで ないか も 知れない。 觀 阿と 世 阿と では、 個性に 相 當の相 
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違が あります。 俳句の 方の 言葉 を 使へば、 觀阿は ひびき Q 入、 I 阿 はに ほひの 人で ある やうに も 

見える。 「通 小町」 がた しかに 觀 阿の 作 だと すれば、 これ はもつ と 執拗に 幾度 か 觀て考 へて 見た 

いもの だと 思 ひます。 

r 景淸」 の はじまり かけて ゐ ると ころから 私 はみ ました。 どうも はっきり 內 容を摑 めませんで 

した。 這 入った ばかりで 場に 慣れなかった ため かも 知れません。 世 阿の 作品 かどう か、 これ はま 

だ 私に 判斷 がっきません。 私の 环ゃ 目に は、 津 太夫 Q 「日向 島」 が殘 つて ゐ ます。 この 作品 は、 

「日向 島」 の 方が 私に ぴったり 來る やうに 感じられ、 能樂の r 景淸」 に はま だよ く なじめません。 

もう 一 度 なほして 納得の 行く ところまで 鑑赏 させて 货 ひたい- 考 へです。 

「道 成 寺」 11 これ は 妙に つやつ ぼく 感じました。 觀 阿の 作品で はな. S でせ う。 白拍子の 衣裳 

がつ やつ ぼい ものでした。 面 もさう でした。 この 能 衣裳 は、 中頃 變 つて ゐ ると すれば それまでで 

すが、 大して 變 つて ゐ ない とすれば、 その 模様な ど を 初期 浮世 输に 比較し、 年代に ついて 大凡 考 

へる ことの 出來る ものが あります。 とにかく 全體 として、 室町 や 桃 山の 空氣 でな く、 旣に 江戶時 

代 へ 這 入っての 空氣を 、 そ の 演能 の 全部の 上 に 强く帶 び て 來てゐ るの を感 じます。 初期 肉筆 浮世 

が これに 最も 近い 感じです。 私 は {II 拍子の 舞 を 見ながら、 ぼんやり とおくに 歌舞伎 や 「花 下 遊 

樂 圖」 の 舞踊 やら を考 へて ゐ ました。 浮 fii の鑑赏 の 方へ 逆によ い 暗示 を與 へて くれさう です。 

「道 成 寺」 はたし かに 洗煉 せられた 藝術 であるに 相違ない。 今の 能 樂は窒 町の ものでなくて、 大 


い に is- 川 期 の 影響 を 受け 、 中には 全然 德川期 の ものに なって ゐる もの も あ り ま す が 「道 成 寺」 な 

ども 爛熟した 德川 文化 を 思 はせ る 作品です。 これ を 世 阿の 幽玄の 作品 「熊 野 一 などと 比較す ると、 

. I 「熊 野」 にも 勿論 後代の 時代 空氣の 影響 はあり ませう が、 11 時代 空 氣の大 いなる 相違 を感 

ぜ しめます。 ここに 幽玄と いふ 語 を 使 ひました が、 幽玄と は 新 古今 集 的に 花やかな、 絢爛たる も 

ので あり、 ただ 寂び たる もの を 意味し ない ことが、 ffiw 普通に 忘れられて ゐ ますから、 今 も^け 

加 へ て *■ します。 

「安宅」 11 この 作品 を 私 は 好みません。 昨年 梅 若 能で も 見て、 何故 こんな 作品 を 加へ るの か 

と 不^に 思 ひました。 原作 は 勿論 古い もので せう が、 能樂の 世界から 見れば、 これ は能樂 を逸脫 

した 作品で ある。 作品 自身 も 感服の 出来ない もの だと si^ は 思って ゐ ます。 昨年の 梅 若 能で はこれ 

を もっと カ强 く、 凄惨な 氣分 をみ なぎら せて 演じて ゐ ました。 然るに 金剛 氏 はもつ とおと なしく、 

やや 平板に さへ 演じて ゐら れる氣 がしました。 尤も 梅 若 能と 金剛 能との、 能と しての 相違 は、 勿 

論考へ なけれ ぼなら ない ことです。 併しと にかく 「安宅」 の 題材 を 生かして 演 すれば 梅 若 氏の や 

うにな り、 能樂に 純粹な 骨界を 守つ て演 すれば 金剛 氏の やうになる でせ う。 そこに この 作品の 破 

綻が あると 思 ひます。 早くい へば、 「安宅」 はもう 能の 世界から 去って、 演劇の 世界へ 行くべき 

です。 題材 を 生かせば 能 舞 臺の上 は 散文的な、 ただ 騷々 しい ものに なり、 能 を 生かせば 辨慶も 富 

樫 も 壓カを 持ちません。 が、 とにかく 能で 顏に 表情 を 出さなければ ならぬ やうに なった 時に、 能 
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樂 の 世界 は 消 え てゐ るで せう。 かう い ふ 作品 は そ ろ そ ろ藝術 で なく なり か け ま す。 通俗的 には悅 

ばれる でせ うが、 魂の 底から は 感心 させられません。 第 一 この 作品に は リズムの 統 一 がない。 あ 

とで 辨慶の 舞が あるので、 辛うじて 能の 體裁を 保ち 得た とい ふところです。 尤もお しま ひに はこ 

んな 作品 を 出さない と 納まりが つかない と. S ふ 理由から 上演せられ るので はあり ませう が、 先年 

見た 梅 若 能で は、 「卒塔婆 小町」 などの しづかな さびた ものの あとで 「紅葉 狩」 を やって 終り ま 

した。 「紅葉 狩」 なら 幽玄な 立派な ものです。 八， 年 Q 梅 若 能 は 「夜 討 曾 我」 で 終り ましたが、 「安 

宅」 や 「夜 討せ 我」 で 終る やうに なると、 この 選捋 をす る 人に ちょっと 抗議 を 申し込み たくな り 

ます。  .  . 

狂 一一 H を、 私 はかなり に 興味 を 持って みて ゐ ます。 どれ も 中々 よい もので、 職人 畫盡 風の 土く さ 

い 感じ を 起さ せ ます。 今度 も 面白く 拜 見い たしました。 狂 ff を 見つ つ 私 はいつ も感 じ る こ と で す 

が、 何 か Q 方法 を 工夫して、 これ を 今の 小舉 校の 子供に 見せて くれる こと は 5； 來な いもので せう 

か。 日本 Q 子供 は 古典の 敎 育を缺 いて ゐる。 令の 紳士で も、 源氏物語の 筋 書な ど を 知って ゐるも 

のが 幾人 ありませ うか。 民族的の、 土く さい 傳 說ゃ謠 はだん だん 人 Q 心の中から 去って 行きます。 

私 はこ Q 傅 說ゃ謠 の 多く 織 込まれた 狂 一 W を、 子供に 見慣れさせて 置きた. S のです。 敎育 家に、 そ 

の 方法 を劳 へて くれる 方はありません か。 また 茂 山 氏に も 御 一考 を 乞 ふ 次第です。 狂言 を 子供 は 

屹设面 S がります。 これ は 今の 子供の 世界から も 大いに 離れた とい ふ藝 術で はない。 新しい 映畫 


の 動向に 興味 を 持つ てゐる 私が、 この 古く さい 願 ひ を 以て 提議した いと 思 ひます。 

I 『宗 再 ( 昭和 五 年 十 《;) 


兄 麥僳の 少年 時代 

兄の 麥 僧と 私と は、 四つ 違 ひの 兄弟で ある。 その上に もう 一 人 Q 兄が あるが、 鄕 里の 家 を 護つ 

て 現存 中 だ。 長兄と， ズ 兄との 問 も 三つ か 四つ 違って ゐる だら う。 みな 同じ 小學 校に 通 ひ、 同じ 父 

母に 育てられ 同じ 敎師 に敎 へられて 成人した。 長兄 だけ は、 家 を 護らなければ ならない ので、 鄕 

に殘 された。 

實名は 何れも 簡單の 字で ある。 父が 地方の 政 客であった から 今後 子供が 政治 界へ 立つ 時には、 

むづ かしい 字の 名前 では 選擧に 不利 だと 思って さう し た簡 ssf の 字に した、 と 私達 によく 話した の 

を 記憶して ゐる。 しかし 私達の だれもが 政治 界へ 出なかった の は、 よい 皮肉であった。 ただ 私 は 

どうしても 社會 的の 關 心から 離れ 得す、 社會 評論家に なった し、 兄 は 國展の 組織 運動 を やったり" 

藝 術と 生活の 實 際と を  一 f させて 活動し ないで は ゐられ な. S 動的な 生活 態度 を 取って ゐ るが、 父 
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の 希望 はそんな ところへ 發 揮せられ たと でもい へる であらう。 

兄が 繪靈 への 本能 的な 要求と 天分と を 持って 生れた 遣傳 的な 理. mli さつ ぼり 分らない。 父 や 母 

は、 特別に 藝術 的で あつたと は 思へ ない。 環境に も、 特別に 畫 家が ゐた譯 ではない。 それに 拘ら 

す、 兄の 畫家的 天才 は、 非常に 早くから 發 揮せられ てゐ た。 四つ 時分に は、 もう 畫を かいた やう 

に 父母から 聞いて ゐる。 十 一 歳 時分に は、 專 門の 畫 家の やうな 畫を かいた。 鄕 里に は、 十四 歳 頃 

にかいた 緻密な 掛物 などが、 まだ 殘 つて ゐる だら うと 思 ふ。 しかし 誰れ に 畫を智 ふので もない。 

たま に田舍 廻り の S 家な どが 來て長 滞在 を して ゐ ると、 出かけて 行って いろい ろと 鎗 具の 使 ひ 方 

など を たづね てゐ た。 

父 は、 子供の 將來の 方向に ついて 一 つも 拘束し なかった。 父の 希望して ゐ るの は、 偉大な 政治 

家であった らうが、 兄が 畫の 方へ 進む としても、 さう 進めば さう 進む で、 ただ その 將來の 發展を 

悅 んでゐ た。 父の 敎育 は、 隨 分峻嚴 であった。 私共 兄弟 は、 幸ひ學 校な どで は 他の 子 併と ちょつ 

と 掛け離れた 天分 を發 揮して 神童の やうに いはれ てゐ たし、 (田舍 のこと だから 元より 珍ら しい 

ことで はない) 兄の 畫才 など は 非常に 天才 的な 不思議な ものであった から、 小さな 子供の 時に、 

將來 日本で 有数の 畫 家ゃ學 者になる のが、 もう 定まった 運命で あるかの やうに 思 ひっつ 成人した A 

兄が 今 n まで そ の 途中に 遭遇し た あらゆる 困難 を 突破 し、 それに 失望せ すたう と うやり 上げ た 仕 

事の 大半 は、 この 自信に 基づく もので あらう と 思 ふ。 私な ども 子供の 時から すっと-緩 けて、 兄が 


日本に 輝く 畫 家になる に 相違ない こ と を、 確定 せられた 事實 とし て！：！^じ て、 疑 はな い で來 た。 

長兄 は、 靜 かな 寬大な 性格で ある。 次兄の 麥儳 は、 瘦 せて はゐる がかな り がっしりした 身體 で- 

機敏な 性格であった。 末弟の 私が 一 等體 格も惡 く、 我傣に 育った。 やっとち ひさい 時に、 母から 

毎日 白紙 を 一 枚づっ 貰って は、 疊 Q 上に 寢そ ベりながら 二人で 並んで 畫を かいた。 兄が 一 線 を 引 

いて 「こ Q 通りに 引け」 とい ふと、 私が やはり その 通りに 線 を 引く ので ある。 私 は 何の 畫 になる 

のか、 さつ ぼり 分らない。 だんだん 畫が 出来て 行く と、 武者 输か何 かになる。 さう すると 屮： 來の 

よしあしで だんだん 口論に なり、 摘み 合 ひの 喧嘩になる のが 落ちだった。 さう でな くと も、 大抵 

毎日 ぐら ゐに摑 み 合 ひの 喧嘩 をして ゐた。 長兄 は、 一度 も 喧嘩 をし なかった。 そして 二人が 摘み 

合 ひ をす るの を、 わきに 立って 笑って 見て ゐる だけであった。 隨分 早くから、 二んで 小說 のかき 

合 ひもした。 「俺の 小 說の筋 を 取った」 「ここが まづ い」 といって は、 また 取つ 組み合 ひの 喧嘩 

に な つ た。 

兄 は 山へ 行って の 出る 場所 を 探したり、 川へ 行って 鮎 を 取ったり する のが 上手であった。 鷄 

の 尾の 筋で 輪 を 描へ て、 それで 機敏に 取る ので ある。 兄が 京都へ 立つ 時に、 その 茸の 出る 場所 を 

私に 敎へ るから といって、 山へ つれて 行って 貫った Q を覺 えて ゐる。 私 だけ は、 全くの 無藝 無能 

で 育って 行った。 兄 は、 小學 校で 造んで ゐて どっち かの 腕の 骨 を 折った。 さう して 隨分 長く 學校 

を 休んで ゐ る 時、 挙 校の 先生 達が 次 ぎ 次 ぎ に 尊 ねて 來て くれて 心配した の を 覺 え てゐ る。 京都 へ 
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出て S§ もな く、 ひどい 脚氣 になった。 そ Q 外 幾度 か 重い 病氣 になって ゐる。 その 奮勵 努力の 異常 

であった こと は、 他の 人から よく 問 かされた。 卿氣で 脚が 立た なくなり、 戰ひ 破れ 箭 つきた 人の 

やうに して 鄕 S へ 引き上げ、 人力で 鄕 里の 家から 七 八 町のと ころまで 歸 つて 來 ると、 長兄と 私と 

けて 行った。 次兄 は 長兄の 背に 鱼 はれ、 私 は 小さな 荷物な ど を 持った。 しらじらと 流れて ゐ 

る 山川に 架って ゐる橋 を 三人が わたり、 少し 坂 を のぼると もう 直ぐ 私達の 家で ある。 兄 は そこで 

一年ば かり 脚の 立た な- S 生活 をした。 この 時 は、 世に 時め く 麥權畫 伯 も、 まだ 野の ものと も 山の 

も Q とも 分ら な い 、 前途 漠 々の 少年だった ので ある。 

兄の 今の 生活 を 見て ゐて も、 すべてが 仕事 本位で、 他の 何事 を も 顧みる に與 味がない といった 

やうな 子 だ。 その 客間 一 つ 見ても、 何の 装飾 もない、 いや そんな ことに まったく 關心を さへ 持 

たない らしい 様子に、 人 は先づ 驚く であらう。 私達 兄弟が 寄っても、 仕^；^-の話をするだけで、 鄉 

里の 話 だと か 懐顧談 だと か をした ことがない。 ただ 前方 前方で ある。 输畫^25^門擧校では、 兄の 舉 

校當時 はいて ゐた 袴が、 修身の 時の 敎授 材料に なった さう だ。 その 態度が いま 同じ やうに 續 けら 

れてゐ る。 

ちょいと 面， 曰 いのは、 n んの妻 も 私の 妻 も 名前 は 同じい 千代 子で あり、 父の 名が 千代 吉 であった 

こと だ。 これ はゴ シップ 種 位に なり さう で、 今日までなら なかった 一 話材 であらう。 

,1 『現代』 (昭和 五 年 十二  駄) 


紫 野雜筆 


隨擎と 詩と は、 藝術 的の 世界と して、 よほどよ く 性質の 似た も G であらう。 

一 つの 隨筆を よんで、 或る人 は 大いに 詩的で あると， S ふに 拘ら. や、 他の 或る人 は 少しも 詩的で 

ない と. S ふ 場合 は、 珍ら しくない。 他の 評論 ゃ小說 について なら、 それ 程 違った 評價は 下されな 

いで あらう が、 隨 筆に ついては 見方に かう した 著しい 相違が 起る の は、 面白い こと だと 思 ふ。 

隨筆 は、 生活の 最も インチ メ H トな こと を 表現す る。 我々 は、 他の 人に 就いて 平生 大體 どうい 

ふ 個性 を 持った 人で あるかに 就き 豫想 をつ くって ゐ るが、 隨筆 では、 その 豫 想が 具 體 的に 表現せ 

ら れてゐ な. S と、 不 寒な 感じが する ので ある。 そして この 作品 を その 筆者 Q インチ メ エトな 生活 

を 表現した 隨筆 であると して 鑑賞して ゐる 時に- 人 はいつ の 問に か、 自分の 耍求 する 詩 を その 隨 

華の 中に 求めて ゐる らしい。 その 詩が 求められれば、 この 隨筆を 詩的で あると いふし、 さう でな 
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ければ 詩的で ない とい ふので あらう。 

我々 は、 生命の 最も 深 いところ で 成立して ゐる 感情 統 一から いかにしても 離れる こと が屮： 來な 

い。 その 感情 統 一 が 詩的 享受 力の 源泉で あらう。 隨筆 をよ む 時、 各人 はこの 感情 統 一 をお のづか 

ら鑑赏 しつつ ある 作品の 中 に 投影 し て ゐ るの だ。 


他の 人^に 對する 亍 3 念 は、 出來る だけ 去りたい と 思つ て もなかな か 去り 難. S もの だ。 自分 

の 話しよ い 人、 話しに くい 人、 なじみ やすい 人、 なじみに くい 人が ある。 ところが 私の 話しよ- S 

人、 なじみ やすい 人 は、 必. f- しも 他の すべての 人の 話しよ い 人、 なじみ やすい 人で はない。 かう 

したと ころに また 感情 統 一 0 人間的 背景に 於け る 類似と 反對 とが 强ぃ 力で 働ら き 出す ので あらう。 

この 感情 統一 に は、 幾つかの 型 も あるら しい。 だれが だれの 作品 を 好む か。 それ を 見て ゐ ると、 

大抵 いかにもと 納得の 行く ことが 多い。 私の 好きな 人 は、 やはり 私の 好きな 他の 人 を 褒めて ゐる。 

私の 好きで ない 人 は、 また やはり 私の 好きで はない 他の 人 を 褒めて ゐる。 私の 好き 嫌 ひが、 依 打 

の 上で 正しい、 問 遠 ひの ない もの だと はい はれない。 これ は ひとへ に 人 的 背景の 相違から 起つ 

て來る ことで あると 見える。 


誰れ でも が靜か な 場所 でもの を 書く こ と を 喜ぶ で あらう。 しかし 他 Q 人 を 見 て ゐ る と 幾分 騷 々 

しくと も 何でもな いとい ふ も Q が ある Q に、 私な ど は |g 對 に 環境が 靜か でない と 何物 も 書け な い 

ので 困つ てゐ る。 

私 は 生れつき 目、 耳、 鼻な どの 器 管の 感覺 力が 鋭敏であった。 今 も 目と 鼻と は 相 變らす 鋭敏で 

あり、 視力な どん r のと ころ いささかの 衰へを も 感じて はゐ ない。 然るに 耳 だけ は 中耳炎 を やった 

ので、 すっかり 聽 カを衰 へさせ、 電話な どこの 十 年ば かり 自分で かけた ことがない。 そんな 聽カ 

であるのに、 環境の 騷々 しい こと だけ は 鋭敏な Q で 困って ゐる。 殊に 困る のは樂 器の 音で ある。 

樂 器の 音 だけ は、 普通の 聽 力 Q 人 以上に 鋭敏に 感じる ので、 物 を 書いて なる 時に それでよ く 困つ 

てゐ る。 雜ー！^：：は大ぃに邪魔にならなぃでも、 リズムの ある 昔 は 邪魔になる ので ある。 物 を かくに 

は、 感情的 統一 Q リズムが 基體 となり、 この リズムの ある 生命 基體 から、 靜 かに 想 ゃ詞が 流れ S5 

る。 樂 器の 音で、 この 基體の リズムが こ はされ ると、 もうどうしても 物 はかけ なくなる ので ある- 


しかし 私な どのい つ てゐる 生命の S 體 的な リズ ムは、 個人と して 他から IS れ 住んで ゐる 場合に 

一 五三 


一 五 四 

持つ リズムで あるか も 知れない。 騷昔は 現代文明の 中から これ を驅逐 する 譯に いかない。 さうな 

れば、 この 騒音 を 感じ、 それに 影響 せられて ゐる ままの、 具體 的な 生命の 持つ リズムから、 作品 

は 生れ や U なければ ならぬ かも 知れない。 現代 Q 無産者 文藝の 主張が、 そこに 意味 を 持って 來 よう。 

この リズ ム の 中へ 這入り込 みきって 作品 を かく ことが 35 來 るか どうか、 それ は 私自身に 取っても、 

實踐 的に まだ 解決し 得な S でゐる 問題 だ。 


m 來る だけ 自分の 侗性 をな くす る。 そして 周圍 のす ベての ものに 同 する。 自分 を 主張す るので 

はなくて、 周 園の も Q を 在りの ままに 受け入れる。 その 方が、 生命と して は、 大きな 生き方で あ 

らう。 しかし かう した 生活が 澄んで 來れぱ やはり 背景に 自然 感情が 一 つの 統一 を 示す に 相違ない" 

それが 本當の 個性と いふ もの だ。 個性 を 意識して ゐる 11 は、 個性 はまお 抽象的な ものであるに 過 

ぎない。 個性 を 殺し 殺しして、 何處 まで も 非 個性的に 進んで 行く に拘ら す、 なほ 背景 的に 殺され 

ないで 殘る 生命 的 統一 こそ は 最も 具體 的の もの だ。 これ を 個性的と 感じないで 表現しつつ、 や は 

り そこに は 他人から 見れば、 最も 意味 の 深 い 個性 を 表現し てゐ るので ある。 


アルチ ュ ウル . ランボオ は、 存在 を 模倣し なかった、 彼 はた だ 存在 を 創造した の だ、 とかいて 

ある もの をよ みっつ 私は考 へて ゐた。 

かって はかう した 見方が 悅 ばれて ゐた であらう。 存在 を 創造す る 生命でなくて どうす るか。 何 

處に 我々 の 創造し ない、 ただの _J ^在と いふ ものが あるか。 

しかしい ま哲舉 は 存在論に 大 い なる 意味 を 見て ゐる。 存在から すべて を出發 せし め ようとして 

ゐる。 存在 は、 創造 せられる ものではなくて、 ただ 存在す る ものである。 この 見方 はまた 勿論 確 

M とした 立場 を 持って ゐる。 

然 らば 我々 は これら 二つの 見方の 何れに 就くべき であらう か。 存在 を 創造す るか、 存在 は 基礎 

であるか。 私 は その どちらに も 同意す る ことの 來る氣 がする。 むしろ、 存在 を创 造し、 存在が 

基礎と なる、 と 矛盾した 一一： 一 n ひ 方 をして ゐる ことが、 最も 眞實の 見方で あるら しい。 ただ 或る時 代 

に は、 在 は 創造せられ るし、 他の 或る時 代に は、 存在が 基礎と なって ゐ るので ある。 

ランボオの 時代 は、 まことに ：！^ 在 を 創造した であらう。 現在の ドイツ は； & 在が 基礎に ならな け 

れ ばなる まい。 人生 哲學に は、 歷史的 方が 根本的に どうしても 棄却せられ ない。 


佛敎 では、 根本的の もの を說く 場合、 有で あり 無で あると. S ひ、 生で あり 死で あると いって ゐ 
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.る。 この 矛 lis は單 なる 矛盾で あらう か。 或は 叉 その 矛 外に 何等かの 本體が 存在す るので あら 

うか。 前者の 見方 を 取れば、 甚だ 皮相の ものであるし、 後者の 見方 を 取れば、 認識論の 限定 を 持 

たない 形而上 舉に 就く ことにな らう。 どちらも 正し. S 見方 だと は 思へ ない。 寧ろ 我々 は、 この 矛 

盾した 一一 一一 C ひ 方 を 統一す る そのものに まことの もの を 見なければ なるまい。 怫 敎哲學 でも、 歷 史的 

に は、 有に 就く もの 無に 就く もの、 生 を 高調す る もの 死 を 高調す る も のが、 起伏 交替しつつ 成立 

し て ゐ た 0  I  ii  ( 昭ぉ 五^土  S  〕 


身邊 書信 

毎年 活字に なって 組まれる 自分の 文意が 何千 何 萬 語 あるか 知れない。 併し 私 は 決して 健筆の 方 

ではない。 他の 人の かいた 原稿. > にど を 見る と、 隨分 健筆に 速く かいて あるが、 私の 原稿 は 實に遲 

筆で、 措 書で 丁寧に かいて ある。 これ は 自分が 謹嚴 なからで も 何でもなく、 かう した 本格の 字で 

書かない と、 何だか 文意が 本格的に なって 來 ない 癖が あるから だ。 論爭の 時な ど、 私は劍 客が 竹 


刀 を 持った やうな 氣 持で、 思 はす 身 構へ し、 手の 筋肉に 强 5 刺戟 を 加へ、 ぴしぴ しとせ まる やう 

な 感じで かいて ゐる。 さう しな， S と、 論爭が 力の ない ふやけた ものに なって 了 ふ。 それで どし ど 

し 速く、 何でも かいて 行く こと は、 近頃 全く 來 なくなって 了った。 殊に 私 は 我 俊な たちで、 一 

つの 研究に 熱中して ゐ ると、 それ 以外の 事柄に ついて かく ことに 一 つも 興味が のって 来な いの だ。 

この 我儘 は 近來益 ひどくな つた。 自分の いま 研究して ゐる题 目につい てなら、 三十 枚 四十 枚と 

かいても 疲勞 しないが、 いま 興味 を 持たない ことにつ いて だと、 足 を 卓子に 縛りつ けで もしな け 

れば 我慢 の 出来な い 程、 ペン を つ づ け る こ と が 苦し い の だ。 

今の 私の 最も 興味 を 感じて やって ゐる 仕事 は、 人間の 歷史 の哲學 的な 考察で ある。 それが 卽ち 

私の 哲學 でも あれば、 また 社會學 でも ある。 その 問題に ついて ならば、 私の 興味 は どこまでも 牽 

き すられて 行く。 私に 取つ て はすべ ての 考察が こ こ へ 集中して 來 るので ある。 

併し 私の さう した 考察 は、 ただ 漫然と 理論的の 組立て をす る それで はない。 或る 一つの、 極く 

小さい 事 實の觀 察 をしながら、 その 具體 的の 觀 察に 卽 して、 全體の 流れ を 見る といった やうな、 

さう した 行き方で ある。 具體 的の 事實 を、 極めて 精確に、 在りの ままに 研究し なければ ならない。 

そ れ は實證 主義 の 行き方で ある。 併し その 實證 主義 だ けで は 滿足屮 ：來 ない。 の 文化 的 活動 に 

は、 いつも その 背景に 全體の 生命が 働ら いて ゐるも の だ。 どんな 小さな 事實の 中に も、 全 體の姿 

が、 個性が、 浮んで ゐる ものである。 具體 的の 事實の 實證的 研究に 卽 して、 その 全體の 姿、 個性、 
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なほ それ を 深めて は、 生命 そのもの を摑 まなければ ならない。 い きなり 背景の 生命 を摑 むこと は 

可能で ない。 それ は 空疎な 形而上 學 である。 認 liiii 的に は、 やはり 限界の ある 行動 を 取らな けれ 

ばなら ない。 個々 の 具體的 事實を はなれて、 全體 認識の 素材 はな. S ので ある。 


私 はい ま 桃山時代の 输畫の 調 茶に 全力 を 打ち込んで ゐる。 桃山時代と. S ふ 時代 は、 面白い 時代 

だ。 現代の 歷 史的 意義 を考 へる に は、 非常によ い 暗示 を與 へて くれる 時代で ある。 私 は そこ 

で 現代 そのものの 持つ 長所 ゃ缺 陷に觸 れてゐ る。 

この頃の 毎日の 仕事と いったら、 近畿の 古い 寺院へ 出かけて、 そこの 屛障畫 や 古文書 を 洗 ひざ 

ら ひ調杳 する 仕事で ある。 明けても 暮れても、 私 は それに 時間 を 費やして ゐる。 晝 出かけて. so 

て、 忙しく それの 調査 をす る。 坐って など は ゐられ ない。 襖な どす つかり 取り外して ある 寺で は. 

一 々襖 を はめ込んで、 それから 調査す るの だが、 全く 大掃除の 後始末 をす る やうな 仕事で ある。 

襖の 大きさ、 金范の 大きさ、 と忙しく技術的の調^^,を進める。 金箔の 大きさの 變 化が 鑑定の ー標 

準になる し、 その 變化 がまた 時代 精祌の 推移 を 語って ゐ るの だ。 一 々の畫 がら を 調べて かいて 行 

く。 重要な 場所の スケッチ をす る。 數 時間 は、 またたく  Si に經 過して 了 ふ。 頭 や 身體が ほっと 疲 

れた頃 は、 もう 寺の 中が 薄暗くて 仕事の 出來 ない 時 だ。 私 は しづかに 庭 を 逍遙す る。 この 庭園の 


組立て が、 また 私に 面白い 題目な の だ。 私 は 今春、 醍醐の 三 寶院の 林 泉に 闘して 論文 を かいた。 

この 庭園の 現在の 形式 を 調査し、 義演准 后が 築園當 時に かいた 綿密の 日記 を 基礎と して、 こ Q 庭 

園が 何十 年 か Q 間に 變化 完成せ しめられた 經過を 調査し、 この 完成の ための 理念の 性質に 於. S て、 

窒町 期、 桃 山 期、 德川 期と 推移し なければ ならなかった 時代 Q 個性の 必然性 を 認識した ので ある。 

その 庭園 調査 を 夕方の 空氣の 中で 行 ふ。 

こんな こと をして 歸 つて 來 ると、 夜の 仕事 は それの 整理で ある。 文献に 對 照し、 その他の 資料 

と 比較 研究して ゐる 間に、 時間 は 直ぐにた つて 了って、 電車の 音 も 聞え なくなる。 そんな 日 を 毎 

日途 るの だ。 この 研究 は、 來舂 にならない と 一 段落つ かない。 


昨日- 觀 世能樂 堂で 例會を 見た。 近頃 能 を 見る 機會が 多い。 などと いふと、 東京の 友人 諸君に は 

あまりに ものん びりし 過ぎた、 別天地の 話の やうに 聞かれる であらう。 私 個人と して は、 これ は 

私の 室町 時代 考察 Q 一部分の 仕事な の だが、 能に ついて 幾つか 論文 を かくと、 私の やうな もので 

も 能に 特殊の 關心を 持った ものの やうに 見られ、 例會ゃ 刖會の 通知が して 貰へ るので ある。 昨日 

は 二つ 0 通知が かち 合った が、 一方 だけ を 見た。 先月 も 二度 見た が、 その 一 つの 梅 若 萬 三 郞氏だ 

け は、 能樂 と. S ふこと を 離れて、 日本が 持つ 最高 藝術 家の 一 人で ある。 谷 崎 潤 一 郞を讀 みながら 
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梅 若 萬 三郞を 知らない 人が あったら、 これ だけ はたし かに 見て おいて 損の ない 藝術 家で あり、 精 

神の 深さ を 持って ゐる。 

併し 私 は 能 を 見て ゐて、 さっぱり 觀 衆の 空 氣に はなじめ ない。 その のんびりした、 ^天地の 空 

氣に うんざりす るので ある。 そして、 私 は 私自身 を 顧みなければ ならない。 私 は 能 を 現代の 藝術 

だな どと は考 へて ゐ ない。 能 を 最高の 藝 術の やうに いひ、 祌の 至藝の やうに いって 尊重して ゐる 

人に は、 一向 同感 3-1 来ない。 そこには何等の現代意識も動ぃてゐなぃではなぃか。 ^^し私はこれ 

を 濫りに 改良し ないやう に 希望したい。 これ は 我々 に 取って、 一つの 研究資料 である。 藝 術の 構 

成 や 象徵的 表現に ついて、 私 は 甚だよ い 暗示 を 受ける。 昨日 も 「安達原」 を 見ながら、 流石に そ 

の 女 鬼の 活動に はよ い 演劇の 型が あると 思った。 また この 能に よって 我々 は、 窒町 時代の 空氣を 

具體 的に 摑む ことが 出来る の だ。 

感 おは 連 綾して ゐる。 私 は 能 を 見て ゐ ながら、 他面で 現代の 新ら しい 映畫を 見て ゐて も、 そこ 

に 一 つも ギャップ を 感じない。 新ら しい 映畫 から は、 時代の 壓カ そのものの 方向 を敎 へられる。 

プドフキンの 映畫 構成 論 を よんで ゐて 彼の 「アジアの 嵐」 を 見る と、 新藝 術の 方向が 我々 にも は 

つきり と 受け取れる。 そして ここに は 多くの 未解決の、 興味深い 問題が あると 考へ るので ある。 

併し その 「アジアの 嵐」 は 能の 構成と 全く 無關 係の もので はない。 

ただ 現在の 觀衆を 見て ゐ ると、 能と 映畫 とで は觀 衆の 型 そのものが すっかり 變 つて 了 ふ。 彼等 


は それぞれ 別に 自分の 世界 を 求めて ゐ るの だ。 併し かう した こと は、 社會 のいた ると ころに ある 

と 思 ふ。 マルキシズム . ファ ンと國 家主 義ファ ンと は、 その 間に 精神の 何の 交通 もない。 全然 融 

合 Qa5 來 ない、 精神の 根强ぃ 背景が、 それぞれ について 出 來てゐ る。 さう した 背景が、 今後 はも 

う 少し 寬容 に、 もっと 大きい ところで 統一 せられる やうな 訓練が、 民衆に は 必要な ので はない か 

と S ふ。 —(昭和 五 年 十二月) 
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紫 野 か ら 

口 謹んで 年頭の 御 挨拶 を 申し 貴家 御 一同の 健康 を 祈り 上げます。 この 形式の 賀狀を 以て、 あな 

たへ これまで 幾年 御 挨接を 申し上げて 參 りました か。 贺狀 は虚禮 であると は 申します が、 私 は 平 

素 御無沙汰 を 致し、 或る時 はお 手紙 を 戴いて ゐても 御 返事 をお くらせたり 御 返事 をす つかり 書か 

なかったり、 また 或る時 は 折角お 訪ね 下さって もお 目に かかる ことが 出來 なかったり、 あらゆる 

非禮を 致して 居ります から、 せめて 年頭に はすつ. りの お^び を 申し上げ たいと 存じ、 こ Q 御挨 

接 狀を差 上げる 次第で ございます。 

ロ今 年 こそ は 少し は 生活の 整理 も出來 るかと 考へ てゐ ながら、 毎年 同じ やうに あわただしい 年 

を 送ります。 青年時代 書生 時代の 感情 は そのまま であり 今な ほさう した 簡單な 書生 生活 を 送って 

は 居ります が、 流石に 私 ももう 將來の 生活 をよ ほど 整理して 實 功の あがる 工夫 をし なければ なり 

ません。 現 實の社 會に對 する 實踐的 情熱 は 依然として 力強く 私に 働き かけ、 私の 交友 的 周 圍は私 

を 濃厚に その 空氣を 以て 取り 園み ますが、 私自身 街頭に 立って 實踐的 運動に 携 はるに は、 私の 健 
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康が旣 に 刀 折れ 矢つ きた 狀 態です。 隨 つて 私 は、 自分の 健康の 最大限度 を 以て、 私の 分擔 すべき 

部署に 一 兵卒と して、 かつ 最も 實 功の あがる 仕方で 參與 し、 社會 人と しての 責務 を果す こと を 固 

く覺 悟して 居ります。 

□ 昭和 五 年度の 私の 著作と して は 『文明 は 何處へ 行く』 『生產 經濟學 より 信用 經濟學 へ』 『失 

業 問題と 景氣 恢復』 『マルキシズム 批刹』 『八 犬傳 物語』 『人生 論』 の 六 著 を 公刊し ました。 

□ 私 倒 人の 編輯で、 第一 書房から 『哲學 年報』 『國 文學 研究』 の 二 雜誌を 公刊し はじめました。 

また 私 も 一同 人と して 參 加し 『短歌 建設』 とい ふ 小 誌 を 月刊し はじめ ましたが、 これ はすつ と以 

前から 續け て來た 自由 律 現代語 歌 運動 の 全國的 聯絡 を企圖 した も のです。 

ロ公式主義的マ ルキシストとの徹底的論(I_^は、 この 一年 も 同様に 體續 せられました。 私 は 例に 

よりあら ゆる 利害 を 度外視し、 背 水の 陣を 布いて、 果敢に 鬪ひ 拔く考 へです。 どうい ふ 罵言が 加 

へられよう とも、 駄引 なく、 率直 露骨に 身 を 以て 鬪ふも Q の悲壯 なる 悅びを 感じつつ、 更に 勇敢 

に 進まう と 思 ひます。 

□ 最も 多くの 時間 を 費して ゐる 文化史 的 研究に ついては、 著書 を 世に 送る ことが 出來 ませんで 

した。 併し 六 年度に は、 引績 きの 『國 文學の 哲學的 研究』 第 四卷と 『桃山時代 綠畫 5.^ 論』 と をお 

1H にかけ る ことが 出来る だら うと 存じます。 

口 生活 關 係が 複雜 になれば なるほど、 そのために 事務的に 時間が 奪 はれ 研究 時間 は少 くな つて、 


研究 は 愈 5 貧弱な ものと なります し、 他面で はいたる ところ 不義理 を 重ねる やうになります。 併 

し 何分に も 私の 時間と 體カ にも 限度の あ-る ことです から、 あらゆる 非 禮に對 し 特^ 寛大な 御宥恕 

にあ づ かりたく、 お 願 ひ 申し上げます。 殊に 私の 訪問 嫌 ひや 手紙 を 書く ことの 筆不精 やが 祟って、 

隨分 勝手な 奴 だとお 憤りの こと も ございませ うが、 そ Q 點は 特にお 鉈び 申し上げます。 

□ 家族 一 同 一 年間 大した 病氣 もせす、 先づは 平穏無事に 暮らしました から、 他 辜ながら 御 安心 

を 願 ひます。 子供達 は、 時々 私が 遠足に つれて 行く こと 位 を 除いて は、 その 敎育を 私が 直接 考へ 

る こと も 來す、 自責 を 感じつつ 如何と も 出来ません。 ハ年 W 狀〕 


赤化 思想と 國體觀 念 

所謂 赤化 思想 は、 反動的な 立場に 立つ 人達に よって はまた 廣.^ 「外来 思想」 の 名 を 以て 呼ばれ 
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排斥 せられて ゐる。 健全な 思想の 持主 だと 自信して ゐる 政治家 や 敎育家 はいふの である、 赤化 思 

想 は 要するに 外來 思想 だ、 いかなる 外來 思想 も 日本の 國體と 相容れない ものである 以上 は、 これ 

を 採用す る譯 にいかない、 外來 思想 もよ い 內容の もの はこれ を 採 用し、 さう でない もの はこれ を 

排斥し なければ ならない、 と。 我々 はかう した 言葉 を これまで 幾度 聞かされ たか 知れない。 或は 

それ は 政治家 ゃ敎育 家の いふ 常識 語で あると いっても 差 支へ あるまい。 併し この 見方に は 十分の 

反省が 必要 だ。 

赤化 思想と いふ 語 を マ ル キシズ ム 乃至 諸 多の 新ら しい 社會 思想と いふ 語と 同意語 だとして 考へ 

るなら ば、 赤化 思想 はいかに も 字義 通りに 外來 思想で あらう。 何故 なれば マ ルキ シズム は， マ ルク 

スの 創始した 思想で あり、 マルクス は 日本人で はない からだ。 その他 諸 多の 社き 思想 も、 日本人 

の 創始した もので ない 限り は、 悉く 外来 思想で ある ことに 誤り はない。 併し それが 外来 思想で あ 

るが 故に、 それ を 輸入せ しめる 日本人 は 思想 的に 獨創 性を缺 いて ゐる とか、 外來 思想で あるが 故 

に 日本的で ない とか. S ふこと は當を 得て ゐ ない。 私は旣 に 所謂 赤化 思想の 成立 し て 行く 過程 を考 

察した。 赤化 思想 は旣に 世界的に 發 達し 組織 立てられて 行った 资本 主義の 缺陷 を救濟 する 方向に 

發 生し 生長した もの だ。 

それ は 人間の 懐抱す る 一 の 思想で ある こと は 言 ふまで もない けれども、 なほ その 思想に ついて 

は 特に 次の やうに 考 へなければ ならない。 第一 に、 その 思想 は 軍に 個人が 他の 侗 人と 關係 なく 任 


意に 想像し 構成した と 5 ふ ものではなくて、 思想 自身 一 の社會 的の 性質 を 持つ ことで ある。 言 ひ 

換 へれば、 この 思想の 實現 は、 その 個人 だけの 生活の 改造に 關 係が ある もので はなく、 その 社き 

の 組織の 改造に 關 係が ある こと だ。 第二に、 この 思想 は 或る 個人の 腦裡に 宿った 思想で ある こと 

勿論で あるに しても、 その 侗人 は單に 任意に 或は 寧ろ 詩的に それ を 構想した ので はなく、 やはり 

その 社會 の發 達と 必然的の 關係を 持ち、 寧ろ 個人 は その 社會 生活の 構成要素の 一 つと なり、 その 

社き 生活の 壓カ に より 必然的に さう した 思想 の 主張者と なつ たので あるから、 この 思想 は そ の 社 

會の發 達して 行く 必然的な 方向と 密接 不離の 關係を 結ん でゐる こと だ。 例 を マルキシズムに 取れ 

ば、 マルキシズム は 第一に、 單に マルクス 個人の 思想ではなくて、 マルクスが 我々 と共に 生きて 

ゐる 現實の 社會の 組織に 關 係し 社 會 的に 主張した 思想で あるし、 第二に、 それ は マルクスが 構想 

したと. S ふ 以上に、 必然的に 現 實社會 の 必然的 發達 がそれ を 生んだ といって よいの だ。 

かやう に 見れば、 所謂 赤化 思想 は外來 思想 であ からといって 我々 は それ を 任意に 選擇し 取捨 

する ことが 出来る 性質の もので はない。 新ら しい 社會 思想 は、 資本主義 社會の 必然的 發達を 追究 

しつつ 發 生した もの だ。 そして 日本の 社會 もん r や 世界 資本主義 社會の 一 構成 部分と して ある 以上 

は、 その 世界 資本主義 社會 0 必然的 發達を 追究して 發 生した 新社會 思想が 日本の 社會 Q 中に も 生 

長す る こと を 担む 譯に いかない。 我々 の社會 だけ 世界の 資本主義より 獨 立して^ 箇の發 達 をな す 

こと は 不可能で あると すれば、 その 資本主義 社會が 必然的に 生み 屮： した 思想が その-社 會の 中に 世 
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界共逋 的に 生長して 行く こと を 否定す る は 不可能 だ。 新社會 思想 を 一 の外來 思想と して 輕視 する 

もの は、 依然として 思想 を 一 つの 主觀的 個人的の ものと 見て ゐ るの だ。 

新社會 思想 はいかに も 輸入 せられた 思想で あらう。 併し それ故に 日本の 思想 は 獨創性 を缺. S て 

ゐる とはいへ ない。 何故 なれば 資本主義 そのものが 世界 共通 的の 資本主義 である 以上、 その 社會 

の 中に 發生 する 新 社き 思想 だけが 日本に 獨創 的の ものである こと は 不可能で あるから だ。 また そ 

の 思想に 對し、 日本の 國體と S ふ 標準 を 持ち，：： 山し： それによ つて 拔否を 決しよう とする こと も必 

すし も 正しい とはいへ ない。 何故 なれば、 この場合 國體は 新 思想と 思想 的に 對立 する もので はな 

く、 國體は 旣に资 本 主義と 事 責^に 對 立して ゐ るからで ある。 新 思想 を 日本の 國體が 採用す る や 

否や は 寧ろ 第二の 問題で あり、 第一 次 的に は 日本の 國體 は旣に 世界 资本 主義 社會の 中に 入り、 そ 

れの 決定す る ものに なって ゐ るの だ。 國體 はこの 世界 資本主義 社會 に好惡 何れ かの 態度 を 取る こ 

とが 屮1 來 ない。 世界 资本 主義 を 担 否 すれば、 その 國家は 生活 を やめなければ ならない。 ロシアの 

やうな 共産主義 國家 でさへ も、 國際 的に はや はり、 それと 極端 Q 對立 をな す 世界 资本 主義の 中の 

1 構成 部分で なければ ならない。 日本の 國體 はいかなる 特 l^Q 國體 であると しても、 ー且國 家が 

世界 资本 主義 社會の 中の 一 構成 部分と して 成立した 限り は、 その $1 界 資本主義が なす だけの すべ 

ての 決定から は獨 立して ゐる譯 にいかない。 さう なれば 國體 は事實 的に 资本 主義と 結合して ゐる 

答で あり、 また それ故に 國體は 新社會 思想の 決定 を 拒否す る ことが 出來 ないし、 また 事實担 否し 


て ゐるも Q でもな 5。 なほ また この 新社會 思想に 對 して 國體を 規準と して 採 長 補 短の 態度 を 取る 

こと も、 必す しも 正しい と は. S へない。 何故 なれば 新社會 思想 は 資本主義 社會を  一 Q 組織と して 

受け取り その 基礎の 上に 體系 的に 成立した も Q であるから、 それ を 要素 的に 分解し、 更に 國體を 

規準と して 採 長 補 短 を なすこと は 出来ない 害 だからで ある。 何れにせよ、 國體は 思想 採否の 結對 

的 規準になる もので はなく、 國體が 新社會 思想 を 生む 母體の 世界 资本 主義と いかに 結合し たかは、 

そ の 思想 を 採否す る 以前に 決 著 ® つい た事實 上の 問題で あつたの だ。 

二 

所謂 赤化 思想 は、 現 實社會 の 構造 原理、 卽ち 資本主義 社會の 成立す る 根本原理 を 批判す る。 或 

は批 刹す ると- S ふより は、 その 社會 が更 にい かなる 形態 の 社會 へ 必然的に 發展 して 行く か を、 科 

學 的に 追究して 行く といっても よい。 ^し 科學 的に 追究す る こと は、 また 自づ から 根本的に 批刺 

する 立場 を 含む し、 根本的に 批 刺 する こ と は、 また 自づ から 科學 的に 追究す る 立場 を 含まな けれ 

ばなら ない。 現 實社會 の 構造 原理 を 根本的に 考察す る 場合に は、 こ Q 二つの 立場 は 互 ひに 全く 獨 

立した ものに なって ゐる ことが 出來 な い 。 

新ら し S 社會 思想 は、 現 實社會 の 構造 原理に 對 しかくの 如く 根本的に 批判的な、 または それ を 

究極 的に 追究す る 態度 を 取る がた めに、 一 般の 人達の 目に は 現 實社會 に 何ら か 急激な 變革を 加へ 
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ようと 欲する ものの 如くに 映 じ、 隨 つて 赤化 思想と 呼ばれ やすい。 現 實社會 に 於いて は、 それに 

支配的 地位 を 占める がた めに 社會の 根本的 變革 により 最も 多くの 損害を被る 階級の 人達が 存在し 

てゐ るが、 さう した 人達 は 殊に 新社會 思想の 勃興して 來る； J と を歡迎 して ゐ ない。 隨 つて、 現實 

社會の 構造 原理に 對し 根本的に 批钊 する 態度 を 取る 人達 を 何ら か 奇矯な 不健全な 思想 を 持った 人 

達の やうに 見る 場合 は 少なくない。 例へば 所謂 赤化 運動に よって 法律 的 制裁 を 受けよう としてな 

る 若い 人達 を 見て は、 その 人達の 肉體的 健康が 十分でなかった とか、 その 境遇が 奇矯 的 言動に 向 

はないで は ゐられ ないやうな ものであった とかいつ て批 刹す るの を、 我々 は 幾度と なく 見て ゐる。 

けれども 最近に は、 流石に 警察 的觀 察に よっても 事實 上の 結論 はこれ と 反 封の ものに なり、 肉體 

も 完全、 智力 も 優秀、 その 境遇 も 決して 不幸で ない ものが 所謂 赤化 運動 者で ある 場合が 多々 發見 

せられて、 以前の 期待 は 裏切られつつ ある。 何れにせよ、 社會の 支配階級 は、 所謂 赤化 思想 を不 

健全な 思想と 見る し、 資本主義の 構造 原理 を 根本的に 批判す る 態度 を 極力 排斥し、 社會の 中に そ 

の 態度の 起る こと を防壓 しょうと 力める ので ある。 

併 し资本 主義 の 構造 原理 を 根本的 に 批判す るが 故に 不键 全な、 危險な 態度 である やうに 見る こ 

と は、 所謂 赤化 思想に よって 社會 人の 上に 何ら かの 損害 を 受ける 以上に、 社會 人の 道義心の 上に 

设も大 いなる 損傷 を 加 へ る ものである。 政治家 や 敎育家 は、 所謂 赤化 思想 を 一 概に 不健全な 思想 

と 見、 これが 防 返に 力める けれども、 かやう にして 人間の 道義心 は 何の 基礎の 上に 建設 せられる 


ことが 出來 るか。 政治家 や 教育家 は、 今な ほ 道 德を侗 人的に 考 へ藥圑 的に 考 へて ゐ ない。 子が 親 

に對 し、 妻が 夫に 對 しての 關 係に 道德を 見て、 新 社 會集團 の 成立 基礎に 道德を 見ようと はしない。 

けれども 現在の 如く 人 閗は卽 ち社會 人で あり、 人間 道 德は卽 ち 社 會道德 である 時に、 道德的 批判 

は 社 會搆造 の 根本 原 理の 上に こそ 最も 痛烈に 加，， へられなければ ならない。 個々 人の なす 惡は 社會 

惡 そのものに 比較 すれば、 なほ その 分量 も 程度 も 微小で あると いって 過 言 では あるまい。 例へば 

失業者 を こ れ 程多數 に 出さない では ゐられ ない 社會の 構造 は、 泥坊 が 金品 を 掠奪し てゐる 以上に 

深刻な 害惡 を、 人 問 生活の 上に 加へ てゐる ものである。 我々 が 道德に 於いて 健全な 批判 を 持ち、 

確實な 良心 を 保た うと 欲すれば、 當 然社會 構造の 根本原理に 對し 批判的 良心的な 態度 を 取らな け 

れ ばなら ない。 これ を防遏 する こと は、 結局 人 問に 道德的 批判 を禁遏 する 所以の ものと なる。 

現 實社會 の 構造 原理 は、 いふまで もな く 資本主義 である。 然るに 资 本主魏 は その 中に 多くの 矛 

盾 を 含む こと を、 我々 はいかに しても 看過し 得ない。 この 矛盾 は道德 的の 矛盾で も あれば、 また 

同時に 構造 的の 矛盾で も ある。 隨っ て こ の道德 的の 矛盾 を 含む 资本 主義 は 我々 の 批判的な 見方が 

ら當然 道義 的に 淸算 せられなければ ならない し、 また この 構造 的の 矛盾 を 含む 資本主義 は、 當然 

何ら か 他の 構造 原理に よって 立つ 社會 構造に 進展して 行かなければ ならない。 我々 はさう した 見 

方 を 保持す る ことによって はじめて 我々 の 道義心 を 確立す る ことが 屮 I 來 よう。 徒らに 社會 人の 道 

義心の 顔廢 する こと を慨 くだけで、 資本主義に 對 する 批判 意識 を 能 ふ 限り 禁 退しょう とつと める 
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ならば その 態度 は混亂 した ものである。 現在の 社會 人に 一般に 道義心が 頹廢 したと 見る こと は、 

必ゃ しも 正しい と 思 はない。 しかし 若しも さう した 傾向 も 見られる とするならば、 それ は 專ら社 

會 組織の 根本原理に 對 する 道義 的 疑惑が 現 實社會 の 支配 意識に よって 害毒 視 せられる ことの 混亂 

から 生起した もので あり、 この 混亂が 個人の 道 德的判 斷に據 り どころ を 失 はしめ たので ある。 

それ故に 私 は、 社會 人の 道德 意識 を 一 箭社會 的に 確立し ようと 思 ふなら ば、 その 社會は 資本 主 

義に對 する 道德的 批判 を 決して 防壓 して はならない と考 へて ゐる。 この 防壓 こそ は 却って 現在の 

社 會惡の 有力な 一 原因な の だ。 资本 主義 は、 それ 自體 決して 全く 道義 的な 原理 だと はい はれない。 

隨 つて 資本主義 の 是認 を 根本 前提と して 新ら しい 社會 思想に 立ち 向 ふなら ば、 社會 的に 失 ふと こ 

ろ はあって も 益す ると ころ は いささか もない。 また 資本主義に 對 する 批判 を 熾 盛なら しめれば 社 

會 組織に 危害 を與 へる やうに 考 へる こと も 誤謬であって、 資本主義に 對 する 道義 的批 刹の 上に 旣 

に 一 の 常識が 成立して ゐる 今日で は、 資本主義 原理の 矛盾 を斷定 する 常識 を先づ 明らかに 許容し 

て、 さて 次に この 矛盾 を 除去す る 過程の 選擇 についての 論議 を蔽 ふ. ところな く盡 さしめ る ことが、 

卽今 必要の 手段な の だ。 

三 

赤化 思想 は 日本の 國體觀 念 に 背反す るから これ を 排斥し なければ ならない とか 新 社 <w 思想 は 日 


本の 國體觀 念 を 規準と して これ を 取捨 選擇 しなければ ならない もの だと か 5 ふ 見方 は、 人々 中 

によ ほど 强ぃ 常識と なって 信じられて ゐる けれども、 重ねて 論す るが、 私 は 國體觀 念を必 すし も 

さう した 場合に 規準と なる 性質の もの だと は考 へない。 國 家が 國體を 持つ の は當然 のこと であり、 

ロシアの 如き 共産主義 國家も 亦 必然的に 國體を 持って ゐる。 國體と は、 一 つに は その 國 家の 政治 

的 構成の 根本原理 であり、 二つに は その 政治的 構成の 歷史性 だ。 それ故に 國體 は單に 原理で もな 

ければ、 また 單に 歷史 でもな く、 その 二つ を 併せ 含む ものである。 この 兩者 は、 何れも 他に よつ 

て 批判 せられる 生活 內容 では あっても、 他 を 批判す る 規準 原理と なり 得ない。 新ら しい 社會 原理 

が 國體觀 念と 接觸 した 時には、 當 然國體 のこの 二つの 方面と 接觸 する 0 であり、 隨 つて 我々 は 赤 

化 思想に ついて この 二方 面接 觸の 問題 を 解決し なければ ならない。 第一 に 新 社き 思想が 國體の 政 

治 的 原理と 接觸 した 場合に はどうな るか。 國體の 政治的 原理 は旣 成の もので あり、 新社會 思想 は 

必ら， f 何ら かの 理念 的 原理 を その 中に 具體 化せし めて ゐ るから、 國體の 政治的 原理 は 當然新 社き 

思想 に より 批判 せられなければ ならない。 卽ち 國體は こ の 場合 新社會 思想 を 批判し 選擇す る 規準 

と はなり 得ない の だ。 併し 次の やうに は 一一 M へる かも 知れない。 新社會 思想 は 理念 的に は どれ だけ 

正しく、 國體 はこれ により 批判し 是正せられ なければ ならない としても、 國體の 政治的 原理が 是 

正 せ ら れ て 行く に は ま た自づ から 經過的 の 見方が 必要で あ る と。 經過 的の 見方が 必要 だ とい ふこ 

とと、 改造が 漸進主義 的 だとい ふこと と は自づ から 別の ことに 屬す るが、 所謂 赤化 思想 者 は壞. - 
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雨 者 を 混同して ゐる。 ^し 無産者 獨裁も 亦 一 の經過 原理であって、 我々 は そのこと が 賢明で ある 

かどう か を 批判し なければ ならない もの だ。 國體の 政治的 原理 はこの 經過 原理 を 決定す ろに 第 一 

の 資料と なる ものである けれども、 所謂 赤化 思想 者 は それ を 重視し ない 點で 多くの 誤謬に 陷っ て 

ゐる。 

第二に、 國體は その 國 家の 成立に つ. S て具體 的な 歷史性 を 持って ゐ るが、 歷史性 は 一面で は批 

IP せられる 生活 內容 であり、 他面で はすべ ての 生活 內容 の具體 化せられる 源泉で ある。 併. しこの 

後者の 場合に も、 それ は 批判 選撵の 規準に なること を 意味し ない。 すべての 生活、 すべての 思想 

は具體 化せられなければ なら な い 。 具 體性を 得た と は 、 その 生活 その 思想が 歷 史的 の ものの 中に 

吸牧 せられた とい ふこと と 同義 だ。 併し 生活 や 思想が 具 體性を 得た ことと 批判せられ たこと と は 

自づ から 刖 である。 具 體性を 得た からといって 批判 を 免れる こと は屮 r 來 ないし、 批 刹せられ たか 

ら といって 具 體化を 免れる こと は 35 來 ない。 生活 はいか やうに 批判せられ たと しても、 批钊 せら 

れ たがために 歷史 性と 矛盾す る もので はない。 批判が ？単 に 原理 的な 批 刺 として だけ 行 はれ 得る と 

考へ るの は、 唯理 主義の 誤謬 だ。 いかなる 批判 も 歴史的 事實 の具體 性の 基礎の 上に 行 はれな けれ 

ばなら ない。 具體 的な ー藝術 作品 を 得て はじめて 我々 は 美 を 語る ことが 出來 るが、 さう した 作 品 

を 離れて に唯理 的に 美の 性質 を 語る は 不可能 だ。 社會 思想に ついても 同様の ことが いへ る。 新 

社會 思想 はすべ て歷 史的に 具體 的な 何れ かの 社 # 生活と 結びつかなければ ならない。 この 結合に 


於いて、 歷史性 は 吸 牧の侗 性的 統一 0 立場に 立つ もので あり、 批判 選擇の 理念 的 立場に 立つ もの- 

ではなかった。  新社會 思想 は 必ら， f 國體 の歷史 性に 結合し、 具體 的な 個性 を 得なければ ならない 

が、 それ故に 國體の 歷史性 が 新社會 思想 の 合理的 見方に 控制を 加 へる こと は斷 じて あり 得ない こ 

とだ。 併し また 所謂 赤化 思想 者が、 その 思想の 實現 基礎 を 我が 國の 生活の 國體 その他の 歷 史的 具 

體 性の 上に 求めす それ を 全然 顧慮 しないと すれば、 これ は 全く 唯理 主義者の 誤謬に 陷 つて ゐるも 

Q である 。—『セル バン』 (昭和 六 七月 號) 


マ ッ ク 首相 を 思 ふ 


英國 最近の 政情 は、 日々 の 新聞 を讀 みっつ、 私に は 悲痛の-感じ がする。 マクドナルド ゃス ノウ 

デンが 勞働黨 より 孤立して、 あらゆる 篤 倒に 堪 へつつ、 國家 最大の 難局 を處理 して ゐ るの を 見る 

と、 いかにも 人柱と いふ 感じが して、 私 は 彼等 を 正視す る ことの 屮 I 來 ないやうな、 寧ろ 崇高な 感 

動を與 へ られ るの だ。 
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マクドナルドが 保守、 自由の 二 黨と相 結び、 擧國 一致 内閣 を 組織した 事情 は、 確かに ディリ • 

ヘラルドの 論じた ところの 如き も Q であった らう。 それ なれば こそ 私 は、 マック 首相の 取った 態 

度 を正當 であった と考 へる。 彼の やうな 態度 を 取らなければ、 英 國は國 家と して 金融 的に 破 產し、 

英國の 信用 璣關 は、 根柢より 提亂 せられた に 相違ない の だ。 この場合に 被る 民衆の 損害 は、 どれ 

だけ 大きい もので あつたか 知れない。 英國は その 時 まったく、 革命 を 行った と 同様 程度の 社會混 

亂を 、 服 前に 見なければ ならなかった であらう。 そ の 場合に 最も 深刻な 困難 を經驗 しなければ な 

らな いもの は、 第一 に勞働 階級で あつたと 思 ふ。 マック 首相 は その 危機に 當 面した から、 自己 一 

身の 過去の 歷史 と、 あらゆる 名 譽とを 抛擲して、 國 家の人 柱に 立った のであった。 私 は その 悲痛 

の 決心に、 何ともい へない 感動 を與 へられる。 

金融 は 今や、 政治と 經濟 のす ベて を 支配して ゐる。 生産 本位の 經濟學 は、 信用 本位の 經濟學 に 

轉 移しなければ なら なくなつ たの だ。 然るに 生産の 地位に 立つ 直接 勞働者 は、 容易に こ Q こと を 

理解して くれない。 そこで 英國 Q 勞働黨 の 如き 煤. 忍 力の 强ぃ、 理解の 準備の 出來 た政黨 でさへ も、 

マ ッ ク 首相の 決心に 同意す る ことが 出來 なかった ので ある。 併し 感史 の批 刹 こそ は、 絕對 的の も 

の だ。 マ ッ クの 功績 は、 後世に なって 始めて 正しく 評價 せられ、 感謝 せられる ことで あらう。 

マツ クの著 『社會 主義』 では、 經濟 生活 はや はり 生産と 分配と に 分けられて ゐる。 彼が この 著 

をな した 時には、 金融 力の 意義 を まだ それ 程强 くは考 へる ことが 屮  1 來 なかった ので あらう。 經濟 


學の 組立 そのものに 變 化の 加 へ られ なければ ならない ことが is々 と 事實を 以て 證 明せられ たの は、 

極めて 最近 Q ことで ある。 併し 彼の 今囘の 中正な 態度 は、 勞 働黨： s: 閣の 組成 以前よりの もので あ 

つた。 彼 は その 著 t 勞働黨 の 政策』 の 中で、 勞働黨 は 問題 を科學 的に 取扱 ひ、 政略 的に は 取扱 は 

ない と. S つて ゐ るが、 金融 問题を 彼の 如くに 處理 する こと は、 極めて 科學 的な 態度であった とい 

へよう。 また 彼 は その 著の 結論に 於いて、 要するに 政策 は 新ら しい 視角と 新鮮な 頭腦を 以て 見ら 

れ なければ ならな S と 5 ひ、 大戰後 は 階 殺が 相互に 破 壞し合 ふよりも 「有用 階級」 とい ふ 一の 階 

級に なつ て 結合し なければ ならない こと を カ說し 、 人間 を 分離 せしめる もの は 思想ではなくて 無 

智 であると 論じて ゐ たが、 彼 は その 時の 信 念 を 今 の 事 實 Q 中に 责現 せしめた ものと. S ふこと が屮： 

來る。 ス ノウ デンも 亦 その 著 『勞 働と 新世界』 の 中で は、 社會 主義の 意義 を 「すべての 浪費の 排 

除」 とさへ 見て ゐ るが、 彼が 今囘 の政變 以前に 徹底的の 節約 政策 を 取って ゐ たの は、 その 根 木精 

祌 よりで あると 見る こと も 出来る。 マック もス ノウ デン も、 いま 表面的に 勞働黨 より 非難せられ 

たと しても、 彼等 は 5 はば 勞働 黨の戰 線に 於け る 敢 なる 戰 死者で あつたの だ。 

然 らば 私 は マツ ク 等を戰 死せ しめた 母 黨の勞 働黨を ことごとく 非難す るかと い へば、 さう でも 

ない。 勞働黨 自體は 或は、 今囘の 如くに 處 置す るが 賢明であった かも 知れない。 マツ クは 一一 a はば 

丁如昌 である。 降伏して！^母を仰ぐものは、 彼等 數人 だけであって よい。 勞働黨 自體が マツ クと共 

に 米 國金權 の 前に 降伏した とすれば、 英國は 米國の 銀行家に より、 最早く みし やす S ものと 見ら 
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れて 了った であらう。 ま た 勞働黨 の 無産者 的 立 場 を 今後に 支持して 行く にも 困難な こと が 多く  、 

共 產黨は その 間に 漁夫 の 利 を 得て 跳梁 する ことで あらう。 私が 日 木に ゐて 過去の 不完全な n な？ -を 

^礎と して 觀 測して さへ これ 位の こと は 分る ので あるから、 英國の 勞働黨 自身の 中には、 勿論 そ 

れ ほどの 事情の 分る 人 は 多数に あるに 相違ない。 非難す る 人 も、 非難せられ るん も 共に 悲痛な 國 

運 を 背景に して ゐ る。 

併し 最も 苦痛な の は、 いふまで もな く 生ける屍 を擧國 一 致 内閣の 中に とどめて ゐる マ ッ ク 等で 

あらう。 彼の 立場 こそ は 最も 現實 主義 的な もの だ。 併し 彼 は その 現實 主義の ために、 いさぎよく 

腹を切ることも3^來なぃ。 國家 悲運の 事務 を しづかに 處理 した 後 あらゆる 汚名 を 身に 受けつつ 政 

界 を！^ 退 するとい ふこと だけが、 彼に 許されて ゐ るの だ。 

人間 は その 一 生の 困難な 行程の 問に、 かう した 場合に はほんの 數囘 しか あはない といって よ 

からう。 しかし また 熟考 すれば、 生涯の すべての 瞬間が さう した 性質の 危機 を はらんで ねる とも 

いへ る。 歷史は 非合理的な もの だ。 我々 の 立つ いかなる 立場 も、 ニニが 四で 割り切れる やうな 簡 

單な 事情の も Q ではない。 事情の 上に 事情が 積 集して ゐ るから、 何とか 我々 が 行動した とすれば- 

或る 事情 は 合理的に 解決せられ たと しても、 他の 事情 はこ の 行動に より 寧ろ. 畸形に 歪められ たか 

も 知れない。 かう した 場合、 抽象的な 純理 論 を 推す こと は、 簡眾 明瞭で はあった にしても、 抽象 

的な 純理 論 は、 實際 はまこと に 合理的な 態度で はなく、 あらゆる 事情 を m 来る だけ ひろく 顧慮し 


た 方策 こそ は、 眞 に具體 的に 理想主義 的な 態度な の だ。 

誰が 現實 主義者 か 

日本の 思想 戰線、 社會 運動 戰 線に 立ち、 眞に 日本の 生活 を 愛して 行かう と 思 ふ もの は、 大 なり 

小な り マック 首相の 立場に 似た 位置に 立た されて、 ただ ひとり そ G 良心 を 見つめ、 その 苦衷に 堪 

へて 行かなければ ならぬ ことが 少なく あるまい。 

今 我が 國の 思想界に 於いて 公式主義 的な マルキシズム を 信奉す る 外 觀を呈 せしめて ゐる もの は、 

その 人の 實 際の 生活、 實 際の 信念の 如何なる ものである とに 關係 なく、 妥協し ない 純粹 理論的の 

態度 を 取る ものの 如くに 見える であらう。 併し その 自稱マ ルキシ ストの 中に、 本 當にマ ル キシズ 

ムの 理論 を 理解して ゐる ものが 幾人 あるか。 單に 一一 一一 口 葉の 上で 公式 的に マ ルクス ゃレ H 一一  ン Q 語 を 

引用す る こと は 容易で ある。 また 單 純に 公式主義 的に その 飜譯 のま ま Q マ ルキ シズム より 逸脫し 

な. S やうな 論 を 書く こと も 容易で ある。 思想家と して は、 この 公式主義 的 マ ルキシ ズムを 取る 外 

貌を呈 せしめて ゐれ ば、 それだけで 進歩的な 思想家の やうに 見える し、 ジャ ー ナ リズムの 上で も 

有利で あらう C 單に その 有利の 故に、 マルキシズムの 外貌 を呈 せしめて ゐる もの も 二三なら や あ 

るし、 また 若い 思想家な ど は、 一般に マルキシズム に 公然 批評 的の 語 を 書く こと を 警戒して ゐる 

とも 見られる。 かう した 時代に 自己 C- 態度 を いつはら す 公表し、 敢然と その 所信 を 主張して 行く 
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こと は、 甚だ 困難なる ものである。 

^は 哲學の 上に、 いつまでも 理想主義の 立場 を 捨てようと は 思 はない。 哲學 思潮 は、 時代に よ 

り 幾多の 變 遷を經 験す るし、 學界に は 進歩 も ある ことと 思 ふが、 その 思潮が どうい ふ 風に 變 化し 

たと しても、 私 は 理想主義 を拋棄 しなければ ならぬ とは考 へない。 理想主義 だから 觀念論 的 だと 

見る こと は、 一 の 迷信であって、 それ は 理想主義の 內容 をよ く 知らないの だ。 が、 私 はまた 他面 

に マ ルキシ ズムに 同意して ゐる。 併し. S かなる 思想に も發展 がなければ ならない から 過去の 理想 

主義 を淸算 する 如く、 過去の マ ル キシズ ム を淸算 しなければ ならない と 私は考 へる ものであるが、 

今の 時勢で は、 とにかく 公式主義 的の マルキシズム を 離れる こと は、 すべての 場合に 大 5 なる 不 

利で あらう。 

私の 周國 にも、 幾多の 篤ず が あつまった。 私 は 日和見 主義者で あり、 觀念 論者で あり、 反動 主 

義 者であった。 併し 今 は 流石に 私 も これら Q な 嘲に 堪 へて 行く だけに 陶冶 せられて ゐる。 私 は そ 

れ よりも 日本の 生活 を 愛して 行かう と 思 ふ。 私 は 日本人と して、 人 マ ここに かく 生活して ゐろ。 私 

は その 日本の 現責 生活 をより 正しい、 より 高い、 より 住みよ いものに したいと 熱望す る。 私の 希 

願 は その外に ない。 私が 個人と して 受ける 篤 言の 如き、 何物で あらう。 い かなる S 想 も その 日 木 

の 生活に 具體 的で なければ ならない。 この 具體 性を敎 へたの が、 マルクス であり レヱ 一一 ン であつ 

た。 我々 は 原理 を 口 本 的に 具體 化しなければ ならない。 日本的に 具體 化すれば こそ、 その 立場 は 


眞に國 際 的と なる ことが W-H 來る の だ。 

觀念 的と は、 思想の 內容 として 何 を 取る かな どい ふこと 以上に、 その 思想 を懷 抱す る 人の 人間 

的な、 また 社會 的な 態度に 直接に 關聯 して 言 は れ なければ ならない。 ただ 頭で だけ 煩 琪に考 へ 現 

實 的に は 何程の 裨益 すると ころもない、 所謂 辨證 法的 唯物論の 理論 鬪爭の 如き は、 社^的に 考へ 

て觀念 的の 甚だしい ものであるし、 辨證法 的 唯物論な ど を 面倒く さく 議論し て ゐる人 は 人間的に 

觀 察し て觀念 的の 人で あると 私は考 へ る。 純粹 に哲擧 的の 思索と し て こ の 問題 を 考察す る XJ と は 

少しも 差 支へ のな. S こと だし、 私 はむしろ その 考察 を勸獎 したい もの だ。 併し 現實の 社會鬪 (ザに 

於いて、 この 考察が その 鬪爭を どれ 程 有利 に 導く ので あるか。 

今や 我が 社會 思想界に 於いて は、 理論 だけが 尖端 的 だ。 そして 現實 Q 正しい 把捉が 怠られて ゐ 

る。 ここに 尖端 的 だと. S つたの は、 理論が 高. S 進歩 を 見せて ゐ ると. S ふ 意味で はなく、 現實 から 

離れて 抽象的に なって ゐ ると いふ 意味な の だ。 —(昭和 穴 年 九 5 
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「我が 國」 と 「この 國」 

近頃 思想 的の 論文 を よんで ゐて、 「この 國」 と 書いて ある 一一 一一 口 葉が 耳 ざ はりに な， つてなら ない。 

これ だけ 書いた ので は、 「この 國」 が 何 を 意味す るか さへ まだ 讀 者に は 分らない かも 知れない。 

我々 は 日本 を 指して いふ 時に、 つねに 「我が 國」 と S つて ゐた。 然るに 近頃の 若い 思想家、 殊に 

哲學の 畑から 出た 思想 だと か、 むづ かしい 哲寧 的な 議論 をす る 所謂 辨證 法的 唯物論 者 11 マ ル 

キシ スト だと か は、 殆ど. V 部分 「この 國」 といって ゐて 「我が 國」 とはい はない の だ。 私 は それ 

が 耳 ざ はりに なって ならな， so 

外國 へいって 來た 人達が、 外國 のこと を 「あちら」 といって 外國 自慢 をした の も、 もう 一昔前 

のこと になった。 今でも 「あちら」 ではと いって 外國 土産の 話 を 得意に なって する 人 はないでも 

あるまい が、 今 C} やうに 誰れ でも 彼で もが 外國へ 行って 來 ると、 「あちら」 の 効能 は それ 程の も 

ので なくなって 了った。 効能が なくなれば、 自然に こんな 言葉の 使 ffl も衰 へる ので ある。 外圃書 

のこと を 「原書」 と 呼んだ の は、 明治時代の 飜譯 文明の 遣 物で ある。 外 國の書 も 日本の 書 も、 特 


別に 違った 書の やうに 感じな. s から、 私な ど は 「原書」 とい ふ 語 を 頭に 浮べる こと もない が、 時 

時 他の 人が その 語 を 使って ゐ るの を 聞いて、 日本の 文明の 飜譯 臭の 根强. S ことに 令更 ながら 氣づ 

かされる ことがある。 

「この 國」 とい ふ 語で 「日本」 を 意味す る ものなら ば 、外！： は、 これ を 「かの 國」 とい ふ 語で 

呼ぶ ので あらう か。 私 はま だ この 人達が 外國 のこと を さう した 特別の 語で 呼んだ の を 見て ゐ ない。 

然 らば この 人達 は * 自らの 地位 を 何處に 置いて ゐ るので あるか。 いかにも 自分の 手近かの- 阈を、 

「この 國」 と 呼ぶ の は 間違 ひで はなから う。 ；？^ は 今 ここに かう して 物 を 書いて ゐる机 を 「この-机」 

と 呼ぶ ことが 出来る。 それと 同じい 用法 を 以て は、 日本 は 「こ Q 國」 でも あらう。 併. しその 場合 

に は、 指された もの は 指した 人より 離れて 存在し なければ ならない。 外國 人が 日本へ 来て 「この 

國」 とい ふの は 少しも 間違 ひで はない。 外 國人は 日本の 國 に所屬 する もので はない からで ある。 

「この 机」 と 呼んだ 時には、 机 はあくまで も 物質的の 机と して 見られ、 私より 離れて 存在す る。 

併し 「我が 机」 と 呼べば、 机 はもつ と 人間的の 關係を 持って 見られて ゐる。 私の 一 住んで ゐる家 を、 

「この 家」 と 呼んだ 時には、 家 は 軍に 建築物と して 見られて ゐ るし、 「我が家」 と 呼んだ 時には、 

それ は 私の 生活と 直接の 關係を 持つ も Q として 見られて ゐる。 「我が家 庭」 と. S ふ もの はあって 

も、 もはや 「こ Q 家庭」 と 呼ぶ もの は あるまい。 

「こ 0 國」 と 呼ぶ 人 は、 自ら を 曰 木 人と 考 へて ゐ るので あるか、 外國 人と考 へて ゐ るので ある 
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か。 國 から 離れ、 國に 親しみ を 感ぜす、 國を 物質的に て 社. & 的に 見ない 人なら ば、 「この 國」 

と 呼ぶ がよ からう。 併し さう した 人が 「人間 學」 的の 哲學 思想 を 取るな どい ふなら ば、 私 は その 

人の 態度の 矛盾 を 責めようと 思 ふ。 「人 問學」 は g 早なる 哲學的 知識であって はならない。 それ は 

人 問の 生き生きとした 態度 そのもので なければ ならない。 「この 國」 と 呼ぶ 人 は、 人間的 自覺が 

乏しく 自我の 力が 弱い の だ。 

マルキシストが 「この 國」 と 呼ぶ 場合に は、 また 別の 意味が あらう。 彼等 はィ ンタ アナ ショナ 

ルな 立場 を 取り、 國家を ブル ジョァ 的な 機關 として 考へ るから、 日本 を 指す 場合に も 「この 國」 

としかず へない ので あらう。 卽ち この場合に は、 明らかに 彼等の 態 皮に 自國 Si 呪が あるの-だ。 ^ 

しさう した マ ルキシ ストの 立場 を 取らない 若い 思想家 までが 何故 「この 國」 と 呼ぶ ので あるか。 

ここに は 無意識的に 自國 卑下の 觀 念が 働ら いて ゐる。 また 今の やうに 國 家に 對しマ ルキシ スト 的 

な 解剖 を 加へ る ことが 一 の 流行で あると、 國 家の 上に 「我が」 とい ふ 語 を 冠す る こと は、 何 かし 

ら 反動的な 舊 思想家の やうに 見られる こと を、 無意識的に おそれ 警戒して ゐ るの だ。 外觀 をお そ 

れる 自信の 乏しい 我が 少壯 思想家の 弱腰が かう したと ころに 自づ から 暴露 せられて ゐる。 

また マルキシストの 立場に 立つ としても、 日本 を 「我が 國」 と 呼ぶ のが 何で 不當 であらう。 國 

家 は どんな 性質の も-ので あらう と、 また マルキシスト 的 思想 を懷 抱しょう とすまい と、 我々 がと 

にかく 現に、 「我が 國」 に 所屬 して ゐる こと は、 一の 否定 出来ない 事實 ではない か。 「我が家」 


が どんな まづぃ 家で あらう と、 i は その 「我が家」 から 着手せられ なければ ならない こと だし， 

また まま 家 だからといって、 「我が家」 でない とはいへ ない こと だ。 ？-ゃ 「こ I」 と 乎ん 

だた めに、 その 家の まづ さから 責任 遁れ をす る ことの 55 來る もので も あるまい。 具 證性を 主張す 

る ことこ そ は、 マルキシストの 根本的の 態度で ある 蒈だ。 .|¥本新，：(』(昭2ハ年十月號) 
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紫 野から 

口 毎年の 例に よりこ Q 印刷物 を 以て 年頭の 御 挨拶 を 申 上げ、 謹んで 贵 〔や 御 一 同の 健康 を 祈り 上 

げ ます。 毎年 申 上げます 如く、 私 は 別して 社交的に 無精 者であります ために、 お 手紙 やら 雜誌、 

御 著書 やら を 戴きながら 御 返 や 御 禮を总 つ たり、 一 々 御 挨拶に 參上 致す ベ きと ころ を缺禮 いた 

したりして ゐ ますから、 せめて はこ 0 年頭に そのお 鉈 びの 言葉 を 申 上げたい と 存じます。 すべて 

の非禮 にも 拘ら す、 私の 衷情の 眞實 をお 汲取り 下された く 願 ひ 上げます。 

□ これ また 毎年の 例に より、 私 昨年 中の 生活 を 御 報吿申 上げます。 三月に ひどく 流感に やられ 

ました。 妻と 子供の 一 人 も 相 前後して ひどく やられた ので 弱りました。 私と して は 近年 これ 程 ひ 

どく 健康 を 害した ことはありませんで したが、 幸 ひその 後 は 一 同 健康に 打 過ぎ 居ります から、 他 

事ながら 御 安 意 を 願 ひます。 

口 直ぐ 近く を市內 電車が 通過す る ことと なって、 新春 n 十々 その 工事が 始まりました ため、 附近 

1 帶 もまた 區劃 整理せられ、 俄然 新開 町の 如き 土地と なりました。 この 印刷物の 「紫 野から」 も 
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もはや 附近の 景に はふ さはし くない もので、 通路が 開かれ 土地の 形 狀が整 へられ、 毎日の やう 

に 建築 が^て ひろげられて 居ります。 私が &の 地に 住居し はじめた 十 數年前 は、 周 圍ー體 田園で 

あり、 數 年間 その 閑寂 を悅 んでゐ たのであります が、 今 は 非常の 變 化であります。 

□ 私自身 も、 害 箫の窓 下に 道路が II かれ その 窓 を 隔てて 直ぐ側に は 請負業者の 大工 小屋が 建て 

られ ると いふ やうな 狀態 であり、 執筆 も 讀書も 全く 不可能と 相 成りました から、 斷然 決意して 庭 

地 を ひろげ 新書 齋を增 築す る ことに 致しました。 春に 着手して 夏に 完了、  二階 5^ 十 室の 小 研究室 

であります。 二十 年來 私の 宽書 癖に より 宽 集した 書籍 は 元より 微々 たる もので はあり ますが、 そ 

れ でも 新 甚；； W 齋の 八窒を 充てる ものと なって 居ります。 その 大部分 は 活字本であって、 古典 原本 

の I 见 集へ はま だ 容易に 乎が 仲ば せません が、 他日 ここに 私の 記念 文庫 を 完成せ しめ、 幾分で も特 

殊 研究者の 利便に 资 する ことの 出來る ものと して 殘 して 置きたい 念願であります。 拙宅 は、 電草 

ならば 今度 は 「北 大路 新 町」 停留 場より 南 僅かに 半 町であります。 

口 こ Q 機 食に 併せ て 申 上げますならば 私の 手許に あ る雜誌 も、 こ の 十 救 年間の もの を 概ね 棄却 

しないで 保 ^してあります。 一 旦 は！^ 却 整理しょう かと 思 ひました が、 1^ 災後は 特に 保存の 必耍 

を 認め そのままに 致して あります。 社會 思想に 關 しての もの は 小さな 團體 の稷圏 誌から パ ンフレ 

ット、 リイ フ レットの 類まで 恐らく 一般の 圖嘗 館に ない もの をまで 含んで 保^して あります が、 

出來 得べ くんば、 かう した もの を も 今後 教ぉ 理 して 置く 設備 を 致したい と 思って 居ります。 


口 周 園が 喧騒に なると 注意の 集中が 中斷 せられ、 リズムの 一貫した 執筆の 出來 ない のが 私の 困 

つた 習慣であります。 隨 つて 昨年 は、 纏まった 著書と して は 『宗敎 論』 『道德 改造 論』 の 二 著 を 

世に 途 つたに 過ぎません- 『哲學 年報』 『國 文學 研究』 の 二 雜誌も 暫時 休刊し ましたし、 私の 學 

術 論文の 纏めて 刊行 せらるべき もの も、 自然 その 整理 を 延期す る の やむな き妝態 で あ り ま し た。 

—(昭和 七 狀) 
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今日から 直ぐ 近く を 市電が 通る。 朝寢坊 Q 自分に は、 少々 痛棒で ある。 自分 は 夜が おそいから、 

朝の 電車の 動き ffi す 頃 はやつ と 夜中の 夢と いふ 譯 だが、 今朝 は その 夜中の 夢 を 電車の 音 で 覺ま さ 

れた。 市内 電車と いっても まだ 野の 中 を 走って ゐて、 あたりに は 昔 響 を 防止して くれる 家並が な 

いから、 その 野の 中の 長い 距離 を 走る 電車の 昔 を 工場の 機械の 音の やうに して sra いて ゐ なければ 

ならない。 殺生な 電車 だが 致し方がない。 
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私が 初めて ここへ 居住 を 定めた 頃に は、 あたり は 一面い なごの 飛ぶ 田園で、 すっと 遠くまで 所 

謂 紫 野の 開 滞 地が 續 いて ゐた。 叙 山 も 愛宕 も 比 良 も、 書齋の 窓から 滿喫 出来る し、 賀 茂の 葵祭の 

行列 が 遠く Q 松 並木の 間 を 美し い 色取り で 通って 行く 時、 客 と 話 をしながら 窓から 望んだ もの で 

ある。 勿論 電車へ は 七 八 町あった。 夜な どお そくなる とどの 俘留 場で 下りた もの かと 考 へて、 人 

力 車 帳場の ある 場所 を あれ かこれ かとさが した ものである。 同志 社の 角の 人力車 帳場の 前で 電車 

を 下りる のが 普通であった。 ここの 帳場の 人達と は、 いつの 間に かな じみに なった。 自分が ひど 

く 健康 を 害し 長く 引 籠らなければ ならぬ やうに な つ た 時、 自然 人力車に も のらない やうに なった 

もの だから、 帳場の 男た ち も それに 氣づ いたので あらう。 或る 曰 来客 をのせ て 来た 車夫が、 その 

來 客から 自分の 病戕 など を しみじみと^き、 「帳場の もんが みんな 大將の 病氣を 心配して ゐ ます」 

と 言 傳 て をして 焚 ひたい と 熱心 にいつ た 話 を來容 から 聞きながら、 私 は 床の 中で そ の 暢 を 心像 

に 描いて ゐ たのであった。 その 帳場 も 今 は 本屋の やうな ものに 變 つて ゐる。 


この 家に 住んで から 何より 困る の は、 私の 藏 書の だんだん 殖えて 行く こ とであった。 十 數年經 

過す ると、 流石に 一 窒ゃニ  書齋 では、 その 本の 置き場がない。 仕方がな. S ので 四 五 年 前に ひ 

ろ. S 一  窒を tl^,?^ が、 fv,s- も  一 二 年た.^ ぬ. 桐^; b つ f か..^ ふさ. がって つた。 私 は 何 か 1 つ！ i 


文で も 書かう と 思 ふと、 栗鼠の やうに 本の 山の 間 を 飛び越え 飛び下りしながら、 あっち Q 棚の 奥、 

こっちの 窒の 隅から 求める 本を發 掘し なければ ならなかった。 一 つの. 論文 を 書く ために は、 全く 

大分 ひどい 程度の 窒内體 操 をす るの だ。 この 二 年ば かり は、 その 發掘 ももう 絕 S 玉に 近い 程の 狀態 

で、 氣 をく さらして ゐ たが 今年と いふ 今年 はもう 我 ii が 出来ない。 斷然 決意して 大いに 外 愦を起 

し、 ー擧に 十窒を 含む 書 齋の增 築 計畫を 立てた の は、 かう した 事情から である。 

私の 藏 書に は 美術書が かなりに 多い。 美術品 は 何でも 好きだが、 本物の 美術品. を 買 ふことの 中：； 

來な いもの は、 先づ それの 寫眞を 載せた 美術書で 滿 足して ゐ るより 外 はない。 が、 い よいよ 新築 

の 書齋が 31 來 上り、 書物 を それぞれ 分類して 各室へ 置いて 見る と、 今度 は 本物の 美術品が とめど 

もな く 欲しくな つて 來る。 自分の やうな 贫乏 浪人に は大 それた 望み だが、 人間 望み だけ は 勝手 

に 頭で 考 へる こと だから、 ど うに も 制御 屮 H 來な い 。 


浮 f 输も 欲し いな、 と 思 ふ。 これ は 大阪の 浮世 綺展を 見に いって 歌 腾 の 絶品な どが 案外 安惯な 

Q を 知つ てからで ある。 歌 麿の 絶品が 百圆 やそこら で 買へ ると すると、 ー萬圓 ほど 欲しい なと 思 

ふ。 さう すると 自分 は、 飛びつ 切り 高い もの を 除き、 中等 どころ の 佳品 だけ を 買 ひ 集めて 浮世 输 

各 時代の 標準 靈 陳列 館 を 建てて 見せる がな、 と 思 ふ。 浮^ 終の 陳列 館、 それだけで 隨分 面，： n いも 
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のぢゃ あない か。 畫， iM たち は それで 大分 助かる ぞ、 と考 へて 行く が、 肝 肾 の 一 萬 がな. S から 致 

し 方がない。 口 本の 金 持 はお 金の 使 ひ途を さつば り 知らないな、 髙 がー 萬 圆か そこらなら、 何で 

もな いぢ やない か、 と 例によって 憤慨して 見る が、 愤慨 はお 金 を 生む 譯 でもな， S からどう にもな 

ら ない。 どこの 國で もさ うだらう が、 お金 をう まく 使 ふ 工夫 は、 貧乏人 だけが 考 へつき、 お金 持 

はさつ ばり 考へ つかない ものと 見える。 いや 僕達 Q 考へも 及ばない 弗 買を考 へて、 たん まりと 儲 

ける 頭 だから、 まさかお 金を使 ふ 工夫 を考へ 得ない ので もなから うが、 考へ つかない やうな 額 を 

して ゐ るの かも 知れない。 

陶器 も 欲しい な、 と 思 ふ。 M さんの 鐵筋 凝結 土の 一鬼 藏窒を 見せて 貨 ふと、 あんな 立派な 支那 古 

陶器な ど 自分な どが 宽集を 夢 さら 考 へ てなら ない もの だら うと 思つ てゐ たが、 つ い こり 15^ 引 |ほ ？ 

て 二度 大阪で 正札の ついた 古陶 器 を 見てから は、 古陶 器の 蒐集 必す しも 全く 不可能の もので ない 

やうな 氣 がし 出した。 先 づ先づ 佳品と 稱 すべき ものが、 僅かに 数百 金で 買へ る も Q ならば ー萬國 

あれば 支那 古陶 器 を 各 時代に 亙り 標本 的に あつめる ことが 31 來 るな、 と 思 ふ。 それ を 陳列 館に 並 

ベ たらこれ は隨分 有益 だな、 と 思 ふ。 が、 その ー萬圆 がない 袖の 想像 だから 致し方がない。 日本 

のお 金 持 はどう も 立派な 使 ひ途を …… たかが 一 萬 かそ こらの 目く そ 金が、 …… とまた 同じ 筋途の 

こと を考 へる の だが、 こいつ は少々 くどい。 

あれ も 欲しい し、 これ も 欲しい。 が、 欲しいだ けの 欲望で も 致し方がない から、 よし、 これ か 


らー つ 集めて 見せる ぞ、 この 贫乏 浪人の が どんな もの か 見て 居れ、 と斷然 決意す る。 さう だ， X 

那古 陶器に してやらう。 これから 一 つ 各 時代の 標準 品 を あつめて、 小さいながら ピリ リツと した 

コレ クシ ョ ンを つくって © いて やらう。 さう 決意した ところで、 直ぐに K 氏の 店から 屈け て賀っ 

たの は、 唐 三 彩が 三 侗と宋 の 磁 州の 壺が 一 侗 である。 それ 見ろ、 自分の コレ クシ ョ ン にも 唐 三 彩 

が ある ぞ、 全くす ばらし. S 奴 だぞ。 と 撫でて は 見る が、 何に せよ K 氏の 店で はこの 三つが、 玩具 

の やうに 一 等 小さかった 三 彩 だ。 餘り 威張って ゐる譯 に はいかない。 子供た ち も 寄って 来て その 

三 彩 を 珍ら しがる。 よい 玩具 だと 思 ふので あらう。 「パパ は 何でも 小さい のが 好きなん です ね」 

と 子供達が いふので、 苦笑 を？ I らして 肯 いて ゐ るより 外 はない。 

やっと 四つ だけ W 来て 見る と、 今度 はまた 直ぐに K 氏の 店の 彩色 土器が 欲しくな つたから、 そ 

れを 二つと 宋の黑 色の 壶とを 屈け て赏 ふ。 K 氏が 自分で 大阪の 店から 持って 來て くれた。 何に せ 

よ アン ダ ー ソンで 有名に なった 彩色 土器で ある。 彩色 土器と いったら 大學の 考古學 硏究窒 か、 よ 

ほど 凝った 特殊の 蒐藥 家のと ころに しか あるまい と 思って なた もの だが、 いよいよ 八：' 日 は 自分 の 

蒐集の.^ 祭りに あげたの だから 大した もの だ。 宋の 黑ぃ壺 も、 見て ゐ ると 中々 貫目が ある。 

毎日 齒醫者 通 ひ をして ゐて、 今日 これから 外出し ようと 洋服 を 着かへ たと ころへ K さんが 来ら 
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れ たの だが、 翳 者 通 ひ を そつ ものけ にして 二三 時 十：： 陶談 に， 取った。 K さん は 毎月の やうに 支那 

へ 古陶 を 買 ひに 行って ゐ るの だ。 自分 は ホブソンの 本 を，： S して、 その 寫露 にっき いろいろと 陶器 

0 値段 を 聞いて 行く。 

r 漢 Q かう いふ 奴はありません か」 

と い ふと K さん は、 

「今一 つ 持って ゐ ますが ね。 ちょっと 缺 けて ゐ るので、 修縛 にやって あります n 今度 御 に 入 

れ ませう か」 

とい ふ。 値段 を 聞く と、 僕の 蒐築 品と して は、 少し 高惯 だ。 それに は獸 環がない とい ふ。 ぢゃぁ 

獸 環の ある ものにしよう。 その代り 色彩な どは靑 味の ままので よい。 とい ふところで 妥協して K 

さんの 次囘の 購入 を 待つ ことにする。 

康熙の 大形の 壺、 自分が 感心して ゐる 文樣の 逸品で ある。 K さんに 聞いて 見る と 「あります」 

と. S ふ。 大した もの だ。 値段 は 勿論 高い が、 喫驚して 腰を拔 かす ほどの もので もない。 全く この 

逸品に して この 値段で は、 驚くべき こと だ。 何故 金 持 は、 …… とまた 憤慨して 見る が、 結局 は、 

愚痴に なって しま ふ、 よし、 今度 は 自分が 蒐集して 見せる ぞ、 とま だ 見ぬ 壺 をもう 眼の 前へ 持つ 

て來 たやうな 氣 持になる。 

支那 古陶 は 高い やうで、 まだまだ うんと 安價な もの だ。 ちょっと 纏まった 金が あれば、 大分よ 


ぃコレ クシ ョ ンを つくる ことが 出來 るの だ。 K さん も、 さう いふ 蒐集 家の 話 をす る。 その 人 は 或 

る會 社に ゐる サラリ ー マン だが、 社宅の 一等 汚い 家に 住んで ゐて、 二階に はよ い 古陶 を 一 ばいに 

並べて ゐ るの ださう だ。 いや 古陶 だけで はない、 この 人の 古物の 蒐集 は、 眼識の ある、 全く 驚く 

べき もの ださう だ。 その 人の こと を^く と、 自分 も 大分 勇氣づ けられる。 うんと 高い ものに 手 を 

屮 H さすに、 質の よい、 値段の 安い もの を賈 へば、 自分の 書齋 にで もよ い 標本が 揃 ふだら う。 小粒 

で ピリ リ ッ とした、 …… とまた 同じ ことの 考 へ だ。 これが プ ロレ タリアン . n レ クシ ョ ンと いふ 

奴 かも 知れない。 

0 君が 雅號の 相談に 来た。 旣に 院展へ 出品して ゐる 新進 だが、 本名で はどう もま づ いから、 こ 

れ から 骓號を 使 ふの だと. S ふ。 その 雅號の 選擇を 自分に まかされ たので、 旣 に選擇 して 置いた 幾 

つかの 名稱 にっき、 相談に 來 たので ある。 自分の 彩色 土器 Q 一  つ を 見て、 ほめて くれる。 勿論 こ 

れは 褒められて よい 逸品 だ。 東京の T 博士 もこれ を 買 ひ 取る ことにつ いて 相談せられ たさう だが、 

自分の 方が 一 足早く 買 ひ 取った Q である。 0 君の 話に よると、 油畫の U さんがい つも その 畫の中 

にかいて ゐる萬 曆赤畫 の 瓶 は、 Y 商會 から 七百圓 かで 買った の だとい ふ。 それ 見ろ、 自分の 蒐集 

だったら、 それだけで よほど 澤 山の 數を 買って 見せる がな、 と 思 ふ。 M さんのと ころで も 蒐集 棚 

0 一番 はじめに 彩色 土器 を S いて ゐ るが、 値段 はとい ふと、 私の 彩色 土器 を 十四 五 買へ る もので 

ある。 が、 品物 はどう も 私の ものの 方が 面白い やう だ、 と瘦 我慢 をして 見る。 

一 九九 
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日本へ 來てゐ る 支那 古陶 は、 あまりに も 趣味が 一定して ゐる。 もっと 多種 類の ものが 來て もよ 

いと 思 ふ。 日本人に はお 茶の 寂び の 趣味が 强 過ぎる。 その 趣味で 選擇 する から、 本當に 美しい 均 

窯 や 康熙乾 隆顷の 作品が 日本へ 來す、 歐 米へ 流れて 5J てし まふ。 これ は 全く 惜し， S こと だと 思 ふ。 

阈贊級 の 作品 が 安 5 値段で 支那から 欧米へ 屮 H てし まふの を默 つて 見て ゐ るの は、 たまらなく 殘念 

な こと だ。 滿^^_ぉ利權の喪失を惜しむならば、 何故かう した 美術品の 喪失 を も 惜しまないの である 

か。 ^作の 美術 を 研究す るに、 西洋へ 行かなければ 不可能 だと. S ふ狀態 は、 少 くも 陶器の 上で は 

今でもい へる かも 知れない。 だから 自分の やうな 貧乏 浪人が、 借金 を 質に 置いて でも、 腕 まくり 

をし なければ ならなくなる の だ。 

ホブソンの 本 を K さんに 見せる と、 自分 はこれ はすば らしい もの だと 思って ゐる ものが、 今で 

も 大抵 は 支那で 入手 出來る やう だ。 ただ今まで はそんな もの を 持って 歸 つて も 需耍者 がない から、 

買って 歸ら なかった の だとい ふ。 K さん は 自分の 要求に 同情して、 これから いろいろと 安い もの 

を 探して 來て くれる といって ゐる。 

いよいよ 今年 は 古陶 蒐集の 幼稚園 だ。 勿論かゃぅに宽^！ポしてぃっ ても、 その 一 點 でも を 私しよ 

うと は 思 はない。 日本で 集 は、 學問 的で あるよりも 寧ろ 趣味 的 だから、 各 時代の 各 様式の も 


の を 漏れな しに 蒐集して ゐ ない。 自分 は それ を學問 的に 蒐集した いと 思 ふの だ。 また その 宽染に 

よって、 幾分で も 我々 の 周 圍の古 美術 研究家に、 その 研究の 资料を 提供した いの だ。 

外 はま だ なかなか 寒い。 K さんが 今年 北京へ 行く の はいつ であるか。 早く 行って、 よい、 安， S 

掘 出し もの を賈 つて 来て くれれば よいな と 思 ふ。 が、 滿 蒙の 風雲 は 仲々 急 だ。 北 平へ 行く の は 相 

當に 困難な ことで あらう。 そんな こと を ぼんやり 考 へながら、 自分 は 春 を 待って ゐ るので ある。 

「新年お 目 出た う」 といって 來る 友人の 連中に は、 僅か 數點 のこの 幼稚園 式蒐 築、 無産者 的 蒐集 

を 見せびらかしながら、 「どう だ、 小粒で も ピリ リツと して ゐる だら う」 と 自負して やる こと は 

勿論で ある。 —(1?和七年一月：- 


都會の 事務 化と 高層建築 

髙着 建築が 發 達する。 それ は耍 する に 都會の 事務 窒化 であり、 農村の 原生 產者的 立場より 見て 

甚だ 結構 の ことと E 心 ひます。 
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近 來は大 百貨店が 發 達して 參 りました. - 小賣 商人 は 必死と なって、 それに 對抗 運動 を 起して ゐ 

ます。 小資 商人の 生活 問題と して は、 大百货 店の 跋扈 はいかに も 重大の 問題で ありませ うが、 都 

き發 達の 傾向と して はやむ を 得な. S もので はない かと 恩 ひます。 元 來都會 は、 何の 原生 產をも 行 

つて は 居りません。 隨 つて ここ は 原 生産者、 再生産 者の ために 商品 交換の 帳簿 を 整理すべき 事務 

窒 としての 場所であって、 居住の ための 場所ではありません。 隨 つて 都 會には 事務員 だけが 一定 

時間 だけ 勤務し、 その 事務員の 家族な ど は 居住すべき でありません。 かう なれば 都會の 容積 は 今 

の 何 十分の一 かで 濟ん でし まひます。  , 


然るに これまでの 都會 は、 事務 窒 であると 共に、 居住の 場所で も ありました。 そこで 小寶 商人 

の 数が 加して 參 りました。 ところが この 小 寶 商人と いふの は、 相互に 商品 を 買 ひ 合 ひ、 それで 

生活 を 立てて ゐる だけで、 原生 產者 たる 田 舍とは 嚴密に は 何の 關係を も 持って は をり ません。 假 

りに 都會の 或る lEil 域 を 取り 屮：： し、 その iHll 域内の 人達が どんな 生活の 仕方 をして ゐ るか を 観察して 

ごらんなさい。 私 はい ま都會 の逾緣 のま さに 膨脹しょう として ゐる 場所に 住んで ゐ ますから、 都 

< ^成立の 情 態 を 日常 自然に 觀 察する ことが 出来て ゐ ます。 うどん 屋、 カフ Ml、 藥屋、 ラヂォ ST 

米屋、 八百屋 等々 の 看板 を 載せて 荷車が 始終 通る。 それだけ 都會が ひろがって 行く ので ある。 然 


るに このう どん 屋、 藥屋 等々 は 田 舍を對 手に した もの か。 さう ではない。 お 互 ひに 今度 膨脹して 

行く 部分の 人達 を對 手に して ゐ るので ある。 だから この 膨脹す る だけの 部分 を 抹殺しても、 社會 

に は 何の 影響 もない。 同様にして 小賣 商人の 数が うんと 減少しても、 都會の 生活 は 不具に はなり 

ません。 反對に 小賣商 尺の 數が增 加 すれば、 どうなる か。 都會は 膨脹して、 耕作地 は 減少し ます。 

原生 產の 分量 は 減少す るに 引き 換へ、 何の 生產を もしないで 品物 をた だ 喰 ひ へら すん 數だ けが 

殖えて 參 ります。 その 結果 は、 物價 が騰贵 し、 田舍は 貧窮す る だけであります。 


かう した 傾向に 反省して、 今では 農村の 救濟策 は、 成るべく 都會の 厄介に ならない やうに、 自 

分 達のと ころに 消費 組合 ゃ生產 組合 をつ くり、 必要な 品物 は 共同 購入す るし、 寶ら なければ なら 

ぬ もの は 共同に 商人の 手を經 やに、 必要 購買者の 手へ 賣り 渡す やうに する こと 以外に はない と考 

へたので あります。 かう なれば 都會は ー歷縮 少して 來る。 そして 都會は 住居 0 ため Q 場所で はな 

くて、 事務 Q ための 場所で ある やうになります。 今日の 都會は その 事務と しても、 まだまだ 多分 

に 不用の 部分 を 含んで ゐる。 その 一 つ は 金融 關係 Q 事務で ある。 これ はい ま 以上に すっと 簡單に 

縮少 整理 せられる ことが 3.: 来る。 第二 は 投機 關係 Q 事務で ある。 これ は 田舍の 消費 組合、 生産 組 

合が 發 達すれば 全然 滅亡して 一向 支障の ない 部分であります。 それらが 整理 せられて 來 ると、 都 
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會は 一層 青、 I 只 的に 縮少 せられ、 社會の 必要 限度 だけに 事務 化せられて 來 るので あります。 


事務室と しての 都會 は、 ひろ. S 面積 を 要しない。 面積の ひろいの は、 耕地 を縮少 せしめて 社會 

的に 不經濟 である。 それの みならす 事務 窒が 成るべく 一 筒 所に 集約的に 纏められて ゐれ ば、 事務 

もまた 敏活に 行 はれて 便利で ある。 それらの 見方より して、 都會の 建築が 高 建築と なって 發達 

して 來 るの は、 當 然の倾 向で ありませ う。 

すべ てのもの は 他より 限定 を 加へ ないでも、 大抵 は 必然的に それの 進まなければ ならない 途を 

追 ふ ものです。 尺 間 は 生命 を 持 續 しなければ ならない から、 その 生命 持續の 大きい 目的が、 自然 

にす ベての ものの 發達を 限定す るからで あります。 都 會の發 達 もまた、 社會 人の 生命 を持耰 する 

ことの 目的に より 必然的に 支配 せられて ゐる。 髙着 建築の 發達 は、 實際は 都會の 面積の 增 大が飽 

和點に 達した 結 茶と してやむ を 得. f なされた ものである かも 知れません が、 他面より 見れば それ 

は 都 食の 事 化、 都 會の壤 約の 傾向の 現 はれであって、 常然の もので あり、 社.^ 人の 歡迎 すべき 

ものであると a ひま す。 I -、」 ！ sg  (昭和 七 年 I S ) 


過去、 現在、 未來 


東京に ゐた舉 生の 時分、 私 は 辯 論 部 n 貝であった から、 都下の 各 火 やお ポ門！：，： や 校で^ 催せられ る 

辯 論大會 へ 自校 の 辯 論 選手 になって よく 出かけた ものである。 私の ゐ た舉校 は-一： S 等 師範 で あるし" 

私 は 殊に 理科の 舉 生であった から、 辯 論大會 では 敎育 問題で も 論じて ゐれ ばよ かった わけ だが、 

いつでも そんな 問題 を 論す る こと をせ すに 政治 經濟の 問題 ゃ社會 問題 や を 論じて ゐた。 我々 の 寄 

宿舍の 一 窒にゐ る 辯 論 部員 は、 私の 時代に は專ら さう した 問題 を 論じた ものである。 今臺 湾大學 

の敎授 になって 哲學を 講じて ゐ る務臺 君な ども、 當時は 頻りに 經濟 問題な ど を 論じた もので、 一 

高へ 務臺 君が 選手に なって 行った 時には、 金の 問題なん か を 論じた の を 私 はい ま記惊 して ゐる。 

明大へ 私が 選 >f になって いった 時には、 口 ッスの 社 會學的 知識な ど を 振りかざした ものだった。 

こんな 一室の 連中 だから、 いま 中舉 へいって ゐる人 はほんの 僅かで、 あちこちの 大學ゃ 191^ 門舉校 

二 〇 五 


二  o 六 

に孜授 になって ゐる人 や、 私な どの 外に は、 外務， おの 書記官に なって ゐる もの、 正金銀行の 偷敦 

^-^a になって ゐる ものな どと、 隨 分風變 りの 方へ 發展 してし まった。 

みな、 政治 問题は 好きだった。 私 は 午後の 實驗 がお そくなる のを氣 にしながら、 出来るだけ 手 

早くし まって、 議會へ 傍聽に 出かけた。 高等 師範の 學 生で 議 會傍聽 に日參 する も Q は、 その 時 私 

より 外になかった。 燒打 事件の あった 時な どに も、 窒員總 S で 「見 學」 に 33 かけた もの だ。 

その 頃の 辯論會 では、 早大の 學生 はお もに 政治問題 を 論す るし、 慶應 の學生 は社會 主義が かつ 

た 社 會問题 を 論す るの が習惯 であった。 早大の 學生は 能辯で あり、 慶應の 學生は 落ちついた 散文 

的な やり方だった。 單に 政治的な 演說 をす る もの は、 その 頃から 粗大に 聞え た。 私 はどう も 今の 

議會 はこの 當 時の 辯 論會の 引き 續 きの やうな 氣 がする。 第一、 演說 の內容 がさう である。 今の 大 

學 生の 演說を 聞いて ゐ ると、 政治 論な ど は 一向 人氣 がな く、 もっと 資質 的に 唯 物辨證 法な ど を 背 

景 において イデ ォ 口 ギィゃ 階級 論 や を  一 くさり 辯 じょうとして ゐ るが、 形式 だけで もこの 方が 中 

味の ある 感じが する。 自分 等の 都下 辯論會 時代 Q 各 大舉辯 論 選手で いま 議員に なって ゐる ものが 

あるが、 昔 辯 論會で 聞いた ままの 組 大な演 說を相 變らす 議會で やって ゐる やう だ。 


議. &を どうす る？ 政黨を どうす る？ 


手っ取り早く 改造す る 方策 はいくら も あるが、 それに は 第 一 金が いるから どうに もなら ない。 

無產黨 だって 何 だって 金がなければ 働ら き は m 来ない。 況んゃ 選擧に 於いて を や。 金 Q 工面が 32 

來 ない 間 は議會 も政黨 もす ベて 自分 等から 遠い ものの 氣 がする。 議會の 記事 を 見ても、 何だか 自 

分 等の 世界の 出來 事の やうな 感じが しない。 そして 先 づ議會 や 政黨は ほったらかして 置いて、 民 

衆の もっと 底の 方から まじめな 運動 を 起す より 外に 道 はない と、 また 最初から 取って ゐる 道へ か 

へって 來 るの だ。 

併し 有力な 第三 黨を 作る の は 今 だと S ふ氣も 頭の 中に 强く動 いて 行く の を どうす る こ とも 出來 

ない。 大衆の 零 碎な金 を 集めて いって、 蓮 動 資金 をつ くる Q は、 本當の 仕方で あるに 相違ない。 

けれども 時機 は. S ま 大いに 熟して ゐる ではない かとい ふ 焦燥の 感じが また 自分 を 動かす。 相當の 

財力 を 持つ 人の 中に、 本當に 日本の 將來を 憂慮ず る ものが あって、 我々 を 信頼し 無條件 的に 軍資 

金 を 寄附して くれな. S かな、 と蟲 のよ いこと を考 へて 見たり する。 

が、 これ はすべ て 白日の 夢 だ。 失踪 人 Q 行方に ついて、 いろいろと つまらない 想像 をす る やう 

な もの だ。 現實 的に は 我々 は、 ただ 必然 Q 道 を 追うて、 深刻な 歩み を徐々 に 進めて 行く だけの こ 

とで ある。 
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私 はよ く 請み、 よく 考へ、 よく 誓き たいと 思って ゐる。 

私の 執筆す る 分量 は、 或は 他の 人達に 比較して 大分 多い 方 かも 知れない。 よく 外の 人から 「君 

は どんな 生活 方法 を 取って ゐて、 それだけ 替 く Q だ」 と 質問せられ るから、 外部から もさう いふ 

風に 見える のか も 知れない。 

私な ど は まだまだ 非 能率的の 方 だ。 私に もう 一 つ 健康が 葸 まれて ゐ たら、 私 は 今一 段 多く 仕事 

をした だら う。 そしてい つも 對照 的に ぶ？ へる の はお 役所の 仕事 だが、 行政 整理な ども 今のお 役人 

を 十分の 一 位に 減らして 一向 ％ 一 支へ ない と考 へる。 がやがや 雜談 したり、 會議 やら 訪接 やらで 時 

11 を 消したり する こと を やめて、 うんと 中 的な 仕事の 仕 振り をしたら、 令のお 役人の 十分の 一 

の， でな ほ悠 A と 仕事 を や つての ける こと が 來る と 思 ふ。 そして 月給 を うん とよく してやる こ 

とだ 0 

私な ど 非 能率的で も、 お 役所 Q 一  つの 局 や 課ぐ らゐの 仕事 は 毎日 やって Q けて ゐる。 尤も 局 1  お 

ISM 發小 使の 仕 市 If だが ：：： 0  I 『政界 柱來』 (昭和 七^ K 刀 ：1) 


『短歌 論』 序 

三十 一 音 定型 を 固守す る 有閑 中世 主義 的な 古典語 舊 短歌 は、 革新 せられた。 新ら たに 建 は せら 

れ たもの は、 飽くまで も現實 主義の 上に 立脚し ようと 欲する 我々 の 新 短歌、 卽ち 自由 律 現代語 歌 

である。 私 は 本書に 於いて、 短歌が 何故 革新せられ なければ ならなかった か、 また 現代の 短歌 

は 何故 我 々の 新 短歌で なければ ならない かの 基礎 理論 を 徹底的に 考察し ようと 思 ふ。 

あらゆる 文化的 產物 とこれ を 生産す る社會 人の 人間的 態度と を批 刺す るに あたつ て、 私 Q 熊 度 

はつねに 歷史 主義 的で ある。 藝術を 批判す る 場合の 根本的 態度 もまた、 それ 以外 Q もので はない、 

感史 主義 的で あるた めに は、 第一 に は そのものの 現代的 地位 を 認識し、 第二に は、 そのもの Q 過 

去の 歷. a- 的 展開 を 認識し なければ ならない。 短歌 を 革新しょう とする 我々 の 態度が、 それ故に 第 

一 に は、 現代 社會 生活の 中に 占める 短歌の 地位 を 認識して、 短歌の 龍雜 形式と 生活 内容と を 全く 

現代化し ようとし、 第二に は、 歷 史的に 豐 富な 背景 を 置いて 今日まで 發展 して 來た 日本の 短歌 藝 

術の 歷 史的に 果して 来た 意義と 本質と を 確認して、 それの 必然的に 發展 して 行く 大道 を 展望し よ 
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うと 欲する の は、 営 然の經 過で あらう。 我々 の 建設した 新 短歌 を 初めて 見られた 人達 は、 その 革， 

新を餘 りに も 飛躍的で あり、 非歷 史的で あると 考 へる かも 知れない。 けれども 短歌 は、 かう した 

革新 を 菜さなければ 現代の 藝術 である ことが 出来ない し、 また この 新 短歌の 立場 を 批判の 「目」 

にしなければ、 歷 史的に 長い 道を步 いて 來た舊 短歌の、 それぞれ 時代 的に 果して 來た 意義 を も 的 

確に 認識す る こと は出來 ないで あらう。 また 他の 人達 は、 短歌の やうに 現代の 文藝 として はすつ 

かり 時代錯誤 的に なり 一般 民衆 Q 文壇より 落伍して しまった 文藝 Q 改革な どに 何故 力 を 注ぐ かと 

不審が るで も あらう が、 日本の 短歌 ほど 全民衆が それの 創作に 關與し 得る 文藝 として 發展 して 來 

たもの もなかった。 私 は、 文藝 について は あらゆる 民衆が それの 消費者で あると 同時に 生産者で 

ある やうな 狀態を 健全な ものと し、 それの 生產が 一 少数者の 手に 歸 して 多 數者は 軍に それの 消費 

者と して 立つ やうな 狀態 を、 不健全な ものと して 見て ゐる。 日本の 短歌 は、 元來 すべての 民衆が 

そ の實 生活 を 在り のま まに 歌 ふところ の 文藝と して 發展 して 來、 この ことに 對 する 民衆の 信念 は 

今 もな ほ 失 はれて ゐ ない。 私 は その 大衆の 信念 を 支持して、 勞働 大衆が その 勞 働の 中より 生產す 

る 文藝を 大いに 興隆したい。 短歌 は 今や 有閑 中世 主義 的の 殼を 擺脫 した。 それ は 短歌の 本義に 歸 

り、 我 々大衆の 現實 生活 を 直接に 表現す る文藝 として、 新ら しい 展望 を はじめた。 

私の 文 藝論は 決して 軍なる 文藝の 論ではなくて、 つねに 私の 文明 批評の 一部で ある こと を 期し 

てゐ る。 また それが 同時に 私の 文化史 的 研究の 一部で ある こと も 一一 K ふを俟 たない。 私 は 本書に よ 


つ て 私の 他の 文明 批評 的な 論 著、. -」 直ちに 連接す るし、 また 私が 國文舉 研究の 逑綾的 論 著と して 公 

刊 して 來 たもの とも 直接に 連接し ようと 欲する。 日本の 短歌 は、 過去の 文 學史に 於いて それの 中 

心的 地位 を 占めて ゐ たし、 歌論 は 要するに 日本人の 美學藝 術學的 思想 の 殆ど 大部分で あると いつ 

て も 過 一一 r ではな か つ た。 過去の 美學藝 術學的 思想 を淸算 しょうと 思 へ ば、 必す かう した 歌論の 書 

を 一度 は 公刊して 置かなければ ならない であらう。 文學 史的 研究と は、 勿論 批判の 仕事で はない 

が、 また 單に 事實を 羅列 記載す る 仕事で もない。 歷史は 必然の 經過を 追 ひっつ 發展 する が、 かく 

發展 して 行く ものの 各 段階 に 於け る 意義-を 明確 に 認識す るので なければ、 歷史を 認識した とはい 

へな. S こと だ。 歷 史に對 する 現代的 着眼の 必要な 理由 は そこに ある。 私 は 現在 を 以て 過去 を 論じ、 

過去 を 以て 將來 への 進展 を觀 測しょう と 思 ふ。 本書 はかくして 一 の文學 史的 研究の 書で あると 

時に、 また 直ちに その 文 學史の 展開の 上に 1 の 乏し， S 地位 を 主張す ると ころの 歌論 書で も ある。 

考察 の 内容 は 何處ま で も 根本的 であらう と 努めた が、 そ Q 敍述を 出来る だけ 平明 易 解 の ものにし 

てゐ るの は、 初めて 新 短歌 を 創作せられ ようと 欲する 讀 者に 對し、 幾分で も 本書 を その 創作の 手 

引 草に 供したい と 欲した からで ある。 1(1 お 千 早 5 
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新 短歌の 制作 


何故 定型 售 短歌 を 革新して、 自由 律 現代語 歌 を 創作し なければ ならない か。 11 新 短歌 建設の 

その 根本 理論 を、 私 はすで に 語り 終りました。 勿論 考察すべき 問題 は、 これで その 全部 をつ くし 

たとい ふので はありません。 併し 今 は專ら 短歌 建設の 基礎 理論 を だけ 論す る ことにいた しました 

から、 これ だけで 私 0 論に 段落 を つけて © かう と 思 ひま す。 

W し 本書の 請 者に は、 まだ 新 短歌 を澤 山御覽 になって ゐな いとい ふ 方が あり はしない かと 思 ふ。 

かう いふ 續者 諸君の ために は、 我々 の 新 短歌 を 御 I 兄に 入れ、 なほ 我々 がどうい ふ 意識 を 背景と し 

て これらの 歌 を 作った か、 と. S ふことの 說明を 申す G が 便利で はない かと 思 ひます。 それ 故 この 

意に は、 私が かって 他の 雜誌 で 公 表 した 作品と 論と を先づ そのままに 轉 載して 置きたい。 論 はこ 

の 作品 を 創る にいた つた 私の 理由 臀 きであります。 


都會 の親矩 


襲擊 された 組合 事務所 を さがす、 タク シィ の、 窓 硝子 Q くもり 

事務所 は カム フラ アジ ュ された 日 ざ かり、 明かぬ 砲子戶 に、 ひやり と 觸れる 殺伐 

(1^議は對抗する、 ただ 意志と 意志 だ、 社會の 意志 だ、 彈道を はしる！ 

爭議 がな に を 解決す る？ 君 は 問 ふか、 さう だ！ 社會の 意志が せかれる、 破れる、 動く 

数字に 對抗 する 數字、 すでに この 社長 を壓 倒した われらの 事務への 力 

意志 を 地に 布け、 浪费 のない 意志 を！ 感情 はい ま 人 に 過剩だ 


夜 ぞら、 屋根 ひくく 住む {夂 に、 紫苑の 塞の ながさ  - 

もやが 流れる、 朝の 日が もやと ともに 流れる、 もやの 中に れる紫 サぉー 
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左翼 陣へ君 をお くる、 君 も 要求され た、 君 も 僕 も分嬉 する 動きの 一端 

この 理論の ちが ふ 二人が、 社會の 一 つの 實踐 に關與 する 

右と 左に 分れる、 君 は爆彈 だ、 僕 は 建設 Q 部署へ 

君の 朗らかな 笑が、 空へ 爆發 する、 君ら の 世紀の 音符 


山上より 見お ろす 都會の 規矩、 すべ ての 人 §1 が こ Q やうに 歷史の 規矩 を 知ったら 

都會 からにげ て來た 自分が、 まっさきに 見 か へ るな つかし. S 自分の 部き 

蟲の聲 をめ あてに 草叢へ は ひる、 す ベ て の 聲が 自分 に 語 る としか 思 へ な -S 人間 

知らない 花 は、 美しい が なじめない、 生れた 國の 山の 花 を さがさう 

この 豪華な 食卓、 山 下の 風景、 私 は 無心に パ ンを たべる 

見なれ ない 龍膽が 咬き つづき、 カツ フ H に 這 入る やうな 氣 おくれ を 感じさせる。 

ュ.^ 仏蟲草 の 花が 高原に 動 い て 、 雲 Q 斷片を よんで ゐ る 

なぜ 鳥が 鳴かない の だら う、 それが 先き から 私 を 空虚に させて ゐ たの だ 

私の 作歌の モン タ アジ ュ 


t 


『短歌 月刊』 昭和 五 年 十 一 月號 に、 私 は 短歌の 近作 一 一十 首を發 表した。 自由 律 新 短歌 を 創作し 

たの はこれ が 初めてで はない けれども、 最近に は 評論 だけ かいて 短歌 を發 表しなかった ために、 

幾分 か 歌壇に 好奇 的の 注意 を惹き 起した やうで ある。 私の 作品 は、 何れも 拙劣で あり、 幾許の 惯 

値 を も 持たない。 併し 現代の 新 短歌が どんな もので なければ ならぬ かとい ふこと にっき、 私 は；」 

の 新作 品 を 幾分 か 見本 的の 意味で 提供した ので あるから、 私が 何故かう した 作品 を创 作した かと 

いふ 理由 を、 いま 一 々の 具體 例に つき、 主張して 置かなければ ならない。 

最初の 六 首 は、 最近 私が 某 大爭議 に 幾分の 關係を 持って行 動して ゐた 時の 生活 を 表現した もの 

である。 

襲擊 された 組合 事務所 を さがす、 タク シィの 窓 摘 子の くもり 

事務所 は カム フラ アジ ュ された 口 ざ かり、 明かぬ 砲 子 戶に、 ひやり と 觸れる 殺伐 

所謂 無産者 短歌に は、 何の 詩 もない。 ただ 「XX を やっつけろ」 「食 ふ ものの ない 俺 いら を 見 

よ」 とい ふやうな 公式 的な 歌 だけ 作って ゐて、 そこに 何の 藝 術が あるか。 況ん やかう した 歌 を 本 

當の 貧乏人で もない カツ フエ . マルキシスト 11 文擧靑 年が、 珈琲と 一緒に 飲み込む やうな お 上 

品な マ ルキ シズム 理論で 歌つ てゐ るに 於いて は、 沙汰の 限り だ。 私 は 自分 を 一 侗のィ ン テリと し 
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て自覺 して ゐる。 そして 私の 健康 は、 社 會勞働 蓮 動に 煤. へ 得ない こと を も、 はっきりと 目覺 して 

ゐる。 併し 私の 社會的 情熱 や 義務 心 や は、 私 を isf なる 誓 齋 人と しても とどまら しめない。 私 は そ 

の實 生活 を 其 體 的に^ 在の ままに 表現し なければ ならない。 仉し詩 は、 潔で あり 構成 的で なけ 

れ ばなら ない。 くだく だしい 叙説 を 翁 略す る こ とが 我 々 に は必耍 だ。 

ハサ 議は 對抗 する、 ただ 意志と 意志 だ、 社會の 意志 だ、 彈 道 を はしる！ 

爭議 がな に を 解決す る？ 君 は 問 ふか、 さう だ！ 社會の 意志が せかれる、 破れる、 動く 

私 は 元来 現在の 勞働爭 議を效 2 水の cf 取 も 多い 社會 改造 方策 だと は考 へて ゐ ない。 生産 部，！： に 於け 

るかう した 對立 は、 實際は 勢力の 濫费 である。 それよりも 信用 統制、 m や；.； お 方策 は、 いかに 

濫費がなくて、 しかも 實 質的で あるか。 (これらの 根本 理論に ついては、 幾度 も かいて 來 た。) 

^しい ま爭議 は勃發 したの だ。 私 はこの 事 實 にどう 參 加したら よ. S か。 私 は ひるが へって 文明 や 

社會の 大きな 動きから この (サ議 を冷靜 に 反省 し て ゐ る 。 (.l^f i は實際 は 直接 の 效5^を を さ め な い が . 

とにかく かう した 遝動 によって、 社會は 一歩前進す ろに は 相違ない。 それによ つて 社會を 緊張 さ 

せ 前進へ Q 原動力 を 一 つ 薪 枝す るに は 相違ない。 さう して 見れば 爭議は 全く 無意義 だと もい はれ 

ない。 私は斷 然として これへの 參加を 決意す るので ある。 私の 理論に は 全く 合致し ない 一, 議へ、 


全力 を 以て 參加 する Q である。 その 問の 私の 觀察、 反省、 決意、 寶行を 表現した のが、 これらの 

作品 だ。 私 は 無産者 文 藝の單 なる 公式主義 者に ならう と 思 はない。 マルキシズム を 抽象的に その 

まま かいた 作品 を 提示したくない。 藝 術に 於いて、 最後の 統一 は 人間 だ。 

敫 字に 對抗 する 数字、 すでに この 社長 を壓 倒した われらの 事務への 力 

會 社の 經 濟的實 質に 就いて、 我々 はバ ランス シ イト やその 他 幾多の 资料を 前にし、 社長に 冷靜 

な 交 4 ビど 始める。 この場合 我々 の 方が 遙 かに 音： 業 家と しての ビズ ネス の 力 を 持って ゐる こと を感 

する。 不正 を さへ 考 へなければ、 ビズ ネスの カは遙 かに 我々 Q が はが 優秀 だ。 この 事務 力 を 以て、 

我々 が 曰 本の 産業 を 統制 するとしたら？ 私 は 旣に次 世紀が 我々 の 面前に せまって ゐ るの を 感す 

る 0 

左翼 陣へ君 をお くる、 君 も 僕 も分擔 する 動きの 一端 

四 首の 作品 は、 最左翼の 若い 闘士と 朗らかに 語って ゐる 時の 具體 的な 生活 表現 だ。 私 は 最左翼 

のん 達と も わだかまりなく 語って ゐる。 そめ 諸君 も 亦 理論の 違 ふ 私に、 何の 祕密 もな く、 すべて 
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を 語って ゐる。 私 も 彼 も あたたかい 友情 を 感じて ゐ るの だ。 私 は 最左翼 のん 達の 運動 を も、 全く 

效架 のな. S もの だと は考 へて ゐ ない。 ダイナマイトがなければ、 墜道は 穿 たれない の だ。 

夜 ぞら、 屋极 ひくく 住む 家に、 紫苑の 壁の ながさ 

私 は 以前に 自ら 尖鋭 句と 名 づけて 俳句 形式の 作品 を澤 山に 公表して ゐる。 私の 能力 は、 實際は 

徘 句に 適し、 短歌に は 適しな. S らしい。 これ は 各人の 性格 だから、 致し方がない。 だから 私 は、 

俳句の 方で はもう 少しよ い 作 ni を 創作 屮： 来ても、 短歌の 方で は、 何だか 形式が 長い やうな 氣 がし 

てう まく 行かない。 この 一首 は、 私が いつのまにか 昔の 尖鋭 句 時代の 形式で 創作した もの だ。 私 

は簡單 に、 秋 签0 流星の やうに、 そ Q 流星の 閑 光に よって 生ぜ しめられた 時間と 空間との 形而上 

學的 歪み を 摘みたい の だ。 この 一首が、 私の 表現の 個性 を 最もよ く 示して ゐる かも 知れない。 た 

とへば 私の 昔 の 尖鋭 句 のうち、 次の 作品と 共通の 表 現 形式 を 取る ものである。 

蓮 ゆらぐ、 ゆらぐ、 S 具 整の 眞空 

鏡、 ia、 砲 子 玉、 カァヴ 一 ばいの 秋 


最後の 八 首 は、 最近に 或る 山上 を 歩いた 時 G 作品で ある。 

都會 からにげ て來た 自分が、 まっさきに 見 か へ るな つかしい 自分の 都會 

知らない 花 は、 美しい が なじめない、 生れた 國の 山の 花 を さがさう 

かう した ャ  11 を、 私の センチ メンタ リズム だとい ひ、 無産者 意識が 濃厚に 表現 せられて ゐな いと 

い ふ ものが あるならば、 私 は その 評に 抗議しょう。 私 は 一 筒 Q 田舍漢 だ。 田舍に 生れて 田舍 をな 

つかしむ。 併し 今 は都會 からどう しても 離れられ なくなって ゐる。 い かなる 自然 をうた ふに して 

も、 私 は その 文明と 社 會の壓 力 を 感じて ゐる 自分の 人 問 を 背景に おいてうた ふの だ。 要するに 作 

品に は、 生活よりの 抽象が あって はならない。 具體 的の 生活の 在りの まま Q 表現 11 そして 作品 

の イデ ォロ ギィを 問題と する よりも 前に、 尺^の イデ ォロ ギィを 問題と せよ。 私は舊 歌人が 自然 

をうた つた やうな、 偶人 的な、 中世 的な 生活 感 では、 自然 をうた つて ゐ ない。 私 は 現代 社會 Q 

巾の 尺 問 だ。 しかし 朝から 晚 まで 社 會 X  X を 語って ゐ るん^ ではない。 

見なれ な. S 龍膽 が^きつ づき、 カツ フニ に 這 人る やうな 氣 おくれ を 感じさせる 
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私 は 一 セグァ ン . ボ 1 ィ ではない、 出屮： しの 入 だ。 が、 また カツ フ ヱ だの ダンス だの を 現代の 

多い 生活 だな どと は考 へて ゐ ない。 これ は 文明の 餘剩 であり、 滅亡すべき 頹廢 相で ある。 我 

我の 現代 生活 を， もっと 本質的に、 摑 まなければ ならない。 私と いふん 11 は、 よほどの 田 舍者だ 

と える。 私の 生れた 故鄕に 咬かない 龍膽の 花に さへ なじめない 岡 苦し さで ある。 

山上より おろす 都.^ の规 sg、 すべて のん 問が この やうに 歷史の 規矩 を 知ったら 

この 最後の 語 「知ったら」 は、 假定 ではなくて、 かるい 希望で ある。 美しく 規矩 せられた 都會 

を 山上から 振り返った 時に、 私に は 直ぐに かう した 社會 眼が 35 て來 る。 これ は 私の 「人 問」 が、 

い ま歷史 生活 の 中に 位 S を 卜：： めて さうな つて ゐ るの だか ら 致し方が な い 。 

總 じて. S へば、 この 最後の 八 首 は、 自然 をうた ふに しても、 現代 社き の 一員と して それに 參加 

し、 半面で は、 その 文明 を、 社會 を、 批 制し、 その 決定に 對抗 して ゐる 私の 人 問 を 背景と して、 

d 然 をうた はう とした 作品に 馬す る。 新 短歌 は 自由 律に なった からといって、 リズム だけ {ル 型で 

ない ものにし、 イデ ォロギ ィは昔 通りの ものに なって ゐ ると. S ふので は、 短歌 革命に 何の 意義 を 

も 加へ る ことが m 來 ない。 

以上 は 私の 自 is 自赞 である。 繰返して. S ふが、 これらの 作品 は 少しも 成功した もので はな かつ 


たから、 今後の 作品で、 もっと 精進 努力した いと 思って ゐる ところ だ。 

新ら たに 新 短歌 を 創作せられ ようとす る 方 達に 對し て、 この 論 は 幾分 か の 御參考 になる かも 知 

れ ません。 なほ さう した 創作 を 始められる 方 達へ、 次 0 救 一一 目 を も 申し上げて 置きたい。 

二 

第一 に、 新 短歌の 內容は 長くな りが ちの も Q であり ますから、 それ を響戒 した. s。 餘 りに 

澤山 のこと を 歌 はう とすると、 公任が 昔 警戒した やうな 作風の ものに なって 端的に 我々 に訴 へ な 

い。 出 來る だけ 引きし めて 歌 はなければ ならない。 全體に 見通し G 利く、 すらりと した 歌で なけ 

れ ばなら ない。 が、 餘 りに 短く なれば、 また 反對に 何となく 充實の 足らない やうな 感じが して 來 

ます。 結局 澤 山に 作って ゐる うちに、 短歌と して 當然の 長さ を 得る やうになります。 その 時には 

^が 二 段 的 構成と 呼んで ゐる 短歌の 形態に 達した のです。 

第二に、 必す實 生活 を 基礎と して 歌 ふこと であります。 私 は 歌の 中で どんな 叙景 どんな 抒情 を 

も 歌 ふこと を棑 斥す る ものではありません。 感覺 的に 敍： t ぐ V する こと も、 少しも 排斥 せらるべき 

ではない。 併し 單 なる 感覺 の描寫 では、 人の 魂 を 打つ ことが 出来ません。 やはり そこに は、 作者 

の 人間的 態度が 現 はれなければ ならない。 感覺 的に^ 界を 受け取る のではなくて、 感覺を 媒介と 

し 世界に 働ら きかけ るので なければ ならない。 かうな ると、 作品 を毅鍊 する よりも 前に、 先づ人 
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を 鍊 しなければ ならない ことになる。 が、 作家 は その 作品 を 創造に 卽 して、 このん 的 態度 

を鍛鍊 する ことが 來る。 作品が 冴えて 來た 時、 作家の 人間 も 冴えて 来る のです。 

第三に、 無産者 短歌 は a.^ 公式主義 的になります が、 我々 は、 その 作者の 具體 的な 生活 を潛っ 

た 表現 を 取りたい。 公式主義の 作品なら ばいく つで も出來 るが、 實 生活 を 以て 深刻に 表現す る 作 

品 は、 さう 澤 山に 出来る もので はな. so 

第 四に、 新 短歌に は 技巧的な 訓練が 必要で ない、 とは考 へて ならない。 その 创 作が 進む に隨 ひ、 

一 音の 微 にも 神經を 細かに 走らせる 表現 訓練 を 取らなければ なりません。 新 短歌の 創作の し はじ 

めに は、 その 形式が 餘り にも 自由な ために、 散漫な 作品 を 書く のが 普通であります が、 だんだん 

作つ て 行く うちに、 これ 程自. m なれば こそ また その 創造 も 困難な もの である ことが 分つ て來 る。 

前の 意で も 申した やうに、 藝 術の 藝 術た る 所以 は その 形式に あるので すから、 一 昔の 『ま き 一 韻律 

の 曲折が、 生活の 全面 を象微 する のです。 新 短歌 は、 そこまで 細かに 表現の すべて をいた はる や 

うにしたい。 併し 新 短歌 建設の 仕 は 今やつ とその 緖 についた ばかりです。 何もかもが 我々 に は 

試谏 であり、 實験 である。 完成 は 遠い 未來 のこと だ。 その 未來を 望んで、 我々 は 政に 歩み を 進 

め、 一歩一歩 謂 下 を 固めて 行きたい。 II 顧 すれば、 短歌の 歷史は 長い もので ありました。 そして 

この 歷史 0 上に は、 あげて 數 へがたい 程の 傑作 も 創ら れて來 たのです。 また その 短歌に ついても 

どれだけ澤山の^^41が公表せられて來たか知れなぃ。 併. し 短歌の 歷史 として は、 こ C 新 短歌の 建 


設 ほどに 革命的 Q ものはなかった ことで ある。 今や 短歌の 歷史に は、 全く 新ら しい ： ぺ ェジ が^ 

かれて 行かう として ゐ るので す。 從來の 小さな 歌壇な どに 目 を くれて はならない。 我々 は 日本 民 

族の 文藝、 現代 社會 人の 文藝を 輿さなければ ならな. SQ です。 新 短歌 建設の 運動に 對 して 讀者諸 

君の 參加を 熱望しつつ、 私 はこの 論 の 筆を擱 かう と 思 ひます。 


教育改革 論 

敎育を どうい ふ 風に 改革す るかに ついて、 種々 の 會議で いろいろ 議論せられ るが、 改革の 根本 

問題 は、 要するに 現代 日本の 敎 育の 大目 的 を どこに おく かによ つて 定まる と 思 ふ。 中學の 年限 を 

一年 短く する か 長く する か、 小學の 課目に 何 を はぶいて 何 を 加へ るか、 髙等學 校 や 大學を どこ へ 

增設 する かな どと いふ 問題 は、 全く 考 へないで よ. S 問題で はない けれども、 それ は敎育 改革の 根 

本 問題で はない。 それよりも 最初に、 我々 が斷 乎と して 決定し なければ ならない 問題 は、 現代 日 
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本の 敎育 目標 をー體 どこに おく かとい ふこと である。 それさへ 最初に 定まれば、 他の 譜問题 は 何 

の 困難 もな く、 極めて 簡單に 解決 せられて 行く の だ。 

敎宵 はこれ まで 父兄に よって 一種の 投 资と考 へられて ゐる。 子弟の 敎育 を小學 義務 敎育 だけで 

終らし めす、 中學、 高等 學校、 大學 と、 その子 弟 を 進まし める 父兄の 意 圖を考 へて 見る と、 單に 

その子 弟に 髙. S 敎養を 得させる とい ふだけ の もので はない。 その 高い 敎育を 受けて おけば、 官吏、 

銀行 會 社員、 敎師 等に なった 時に よい 地位 を 占め、 なほ 將來 その 地位 を 向上せ しめ 得る からと 考 

へて ゐ るので ある。 今日、 中學 より 大學 へまで 進める 敎育費 は、 中等 程度 0 家庭に 取って は 容易 

ならぬ 负擔 であり、 若しも 子弟の 二人 位 を大舉 まで 進ませて ゐた とすれば、 その 家族 は その 問自 

分 達の 生活 を 全然 犠牲に 供す るか、 或 ひ は 他より 借金 をす るかより 外 は あるまい。 家庭の 現に 負 

嬉して ゐる これらの 困難 は、 大 學の擧 生に ついて 調査 すれば 容易に 分る ことで ある。 軍に 子弟の 

敎養を 高め る こ と を 目標と するならば、 勿論 そ の 父兄 はこれ 程の 竊牲を 拂ふ笞 はない 。 

明治時代 における 日本の 敎育 は、 單に 一般 民衆の 敎養 程度 を 高める こと を 目標と した もので な 

く、 日本 社 會の髙 級 指導者 を 養成す る こと を 目的と した ものであった。 卽ち 大舉の 目的 は、 高級 

の 官吏、 銀行 會 社員、 敎師、 技師 等になる 人 を 養成す る こと を 目的と して ゐ たから、 その 髙ぃ敎 

育 を 受ける こと は、 直ちに 社 の 高級 指導者に なること を 意味して ゐ たの だ。 日本の 社會 がま だ 

啓蒙 期を脫 しなかった 明治時代の 敎育 として、 敎 育の 目標が 自然に そこにお かれた の は 當然の 順 


序であった。 

しかし 今 その 目的 は 極限に 達した。 大學 卒業 者 はすべ て髙級 指導者に なり 得る 譯 ではなく、 そ 

の 見方から は大學 卒業 者の 大半 は 失職して ゐ なければ ならない。 かうな つた 時代に 於いても 我々 

はな ほ 明治時代の 敎育 目標 を そのまま 支持すべき もので あらう か。 

二 

明治時代 の 敎育 目的 は 、要するに 今 まさに 問 明に 向 はう として ゐる 日本の 社會の 高級 指導者 を 

養成す る ことであった。 舉 校の 體制 はこの 目標の 下に 組織せられ るし、 父兄 は その 豫 想の 下に 子 

弟の 教育費 を負擔 する 犠牲に 堪へ てゐ た。 

しかし この 目標 は 今な ほ 父兄の 腦裡 から 全く 消えう せた 譯 ではない。 子弟 を大學 まで 進めて 見 

たと ころで、 その 卒業生の 中の 十分の 一 に 足らない 人 問が、 辛うじて 一身 だけの 生活費 を 支へ 得 

る 俸給生活者 として 就職す る やうな 狀態 であるに 拘 はらす、 父兄 はな ほその 萬 一 を 僥倖して 子弟 

を大學 へまで 進めよう とする。 ここに 入 寧 難と 就^ 離と が 學校體 制 Q 厄介な 附き 物に なった。 今 

や 我々 は 我が 國の 敎育を 改革す る に あ たり 、 根本的 に 明治時代 のこの 敎育 目標 を 取り除か なけれ 

ばなら ない の だ。 日本 は それ 程 多數の 高級 指導者 を 必要と しない。 また 國 家の 敎育 費の 大半が、 

高級 俸給生活者 の 養成に 使用 せられる こと は 、甚だしい 變態 でも あれば 不經濟 な ことで も ある。 

ニニ 五 
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しからば 現代 日本の 敎育 目標 は 何で あるか。 私は斷 乎と して 答へ る。 現代 日本の 一般大衆の 敎 

喪 を 高める こと を 外にして、 一 體 何の 敎育 目的が あるかと。 一般大衆の 敎 養の 高められ たこと は、 

卽ち H 本の 敎育 C- 進められ たこと である。 圃 家の 敎育費 を 高級 俸給生活者の 養成と いふ 點 にだけ 

ぬ 密に费 消す る こと を 魔して、 我々 は その 费用を 一般大衆の) 上に 我 消しなければ ならない。 明治 

時代に おいて こそ、 日本 は 歐米諸 國と肩 を 並べ て 行ける やうに 急速に 國 家の 諸 部面 を 建設し なけ 

れ ばなら なかった から、 一 人の 高級な 阈家 建設 技師 は 百 人 Q 普通 民衆よりも 尊重 せらるべき であ 

つた かも 知れない が、 八， 日に おいて 國 家の 敎宵費 を それ 程 この 高級 技師の 養成に 集中せ しめない 

でも、 必要 程度の 高級 技師 は 不足な く生康 せられる。 我々 は それよりも 一般大衆の 敎養 程度 を 今 

以 h に 高め る こと に 目標 を おかなければ ならない。 

ここに 敎宵體 系の 見方に 根本的の 韓換が 必要と なって 來た。 今までの 敎育 では、 高級 技師 養成 

の 學校機 關が敎 育の 本 幹と して 取られ、 社會 大衆の 敎育は それ 0 ほんの 附錄的 要素で あるに 過ぎ 

なかった が、 令 や 我々 はこの 方 を 逆にして、 一般大衆の 敎養を 高める ための 敎育を 本 幹と して 

取り、 級 技師费 成の 機關を それの 附錄的 要素と して 見る やうに しなければ ならない。 この 見方 

の轉換 が、 日本 敎育 改革の 最も 中心的の 部分で ある。 

三 


現に 父兄が そ Q 子弟 を 無理 やり に大學 まで 進ませ る こ と を 子弟 教育 G 理想と して 取って ゐる Q 

は、 第一 に は、 さう した 敎育を 受けなければ 高級 俸給生活者 として 採用して もらへ ないから であ 

るし、 第二に は、 現に 國 家の 敎 育機關 として 一般大衆の 敎養を 高める ための 機 關が國 .2: に 設備せ 

ら れてゐ ないから である。 この 二つの 點 さへ 改革 せられれば、 父兄 は 多大の 穩 牲を拂 つてまで、 

萬 一 の 幸福 を 僥倖す る 高級 技師 養成の 敎育 機關へ 子弟 を 向 はしめ る もので はない。 今日 靑 少年 虐 

殺の 悲惨 事 を 父兄と 子弟と に經驗 せしめて ゐ る人擊 難、 受驗 勉强を 救済す る 根本 方策 もまた、 敎 

育 目標の この 轉換 による 設備 Q 變革 以外に は 求められる もので ない。 

第一 に、 高級 技師の 資格と 學校敎 育と を 結びつけて ゐる 今日 0 迷信 を 打破す るた めに は、 當然 

すべての 部面に おいて 一 2 級 技師 となる ことの 资格 より 某々 學校 卒業 者 の特 權を廢 止しなければ な 

ら ない。 これ は ひとり 官吏に ついて だけい ふこと ではなく、 銀行 會社 等々 においても それ を實行 

しなければ ならない こと だ。 すべて お 格 は、 實カ撿 定試驗 によって 決定 せられる。 そして この 

試驗に 合格し、 高級 技師と して 採用せられ たもの も、 その  一 二 年の 期 21 は 見習 ひとして 取极 はれ 

る。 かやう に すれば、 試 11 檢定 によって 採用した ものに つき、 十分 こまかに 智力 試験 や 人物 考^ 

を なすこと が屮： 來る。 

しかし 第二に、 社 會の屮 に 諸種の 程度の 大衆 敎養 機關を 普及 設備す るので なければ、 この 資力 

試驗 に 合格す る に は やはり また 相當 程度 の 學校 へ入舉 しなければ ならぬ ことにな らう。 ここに 敎 
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宵機關 は社會 化せられ、 社會の 中に 普及 設備せられ なければ ならない。 我々 は從來 この こと を 幾 

"し： -:T:;S? 、し て來 たか 知れない が、 ^山 文相 は 今後 社 會敎育 の 部面に 多大の 力 を 注がれよ うとして ゐ 

ると 聞く こと は、 欣快に 堪 へない。 圖書 館の 一 町村 一 館 主義 また 甚だ 結構の ことで ある。 圖書館 

はもつ と 設備の 整った もの も 設けられ、 その他、 博物館、 舉 術硏究 機關、 一般 講習、 一般 指導 等、 

極めて 廣ぃ 部面に わたって 社會敎 育機關 が擴充 せられなければ ならない。 今日 學 術獎勵 費の 如き 

は官 公立 學校 職員な どに だけ 費消 せられて ゐ るが、 これ は 全く 無意味の ことであって、 今饺 は：^ 

問に おける 擊 術 研究に こそ 全力 を あげ た獎勵 費が 費消 せられなければ ならない。 

四 

一 町村 一 圖書館 主義と 並行して、 地方に は 成人 敎育 機關を あまねく 行き わたらせなければ なら 

な. S が、 成人 敎育 機關を 見る目 は、 小學敎 育の 延長と か、 小擧 補習 敎 育の 充實 とかい ふこと であ 

つて はならない。 この 見方 を 以て は、 成人 敎育は 依然として 小學 より 大學に 向ふ敎 宵の 附錄 にな 

つてし まふ。 成人 敎育社 會敎育 こそ は敎 育の 本 幹で あり、. 國 家が 最も 多くの 敎育 費を费 消すべき 

部面な の だ。 成人 敎育 機關 において は、 公民科の 敎育 などに 主力 を そそ. S ではならない。 それよ 

り は 一般 敎 育の 向上に 主力 を そそがなければ ならない こと だ。 公民 敎育 だと か 實業敎 育 だと かい 

ふ もの は、 一般大衆の 歡迎 する もので はない。 また 一般の 敎 養の 高まって ゐな いものが、 どうし 


て 公民と して Q 良心 を 持ち 得る であらう か。 

大衆 の 敎育 を髙め ると 同時に、 ー國の 最高 知識 を髙 め る 方策 を講す る こと はこれ ま た々 やられ て 

ならない 事柄で あるが、 このために は、 我が 國の 大學の 組！！ は极本 的に 改革せられ なければ なら 

ない ものに なって ゐる。 今日の 組- 1 を 以て は、 敎授の 員 敫は 極めて 少く 限定せられ、 その 少数者 

だけが 最高の 學問を 研究し 得る やうに なって ゐる。 さて その 敎授が 停年に 達する まで は、 他の 學 

者 はこの 地位 を 得る わけに いかない。 これが ため 大學 の學問 研究 は 沈滞して その 學 風に 潑剌 たる 

ところが なくなって ゐる。 

この-ほ t 風 を 打破す るた めに は、 敎授の 数 を 今よりも 三倍、 五倍し なければ ならない。 そして 大 

舉の ほかに 各種の 研究所 を 設備し、 敎授を そこの 硏究 員に する の だ。 この研究員は任^1-2^の時に登 

用し、 あへ て iS: 年 を 以て 交替す ると. S ふこと がない。 また その 研究員の 倚 給 はい ま 以上に すっと 

少額で よろし いし、 研究員と いっても その 研究所の 設備 を 自由に 利用す る だけで、 特に 毎日 そこ 

へ 通勤 するとい ふ Q ではない。 さて 大學 で實 際に 講義 をす る 人 は、 この 研究所に ある 研究 具 卽ち 

敎授 中より  一 二 年 交替 を 以て 委囑 する ことにし、 大舉 卒業 者 または 一般 研究者に して 特に.； g ぃ學 

術 を 研究しょう とする もの は、 研究所に ある 敎授 につい て 指導 を 受ける ことが 來る やうに する- 

かやう に すれば、 今の 如き ral 定 した 大挙 教授の 授業に よる 研究の 沈滞 を 打破し、 舉風 を活？ ^な 

らしめ る ことが 屮 I 來 ると 同時に、 一圃： M: の 學者を 保護し、 研究 を 刺戟す る ことが m 來る。 今日 Q 
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大舉 における 研究 萎靡 Q 弊の よって 來る 原因 は 全く、 敎授が 一旦 任命 せられれば、 その 一 敎授だ 

けがみ づから の 地 位 を 定 せし め 安閑と し て 停年 を 待ち つ つ 老衰す ると いふと ころに ある ひだ。 

—(昭和 七ハ小 六月) 


西 田 哲學の 時代 的 意義 

『讀 寶』 紙上に 於け る 西 田 博士 を 巾 心に して の宗敎 座談 會の華 記 を 甚だ 興味深く 讀ん だもの は 

私 だけではなかった であらう。 私な どの やうに 先生の 講座 を 離れてから 餘 程の 歳月 を經 過し、 ま 

た 平生 怠慢と 非 禮とを 極めて ゐて、 自分の 思索の 不備 や 人生へ の 疑義に 就き 日常の 敎へを 仰ぐ と 

S ふこ ともなく 來てゐ る ものに 取って は、 昔 講壇 上 Q 先生より 親しく 敎へを 受けて ゐた頃 Q 古い 

記憶 さへ、 ほんの 昨今の ことの やうに 蘇って 来て、 毎日の 記事 を讀 みっつ、 懷 しさ 限りない もの 


があった。 一般の 思想界 を 益した こと はいふまで もない が、 私自身と して は 先生 最近の 思想 體系 

の 基本的 構造 を 窺知す る こと が 出来、 考 へさせられる ところが 少く なかつ た。 

この 座談 會の 筆記 は 他の 座談 會 筆記な どと は 違 ひ、 必ゃ しも 内容の 易 解の もの でなかった。 か 

なりに 長く 先生の 論 著に なじんで 居り、 その 思想 的 發展の 全般につ いても 幾分 か 他 Q 人達より は 

詳しく 知つ てゐ なければ ならない 我々 に 取つ て も、 先生の 思想 を 在る がま まに 理解す るは容 n,^ で 

なく、 隨っ てこの 座談 會の 筆記 は考 へれば 考 へる 程 いろいろの 疑問 を 喚んで、 理解の 容易な も 

であった とはい へない が、 かう した 程度の 最も 高い 難解な 哲舉 問答が 新聞の 上に 揭 載せられ たと 

いふ こと は 一 の記錄 をな す ものであって、 その 大膽な 試み を 菜され、 讀 者に 深い 思索への 契機 を 

與 へ られた 同紙 宗敎 欄に 對 して は、 一 讀者 として 多大の 感 II を 寄せたい と 思 ふ。 

前後 二  II に 亙る 座談 會 筆記 は、 宗敎 を主题 としての もので あり、 また 事資、 宗敎の 主 問題に つ 

いて 多くの 問答が 重ねられて ゐ たが、 寧ろ 全體 として は 西 田 哲學の 核心が 語られて ゐ たといって 

よいで あ ら う。 先生 の 他の 論 著 を讀 まれる 人達 はこの 座談 會 筆記 を讀 まれ るなら ば、 もつ と 端的 

に巾心^造に觸れることが3^來、 他の 論 著 を 理解す るに 便利で あらう。 我々 の 時代の 問題と して 

は辨ほ 法の 根本的^ 察 ゃ歷. SC- や 文化に ついての 最も 基本的な 理論が 聞かれた から、 この 點で 思想 

界 が^^ 示 を 受けた Si は少 くな. S  。 
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辨證法 に對 する 先生 の 考察 は 非常に 根本的 の もので あつ た。 自己が 自己の 內 に絕對 他者 を 見 る 

とい ふ ことより S 發 した 辨證法 のこの 根本的な 考察 は、 先生 自身が 論ぜられ て ゐ たやう に 觀念論 

より 離れた ものであるが、 その 全體 的な 特色 は、 寧ろ フォイエ ルバ ッ ハ 批判に 現 はれた マ ルクス 

の辨證 法に 對 する 根本的な 見解と 傾向 的に 甚だよ く 類似す る もので あつたと 思 ふ。 

木 莊氏も 評されて ゐ たやう に、 西 田 先生の 思想に は禪 的な 背景 も 確かに 存 すると 思 ふ。 0 しな 

がらい かなる 人 も その 時代が 問題と して ゐる ところの もの より 完全 に 遊離す る こと は 出來な い 0 

西 田 先生の 思想 は マルクスの 中心思想 を 排斥して ゐ ないだ けで はなく、 寧ろ その 傾向に 進みつつ、 

これに 深い 思索の 基礎 を與へ てゐ ると も 見られる であらう。 マ ルキシ スト は 先生の 一一； K はれる やう 

な 辨證法 を 取った 時に 初めて その 哲學的 基礎 を確實 ならしめ る ことが 出来る。 そして これ は斷じ 

て マ ルキ シズム より 離れた こと を 意味 しないの だ。 マ ルキシ ズムは 自我の 行動に 對抗 する 物 K 的 

非合理的な ものの 力 を 重視す る點、 人間 を 單に觀 念 的で ない 全人 的の ものと して 考 へる 點 などで 

特色 を 持ち、 また 現代 Q 生活 は 我 々 をして さう した 思想 向 を 必然的に 取らない では ゐられ ない 

やうに して ゐ るが、 西 田 先生の 思想に 於いても 自己に 對 して 自己 を K 迫す る 絶！^ 他者 を考 へた 點、 

非合理的な 要素 を も 含んだ 具體 的な ペル ゾ オン (人格) を考 へた 點 などで、 現代の 生活に 切資に 


觸れ る ものが あり、 先生の 論理的 體系 に も自づ か ら 時代 反映 の ある こ と を觀 取し 得る で あ ら う。 

が、 また その 點に 於いて 我々 は 西 田 哲學の 現代的 意義 を 十分に 高調す る ことが as 來る。 

現在の 普通の マ ルキシ ストのお へる 辨證 法に 對 する 先生の 批評に は、 私な ども 至極 同感で ある。 

我が 國の マルキシストの 大半 は、 實際は マルクス 自身に よって 折 n 學 的に 批 刺され、 その 理論 構造 

の 不備 を 宣告され てゐ るの だ。 私な ども これまで 幾度 その こと を 言って 來 たか 分らない が、 我が 

圃 では マ ルキシ ズムは 一 の朋黨 であって 理論 體系 ではな. S の だから、 その 批判 は 反 マ ルクス 的な 

ものと 見られて ゐる。 我が 國の マ ルキシ ズムに は 概して 二通りの 種刖が ある。 一 はこれ をん 間學 

的に 基礎 づけて、 社會 よりの 對象 的な 限定 を主觀 的に しか 見ないた めに、 その 社會 批判に 於いて 

は 依然として 觀念論 的 傾向に 墮 する も Q であり、 もう 一 つ は 人間の 主體 的な 行動 を 見す、 唯物論 

を客體 的に 解して その 客 體 的な 存在に よる 限定 だけ を 主張す るた めに、 社 會カ萬 能の 見方と なつ 

て、 社會の 進化 を 全く 機械的の ものに なすと ころの ものである。 さう した 見方の 何 處に辩 法が 

あるか。 

三 

私 は、 以上に 反して、 社 會は對 象 的に 我々 の 行 勁 を 限定して ゐ るが 人 問 はまた 主體 的に その 社 

會の 上に 限定 を 加へ てゐ ると 兑て來 た。 (拙著 『文舉 理論』 參照) この 方の 根本的な 相違から、 
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我々 は マ ルクス 派 文 藝に對 し、 叉 マルクス 派 社， ゆ 運動の 方法に 對し、 多大の 是正 を 加へ なければ 

ならない と 思 ふ。 いま 西 田 先生の 所論の 屮 でも、 マルキシズムに 對 する この 根本的な 批判の 聞か 

れ たの は、 我が 國の 思想界の ために 悅 ばし いこと であった。 併し 辨證 法が この 理論 構造 を 持つ も 

のなら ば、 我々 は 何故な ほ 「唯物論」 の 語 を 保存し なければ ならない か。 マルキシスト である こ 

と を 自任しつつ、 また 西 田 先生の 一一 目 はれた やうな マルキシズム 批判に も 同意す る もの は、 なほ 唯 

物 論 を 取 る 理由 を 公然と^に 示さなければ なるまい。 

先生の 哲學 がその 座談 食に 列席した 人達に より、 深. S 敬意 を拂 はれた こと はいかに も 営 然のも 

ので ある。 併し 率直に その 情景 を觀 察するならば、 列席者 はまた 依然として その 竹 s^., とは^に 各 

自の 宗教 を 持ち、 先生の 論理 體 系に 對 して は、 ただ 完成 せられた 美しい 藝術品 を鑑赏 し、 それに 

醉 ふとい ふやうな ところが あり はしなかった か。 W し宗敎 者の 態度が さう であると すれば、 また 

他の マルキシスト や 一 般 の社會 人が 西田哲 學に對 してや はり さう した 態度 を 取る ことにな つて ゐ 

はしない か。 西 田 折" 學が 現代 生活に 切資 に觸れ てゐる ものである こと は旣に 述べ た 如くで あり、 

現代 社會は それより 新鮮 豐 富な 批判 を^かなければ ならぬ に拘ら す、 赏 際に 於いて は 幼稚な 客體 

的 唯物論な どが 社 < ^ほに 行 はれ、 これ を 主張す る もの も、 それ を 聞く もの も、 一向 これ を 怪しまな 

いなどと いふ こと は 遺憾 のこと では ある ま S か。 尤 も 先生 御自身 は 現代の 問題 を 自ら の 問題 に せ 

ら れてゐ るので は あるが、 その 考察 ゃ發 表の 形式と して は、 先生 御自身の 問題 を、 論理 體系 を、 


考へ 貫く といった 風の ものに なって ゐた。 その 考察の 前に は 泰山が 崩れ ようと 社會が 破壊し よ う 

と、 そのために 動搖 せしめられる もので ない といった 禪的 風格が 見える。 この」 M 談會に 於いても 

先生の この 態度 は 自身の 體系を 語 るに 急で あり、 列席者 の 疑問 を 徐ろに 導く こ と に 興味 を 持 つ た 

ものではなかった。 それが また 西 田 哲學の 一風 格で あるから 已むを 5£ ない。 

ここに 私な どの 希望す る こと は 先生の 若い 門弟の 屮 から 先生の 哲學の 一 般 的解說 をな す もの や、 

この 哲學を 現代 社會の 生きた 問題に 結びつけて 行く もの やの 輩出す る ことで ある。 私 はこ こで 計 

ら. f も かって 同様の 希望 を 語って ゐた 天才 的； 哲學 者、 故 野 村 隈畔君 を 想起し 感慨の 無量なる もの 

が ある 0  —  (昭和 七 年 七月) 
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「大衆」 の 社會學 

社會の 現象、 社會の 形態 は、 不斷 に變轉 推移す る。 社會の 中に どんな 新奇の 現象 や 形態が 發生 

したと しても、 我々 は それ を 「こ れは社 N せ 現象、 社會 形態と して ら るべ きもので ない」 とは批 

^する； J とが 出来ない。 隨 つて 我々 の 社會學 は、 かやう にたえ す變轉 推移して ゐ る社會 生活 內容 

を その 在る がま まに 對象 として 取り、 それ を觀 察し 分析し 記述す るより 外に 致し方がない。 き 

擧が 最初より 何等かの 概念 をき めて 置いて、 こ の變轉 推移す る 社會 生活 内容 に 向った とすれば、 

その 社 會舉を 以て は說 明の つかない 現象 や 形態 は、 核々 として 社會の 中に 發 生して 来る ために、 

結局 その 社會學 は現實 的な 社會 生活 をす ベ て 虚妄の ものであると 斷す るより 外 はない ことになら 

う。 

人の 意識 も * 社會 形態と 同じく つねに 變轉 推移して ゐる。 それ 故 社會 人が どうい ふ も Q 


に 價値を 置く かとい ふこと も、 やはり 變轉 して ゐて、 一定す ると ころがない。 或る時 代に 凝 高の 

道義と した こと も、 次の 時代に はさう ではなくなる であらう。 藝 術の 内容の 如き もの も 時代 的に 

變 化して ゐ るから、 或る 内容の 藝術 だけ を、！： 定 的に 最高 の 藝術 であると 斷定 する こと は 屮 I 來な 

い。 勿論... 理念と して、 惯値 としての 善 や 美に は、 折；： 學 的に 普遍 妥當 性が 要求せられ ると いふ こと 

も出來 るで あらう が、 現實 的に 或る時 代の 社會 人が、 或る 內容の もの を 共通 的に 善 や 突で あ る と 

刹斷 して ゐる 限り は、 それだけの 事赏を 我々 は 一概に 否定す る こと も 出来ない。 我々 は從來 持つ 

てゐた 尺度 を 一度 は拋棄 して、 先づ この 現象の 眞相 を現赏 的に 分析し なければ ならない の だ。 

か やうに 雷 へ ば 社 會舉に 於 いて は、 ただ 在 る がま ま の 現象 を そ の 在る がま まに 受取り 、 記述す 

れば それでよ. S かとい へば、 必 すし もさう ではない。 現象 や 形態 は變動 推移して 行く が、 かやう 

に變 化する には變 化する だけの 理由がなければ ならない。 社會 生活に 於いて は、 過去と 現在 未來 

と は 全然 無關 係の ものではなくて、 その 歷 史的 進展に つき 何等か 必然的な 關 聯の考 へられな けれ 

ばなら ない こと は 一一 目 ふまで もないで あらう。 我々 は 現 妳；； - 的な 社會 生活 を その 在る がま まに 受取る 

が、 更に その 事實を 分析 解剖して、 かう した 新奇の 現象 や 形態が 何故 過去の 生活の 中から 發展し 

て來 たか、 また この 現象 や 形態の 新ら たに 發 生した 意味 は 何で あるか、 なほ また これらの もの は 

將來の 生活に いかなる 壓カを 加 へ つつ 進展して 行く もので あるか、 を弯 察しなければ ならない。 

ここに 社 含 的 考察 は 軍に 記述 的の ものではなくて、 現象の 本 M、 意義、 發展の 闘 係 を も 15- ねる も 
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のとなる ので ある o 

併し、 この場合 にも 社會學 は、 つねに その 新ら しい 現象 や 形態に より 敎 へられる ところが なけ 

れ ばなら ない。 以前に 持って ゐた 見方へ 執拗に rai 着し、 その 見方 を 板り かざして 法 W 的に 新奇の 

現：^ や 形態 を說 明して 行かう とすれば、 新ら しい 事實は 古い 概念に よって 虐殺せられ、 新 事實は 

すべて 虚妄で あると いふ 結論に も 達しなければ なるまい。 それが 所謂 公式主義 である。 我々 はこ 

れ まで 所謂 マ ルクス 主義者から、 如何に 屢. - 公式主義 的な 說明を 聞かされて 來 たか。 

所謂 マ ルクス 主義 も、 或る時 代に は社會 生活 を說 明す る ことに 於いて 甚だ 新鮮であった。 併し 

その 公式主義 を いつまでも 固守す るなら ば、 新奇に 發生 する 現象 や 形態に 對し、 「この 事 實は正 

しくない。 この 現象 は 問 違った もの だ」 と- S はなければ ならな. S ところの、 その 現實： 否お の數は 

だんだん 多くな つ て來る に 相違ない の だ。 ここに マルクス 主義の 固定 公式 理論と 現實、 的な 社會生 

活 との 間に 生じた 矛盾 は揚棄 せられ、 マルクス主義の 理論 自體が 新ら しい 形態 を 持たなければ な 

ら ないで あらう。 

我々 の 社會に 於. S て 新ら たに 重要の 意味 を 持って 來 たものに 「大衆」 が ある。 「大衆」 は 過去 

に 於いて、 社會 人に より 多く 注目 せられて はゐ なかった。 然るに 現代 ほど 「大衆」 が 重要な 意義 


を 持って来た 時 はないで あらう。 或る 意味に 於いて は、 現代 は 「大衆」 時代で あると いっても 過 

言で はない かも 知れない。 我々 の 日常 用語 を 見ても、 大衆 小說、 大衆食堂、 大衆の 要求、 大衆の 

生活 等々 と、 「大衆」 は 益. - 目立つ ものに なって 來てゐ る。 「大衆」 は、 元來 は佛敎 用語で あら 

う。 それが 最初 「大衆 小說」 と- S ふ 風に 使用 せられた 時、 我々 はこの 用語 例に 何とも. S へない 不 

自然 さ を 感じた ものである。 然るに 今では それ も 一向 不自然の もので はなくな つて ゐる。 そして 

我々 は 八 r どんなと ころへ 「大衆」 とい ふ 言葉 を 使った にせよ、 共通 的に 理解す る；」 との Si 來る或 

る 意識 を 持つ ので ある。. その 「大衆」 と は 一 體 何で あらう か。 

或る人 は 「大衆」 ほど 俗な 一一 m 葉 や 概念 はない とい ふか も 知れない。 また 他の 或る人 は 「社 會」 

とい ふ 一一 K 葉 や 概念が ある 以上、 新ら たに 「大衆」 と. S ふ 語 は 必要で な- S とい ふか も 知れない。 倂 

しどん なに 俗な もので も、 現に 社會 生活の 中で その 俗な ものが 勢力 を 得て ゐる とすれば、 我々 は 

その 俗な ものが 何故 さう した 重要な 意味 を 持って 來 たかを 仔細に 觀 察しなければ なるまい。 また 

「社 會」 とい ふ 語 はあった にせよ、 「社 會」 と 「大衆」 と 何等か 違った 內容の もの を 意味す ると 

すれば、 我々 はや はり その 相違 點 が何處 にある かを檢 討し なければ ならない。 「大衆」 と 5- ふや 

うな 概念 は、 從來は その 程 重視 せられて ゐ なかった。 隨 つて 「大衆」 の 社 會學を 論. f ると いふ 人 

を、 我々 は 多く 見なかった。 然るに 今や 我々 は その 「大衆」 の 社 會學を 詳しく： i じなければ なら 

なくなつ て ゐる。 
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一つの 概念 は、 一つの 時代 签氣を 背後に §S つて 誕生す る。 「大衆」 と. S ふ 概念 もまた 現代の 或 

る 時代 签氣を 表現しつつ 發 生した の だ。 かって は 「群 銀」 とい ふ 概念が 重要 ；g せられ、 「群楚 心 

理學」 「群 築 社佘： 學」 などい ふ 問題が 論ぜられて ゐ たこと もあった が、 「大衆」 と 「群 e ごと は 

同一 內容を 表示す る もので はない。 そして この 「群 藥」 とい ふ 語が 重要に なって 來 たの も、 當時 

の 時代 空氣を 表現した も のであった。 

「群 壤」 とい ふ 語が 新奇の ものと して 使用 せられた Q は、 議會燒 討と か 新聞社 燒討 とか、 日 比 

谷 を 中心としての 群壤 運動が 盛んになり 出した 時で ある。 當時 或る人 は 『群 猫 心理 學』 とい ふ 新 

著 を 公に し、 相當に 世の 注意 を ひいた が、 その 人 はこの 著に より 認められて 蕃視 廳 入り をし、 さ 

うした 群集 運動の 取締 资を講 する ことにな つたが、 その後 群 壤逛動 は 思想！！： J 動に 發展 したために、 

思想 取締の 職に あたる ことと なって、 勇名 を 都下に 森 かし、 令 は 休 知事と なって ゐる。 常時 そ 

の 人 等と 一:^: じく raf 生であった 私な ども、 明大の 舉生辯 論 大會で その 群 社 會舉を 論じた 記憶 を 持 

つ て ゐ る。 然る に 今や 群 の 心理 舉 社^ 學は それ 程 m; 要 の も Q ではなく なって、 新ら たに 「大衆」 

の 社き 舉的 研究が 必要 の 時代に なつ てゐ るので ある。 

三 

「社.； ば」 と， S ふ 語 さへ、 かつ て は 新奇 の もの に 見られ て ゐ た。 「社 會舉」 を 研究す ると いへば、 


「社 會 主義」 を 研究す る ものの やうに 見られ、 何 かしら 物 騷の學 問に 考 へられた 0 も、 つい 近頃 

のこと である。 今 もな ほ 「社 會」 何々 と S へば、 何處 かに 物騒な 見方が 潛 みさう に荐 へる 意 II 習 

惯 さへ、 容易に は 消失し な. S であらう。 併しと にかく 我々 の 生活 を社會 的に 見る ii 點は 普及した _ 

いや 我々 Q 生活、 殊に 都會 Q 生活で は、 その 社會的 觀點を 離れて は 生活が 出来 なくなつ たの だ。 

ここに 「社 會」 とい ふ 用語の 普及 は、 やはり 現實 的な 事實の 反映で あると 見なければ なるまい。 

然 らば 「大衆」 は 在来の 「社 會」 と、 どうい ふ點で 相違す る^ 容を 持つ もので あらう か。 「社 

會」 は 一つの 組織 を 持って ゐる。 そして こ 0 社會 に所屬 する もの は、 この 「社 會」 に屬 する こと 

の 意識 を 持つ ので ある。 然るに 「大衆」 はさう した 明らかな 組織 を 持たない し、 また それに 所屬 

する ことの 意識 を も 明らかに 持つ もので はない。 具體 的に 例 を 取れば、 社會、 銀行、 敎會 などの 

共 利社會 は、 たしかに 明らかに 組織 を 持って ゐ るし、 それに 所屬 する もの は、 これに 所 露す る こ 

と 0 意識 を はっきりと 持って ゐる。 また 家挨、 國家 とい ふやうな 共同 社會 について 見ても、 とに 

かく 一  の組錢 と、 それに 所屬 する ことの 意識 はたし かに そこに 存在す る Q である。 然るに 「大衆」 

とい ふ 時には、 特に どれ だけの 人間が どんな 組織 をつ くって この 「大衆」 を 成す とい ふこと はな 

い。 然 らば 全く 組錢を 持たない かとい へば、 全然 組識を 持たないならば 大衆と して 認識 せられる 

こと もないで あらう から、 とにかく 一  つの 集圑 として 認識 せられる 程度の 聯關は 存在す る ものと 

兒 なければ なるまい。 併し 特に 「大衆」 の 形態 ゃ範圍 はない し、 また 個々 人 は その 「大衆」 に 所 
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禱 してなる とい ふ 意識 を 日常 持 つて ゐる わけ で はない。 

いま 大衆食堂へ 這 人って 行く 人達 を觀 察しよう。 その 人達 はいかに も 大衆で あ-らうが、 その 大 

衆 は 相互に 確實の 聯關を 持つ Q ではない し、 また 「大衆」 として 聯關 せられた 意識 を 持ちつつ こ 

Q 食堂へ 這 入って 行く 0 でもない。 「社 會」 は その 組織と 共に 明らかな 目的 を 持って ゐ るが、 大 

衆 は 特に 明らかな 目的 を 持つ と 5 ふこと もない。 然 らば 「大衆」 は 全く 非 目的 的な 存在 かとい へ 

ば さう ではなく、 明らかな 目的 を 意識し はしない が、 全體 として は 目的 的な 活動 をな して ゐる。 

例へば 我々 は 大衆の 要求と いふ こと を 言 ふが、 それによ つても 分る 如く、 大衆 全體 として、 一 の 

生命 的な 目的 活動 を 固有す るので ある。 

四 

「社 會」 と 「大衆」 と は、 そ 活動 樣式も 違って ゐる。 社會は 意識 せられた 集圑 であるから、 

共同 社會 Q 中の 血 挨團體 の やうな も Q に 至る まで、 とにかく 知的に その 目的 を 意識し、 その 目的 

を 賞 現す るた めに 合理的な 活動 をな さう とする が、 大衆 は その 知的 認識 を 持たない から、 その 行 

動 は 何處か 非合理的 であり 盲昧 である。 併し 全體 として 生命 的な 目的 活動と なり、 大衆 自身 を擁 

護す る も Q になって ゐる ところに 大 いなる 特色が ある。 社會は 合理的に 直ちに 行動 を 起す ことが 

a-H 來 るが、 「大衆」 は 組 511 でない から 容易に は 行動 を 起さない。 併し その 亢奮が 積 集 せられれば" 


猛然と して  一 Q 行動 を 起す やうに もなる が、 そ Q 時には 強烈な 意力 を發 揮し、 容易に は その 冗裔 

を收 めない。 けれども また その 行動 Q  一  0 目的 を 達すれば 集團 運動 は 解消せられ、 さきの 大衆 は 

何處に 存在す るか さへ 分らな 5 ものに なって しま ふ。 大衆 は 非合理的な、 盲 味な 存在で あるから、 

常に 他に より 輕 蔑せられ るが、 それに も 拘ら. f- 一  の底氣 味の わるい 意力 を も 含む ものであるから、 

また 他に より ひそかに 怖れら れてゐ るので ある。 かくの 如き も のが、 いま 我々 Q 前に 現 はれて ゐ 

る 「大衆」 と 呼ぶ 特殊の 社會 形態の、 在る がま まの 性質な 0 だ。 

「大衆」 は從來 観察 せられて 来た 「群集」 とも 似た 存在で あると 一一 m はれよう。 併し 兩者は 決し 

て 同一 Q 社會 形態で はな. S ので ある。 「群集」 はい ま 現に 或る 場所に 集まって ゐる 人間の 集圑を 

意味し、 目に 見える 外形 を 持って ゐ るが、 「大衆」 は 特に 或る 場所に 集まる こ ともなく、 隨 つて 

定まった 外形 を 持たない。 「群集」 は そこへ 群集す る だけの 共通 目的 を 持って ゐ るが、 「大衆」 

はさう した 意識的の 目的 を 持たない。 また 「群集」 の 集結 は 概ね 一時的で ある けれども、 「大衆」 

は それよりも 永久 的の 存在 をな すので ある。 併し 雨 者の 間に は 類似した 性質 も存 する。 「群集」 

は 概ね 任意 的に 群集 狀態を 呈 せしめた も G であり、 こ Q 集圑を なすこと について 義務 意識 を 持た 

す、 また そ Q 共通 目的 を も 束縛 的に は 意識して ゐな いが、 「大衆」 もまた 大衆と しての 存在 をな 

す ことにつ き、 義務感 や 束縛 意識 を 持って ゐ ない。 

「， 大衆」 が 明らかな 姿 を 取って 我々 の 前に 現 はれた 最近の 著しい 赏例 は、 五. 一 五 事件 を 頂^ 
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として 爆發 した 近来の 農民運動 であらう。 我々 は その 時 農民 「大衆」 の應カ を、 明らかに 我々 の 

^前に 於いて 觀 II- する ことが 出来た。 さう した 運動の 本質 や 發展を 確 i^:: に認 II しょうと 思へば、 

我々 は先づ 「大衆」 と 呼ばれる 社會 形態の 性質 や 意義 や を 明らかに 者 察する ことが 必要で あらう。 

五 

私 は 「大衆」 の 社 的な 性質 を、 現 {貧 の 在る がま まに 先づ 分析して 見た。 然 らば 我々 の 社 < ^生 

活の 中には、 所謂 「社 會」 とい ふ 形式と は^に 「大衆」 とい ふ 形式が 何故 發生 する やうに なった 

ので あらう か。 

廣義の 「社 會」 は、 人 II の 相互 關係 により 成立した ものである。 JU の 廣篛の 見方の 上に 立つな 

らば、 「大衆」 もまた 一 の 「社 會」 である こと は 一一 一一 II ふまで もない。 併し 所謂 「社 會」 は それより 

ももう 少し 狹篛の もの を 意味して ゐ ると 思 ふ。 狭義の 社 會は、 人間の 相 le! 關 係の 中で も、 知識 的 

な、 或は 八：： 理 的な 意識 を 何程 か 含んで 成立した ものである。 舍社、 銀行、 敎會の やうな 共 利社會 

が 知識 的 合理的に 成立す る こと はいふまで もない。 血挨的 菜團、 民族！： 家と いふ やうな 共同 社き 

は、 もっと 根本的に 感情 を 含んだ 生活 を 基礎と し、 成立す る ものであると 考 へられて ゐ るが、 な 

ほそれに 於いても、 知識 的 合理的な 禁圑 意識 は 全く なくなって ゐ るので はない。 然るに 人 問 はも 

つと 根本的に は、 さう した 知識 的 合理的な 相互 關係 窓識 より 解放せられ、 全然 情意 的な 相 冗關係 


を 取り結ぶ ものであると 忍 ふ。 人 問 相互の 關 係に 於いて さへ さう であると すれば、 侗 人の 生活に 

於いても 情意 的な 生活 統一 は、 知的な 生活 統一 よりも もっと 基底 的な ものであると 見なければ な 

ら ない。 「大衆」 とい ふ社會 形式の 成立す る 基礎 は、 全く その 根本的な 情意 生活に 存す るので あ 

る 0 

人間の 情意 生活 的 統一 は、 知識 を 離れて 非合理的で あるから 何 處か盲 味なと ころが 感じられる 

が、 それに も 拘らゃ 生命 的に 合目的性 を 離れた ものに ならない。 卽ち 合理的に は 目的 的で ない が" 

非合理的に 目的 的な の だ。 こ C- 情意 生活の に 於いて 人 il が 相互 關係 をな す 時には、 その 情意 生 

活の 共通 感情の 上に 立ち、 明らかに 相 万； 關係を なすこと も あ るが、 また それまでに は 立ち至らす. 

円 一 ひ- 關 係の 意識 を さへ 明らかに は 持たない ことがある。 前^ は 血族 的？ 圑、 民族 圃 家の やうな 所 

1^ 共；；！ 社會 になる が、 後者 は 「大衆」 とい ふやうな、 相互 關係 意識 さへ 明らかに は 成立して ゐな 

い、 一 つの 社會 形式になる の だ。 

結 廣義の 「社 會」 の 中には、 三つの 社會 形式が 含まれる。 第一 は、 共 利社會 として 合理的 目 

的 的の 壤圑を 組織した もの、 第二 は、 情意 生活の 共通 感情 を 基礎と し、 相互 關係 意識 を 明らかに 

化れ つて 成立せ しめられた 共同 社會、 第三 は、 情意 生活の 基礎の 上に 立ち、 相互 關係 意識 を さへ 明 

ら かに は 持たない、 所謂 「大衆」 の やうな 形式で ある。 從來の 社-ゆ 3m,f では、 これらの うちの 前 二 

者 を 取扱 つ たが、 それらより ももつ と 原始的な 社會 形式 であると ころの 第三 Q ものに 對 して は、 

二 四 五 


二 四 六 

多く 注意 を拂 ふところがなかった ので ある。 

私 は、 人間の 社會 生活 を觀 察すれば 觀 察する 程、 生活のすっと背？^0-に存する情意生活的統ーを 

一 重視し ないで は ゐられ なくなった。 そして 從來 共同 社會と 呼ばれて 来た ものよりも もっと 奥 

深いと ころに、 人間の 複雜な 情意 生活 的 相互 關係 の存 する こと を 見なければ ならない やうに なつ 

た。 その 相 五關係 Q 或る もの は、 殆ど 共同 社會に 接して ゐる であらう。 併し 相 一.:i 關係 意識の 漠然 

たる ものが、 階 i? をな して いくらでも 存在して ゐる。 そして かう した もの は、 實 際の 社會 生活 を 

動かす 甚だ 有力な 要素と なって ゐ るので ある。 

社會 形式が、 人 の 情意 生活 を 含んで 具體 的に は 甚だ 複雑な ものに なって ゐる  一 二の 例 を 述べ 

よう。 「學 界」 は 一 の社會 であらう。 そこでい ま 一 の 著作 か 論文 かが 發 表せられ、 他の 人が それ 

を 批評した と假定 しょう。 批評 者 は S 呉 理の權 威の 前にす ベて を犧牲 にして、 この 公表の 上に 最も 

公平な 批判 を 加 へ たとい ふで あらう が、 この 被 批判者と 批釗 者と が 知人で あるか 知人で ないか は， 

その 批判の 5： 容を 決定す るに 重要 Q 要素と なる であらう。 もしも 兩 者が 知人でないなら ば、 その 

批判 は 被 批判者に 取り 甚だしく 有利で ない ものと なる。 この場合に は、 r 學界」 と ふやう 

な 合理的な 社會 は、 「交際 社會」 とい ふやうな 情意 生活 的な 社會 によって 蹂躅 せられた の だ。 ま 


た 私 は論爭 など をした 時に 常に 經驗 する ことで あるが、 その 對 手が 社會 的に 何等かの 地位 を 持つ 

ものである 場合に は、 私な どから 見て 全く 可笑しい 程、 その 社會 的な 地位 を 顧慮した 虚勢 を 示す 

ことにな り、 純粹學 問の 內容 など は何處 かへ 雪隱れ してし まふので ある。 こ Q 場合に も 彼の 意識 

を 支配す る もの は、 社 會的關 係 を 顧慮す る 情意 生活 的 意識 だ。 眞 に具體 的な 社會 生活 は、 合理的 

な 表面ば かり を 見て ゐても 分る もので はない。 盲 味な、 非合理的な 情意 生活 を 基礎に して、 甚だ 

しく KI^ 曲せられ た 面貌 を呈 してなる 0 が、 我々 の社會 生活の 具體 的な 姿で ある。 

「大衆」 は、 我々 の社會 i に r:....:l:w 〔する に、 今や 閑却 せられな. S 一  の社會 形態で ある。 その 本 

質 を 明らかにする こと は、 結局 は 我々 の社會 生活の  一 i? 具體 的な 姿を觀 察する ことへ の 序論で あ 

らう。 合理的な 心理 現象 を 研究す る 普通の 心理 學の內 奥に、 更に 底 意識 を 研究す る 精神分析 學が 

成立した と 同様に、 社會 についても その 底 意識的 社會 成立の 基本 を 論す る 社會學 が、 新ら たに 成 

立 しな けれ ば な ら ない Q だ。 —( 昭 S? 七 年 A 月 ) 


二 四 七 


二 四 八 一 


古器 雜談 

十 何年 か 前す つかり 身 體 を こ はして、 床の 上 を 日夜の すみかに しなければ なら なくなった 時に、 

私 は 特別に かたい 本を證 むこと も出來 す、 寢 ながらに 讀む本 を 求めて、 いつの 問に か 國文學 の 熱 

心な 請 者に なって ゐた。 が、 讀んで 行く うちに は 道 樂な讀 書 をす る わけに も 行かす、 つ ひに は 本 

式に 國文舉 を 研究す る 學究の 一 人に なって ゐ たので ある。 

幾分 か 健 を 恢復し、 少しづつ 外へ 出步 いても よい やうに なると、 街頭 を 散歩す る こと は 刺戟 

が 少し 强 過ぎる ので、 脚 は 自然に 古い 寺々 などへ 向いて 行く。 と、 ここで は その 寺々 に殘 つて ゐ 

る 換ゃ庭 園 や を 見る のが 樂 しみに なり、 あれこれ と 見廻 つて ゐる 間に、 今度 はま た 本式 に そ れ ら 

の 研究 を しないと 氣が濟 まされない ことにな つて、 思 は. f 深 人り をし、 その 研究が 却って 自分の 

储康を 害な ふ 程の 眞劍な ものに 進んで しまった。 襖 を 一 々はづ し 自然 科學 者の やうな 研究の 仕方 

を 取る 程に なれば、 もう それ も樂 しい 研究な どと. S ふ もので はなく、 苦しい 勞働 である やうに な 

つたので ある。 かうな つた 時、 そろそろ この 研究に も 尻 ごみ をし なければ ならなくなる。 


私の 執筆の 仕事が 一 刻の 休息 も 許されない 程の 忙しい ものに なって 來 ると、 特^に 健廢を そこ 

ねて 外屮 H の 出来ない やうな 日 は 幾 曰で も續 くし、 また さう でなくても 仕 のために 籠 1^5 しな けれ 

ばなら ない 苦しい 日が いつまでも 絞いて 行く。 その 時の 自分に は、 また 创 作の 悅 びよりも 勞 働の 

苦し さの 方が 犇々 とこた へて 來て、 日々 の 生活が 何とも. へや w!f 色な、 うる ほひの ない も に感 

じられ るので ある。 私 はふと した 機緣 から、 支那の 古 陶磁 を 乎に する やうに なった。 勿論 私の 古 

陶 愛好 は 今に 始まった ことで なく、 一通りの もの はすつ と 見績 けて ゐ たの * たが、 こんな 生活の 日 

に は、 籠居しながら ほんの 僅かな 四 五分の 時間に、 深く 澄んだ ^界へ ひたる ことの 出来る 餘裕が 

許されなければ、 自分の 生活 も堪 へられない 文 的な ものになる ので ある。 が、 さう して 古陶の 

一 點ー ー點を 座右に して ゐる 問に、 今度 は 古陶に 關 しての 文献 を幾册 となく 證み 通し、 その 文獻の 

記載に あはせ つつ、 これから あれへ と 遣 漏の ない l^m. をし なければ 承知の £來 ない 深みへ はまつ 

てし まった。 またい つもの 病氣が 出て 來 たの だ。 

過去 を 振り返って 見る と、 私 は に 趣味 的に は 物事に ぶっかって 行けない。 古 陶磁 を 見ても、 

私に は特刖 の好惡 がな く、 どれ もこれ も 面， ほい ものに 思へ る。 これ は 嫌 ひな 様式の もの だから 直 

3^ しないと いふので はなくて、 個性的に は 嫌 ひに なり さうな もので も、 古. S もの だとなる とその 

ままに 面，：：： いものに £ 心へ て來 るの は、 不思議な こと だ。 と、 いって、 私は^^-に^_:5ゃかな歷5^硏究 

^になって ゐ るので もない。 私 はや はり それらの 古陶に、 心 ゆく ばかり 打ち ひたって ゐ るの だ。 

二 四 九 


二 五 〇 

所詮 私に 與 味の ある むは、 すべて 人間の 歩んで 來た、 歩んで 行く 道で あるら しい。 善に せよ 惡に 

せよ、 一 人の 人間が 步 むにつ けて は、 時代 的に も 個性的に も、 やむ を 得ない 要素 や 稷緣が 働ら き 

出し、 働ら きかけ てゐ るの だ。 その 働ら き S3 し、 働ら きかけ を 以て 動いて 行く 人 問の 歩み は、 ど 

れ 一 つと して 私に なつかしく 思 はれない もの はない。 時代の 陷 つた 人 問 的な 弱點が 見えて 來る。 

悩みの 轉 向が 見えて 來る。 强ぃ あへ ぎが 見える。 絶望の なぐさめが 見える。 それら を 深刻に 眺め 

ながら、 私 はまた 悠久な 人生の 感 味に 打ち 浸って ゐ るの だ。 人間 ほど 複雜な もの はない。 また そ 

の 人 問の 生活して 來 た歷史 ほど はろ ばろ とした 意味の 感じられる もの はない。 

古陶の 興味の ある こと は、 それが 單 なる 藝術 的な 表現ではなくて、 また 人間の 生活の 「用」 の 

表現で ある こと だ。 古陶 を 見て ゐて、 人 は 人間の 「用」 の感 史を觀 察する ことが 出来よう。 そし 

てこの 「用」 の歷史 こそ は、 まことに 人^の 歷史の 中心的な 見方で なければ ならない。 唐 時代 は 

廣 時代、 宋 時代 は 宋 時代と、 これ 程 「用」 の 表現の 個性的に 違って ゐ るの は、 いかにも 不思議の 

感じの する もの だ。 

或る時 私 は 唐 Q 小器 を 手に して ゐる。 杯の 把手 は 今の 珈琲 茶碗の それな どと 違って、 全く 圆. S 

形の ものに なって ゐる。 それが 賈に 簡素で、 S 用 的な もの だ。 こ Q 圓ぃ 形の 孔へ指 を 入れて 杯 を 

持って 見る と、 これ 程 がっしりした 杯の 持ち 方 はない。 と、 私 はこ Q 把手の 形の 屮" 來た 原因 を考 

へて 行く。 その 陶器 0 小器と 同形の 石 杯 を 人手す る。 これ は 銀製の 杯と 全く 同形の 把手 を 持って 


ゐ るので、 面白い もの だ。 そこで 私 は 銀器の 把手の 成立 を考 へて 見る。 それ はた だ 出来るだけ 簡 

犁な 工作 を 欲して 得た 形で あると 考 へて よい。 その 形を考 へつ. S た 工人 は 全くの 偶然から、 そん 

な 工作 をした ものである かも 知れない。 ここに 歷史の 上に 於け る 「用」 と 「偶然」 との 結合に つ 

-S ての 困難な 問題の 考察が、 私に 與 へられる。 が、 私 は その 問 を 単なる 推論 を 以て 解決しょう 

と は 思 はない。 何處 まで も 實物を 追うた、 歷 史的な 結論 を 得たい と、 私 はな ほ もこれ から あれへ 

と 實物を あさつ た 考察 を 進め つ っ飽 くこと を 知らな い の だ。 

私 はまた 或る時、 玳皮天 目の 盌を 手に して ゐる。 かって は 傅 $1 品が 賣 立に 出て 數 千金で 賫 買せ 

られ たとい ふのに、 それと 全く 同じい ものが 窯趾 から 發 掘せられ、 我々 Q やうな ものの 手に も 人 

る ことが 出来る の は 幸 ひなこと である。 その 吉州窯 の盌は 我々 の 個性と は 質に 於 い て 何處か 非常 

に 相違の ある、 蒙昧な 蠻 力の 感じられる ものである。 が、 その 蒙昧 さが また 甚だ 髙く 洗谏 せられ、 

責挨 的な ものに なりつつ、 なほ 固有 Q 蠻カを 失 はないで ゐ るの は、 不思議な ことで はない か。 こ 

こに 私 は 「野 蠻」 と r 贵族 性」 との 結合の 問題 を 解決し なければ ならなくなる。 人類の 歷史に 於 

いて、 この 二つの 要素の 結合 せられて ゐた例 は、 珍ら しい もので はない。 私 は それ を どう. S ふ 風 

に考へ 通せば よいで あらう か。 

. 次 々と 私に は 問题が 提出 せられて 来る。 かう なれば 古陶 はまた も 私に 澄んだ 慰め だけの もので 

はなくて、 一 つの 勞 役を强 ひる ものに なり さう である。 —(nB ぷ 七が 十月) 

二 五 一 


二 五 二  s 


支那の 古陶 

畫 彫刻な どの 美術 を 好 愛しない もの は あるまい と 思 ふ。 それら は純粹 美術と 呼ばれ てゐ る，' 

純粹 美術に 較べれば、 陶磁 だと か窒內 器具 だと かの H 藝品 は、 用品で ある だけに 純粹 美術より 

は 一段に 位の 低い もの、 美術 惯 他が 資用惯 値に より 幾分 か惯 彼の 歪められた ものと ー般には^!5?へ 

られ てゐる やう だし、 ェ藝 美術家 もまた 自づ から 自分 を その やうに 卑 くきへ てゐ るら しい。 併し 

我々 鑑赏 する ものから 見る と、 むしろ 純粹 美術の 方が 位卑 く、 ェ藝 美術の 方が 位の 一 ：3 い 感じの す 

る 場合 は 少なくない。 

これ は あ へ て 私 ひとりの 感じで もない らしい。 私の 友人な どの 中に も、 帝 展の油 総の 一 枚 をせ： r 

ふ- U なら、 某 デバ ー トに 陳列して ある 一 制作 所の コ I ヒ ー 茶碗の セット を 骨 ひたい もの だと， so 

てゐる ものが ある。 何故かう した ことが 起る か。 純粹美 術は實 用を考 へな. S ところから、 自づか 

ら 生活 遊離の 美術になる し、 ェ藝 美術 は寶 用を考 へなければ ならない ところから、 自づ から 實生 

活の澄 刺た る 姿 を 表現す る ことにな つたので はない かと 思 ふ。 


それ だから ェ藝 美術に は、 俗臭 紛々 の墮落 をす る 誘惑 もまた 少なから， f ある。 ェ藝の 落した 

の は 全く 見る に堪 へない。 金の かかる もの を澤 山に 使って 見る とか、 ただ 手 を 細かに して 勞 銀の 

多く 費えた ひと を 示す とかした もの は、 その 制作 者 または 註文 者の 意圖 如何に 拘ら や、 餘り にも 

俗氣が 多くて 樂し く 鑑賞す る こと が 出来な い 0 

ェ藝に は 人間の 風格が 實 によく 出る。 さう した 點で 私の 愛好して やまない ェ藝に 支那の-陶磁が 

ある。 古 陶磁 は 何 處の國 の もの も 甚だ 面白い もの だが、 何とい つても 世界 陶磁の 王座 を 占める も 

の は 支那の 古 陶磁で あると 思 ふ。 そして 支那 人の 生活 內容 の豐 かさ を これほど 具體 的に、 多面的 

に 表現して ゐる もの も 他に は あるまい。 

日本の 古 陶磁 も 世界に 誇って よい もの だが、 何としても 支那の 古 陶磁の 力量に はかな はな い。 

日本の も 0 は 何處か 力の 疲れたと ころが ある。 のびのびせ すに、 少し こせついた ところが ある。 

小さな 趣味に こびり つ. S てし まって、 手足 を 伸ばさな- S ところが ある。 そこへ 行く と、 支那の そ 

れは、 いかにも 脂ぎ つて ゐる。 枯れて ゐ ない。 ゆったり と 落ちつき、 何でもなく 平氣 になって ゐ 

る。 偉くな つても 風流 人 ぶら や、 ただ 一介の 職場 人と して ゐ ようとす ると ころが ある。 何として 

も 力が あり、 息切れが しない。 

日本人 は、 どうも 小さく 風流 人になる 癖が あってい けない。 やはり 島國人 根性になる の だ。 曰 

本の 茶人の 生活 はたし かに 尊敬すべき もので あつたが、 また 他面で は 我々 の 生活 內容を あまりに 

二 五 I 二 


二 五 四 

レ.、 ： 〔まって しま ふところ があった。 たと へば 茶人の 寂び とい ふ もの は、 あまりに 寂び てし まって 

.:: (ひぐ. -枯； £ に 瀕せ しめたと ころが ある。 このせ ま 5 世界 觀を 以て 茶器 を選擇 したから、 我が 

國へ は、 陶磁と して は 朝鮮の 下- f 物 や 支那の 土 f  2 的の ものが 主として 輸入せられ、 支那 古陶の 

本格的の もの は、 宋の 靑磁ゃ 明の 赤繒 など を 除いて は 殆ど 輸入 せられる ことがなかった。 隨 つて 

我が 國に は、 支那 古 陶磁の 本當 によい 品が 今日まで 幾つ も傳 はって はゐ ない。 これ は 非常に 惜し 

むべき ことで ある。 

私 はこの ホブソ ン の 出した 『ブラ イヴ H 1 ト. コレクション に 於け る 支那 陶磁』 を 買 ひ、 英 

國の赏 族の 家庭に こんなに 立派な 作品が 幾つと なく 傳 はって ゐ るの を 見て、 羨望に 堪 へなかった- 

ホブソン によれば、 これらの もの は 最近に n ひ 整 へられた ものではなくて、 歐洲の 商人が 海上 か 

ら 支那と 貿易 を 開始す る やうに なった 十六 世紀 頃から もう 歐洲へ 輸入 せられて 來 たもの だとい ふ ( 

その 頃なら ば、 日本へ だって いくらでも 輸入せられ 得た であらう もの を、 日本の 茶人の 狹ぃ 好み 

から、 その 輸入がなくて 終った の は、 かへ すがへ す も 遺憾の ことで ある。 

併し この 狀態 は、 今 もな ほ 依然として 引き 續 いて ゐる。 今日 支那 古 陶磁 を 蒐集し ようと 思へば- 

割合に 安價 でよ い 作品 を あつめる ことが 屮 H 來 るので あるが、 事實午 さう した 作品 は 一向 日本へ 輸 

入せられ て來 ない。 一 輸入 商 は 私に、 茶人 趣味の もの は 商惯で どうに もなら な. S が、 茶人の 趣味 

より 逸れた もので ありさへ すれば、 隨分 安惯で 支那の 店から 多種 類 の も の を 蒐集し てく る と 約束 


した。 

宋磁は それでも まだ 一般 C} 趣好に 適して ゐる であらう。 しかし 均 窯な どになる と、 日本で は 一 

向歡迎 せられす、 西洋へ 流出して しま ふの は 何とした もので あるか。 明 もので も、 我々 が 見て 

面白. S と 思 ふ も 0 は、 茶人に は 「騒がしい も J と 呼ばれて 排斥 せられて ゐ るから、 これまで は 

買って 歸ら なかった とその 輸入 商 は 私に いった。 

淸代 Q ものに なれば、 絢爛 その 極 をつ くし、 その 種類の 多様なる こと またよ く 一一 目 語の 及ばない 

ところで あり、 この 世なら ぬ 美の 世界 を 展開せ しめて ゐ るので あるが、 やはり 餘 りに 騷 がしく、 

日本の 茶人の 輸入 註文がない と 5- ふこと である。 隨 つて その 逸品 は 茶人た ちが あつめる 品の 値段 

よりもす つと 安くて、 今な ほ どしどしと 西洋へ 流 して ゐ るり だ。 日本の 美術の 西洋 流出 を だけ 

惜しんで はならない。 我々 は 支那 Q かう した 古 陶磁の 外國へ 流出す る こと を も 大いに 惜しんで よ 

いと 思 ふ。 

さ しづめ 支那 古 陶磁の 陳列 館 を 建てる やうな 特志家 はないで あらう か。 ュ I モルフ ォプ： "スの 

宽 集に 達する こと は、 今日のと ころ 勿論 全く 不可能で あらう。 併し あまり 多くの 經費を ひない 

で 、 相當に 充實し た 支那 古 陶磁 の 陳列 館 を つくる こと は 決して 不可能の ことで はない。 

外國に は/ そこへ 行けば 支那 古 陶磁の 標本 的な 逸品 を 各 時代に 亙って 見る ことの 出来る 博物館 

が ある けれども、 日本の 博物館で はそんな 標本 品 を 一 通り 見る ことが 出来な. S と は、 何とい ふ不 
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幸で あらう。 東洋 古 美術 Q 保存と その 知識の 普及と を考 へる ものが 顧慮し なければ ならない 重大 

の 問題 はこ こに も 1 つ 存在す る Q である。 |<昭？年ー1月> 


『思想 . 人物 . 時代』 序 

友人た ちに 色紙 か 短冊 を  一 二 枚づっ 書いて 貰 ひ、 それで 張り 交ぜ 屏風 をつ くったら 面白から う 

と考 へてから 數 年になる が、 その 張り 交ぜ 屏風 は 今に 出来さうな 様子がない。 いや 色紙 や 短册に 

したら わざとら し いものになる から、 それよりも ふだんに 貰 ふ 手紙の 中から 選び出せば、 これ は 

よほど 風變 りな ものに なり、 第一 わざわざ 依頼の 手紙な ど 書く 必要がなくて 直しい と考へ 直した 

りする が、 それでも いざやる となれば 煩 はし いと 見えて、 八 マな ほ 何の 着手 を もして ゐ ない。 

この 數年來 何 かの 機 食に 書いて 来た 短耷を あつめようと 志して、 あれこれ 拾 ひ r 山して ゐる 時に， 

私 は その 張り 交ぜ 屛風を 捲へ てゐる やうの 氣 持ちが した。 色紙 や 短册に 向って 書く やうな、 少し 

落ちついた 氣 持ちで 緩った 文章 も あれば、 手紙の 走り書きの やうに 忙し. S 時間の 中で 書いた 感想 


も ある o 

併し 全體 として は、 何 か 知ら 一 つの 雰圍氣 が 出る やうに と 思って、 全體 Q 短 意 を 配列 整理した 

積もり だ。 時代 は. S ま 非常時で あると いはれ てゐ るが、 この 張り 交ぜ 屏風 Q 全體 が、 その 非常時 

時代の 解釋を 試みる に、 多少で もの 役立ち をす るで あらう か。 成るべくむ づ かしい 理論 を 捏ね 廻 

したくない。 また 相當に 長い 文章 も、 この 中へ は 挿 人す る こと を 避けて ゐる。 出来るだけ 單刀直 

入に 讀んで 行けて、 著者の 幾分で もの 解釋ゃ 主張 を 理解して 戴けさうな も 0 だけ を牧 めた から、 

讀者 は疊の 上に ゆっくり 寢そ べつて なり、 電車の 片隅に 忙しい 腰をおろして なり、 どの 意からで 

も 勝手 氣 儘に 讀んで 戴きたい。 

私 は 平素 自分 Q 著書 や 論文の 中で、 同じ こと を 二度三度 書かない やうに 努めて ゐる 積り だ。 併 

し 丁度 都合の よい 機.^ を與 へられた 場合に は、 同じ こと を 一 一度 一一 一一 n はなければ ならぬ ことに も 自然 

にな て來 るし、 この 時代に 特に 肝腎 だと 思 ふ 主張 は、 繰り返し 述べなければ ならぬ やうに もな 

つて 來る。 この 書の 中には、 私の 他の 著の 中で もっと 理論的に 詳しく 論じて ゐる やうな こと を 極 

めて 簡犟に 述べ てゐ ると ころもあって、 論旨が 彼此 重複した 點 では 平常の 宗旨に も 反する 譯 であ 

るが、 さう いふ 箇所が あった 場合に は、 これ はこれ で 他の 著での 理論 を 一身 簡單に 締め括りした 

ものである として 讀んで 戴きたい。 全體を 五篇に 分けて ゐる。 r 對 話篇」 は、 現代 社會の 問題 を 

出来るだけ 碎 いた 一一 百 葉で 對 話した もの、 「時代 篇」 は 今 Q 非常時 時代の 中心的な 問題 を 取扱って 
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ゐ るが、 近來 やかましく 叫ばれて ゐる 例の ブロック 經濟 論な ど、 私 はこの 十 年ば かり 絡え， f 唱へ 

てゐ ると ころで、 ここに も 二三 年 前からの 論 章を牧 めて ゐる。 その 頃 は 一向 世論に なり 得， f その 

一一 一一 口 葉 さへ なかった に拘ら す、 時代の 進み Q 必然的な 趨勢が たうとう さう した 主張 を 世の 常識に な 

るまでの 見方に 押し進め たの を觀 察して ゐて、 私 は 多少の 感慨が な S でもない。 「思想 篇」 に は、 

辨證 法的 唯物論 だと かファ シズム だと か近來 問題に なった 非常時 世相の 思想 だと か、 一 般に 常識 

として 知って ゐて 戴きた. S やうな ものの 解 說を收 め、 「人物 篇」 「生活 篇」 は その 名 Q 示す 如く、 

や， ^ 明す るまで の こと もない。 要するに 前に も 一一 一一 口った 如く、 この 全體を 以て 現代の 思想と 人物と 時 

代の 特色 を 張り 交ぜ 屛風 にして 幾分で も 方^させる ことが 出来た とすれば、 著者の 望み は 足りた 

とい ふ もの だ。 1( 昭和 七 年 冬 3 
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紫 野から 

□ 例年 通り こ の 印刷物 を以 て 年末 年始の 御 挨拶 を 申し上げます。 貿狀 は虚禮 である と 申す も の 

も あり、 また いかにも 虚禮 になる 賀狀も ありませ うが、 私の 如き は 不斷に 特^の 御無沙汰 やら 非 

禮 やら を 致して 居ります ので、 せめて は 毎年の 初めに だけ そ Q お詫びの 言葉 を 申し 上げたい と 思 

ふので す。 研究 や 執筆に 沒 頭して ゐ ると、 大事の 用事に さへ 御 返事 を 怠り、 私の 用事の 濟んだ 頃 

に はもう 時機 を 失したり して、 そのまま 非禮を 致して 了 ひます 書狀が 年末に 數 多く 殘 つて. Q るの 

を 机邊に 見ます と、 何としても 一年に 一度 はお if 化び Q 乎 紙 を 書きた. S と 思 ひます。 

□ そ の 外 御 著書 を 頂戴し 實に 貴重な 御 示 敎を得 て 感謝して ゐ ながら、 それさへ どうか するとお 

禮の 書狀を 怠って 了 ひます。 どんなに か 御 不快に 思って いらっしゃる だら うと 恐縮に 堪 へません 

が、 すべて は 御 宥恕の 程 願 ひ 上げます。 なほ 直接お 伺 ひして 御 挨拶 申し上げなければ ならない 場 

合な ど、 私の 無精と 多忙と から 自然に 缺禮 しがち になる こと を、 謹んで年頭にぉ；^^^び申し上げ、 

切に 貴家 御 一 同様の 御 健勝 を 祈り 上げます。 
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ロ昨年度の生活の御報：^？ど申し上げますと、 先づ 第一 に 時代が 急轉 直下の 轉岡 をな した こと を 

痛切に 感じな けれ ぱな りません。 歐 洲大戰 直後、 世界の 思想界と 社會 的^ 勢と が大 いなる 變化を 

なした 時 は、 また 今の やうな 强ぃ 印象 を 受け ましたが、 今の 如く 一一 一一 口論 そのものに 極度の 不自由 を 

感じて ゐる こと は $は てな いこと であります 0 

□ 私 はこの 數年 來社會 評論 に 於いて 多少ながら 現實 からの 隔離 を 感じて 居りました。 と， S ふの 

は、 カ强ぃ 有効な 評論 は 直ちに 現實 的の 運動に 結びつかなければ ならない し、 また 逆に その 現實 

的な 實踐 Q 體驗 の 中から 生れ る 思想 で なければ 露實 の もので はない と 自ら 强く 感じて ゐ る に拘 

らゃ、 私の 健康 は 私に 資踐 運動 を 許さなかった からであります。 隨 つて 私の 着眼 は 人間 全 體の動 

きに 立ち 向 ふやう になり、 自らの 仕事 を 一 歩づっ 史的 研究の 方へ 退かしめ る やうに なって 居り ま 

した 0 

□ 併し 時代の 大 いなる 變化 は、 俄然 私 Q 情熱 を 再び その 現實的 情勢の 上に 驅る やうに なり まし 

た。 今 は實に 容易なら ぬ 時代で ある 以上、 よし 私自身 は 實踐の 巾へ 立ち入れない にせよ、 社會の 

全 體に對 して 私の 乏しい 一一 K 論を訴 へ 、 痛烈に 時代 を 批判し ない 譯に は參 りません。 その 言論 を 離 

れて 何の 舉問、 何^^研究がぁりませぅか。 さう した 一一 一一 n 論に 於いて 私 は その 論 を 益 A/ 卑近なら しめ 

その 言葉 を 平易なら しめて 居ります が、 結局 は 大衆 勝の 中に 於け る實功 如何 を考 へる 以外に 私の 

念願 はない からであります。 併し 理論 は 徹底し 究極 的に 統 一 せられた もので なければ なりません Q 


今の 如き 時代に. こそ 學問ゃ 研究 は、 その 存在の 意義 を發 揮し なければ ならない と 信じます。 

□ 昨年度 中 私は單 行の 著書と して は、 『改版 農村 問題 八-社 會擧的 基礎』 『短歌 論』 『現代 世相 it 

『文學 理論』 『人間 論』 『思想. 人物. 時代』 の 六 著 を 公刊 致しました。 併し 私 Q 書！！ も 近来 は 全 

然都 會に圍 まれて 了った ため、 以前の 如く 規律 正しい 研究 執筆の 生活 をす る ことが 出来す、 問圍 

の-喧噪 を 避け- -は 執筆 を 深夜より 曉に 至らし め 幾日と なく 徹夜 をす るな どいつた 不節制 を敢 てし 

なければ なら なくなった Q で、 秋より 冬に かけて は 全然 病臥の 生活 を 送らなければ ならな いやう 

な ことで ありました。 今 は 執筆の 時 だけ 身 を 避ける 絕對靜 安の 田 舍を搜 して 居ります。 


都會の 虐殺 

こ G 頃 つくづく 都會 生活が いやにな つて ゐる。 都會 生活と いっても、 半 郊外 的な、 所？！ 住宅 區 

域に 屬 する 都會 生活の こと だが。 僕 Q 家で も 第一 號 線の 內側 になった から、 百姓の 肥料 壶が つい 
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この間つ ぶされ たばかり だと はいふ ものの、 何とい つても 立派に 都會の 生活 だ。 

さて その 都會 生活に なって 見る と、 都 會人は 何で こんなに 騷 音が 好きな のか、 全く 騒々 しくて 

やり切れな いね。 中京 あたりの 大きな 家の 建て 並んだ ところへ 行った 時には、 羨ましく なって 了 

ふ。 今では その 中京よりも 半 郊外 的な 住宅 區 域の 方が、 都會 的に すっと 騷々 しいの だ。 ラヂォ が 

やかましい。 やかましければ、 僕な ど はた だで 放任し ない 方で、 直ぐ 抗議 を. S つてね ぢ こむ、 い 

ゃ實は 平身低頭して 歎願に 行く の だ。 聞いて くれる の はよ いが、 三囘 行っても 聞いて くれない 隣 

家が あり、 朝から 夜まで ラヂォ と 蓄音機で ガチャ ガチャ やられて たまらな いから、 この 秋 その 間 

隔に防 昔の ために 二階より 高い 土鮮 をつ くり、 その 土媒を 倒れさせな いために 物置 を 建てた ので 

飛んだ 散財 をした。 

いや、 個人 はま だよ い、 近傍の 小學 校が 大擴聲 器 を 運動場に 取りつ けて ゐて、 ラヂォ 體操を そ 

の 擴聲器 を 使って やる のに は 最も 閉口す る。 これ はいくら 抗議 をい つても、 お前の 方 は ひとり 俺 

の 方 は 三千 人の 兒 童の 健康の ためだと いって、 取り外して くれない。 蓮動會 になる と、 その 大擴 

聲器を 樂隊が はりに する。 それで 校長の 訓示 をす る。 ほんのせ まい グラウンドで 訓示 をす るのに、 

近頃 は 校長 も. 新聞で マイクの 前に 立って る 名士なん かの 寫眞を 見る もの だから、 自分で もちよつ 

とその 眞似 をして 見た くなる と 見える ね。 だが こっち は、 有難く もない 頭から 出る その 訓示 を窒 

に 寢てゐ て 耳の 中へ ねぢ 込まされ るの だからた まらない。 夜に なったら 終日 擴聲 器で 聞かされた 

 ……  :n —  — mkmmF 


樂隊 で、 頭 は 割れさう に ガンガン 鳴って ゐた。 

これで は 命が たまらない。 こ-, 頃 あっち こっちの 田舍を さがして ゐる。 騒音 防止 0 ために これ 

だけ 廣く 宅地 を 取り、 これ だけ. 个相應 に 大きな 家 を 建てて は 見た も の、 もう 命が たまらな いか 

ら何 處ぞの 田舍へ 別の 家 を 建てようと 思って ゐる。 都 會は犬 殺し を やる やうな ころ だ。 

I 『大嘉 tsi:?』 ( 昭和 八 年 1 月 ) 


冬 翳 tn 記 

十一 一月 I— 日。 

終日 胸 を 押しつけられる やうな 氣壓の 重苦し さ を 感じて ゐる。 僕 は窒の 前の 廊下に すっと カァ 

テン を 引い \-ゐ るから、 外の こと ははつ きりと 分らない が、 空氣は 微動 だに せす に その外 Q 庭で 

凝結して ゐる やう だし、 室の 中 0 さ氣 も、 冬に して は 生ま 暖かく 頗に 感じて 來る のが、 全く 無氣 

味な ほどで ある。 僕の やうに 氣壓の 變化を 痛々 しく 肉體に 感じて ゐ るの も 困った こと だ。 

二 六 五 


一 一 六 六 

口が 早く 暮れる。 時計 を 見ても まだ それ 程の 時 問で ない けれど 、電氣 をつ けない と {^i の ものが 

分らなくなる。 僕 は 秋の 晴れた 日の 夕方、 日 はもう すっと 以前に 沈んで しまって ゐ るのに、 わざ 

と 室に. m 氣を つけす ぼん やり と 椅子 e 上で 物 思 ひに 沈んで ゐる のが 好きで あ る 。 だが こん な 重 つ 

苦し. S 氣壓の 中で は、 早く 雨戶 をと ざし、 窒に m 氣を つけて、 あたり を 夜の 景色に しないと やり 

切れない。 

夜、 窓 を 明ける と、 £ 水して 外 は ひどい 霧 だ、 細目に 明けた 窓から さへ 直ぐに 忍び込んで 來る夜 

霧 を、 瀧の しぶきの やうに 僕 は 顔に 感じて、 窓際に 立つ。 外の 電燈が 一 つ その 夜霧に 蒸されて、 

眩暈し さう になって ゐ るの を 痛々 しく 眺めた。 霧の こまかい 粒々 が、 その あかりの ま はり を 極め 

て靜 かに 舞って ゐ るの だ。 すべてが 遠い 遠. S 景色に なって 見える。 やっと 近くに、 その あかり を 

浴びて 一本 Q や はら かな 樹 枝が、 霧の 珠を 光らせて ゐる のが、 何とも. S へす 美しくて 心を惹 かれ 

た 0 

ふっと 自分に 歸り、 大急ぎで 窓 をと ざして、 元 Q 座へ もどる。 窒の 一隅 を 僕 は 意味 もな くぢっ 

と 見つめながら 考 へて ゐ るの だ。 I . 生活 を 固定 させて はならない。 このままで イズムの 捕 慮に 

なって はならない。 人生 は、 無限に 豐 かな 内容 を 含む 笞だ。 こんなと ころで 落ちついて ゐて、 ど 

うする もの か。 自分が 過去に つくり 上げて はまた その上に つくり 上げて 來 たィズ ムをそ Q ままに 

押し進めて 人生 を解釋 する の は、 容 な 道で あらう。 けれども 僕 は 恐らく その 仕事の 倦怠に 堪へ 


られ まい。 僕に も まだまだ 何十 年 かの 生命が 將來に 許されて ゐ ると、 少なくも 假定 したい。 その 

生活 を 僕 は 一 つの 形式の 型の 中へ 押し込め たもので はなく したいの だ。 生活の 味 を 本當に 喰って 

行く、 一  々違った 味 を 貪って 行く の だ。 私の 弱々 しい 肉體の 中で も、 その 貪愁な 食慾 だけ は 流石 

になくな つて ゐ ない。  . 

ぢ つと 見つめて ゐ ると、 空の 中 全體に 霧が まって ゐる やうに も 見えて 來る。 永遠に 晴れな. S 人 

生の 霧 だ。 


11 日。 

朝起きて 見る と、 あたり はやつ ばり 深い霧 だ。 庭の 木々 が 蘇った やうな 美しい 色 をして、 その 

霧の 海の 中に 息うて ゐ るの だ。 今年の 冬 は 殊更に 霧の 多い 年ら しい。 昨年 は空氣 が 乾いて ゐて、 

風の 葉 も 紅葉 をす るまでに すっかり いぢけ てし まひ、 紅葉ら しい 紅葉 を 見せなかった ので、 都會 

の 中で は 風の 紅葉 は 見られな いもの かも 知れない などと 考へ、 その 秋、 高 野の 僧院で 見た 美しい. 

紅葉に 思 ひ を 走らせた りし てゐ たが、 今年 はこん な都會 で も 霧 の 深 い 朝夕が 幾日 か 綾い たためで 

あらう か、 杉 木立の 中に 打ち 抢 てられた やうに なって ゐる さへ、 見る 人 もな く 時日が 經過 する 

^に、 美しく 紅葉して ゐ るの を 私 は 見つけた。 

,  二 六 七 


二 六 八 

何と 5 つても 近頃 殊に 美しくな つ て來た Q は、 南天と 八つ手と だ。 北から 南に 向 ふ 一 本の 廊下 

を、 南の 端へ 歩きつ める と、 そこに は 南天が あかるく、 つぶつぶの 實を つけて ゐ るし、 また その 

廊下 を 北の 端へ 歩きつ めれば、 そこに は 八つ手が 葉の しげみの うすぐらい 中から、 ほのじろい 花 

を 持ち上げて ゐ るの だ。 南天 は どこまでも 珊瑚 末の 朱色に 輝かう とする らしく、 その あかい 實の 

房 を つぶつぶと 張つ てゐる は. S ふまで もない ことと して、 その 葉 Q 末々 まで を あかく 照らさう と 

して ゐ るが、 八つ手 はまた それと は反對 に、 すっかり 綠靑の 一 いろで まう とする らしく、 いま 

すくす くと 仲び 出した、 菜資の 房の やうな 花で さへ も、 ただ あたりに あ を じろ. S 句 ひ をた だよ は 

せて ゐ るの だ。 


 曰。 

夕方から 書き出して、 今夜 もまた 「大伴 狡 人」 を 書きつ ぐ。 電車の 音 も 聞え なくなって から 大 

分 時間が 經 過して、 やっと この 長 論 を 書き上げた。 近頃に ない、 氣に 入った 論文 だ。 旅人が だん 

だん 老衰し、 鄕 里の 萩の 花 を 憧愫れ ながら、 それ を 見ないで 死んだ 最後の 條を 書く 頃に は、 自分 

まで 物悲しい 心に なって ゐた。 流石に よほど 疲勞 した。 少し ふらふらした やうに なって 廊下へ 屮 U 

ると、 身體に ぞくぞくと 寒 氣を感 する。 窒へ歸 り 檢溫器 を はさんで 見た。 七 度 五分 ある。 


夜、 物 を 書く 習慣 を 無理に つくって から 身體 がその 習慣に 容易に なじまな いため、 執筆が 深更 

に 及ぶ と、 もう 床に ついても 朝まで 眠りに 就く ことが 出來 ない の だ。 妻に 肩先 やら 頭 やら を もま 

せながら、 いま 書いた ばかりの 旅人に 就いて 話 をつ づける。 旅人が 故 鄕に歸 つて 亡妻 を 憶うた 歌。 

—— 「人 もな き 空しき 家 は 草枕 旅に まさりて 苦し かりけ り」. ！ と 同じ やうな 歌 か 俳句 を、 女の 

方の 立場から. S つた ものが ある だら うか 11 それ は あるで せう。 加賀の 千代女 0 「起きて 見つ 寢 

て 見つ 蚊 張の ひろさ かな」 はさび しい 氣 がする ぢ やありません か。 11 

さう だ。 旅人の 歌に よく 似て ゐ るね。 だが、 この 句 はちよ つと 問題 だよ。 加. 賀の 千代女が 寡婦 

になって から 夏の 夜 その 亡夫 を 憶つ てつく つた Q だとす ると、 露 情の せまる ものの ある 氣 がする 

けれど、 加賀の 千代女の 傳 記に ついては 大分 疑問が ある さう だ。 千代女の 句の 中には、 それ を 作 

つた 時の 生活 的な 說 明の ある ものが いくつ も あるに は あるの だが、 何だか それ も 疑問 ださう だよ。 

そんな こと を讀ん だか 聞いた かして ゐ るが、 今 はっきりと 記憶し ない。 一 一階へ いって 調べ て 見れ 

ば、 分る 0 だが。 

だが、 この 句 はどう も 題詠 だと， S ふ氣 がしない かい。 ゆっくり とよんで 見て ごらん。 

そして これ は 亡夫 を 倔び 悲しんで ゐる とい ふよりも、 蚊帳の ゆったりした ひろさ を 讚美して ゐ 

るの だとい ふ氣 がしない かい。 つまり 「拔 帳」 とい ふ 題に ついて、 何 か 句 をつ くらう と 沈思して 

ゐ るの だ。 題が 多少 理窟つ ぼくな つて、 人に 「成る 程」 と 感心 せられる やうな 名句 をつ くらう と 

二 六 九 


二 七 〇 

考 へて ゐ るの だ。 蚊帳が いかにも ゆったり として、 涼し さう だ。 そこで この 蚊帳の 中で 起きて 見 

たり、 寢て 見たり しても、 やはり ゆったり とした 廣 さの 感じられる 蚊帳 だと 悅ん でゐ る。 私 は ど 

う もさう した 意味の 句で はない かと 思 ふの だ。 

「起きて 見つ 寢て 見つ」 とい ふところ をよ く よんで ごらん。 これ はどう も わざとら しいよ。 ち 

ら つと 知識が 頭 を 通り過ぎ るよ。 本當に 亡夫 を^ぶ の だとしたら、 「起きて 見つ 寢て 見つ」 は 仰 

山に 芝居が かって ゐるぢ やない か。 起きたり」  1 たりせ すに、 寢た まま 小さな 息をして ゐる だけで 

い いぢ やない か。 本當に 起きたり 寢 たりす るの ぢゃ、 何だか ヒス テ リイら しい、 知的な 感じがず 

るね。 それに この 「見つ」 が 何より. 怪しい よ。 亡夫 を^ぶ のぢゃ あ、 「見つ」 と、 蚊帳 を はっき 

りした 對象 にす るの は、 いらな. S こと だ。 だから 私 は 思 ふの だ。 これ はやつ ぼり 蚊帳 を 讚美して 

ゐ るんだ よ。 起きて rc^ たり」 寢て 「見たり」 して、 奴 帳の 廣さを 指 ざし 示して ゐ るの だ。 だが 

さう 思って この 句 をよ めば、 さつば り 面白くなくなる ね。 

しかし 名句 は どれでも 大抵 大袈裟に なり 過ぎて ゐる もの だよ。 大 がかり の 芝居 をす るの さ。 さ 

う 思 ひかへ して また JU の 句 を 見れば、 亡夫 を 倨ぶ 句 を 案外 こんな 風に 持へ 上げた もの かも 知れな 

い。 どっちに せよ、 面白. S 句ではなくなる ね。 私 も かって はこれ を 思 ひ あまった 名句 だと 考 へて 

ゐ たの だが、 今 はさつ ばりよ. S 句 だと 思へ なくなって ゐ るんだ よ。 


今の 旅人の 歌 はどう だ。 II 「人 もな き 空しき 家 は 草枕 旅に まさりて 苦し かりけ り」 |» こ 0 

「苦し かりけ り」 がよく 利いて るね。 尤も この 歌 だけの 用法で はない が。 「悲し かりけ り」 では 

まづ くて、 「苦し かりけ り」 でない といけ な. S ね。 「悲し かりけ り」 ぢゃ ただの 心理的の 界だハ 

だが 心理的の I 界ぢ や、 うたって ゐる 本人 は 深刻の やうに 思っても、 やはり 觀念 的で、 宙に 浮い 

て ゐる氣 がする。 心理的の 世界 を もっと 深刻に 突き 込んで いって、 物質的の 世界に ならない とい 

けない。 觀念論 を 唯物論へまで 突き 拔 けさす の だ。 といった だけ ぢゃ 分らなくなる が、 心理的の 

世界 を もっと 深く ゑぐ つて 行く と、 その 基礎のと ころで、 肉體 的と いっても よい やうな^ 界に、 

どしんとぶ つかって 行く ぢ やない か。 つまり 心理的と いふに は、 あまり 物質的 だし、 單に 物質的 

とい ふに は、 あまりに 心的な 世界 だ。 唯物論と 觀念 論との 合一す る 世界 だとい つても よければ、 

生命 そ の ものの 立つ 世界 だ といっても わるく はない。 その 世界に 立 つ て 文學を 制作す るので なく 

つち や あ、 本物と はいへ まい。 「悲し かりけ り」 は 觀念的 だし、 「苦し かりけ り」 は それよりも 

す つと； E 質的 だと 私 は 思 ふ。 この 歌が 僕たち を どきっと 端的に 打つ 理由が、 そこに あるの だ。 


二 七 一 


雨が 降って ゐ る。 今年の 冬 はよ く 雨の 降り つづく こと だ。 伸び 放題に 仲び、 幾度 かの 霜に あつ 

て 枯れた 庭の 芝が、 みじめに 雨の 中に た ふれて ゐる。 K が 仕事の あ ひま あ ひまに 立ち寄り 芝を燒 

いて くれる 箸に なって ゐ たの だが、 K もこの 頃 は 外に 仕事が あるら しく 何より 結構な こと だ。 朝 

額の 蔓 など 取り はら ひに 寄って くれてから あと、 一月ば かり 姿 を 見せない。 燒 かない 芝生から は. 

もう クロ ヴァ ，• などが 青く さかんな 葉 を 吹き出した。 —『セル。 ハン』 (昭和  <  年 一 ョ號〕 


淸朝瓷 品 

陶磁 l といっても 範 圓が餘 りに 漠 とする から、 先づ 支那 陶磁 を 例に 持ち すが、 その 支那 陶 

磁の屮 で ー體何 窯が 陶磁 ェ藝の 行き着き 得る 限り を 極めた もので あらう か。 かう 質問 を 出されて 

見たところで、 誰れ でも 答へ るに ちょっと ためら ふし、 また それに 答へ たにしても、 人に よりい 

ろい ろと 違って 來 るに 相違ない。 先づ三 彩な どに 感心して ゐる人 は、 時にはよ つぼ ど あまく 見ら 


れさ うだ。 それに 唐 三 彩な どになる と、 本物 か 偽物 かそれ からして 鑑定に 困難な もの だから、 變 

な僞 物に 感心して ゐる などと 見られる より は、 三 彩 一 般を 陶器と して は 低い 程度の ものと 見過ご 

して 置く 方が 安心 だな どと いふ 人が な. S とも 限らない。 宋 代の-作品に は 大抵の 人が 感心して ゐる 

し、 陶磁 は 先づ宋 物に 極まる と考 へる 人 は數の 上で 最も 多い かも 知れない。 併し また 明 Q 靑花が 

宋 物よりも すっと 深いと 考 へて ゐる人 は 決して 少なくない。 現に 染附は 一 等 深い もの だとい つて 

ゐる人 を 私 はこれ まで 幾人 も 見た。 が、 さて 染附 のす ばらしい やっと 宋 の砧靑 核の すばらし いや 

つと を 並べて 見て ゐて、 どっちに 軍配が 擧 げられ るか。 青磁の 方が、 何處か 形而上 學 的と. S つた 

やうな 深さ を 持って ゐる 感じ もす る。 ところが また 靑磁 では あまい、 色 も 何もない 宋 白磁の 方が 

どんなに 深. S か 分らない、 とい ふ 人 も 出て 來 るから、 どうに も 結着 はっかなくなる。 

私 は 俗物に 出来て ゐ るた めか、 どれ を 見ても これ は 特別に 嫌 ひだと いふ 潔癖 を 持たない。 大抵 

の 陶磁が、 何處か 知ら 面白くな るので 見入って ゐる。 私が 爐均 窯の 作品な ど を 面白さう に いぢつ 

てゐ ると、 近畿 隨ー の 銳さを 持った 鑑定 鑑賞 家の 笹川 氏な ど は、 「こんな もの さへ 見て ゐる のか」 

といった 風な 額 を わきです るので、 こっちが 氣恥づ かしくな つて 了 ふので ある。 い つか も K 氏の 

店で 新ら しい 玉 器 を 見せて 貰 ひ、.. (これ だけ は 實は私 も 閉口の 方 だが) その あとで 年 窯 を 澤山出 

して 見せて 貰って ゐる ところへ せ 川 氏に 突然 襲撃せられ、 大急ぎで 品物 を片附 けて 貰った ことが 

ある。 新ら しい 玉 器な ど を 見た 夜 は、 吃 度 i 世 川 氏 は 夢見が 惡 いに 相違ない。 私が 何 窯で も 面白い 

二 七三 


二 七 四 

とい ふの は、 少々 一一： 一口 譯 めくが、 それ を 作った 人間の 生活、 時代の 特性が 聯想 せられて 面白い の だ „ 

淸 朝の 作品が 好きだと いふ 人 は、 餘り 多く 見當ら ない。 そして 乾隆 五彩 だと か 辰 砂 だと かいつ 

た 風な 大作 を 並べて ゐる もの は、 大抵 富豪に 限って ゐ るし、 こんな 物の 好きな 人 問 は、 一 i? 俗物 

に 見られ 易い。 自分 も 嘗て はそんな 風に 考 へて ゐ たけれ ども、 近 來は淸 朝の 作品の 中の 或る もの 

こそ は、 支那 陶磁 ェ藝の 行き着く 限り を 極めた もので はない かと、 至極 俗物ら しい 結論に 達して 

ゐ るので、 その 理由 を 次に 少し 述べて 見たい。 

ェ 藝品 i . と いふと 確かに 人 の 創作した もので、 その 點で は 繪畫ゃ 彫刻と 何 の區別 もな ささ 

うだが、 陶磁 ェ藝に は、 一 っ窯變 とい ふ ことがあ るの を 我々 は 閑却して ならない。 宋均 窯な ど は 

C 取 も 著し. S 窯變 だ。 併しよ く觀 察すれば、 靑磁 にせよ 靑花 にせよ、 一 つと して 窯變を 利用し ない 

もの はない。 站 青磁が あんな 澄み切った、 それで ゐて 何處か 沈靜な 深い 色 をして ゐ るの も、 その 

ェ藝 作家が 自分の 腕 Q 力で この 適り の もの を 仕上げ ようと 最初から 豫 期して 制作し てゐ たの だと 

いはれ ない。 そこに はェ藝 家の 腕 以上 Q、 自然力が 發 揮せられ てゐる ひだが、 廣義に は それが 窯 

變だ。 靑花 でさへ も あんな さえた、 少し 紫が かった 純な 明 靑花を 制作し 出す に は、 靑 花の よい 材 

料が 第一 に 關係を 持った ことで ある。 磁州 窯の 黑釉 でさへ も、 窯變 でない とはい はれない。 

そこて 陶磁 ェ藝 に惹 きつけられて ゐる 我々 Q 意識 を 分析して 見る と、 單 純に その 作家の 意圖に 

感心して ゐ ると いふ 以上に、 この 自然力 そのものから 来た 窯變に 何より 强く惹 きつけられて ゐる 


Q だと 私は考 へ る。 陶磁 ェ藝を 人間の 創った ものと して 見る 立場 も 一 面に は ある けれど、 他面に 

は、 美し S 天空 や 水流の こまやか さに 見入る 立場 を ここで も 許して よいので はない か。 今す ばら 

しい ダイヤ モ ンドを 前にして、 「自然 物の 中に 何故 こんな 奢侈 的に 美し S ものが 現 はれた か」 と 

は 何人も 咎め る 權利を 持た な い であらう。 

それと 同じ. S 見方で 淸 朝の 茶 葉末 や 辰 砂 手、 蘋果綠 などの 天下 一 品 的な 完成 せられた 作品 を 見 

るなら ば、 誰れ が 世界に こんな 奇蹟の 現 はれた こと を 咎める ことが 出来よう か。 これ こそ は 自然 

Q 手が 最も 高い 表現 を 求めた 作品 だ。 かやう に 見る 立場 は 許されない であらう か。 尤も 乾隆 辰 砂 

の 立派で もな. S 品物な ど を、 ごろごろ 見せられて ゐた 0 ではた まらない。 私の いふの は、 その 溃 

朝の 作品の 全く 奇 的な 絶品 だけ のこと であるの は 言 ふま でな so 丄 昭 S 八 年 一一 一月) 
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—— 口。 

阪 急に のって 大阪へ 行く。 この 電車に 乘 るの も、 全く 半年 振りに なって しまった。 春. 夏の 頃、 

自分 は 平均 一 週間に 一 度 位 はこの 電車で 大阪へ 往復し、 大阪も 自分の 都會の やうな 感じで 親しん 

でゐ たの だが、 これほど 長く 乘ら ない と、 すべてが また 億劫に なって 田舍 ものら しい 氣 持になる。 

しかしと にかく かう して 外出し ようとい ふ氣 持になる だけの 健康 を 取り かへ したの が、 何より 悅 

ばし. S こと だ 0 

自分 はた だ 何もかもが 物 珍ら しい 感じで 硝子 窓越しに 外の 自然 を 眺めて ゐた。 霧が 晴れる。 竹 

の 藪が ゆらいで ゐる。 ややもすれば 氣カ がふうつ と 上半身に 衰 へて 行く の を、 はかなく 窓際に さ 

さへ ながら、 朝の よい 光線 を 額へ 受けて ゐた。 讀 書に 疲れる と、 ぢ きに 電車で 散歩に 来た 長 岡の 

社の 池の 堤 も、 八；' 日 はた だ 電車の 中から 眺めながら、 つい 昨日の 事柄の やうに 記憶の 中に m 心 ひ 浮 

e^l^l  [   '     


朝日 會 館で、 フランス 新興 美術の 展觀を 見る。 これが 今日 大阪 へ來 たことの 目的 だ。 一巡 會場 

の 作品 を 見 歩いた が、 特^に 深い 印象の 與 へられる 作品 もなかった。 

私 は、 生活の 新ら しい 傾向に は、 その 種類の 何で あれ、 つねに 注意した- S と 希 ふ もの だ。 フラ 

ンスの 新ら し. S 美術 を 見る Q も、 その 心 組からで ある。 生命の 生長 は、 一方で は 怠る ところ を 知 

らす、 深くな つて 行かなければ ならない が、 なほ また 他面で は、 飽 くことの ない 豐 かさ を 持た な 

ければ ならない。 深みの ない 豐か さは 雜歐 低俗で あるより 外 はないけれ ども、 また、 ただ 狭く 深 

みへ 突き 込んで 行く 時には、 固陋 偏狭に 陷る 場合 も 少なく はない と 思 ふ。 フランス 人 は 世界に 於 

いて 生活の 新ら しい 內容を 生み出して 行く ことに 聰敏 な國民 だ。 私 は その 國の 新ら し， S 詩、 新ら 

し. S 綠畫 から、 世界の どの 國民 もの 創造し 得なかった 新ら しい 生活 內容 を敎 へられた いと 思 ふ。 

しかし これらの 總畫を 見た 限りで は、 フ ランスに も 自分の 全く 感知 出来ない 生活 內容 はない や 

うだ。 ここに 35 品せられ てゐる 作品の 中には、 その 作家の 代表作と して 持ち出されて は 少しく 氣 

の 毒に な ると 思 ふ もの も ある やう だ が、 ま た 私が 今 初めて 見た 作家の も の も 少なくな い。 併し こ 

れ ならば、 自分ら はま だ 降伏す る 必要が ある ま 5 と 思 ふ。 ここに は 生活の 本當 にあ ふれる やうな 

創造 欲と いふ ものがない。 また、 ただ 直截に 打 たれる 生命の 壓カも 感じられ はしない の だ。 

併し これ はフ ラ ン ス の 生活 だけが 示した 特質で は あるまい。 世界 全體が この 畫の やうに 疲勞 し. 

濡れた 生命 を 知的に 乾燥せ しめて ゐ るの だ。 世界の 生命の 芽に は、 人工的な 光線が 過度に 與 へら 
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れてゐ る けれども、 遣憾 のこと に は r ま 潤が 與 へられて 居らす、 やがて 枯死す るより 外 は あるまい。 

會館を 出てから K の 出店 へ 寄って 見た。 M 君が ぼつん とひと り 本を讀 みながら 店番 をして ゐる 

ところへ、 思 ひも かけない 私が 現 はれた ので M 君 もよ ほど. IK 驚したら しい。 つ. 日 宅へ 来られ 

た 時には 顏 さへ 見せなかった 私が、 今日は 突然 こんなと ころへ 出て 来たの だ。 陳列棚の ガラス 戶 

を ひらき、 一 點ー點 ゆっくりと 店の もの を 見せて 貰 ふ。 唐の 石器で、 ー點 私の 分らな. S ものが あ 

る。 金 ものに も 注意すべき ものが 少なくない。 秦 式の、 例の 器具の 破片 は、 これに 同じい 文様の 

秦式鏡 も あり 甚だ 重要の もの だが、 まだ 誰れ も 買 はない と 見え、 以前の ままの 場處に 出て ゐる。 

こ こへ K の 出店が 35 はじめて からもう 一 年の 餘も經 過した であらう か。 自分が 突然 そこで 或る 

古陶 を 見つけ、 賈ふ 約束 だけして 名刺 を 出した 時に、 非常に 親しい やうす をして いろいろ 斡旋し 

て くれたの が この 若い 店員で あつたが、 その M 君が 以前から 私の 著書の 讀者 である こと を 知った 

の は、 それより 少し 後であった。 また この 店で 知合に なった 建築家の S 氏が、 あとで 私に 寄せた 

手紙 0 中で 「また 新ら しい 氣 持で 『草堙 心境』 を讀み 返した」 とあった ので、 さう した 人まで が 

自分の 全く 知らない ところで、 多少で も 私に 親しい 氣持を 持ちながら つまらな いもの を讀ん でく 

れてゐ るの かと 思 ふと、 何ともい へない 感謝と 氣恥づ かし さと を感. f- るので あった。 

そこから 直ぐに 家へ かへ る。 ことなし。 

Y 君が 郵便で、 同じ 展覽會 の 三色版 圖葉ゃ 寫眞ゃ を 送って くれてあった。 展觀を 見たい 話 はし 


たが、 まさか 自分が 出かけ はしな いと 思った ので あらう。 


I— 日。 

この頃の 雜 誌に は、 ボ オル. ヴァレ リイ や アンドレ . ジ イドの 名 を 聞く ことが 次第に 多くな つ 

た。 

しかし 一 體 ヴァ レリ ィゃジ イドの 思想の どれ だけが、 文藝へ の敎養 だけに 身 を まかせて 来た 人 

達に 理解せられ、 議論 せられて ゐ るの だら うか。 ジ イド はま だよ いとして、 率直に いへば ヴァレ 

リイ は、 ただ 文藝を 理解し ようと 努めて ゐる 人達に は、 餘り にも 難解な しろもの では あるまい か 

と 思 ふ。 彼に 於いて は、 文藝が 語られる よりも 餘 りに 多く 思想が 語られて ゐる。 いや それ は 思想 

とい ふよりも、 彼の ゆたかな 人間的の 敎 養と 歷 史的に ながい 歐洲 文化の 背景 だとい ふが よいの だ 

これ を 在る がま まに 理解す るの は、 容易の ことで ない。 

或る 場處 では、 彼 は 全く 哲學 者に なって、 歐洲 のこ まかい 哲學 史的 經過を 論じて ゐる。 日本の 

文壇で、 これほど 専門的な 哲學の 議論 をしたら、 人 は それ を藝 術の 評論 だと. S ふで あらう か。 彼 

はまた 他の 場處 では、 近代の 數學ゃ 物理 學を 取扱 ひ、 カント オル や マックス ゥェ ルゃ速 綾 や 極限 

や を 語って ゐ るが、 日本の 文藝 評論家の 誰れ が、 それだけの 敎養を 持つ であらう か。 彼 は、 所謂 
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物質に ついても、 現代の 物理 學が 達した 最新の 理論の 理解 を 持つ ので ある。 思想 史的な こまかな 

叙述に なれば、 親しく 歐洲 文化の 敎 養の 中に 育てられ たものに でなければ、 容易に は 親しむ こと 

の 来ない デリ ケェ トな ところに 彼 は 觸れて 進む が、 その 思索の こまかい 影 を 追 ふので なければ、 

彼の 評論の 面白さ は、 大半 消失して しま ふので ある。 しかも その ヴァ レ リイが、 甚だ 容易に 我が 

國 Q 文壇 で 聞かれる とい ふの は 不思議な こ とだ 。 

勿論 それらの 諸點は 軍なる 资料 であり、 彼の 評論の 耍點は それらの 資料 を 取り除いた 後に も殘 

される とい ふなら ば：' 一 つの 夢 は、 その 夢の 資料 を 取り去った 後に も耍點 として 殘 される と i, ふ 

人と 同じく、 ヴァレ リイの やうに 影より 影への 考察 を 進める 人 を 理解す るに 誤謬 をな して ゐ ると 

思 ふ。 しかし 私 は文藝 評論に は、 いつも かやう に ゆたかな 敎 養が 盛られなければ ならない と は 一一 一一 口 

つて ゐ ない。 また その 敎養を 持つ 評論家 は、 それ を 持たない 評論家よりも、 評論家と して 卓越し 

てゐ ると、 つねに 一一 一一 n ふ もので もな. S ので ある。 ただ 思想 的に さほどの 訓練 を も 自らの 上に 加へ て 

ゐな いと 思 ふ 一 二の 人た ちが、 知的な、 難解ら しい 外貌 を 持たせた 文藝 評論 を 書く の は、 悅 ばし 

S 倾向 だと は 思へ ない。 ヴァレ リイ は 置. Z 哲學 的な 議論の 筋道 を 逃って ゐる けれど、 それ は 決し 

て主觀 的な 考察ではなくて、 哲學の 公道 を步む 考察に なって ゐ るので ある。 

ヴァレ リイ は、 つねに 懐疑 をな しつつ 進む。 彼に ははつ きりとした 決斷 がない。 いや、 決斷 を 

する こと は 生活 を何處 かで 固定させる ことで あり、 人生の 中に 一 面 的な 主張 を なすこと になつ て 


ゐる であらう。 彼 は 何 か を 一一 百 はう とする 時、 もはや そ Q 一一： 一 II ふことの 裏が 見える ため、 却って その 

裏の 考察 を こまかに 語る やうになる。 彼 は何處 でと どまる と. S ふこと がない から、 何物 か を發見 

したと 叫ぶ こと もない 0 

かやう にして 彼 は 飽くまで も 知的で あり、 靜 的になる が、 その 靜 的な 思索に よって、 我々 の 人 

生 は どれ だけ 彼方へ 生長 させられる であらう か。 私 はこの やうな 評論が、 文藝 評論の 主流になる 

こと を歡迎 しょうと は 思 はない。 しかし 彼の やうに こまかい 思索の 中へ 自分の あたま を 投じて、 

時には 自分 を 多面的に、 知的に 公正に 訓練す るの も、 效果 のない 仕事で はない と 思 ふ。 だが、 こ 

の 評論の 中に いつまでも 沈潜して ゐて、 マ ル キシズ ム 的な 動的な 立場 を 忘却す るなら ば、 我々 0 

時代の 生活 評論 は 成り立たない。 ヴァ レ リイに 追隨 する が 故に マ ル キシズ ムを 敵と すると いふな 

らば、 それ は 全く 誤って ゐる Q 我々 の 時代 は、 最も 大きな 統一 の 仕事 を果 さなければ ならない の 

だ 0 

ヴァ レ リイの 評論 的 態度 は、 要するに 二元論 的で ある。 二元論と は、 觀 念と 物質、 主觀 と客觀 

とい ふやう に、 內容 的に 對立 する 二つの もの を 容認す る 主張 を必 すし も 意味す るので はない。 部 

分 的な もの は、 全體 的な ものに 復歸 しなければ ならない。 そ ひ復歸 への 努力が、 人 の 思索と 呼 

ばれる ものである。 しかし 知的に 聰明な 魂に よって は、 全體 に復歸 しょうと 努力しつつ、 また 初 

めの 出 發點と は 遠った 他の 部分的な ものへ すばやく も轉換 して 了 ふ。 一一 nn はば 玉 突臺の 上の 球が ど 
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こかの 緣へ あたる と 同時に、 他の 方向へ 外れて 行く やうな も Q だ。 m 發點 になった その 部分的な 

ものと、 反對 的に 移って 行った 他の 部分的な ものと を 連ねる 一線が、 二元論で ある。 

ヴァ レ リイが 一 一元論の 態度 を 取るならば、 ジ イド はもう 一 段 健康に 一 一元論 的で あると い へ よう。 

彼の 評論 は、 健康で ある だけに 通俗的に も 分り やすい。 人 は、 健全 人の 身體の 調子 は 理解し 易い 

が、 病人の 訴 へる 痛み は 理解し にくい と考 へて ゐる。 しかし 實際は 誰れ もが 病氣 であった 時の 記 

憶 をい つの 記憶よりも 痛切に 味 はって ゐる ものであるから、 却って 病人の 訴 へる 痛み を 誤る とこ 

ろな く 理解し 得る もの かも 知れない。 反對に 健康な 感じ は、 晴れた 青空 だと か、 平原の 空氣 だと 

かいった 風な 空漠た る ものに 比較せられ、 その ひろい 大氣の 中に 擴 散せられ てし まふ。 ジ イドと 

ヴァ レ リイの 何れが よく 我々 の 納得 をよ ぶ 考察 をな して ゐ るかと い へ ば、 容易に はこれ を 決定す 

る譯 にいくまい。 

ジ イド はまこと に 何の 偏見 を も 持たない 思索 者で あらう。 偏見 を 持たない と は、 部分的な もの 

の兩 端に 立って、 二元論 的な 生活 態度 を 取り、 粋の 一 つの 皿に 盛った 重さに 丁度 釣り合 ふ 重さの 

もの を 他の 皿の 上に 盛って 行く こと だ。 しか し 部分的な も の か ら 部分的な も Q へ韓 移して 行く 限 

り、 人 はた だ 知的な 歩み をな すので ある。 部分が 全體に 合致した 時には、 突如と して そこに 暴風 

的な 動搖が 起る。 それ は 意志と いふ もの だ。 また その 動搖が ひどくな り、 全 體を壞 滅に歸 せしめ 

て、 一切が 無と なり、 また 新ら たに 形式 を 建設し なければ ならな い やうに なった 時には、 そこに 


行動が あるの だ。 ジ イドに 感激 は あるが、 意志と 行動と は缺 けて ゐる。 彼 もまた 結局 はヴァ レリ 

ィ と 違 つ た途を 歩む もので はない.。 


—— 日。 

着いた 雜 誌の 封 を 切って 見る とその 中に 『茶と 花』 が ある。 どうい ふ譯で こんな 雜 誌が 送られ 

て來 たので あらう かと 見て ゐる 中に、 編輯 者の A 氏が 加賀の 千代女の 傳を 書いて ゐる のにぶ つか 

つた。 「起きて 見つ 寢て 見つ」 の 句 は 干 代 女の：^ ではない し、 千代女が 他家へ 婚し たこと さへ If 队 

傳 であると いふ。 この 評 傳は據 るべき ものと &〕 ふ。 私の 感想 記 を讀ま れて 態々 未知の A 氏が 送つ 

て くれられ たので あらう が、 感謝に 堪 へない。 


—— 曰。 

大寒に 入って から 私の 健康 は逆轉 し、 全く 突然 數 日間 は 危機に さへ 臨んだ が、 私の 心 は 却って 

水の やうに 平靜 であった。 ヶ はやう やく その 危禝 も脫 したら しい。 

一一 一一 口 葉 は簡單 であり、 生活 は 複雑 だ。 私 は 生活の資 際が 複雜 であれば ある 程、 却って 簡單な 一一 目 葉 
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で それ を醫 きとめて © かう。 


11 日。 

おだやかな 口が 庭 を 照らし、 風 もす つかり やんで ゐ るので、 明り 障子 を 開き、 そうつ と 窒の前 

の 廊下へ S て來 て、 ガラス 戶 越しに 外の 日 を 受ける。 自づ から 築山の やうな 形に 纏まり、 在る が 

ままに 打ち 拾 てられて ある 前の 庭の 小石の ただす まひ も、 今では 落葉の 中に 埋まり、 深く 苔 を か 

うむって、 何れ かの 山へ 這 入った やうな 感じで ある。 この 庭の この 石 を 眺めながら、 もはや ここ 

にも 半 歳の 月日 を 過ごして 了った の だ。 

この 石の 山に は、 一 昨年 自分の 並べて 置いた もの も ある。 ただ 遠い 山の 奥に あつたと いふ だけ 

で、 何とい ふ 見どころ もない 石 を遙々 持って来て くれた 人が あつたので、 與 もな く斷 るの は 濟ま 

ない 氣持 がし、 あちこちの 松の 根 もと、 風の 葉が くれな どに、 山に あった やうな 趣き を そのまま 

打ち捨てた やうに あしら ひ 置いた が、 今 は その 石が 石と いふよりも 苔の 塊と 見える までに、 すつ 

かり 笞を かう むって、 あたり を ゆかしい 山の 風愦 にして ゐ るの だ。 

横 光利 一 氏の 「寢 園」 と 「雅歌」 と を 讀みを はった。 いかにも 「寢 園」 は近來 文壇に 現 はれた 


作品の 中の 力作で あらう。 これほど 精根 を 打ち込み、 人 念に つくり 上げた 作品 を讀 むの は悅 ばし 

い こと だ。 それ は 心理的に 深く 突き進めた 描寫 をな して ゐ るが、 心理的と いっても 所謂 心理 描寫 

の やうな 表面的な もので なく、 その 心理 を、 もう 一段 基礎的な 意識、 非合理的な 底 意識のと ころ 

で 描いて ゐ るから、 いかにも 人間が 陰影の こまかい 姿で 描かれて ゐ るの だ。 

併し この 作品 は 何としても、 それ を讀 むすべての 人に 知的 人工的な 感じ を與 へる ことから 脫れ 

る譯 にいかない。 こまかに 描寫 せられて ゐる やう だが、 結局 そとに 現 はれる 人 問の 印象 は 稀 簿 で 

あり、 全篇 を讀み 終って 人生 的に 深. S 感激 を與 へる ところがな いので ある。 それ はどうした 理由 

から 來た ことで あらう か。 私は考 へる。 いかにも この 作品 は、 人間の 心理 を 非合理的な 底 意識の 

ところで 描いて ゐる であらう。 併し 人間の 描寫 は、 それだけで 十分 だと， S ふ もので はない。 ここ 

では 人 問 は、 非合理的な 意識 群の 相互 關 係と して 現 はれる が、 これ を そのまま、 獨 立した 存在 權 

を 持つ 意識 群の 關係 として 描けば、 人間の 行動 は 機械的の ものに なって 見える。 しかし 本営の 人 

間 は、 その 意識 群の さらに 背後に、 H ス プリと しての 無限の 統一 を 菜しつつ、 絕對 的に 存在す る 

の だ。 橫光 氏の 人物に は、 意識 群 は あるが その H ス プリ、 もう 一 つ 突っ込んで いへば 宇宙の 本能 

がない。 

それ故に 見よ、 仁 羽の 妻の 奈奈江 は 仁 羽の 友人の 捉を 愛し、 木 山 夫人 は 仁 羽 を 愛し、 髙は藍 子 

や 奈奈江 を 愛する とい ふやうな 關 係が、 全く 公式の やうに して、 人工的に 作家に より 最初から つ 
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くり 上げられて ねる けれども、 さて 奈奈江 は 何故 その 夫の 仁 羽 を 嫌 ひ梶を 愛さない では ゐられ な 

いので あるか、 その 最も 重大な、 H ス プリの 必然性、 宇宙の 本能 は何處 にも 描かれて ゐ ないで は 

ないか。 それ だから 人 はこの 小說 をよ みっつ、 その 中に 現 はれる 人物 Q 戀愛相 万一 闘 係 を、 先づこ 

の 小說の 成り立つ 前提 叉 は 公理と して、 作^|<?の投示するがままに容認するょり外はなぃのだ。 し 

かしま ことの 人間 問題 は、 その 前提 叉 は 公理の 說明 にある Q ではない か。 が、 更に 底 意識 群の 非 

合理的な 相互 ■ 係 を 見て 行く と、 こ こ でも また 肝要な 意識 群 だけの 關係 は、 前提 叉 は 公理と して 

作者に より 豫 じめ 決定せられ、 說明 もな く 提示 せられて ゐ るので ある。 かやう にして 分析せられ 

た 人 問 を 再び 構成す る 要素 は、 いつでも 作者から 與 へられる の だ。 建築が それ 自らの 本能 的な 耍 

求 を 以て 內 より 統一 せられる ので はなく、 建築 設計者の 知的な 観念が 外より 建築の 各部 分 を 統一 

する。 横 光 氏の 作品が、 これ を 請む ものに 具體 的な 人間 感激 を與 へす、 專ら 知的 人工的な 技巧 Q 

感銘 を與 へて 了る 理由が そこに あると 思 ふ。 

「山 Q 避暑地 も 終りに 近づく と、 戶を 閉め はじめた サ ンマァ ハウス ゃコテ エヂが だんだんと 增 

していった。」 —— これ は 作品 0 始まる 最初の 行で ある。 が、 この 句 は 現實の 動きの 順序 を 反お 

的に 颜 倒させて ゐ はしない か。 山の 避 暴 地が 終りに 近づいた こと は 抽象的な 反省で あり、 現資的 

に は、 サン マァ ハウス ゃコテ H ジの だんだんと 閉ざされて 行く ことの 認識が 直接で ある 害 だ。 横 

光氏は抽象的な反ル^！の上に、 具體 的の 現資を 建設して 行かう とする ので ある。 かう した 作品 は、 


どこか 內省 的に 落ちついて 見える が、 よく 讀 めば 靜的 抽象的であって 不活. になる。 ところが 横 

光 氏に は、 この 「近づく と」 の 「と」 の 用法が 甚だ 多い。 

また 横 光 氏の 人物 は、 趣味 的に 洗谏 せられ 切った もの を 持つ やうに 書かれつつ、 その 實、 何處 

か田舍 者ら しい、 ごつごつし たものに 見える の は 何故で あらう か。 梶がハ ンケチ を ガラス張りし 

たり、 新ら しく 斷 つた 着物 を 一 旦寢卷 にし、 それ を 水 張りに して. から 仕 立：： iSl に 出すな ども、 外形 

的に は 凝った やうに 見えて その實 、 一向 練れた 感じが しない。 三彩壺 Q 釉藥の 肌 を^め て たり 

するな ども、 一 かどの 陶器 通らし く 見えながら、 實際は 取って つけた やうな 感じが し、 陶器 通と 

して は 外に もっと 淡々 とした 深い 行き方の ある 氣 がする。 趣味 的に すっと 練れた 人 を 描くならば、 

捤の やうに はならぬ であらう。 梶は まだぬ めぬ めし、 趣味が 人 問 的に 統一 せられす、 中古に なつ 

た 着物の 感じが しないの だ。 延壽を 聞いて ゐる梶 は 「もう ぞくぞくと 手首から 腕 を 偉って 鳥肌 だ 

つた」 と. S つて あるが、 鳥肌になる の は 感激して 打 たれる よりも、 淺く 表面的で あるか、 もしく 

は 全く 反對 の、 下手で 聞く に堪 へなかった 場合の ショック である 氣 がする ので ある。 これ だけ 凝 

つて 書いても、 この 作家に はま だ 文 格の 誤謬の 氣 になる 筒 所が いくつ も殘 つて ゐる。 また 美しく 

な 5- と 思 ふことば の リズム も ある 「ふと 向 ふから 梶 らし い 男の 姿が 露 の 中で S; 草に 火 を點け て ゐ 

るの が 見えた」 と 5 ふ 文意で は、 向 ふから 梶が來 るのと、 向 ふに 梶が 見えた のとが ごつ ちゃに な 

り、 描 一お 者の カメラの 据ゑ方 は動搖 して ゐ るし、 「頭 を 擦げ て來 つつあった 夜だった の だ」 では、 
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ァ 韻の 重なりが 多く、 その 苦し さが 氣 になる と 思 ふ。 — 『セル。 ハン』 I 昭和  <  年 二： fis) 


『宗敎 再建』 序 

宗敎 否定の 聲は、 最近に マルキシズムが 降 吕 になって 來 てから、 一 盛んに 聞かれる やうに な 

つた。 併し それより 以前にあって さへ、 旣成 宗敎が 現代 社會 人の 間に どれ だけの 支持 を 得て ゐた 

か は 疑問で あり、 現代の 敎育を 受け 現代 社會の 中に 活動して ゐる 一般の 人達 は、 先 づ無宗 敎の狀 

態 を 以て 生活して ゐ ると いふが 属資 の觀 察の やうで ある。 宗敎 生活 自體が 一 先づ 現代 社會の 中に 

姿を沒 したの だ。 

併し 私 は、 今 こそ その 宗敎 生活 を搏 建すべき 時で あると 考 へて ゐる。 宗敎 はいかに もこれ まで 

多くの 非科舉 的な 迷信 要素 や 社 < ^制度に 規定 せられた 御用 思想 要素 や を 自らの 中に 含んで ゐ たで 

あらう。 私 も その 改革に は 熱心に 賛同す る ものである。 その 科學 的な 着眼 ゃ社會 的な 批判 や を 通 

過して 宗敎 はな ほ宗 敎獨自 0^ 界を 持たなければ ならない。 我々 の 生活 は 一 瞬と い へ ども 禅び 繰 


り 返し 難い 嚴肅な 生活 體験 であり、 我々 の經驗 する いかなる 美 も 悲喜 も ただこの 唯一 の 嚴肅な 生 

活體驗 により 裏付けられる こと を 深く 體驗 する 時に、 我々 は、 生活 を 名狀し 難い、 無限 絶 封な 感 

激を 以て、 常に 新ら しく 味 はって 行かす に は ゐられ ない。 我々 の宗敎 生活が ただ そこに あるの だ。 

そして 今 の 時代に 於け る やうに、 人々 が 生活の 外面 的 整理に 目 を 奪 はれて ゐる 時には、 特に 宗敎 

生活 を 高調す る 必要が ある。 社會 生活の 形式的 整理 は 決して 不必要の ことで はなく、 それ は 人間 

を 幸福なら しめる 條件 を先づ つくる ものと して 必. f 實現 しなければ ならない ことで あるが、 ただ 

その 形式的 整理に より 人 が 直ちに 幸福になる ものと は斷言 する ことが 屮： 來 ない。 幸福と は、 人 

問の、 もっと 內面 的な、 く はしい 意識 だ。 現代 社會 は、 人間が 宗敎 生活 を 失った が 故に 益. Z 不安 

になって 行く ので ある。 私 はこ こに 宗敎 再建 を 社會の 中に 主張したい。 

本書 は 私の 宗敎 論文 を 主と した 隨筆隨 論集で あるが、 なほ それに は藝 術に 關 した 諸 隨筆、 生活 

の 日錄、 社會の 諸問題に ついての 諸 論 稿な ど を も 併せ 牧 めた。 私の 考へ では、 宗敎 とい ふ も 各部 

面の 諸 生活 を 離れて 別に 存 する もので はなく、 これらの 諸 隨想を 通じて 私の 一貫した 宗敎的 感銘 

も 表現せられ ると 思った からで ある。 

隨筆隨 論集で あるから、 なほ 一 つ Q ェ ピソ ォドを 附記す る こと も 許されよう。 そして これ は 著 

者に 取って は 一 つの 記念で ある。 本 害 を 出版す るに 就いて 大雄閣 の 高 楠 氏 を 煩 はすこと になった 

に は、 一 つの 因緣 話が ある。 私が 佛敎に 多少で もの 關係を 持って 來 たの は、 S だ 古い こと だ。 い 
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や 私が 最初に 公然と 害いた いくつかの 評論 は、 悉く 佛敎 に關 した もので、 その 時より 二十 何年 か 

の 歳月が 經 過した。 私 は その 問、 佛 敎哲學 の眞諦 を、 西洋 竹學を ロ^ 目で 閬 明したい 希望 を 拾て 

なかった し、 なほ 佛敎 など を 主と し眞に 日本の 精神 生活 を 追體驗 した 日本 思想 史を 書かう とい ふ 

意 圖をも 懷き續 けて 來た。 そ Q 頃 私 は 大髙楠 博士の 公刊せられ 始めた 大藏經 の 全 冊 を 人手した か 

つたが、 何に せよ 一介 文筆の 身 を 以て、 あれに もこれ にも 手 を 出して ゐる 時で あるから、 欲しい 

本 は 無数に 多く、 大錢經 を 購入す る だけの 餘裕 はおて 来ない。 やむ を 得す 必耍の 時 は 知合の 廿 ー^寺 

へ 出かけ 所藏の 同書 を 借りて 來 たが、 これ は 有志 者よりの 寄贈 本 だとい ふこと で、 その 本の 包 箱 

に旣に 故人と なった 私の 一 知己の 名の 記して ある を發 見し、 懷 かしい 思 ひ Q した ことな ども ある" 

一 日 訪問して 来られた 大維閣 の 社員に そんな 話 をして ゐて、 結局 私が 何か佛 敎に關 しての 著作 を 

なし その 發行を 大雄閣 に依賴 し、 それと 大藏經 と を 交換し ようとい ふこと になった のが、 抑.， 本 

書發 行の 遠い 因緣 であった。 

それから 幾年 か經 過す るが、 私の 著作 は 出来さう にない。 併し 同時に 私の 健康 は 近年 極端に 惡 

化して、 往年の 希望 を 果たし 得る かどう かも、 今では 全く 期し 難い ものに なった。 私 は 何もかも 

店の 縮小 を はじめ、 手の 附け よいと ころから 仕事 Q 早 仕舞 を 始めなければ ならない。 併し 他面な 

ほ 以前 0 希望 を も 全然 拾て 得な S とすれば、 この 方面の 研 學をも 怠る わけに はいかな. S  0 言 はば 

夜店 を ひろく 開かう として ゐる 矢先き に 小雨が 降って 來、 折角の 店の 早 仕舞 を 始めた が、 な ぼ 明 


E め 以後の 夜店の ために は、 品物の 仕 入 もしなければ ならない といった やうな 感じ だ。 

さう した 複雜の 感情の 中から、 今 もな ほ 高 楠 氏が 熱心に 私に 一 論$;；^ をな りと も 纏める こと をす 

すめら れる 厚情に 酬いる ため、 この 一書 を 成す に 至った の だ。 かやう に 序文 を 書いて ゐて さへ、 

もう 體溫は 三 十八 度に の ぼ る 腑甲斐な い 自分に 愛想 を つかしつ つも、 その 情熱と 氣概と に は. S さ 

さかの 疲勞を も 感じない 私 は、 敢て 本書 を 現代の 社會 人に 送らう と 思 ふ。 丄 IX 年 


『紫 野雜 記』 後記 

『草 煙 心境』 を 出して からもう ra: 年に なった。 その 間に 隨筆隨 論藥を 纏めて 置かう と 思 ひなが 

ら、 来る年 も、 その 翌 くる 年 も 希望 を たす ことが 出來 や、 いつの 間に かこんな に 時日 を經 過せ 

しめたの である。 八：' この 一 冊 を 1  一め 上げて、 やっと 過去 を 振り かへ る ことが 出來 た。 

この 四 年の 間に 自分の 身 邊には どんな 變化 があった かとい へば、 笫 一は、 私が 『草 煙 心境』 に 
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t.w いたやうな^ 國の靜 閑が 破られ、 いつの にか 私の 小 宅 もす つかり 都. X ぼに 取り 園 まれて しまつ 

たこと であり、 第二 は、 私の t ゆ K がまた だんだんと 倾廢 して 来た ことで ある。 私の 住んで ゐるぁ 

たり は、 廣義に は 昔の 所 紫 野の 地で あり、 古書な どに は大德 寺の 東緣 から その 紫 野 を 隔てて 遠 

く 鴨 川の 眺められる ことが 害 いて あるが、 私が ここへ 移り 住んだ 頃に は、 周圍 はすべ て田圆 であ 

つて 住家 一戸な く、 西に は大德 寺の 森、 船 岡 山、 庭が 峰 を、 東に は 鴨 川 堤 上の 松 並木 を ちに 笔 

むこと がお 来た。 私 はこ こで に 何ものに も 妨げられない 讀誓ゃ 執 擎を續 けたので ある。 然るに 

最近に なって この 田圃の 中に 都 巿計畫 の 道路が 通じ、 電車 さ へ 走る やうな ことにな つたた めに、 

私の 小 宅の 周蹈 にも 見る 間に 小 住宅が 建てられ ていった。 今 は 紫 野と いふ 名 も 一 向 ふさ はしい も 

Q ではない。 

しかし 私に は、 この 地 を 立ち去り 難い 執せ S が いつまでも 錢 つて ゐた。 ここに 私 は 十 何年 かの 生 

活を 送って ゐる。 しかも それ は 私に 取って、 讀書 にも 執筆に も 最も 旺盛な 活力 を 示して ゐた、 最 

も 重要な 十 何年 かで はな. S か。 短 かい 生涯の 中に、 ここ は 最も 記念すべき 土地で あると すれば、 

どうして 容易に そこ を 離れる こ とが 35 來 よう。 それだけで は なく 家族 Q. 都合 や 私の 健，： g の 顧慮 や 

を 以て も、 私 は當分 ここ を 離れられ なくなって ゐる。 やむ を 得す 私 は 都市 計畫の 規矩に 隨ひ、 小 

宅の 模様が へな ど をして、 ともかくも 都.^ の 中の 生活 を 始めた が、 この 數 年間 新開地の やうに 雑 

然として ゐる 環境の 中で、 私が 以前の 紫 野の 生活 を續け 得る 苦 もない。 「坐 臥 無 如  一 { せ ra」 とい 


ふやうな 一一： 一口 葉が、 しきりにな つかしくな るので ある。 この 書 は その 昔日 を 記念す るた めに 『紫 野 

雜記』 と 名 づける ことにした。 - 

本書に あつめられた 作品 は、 最近 作 ー篇を 除き 全部 旣發 表の ものであるが、 ここへ Ja;^ める 時に 

は 多少 づ つの 訂正 を 加へ た。 その 訂正の 程度 は、 古く かいた もの ほど 著しい。 後に 宽錄 する つも 

りで 殘 して ©5 た數篇 など は、 餘り にも 感じが 今と 違って ゐ るので、 これ を廢棄 した。 主觀 的な 

隨筆、 しかも 以前 は それが 最も 面， H い 作品 だと 思つ て 取り 殘 して 置いた ものが、 いま 最も 甚だし 

く 自分の 感じと 遠 ふこと は不 S -〕 議 である。 さう 思って 額れば、 自分 だけで は 多少の 生長 を 意識し 

て もよ いもので あらう か。 その 加筆の 一例 を あげれば、 「営 麻」 とい ふ 一文に 於いて、 蔡稿 では. 

卷 は何處 かさえ ざえ として ゐ なければ だめ だ、 楼が唤 い て はよ い 感じで ない、 と 書いて あるが、 

今の 私の 氣 持ちで は、 さう 斷 然と 一 つ を選擇 せ， f -、 春 はや はり 何處 かさえ ざえ としたと ころがな 

ければ 春ら しくない、 稷が 、おいて は 少し 行き過ぎた 感じに なり はしな いか、 と 書く のでなければ 

自分に 具 體 的で ある 氣 がしない。 そして かやう に 訂正して さへ、 まだ 本當に 今の 自分で あると は 

思へ ない ので ある。 自分で 自分の 過去に 満足 を 感じない。 それで は隨筆 集な ど をつ くる こと も 出 

來な いわけで あるが、 今 書く もの さへ 後に なって 見れば、 滿 足の 屮： 来ない もので あらう。 とも か 

くも こ Q 一  著 を II める。 私 は 自分の 隨筆 築 がか やうに 印 せられ 世に 送られる こと を、 大 いなる 

幸福に 感じて ゐる。 かう した もの を も讀み 通される 請 者の ある こと を、 私 は 自ら 顿愧 し" 感謝に 

二 九 三 


二 九 四 

堪 へない。 隨 つて 何の 虚飾 もな く 謙虚に、 かく も 生活 を吿 B する ので ある。 

「北 窓 隨感」 は、 現赏 Q 中に 起る 諸事 實 についての 隨想 である。 「紫 野雜 筆」 は 身 邊の雜 記 を 

主として ゐ るが、 创作 的の もの も ある。 

「批钊 と 論爭」 「時代と 展望」 は、 現に あわただしく 動いて ゐる 時代に 對 する 私の 批判と 展望 

であり、 昨今の 自分の 感 懷實踐 である。 この  一 ニ年來 時代 は 全く 急轉囘 した。 我々 の鬪ひ は、 一 

暦 深刻で なければ ならない。 私 は 身 を 挺して、 社會 人で ある 私の 最後 Q 義務 を果 さなければ なら 

ない と、 自ら 深く 決意して ゐる。 いかに 時代 を 建設すべき か。 私 はこ こに その 簡單な 規畫圖 を 描 

<, た。 |( 昭和 八 年初 S ) 


評論と 自由 

思想の 發 表が 不自由に なった。 何 か をい はう と 思っても、 勿論 徹底的の 考察の 仕方 は 取れない 

し、 第一 全く 取扱って ならない 事柄が 多数に：！^ 在す る。 これで は 我々 はた だ 口 を 誠し、 何事 を も 


語らないで ゐ なければ ならない、 と 慷慨す る もの は 世^に は あらう。 私 は 以前に 書いて 歷 いた 論 

文 を あつめ 單行 本に して 出さう と、 整理 を 始めた 時に この 不自由 を 痛切に 感じた。 ほんの 數年前 

に 伏字 も 何もな く 公表して 置いた ものが、 今では 何處 もこ こも 伏字 だらけに しなければ、 その ま 

まの 文意で は 本に して 公表 屮 I 來 ない。 餘 りに 伏字 を 多く すれば、 文 意 の 意味 が 通じな く な る が 、 

それ はやむ を 得ない。 それでも なほ 或る 部分 は 全く 制 除した。 かう した 整理の 斧絨を 揮って 見て、 

私 は 時代 の變 轉の餘 りに も 甚だしい こと を具體 的に 經驗 させられ たの だ。 今頃 自. m 主義な どい ふ 

返却した 思想が 何處 かで 語られる の も、 實 にやむ を 得ない もので あらう。 

然 らば 我々 はた だ ひとり 時代 を愤慨 する だけで、 これ を 評論す る こと を やめ、 自分の が 比 

較的 自由に 公表 の 出来る 時 ま で 自ら を 韜晦 せしめて ゐ る が 至當で あるかと. S へ ば、 私 はま た 決し 

て さう は考 へない。 ー體 我々 が 社 會に關 し 意見 を 公表す るに、 いつ 絕對の 自由 を 得て ゐる であら 

うか。 數年前 我々 が 意見 を 公表した 時には、 また、 それでも 大. S に 不自由 を 感じて ゐ たので ある- 

然 らば 評論 はた だ 現實を 目標に する より 外 はない。 その 不自由な 現實の 中で、 多くの 制約に 從ひ 

つつ、 その 不自由な 現實を 幾分で も 自由にす る やうに、 働ら きかけ て 行く より 外 はない。 勿論 か 

やうに 考 へれば、 自己の 公表す る ものと 自己の 深く 自ら 信 する ものとの 間に は、 多くの齟齬が5^ 

來る。 併し 人が 眞赏の 界に 生存す るので な. S 限り、 何れの 場合に もこの 隨齬 は^ 在す る であ 

る 0 
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我々 は ； ^論 に 於いて その 效 を考 へなければ ならない。 自己の 深く 信， f ると ころが 殘 る と こ ろ 

なしに その 中に 表現せられ たか どうかな ど は、 私的の 要求であって、 li- く問题 とする にあたら な 

い。 評論 は、 一 つの 社 < ^；的 である。 そして 戰爭 において は必す 勝たなければ ならない。 いか 

に 自己が 表現せられ たからと いって、 戰 (ボに 勝たなければ、 評論の 意義 は哲 無で ある。 社會 愛の 

情熱に 燃え、 現實 をた だ 一歩で もよりよ く 改造し ようと 思へば、 評論の 執肇. 者な ど はどう 犧牲に 

なっても よい こと だ。 「彼 はこん な 程度のと ころに とどまって ゐた のか」 とか、 「こんな 愚劣の 

こと をい ふの か」 とか 篤晉 せられ、 誤解 せられる やうな 場合が あると しても、 社 會戰を 有利に 展 

間す るに はこ. S 方が 至 當な道 だと へたと すれば、 評論家 は 敢に 自己の 私的 體面を 捨て、 この 

誤解 多 い 道 を も 進むべき である。 今の やうな 時代に は、 評論家 は殊 に 自己 を 捨てなければ ならぬ 

場合が 多い。 然ら ばか やうに して 行けば、 結局 は 評論家の 立場 も 消えて 行き、 信頼せられ なくな 

るで あらう、 とも 考 へられる が、 私 はさう した こと はない と 信じて ゐる。 深く 信じ、 S ぬ理 への 情 

熱に 燃える ものの llm 葉 は、 いかに 歪んで 表現せられ たにせ よ、 また 何處 かで 正しく 理解せられ * 

同じ い 情熱 を 以 て 受け取られる に 相違な い 0 

私 は 右の 如くに 信じて ゐ るから、 思想 公表の 自由が どれ だけ 深刻に 拘束 せられる 時代が 來 たと 

しても、 社會 評論の 陣營を 捨てようと は 思 はない。 徒らに 皮肉に 時代 を 篤 倒して 見たところで、 

社會 はどうに も 動かない。 我々 はや はり 時代 を統 一 的に 建設的に 動かして 行かなければ ならぬ Q 


である。 ー步前進ニ直却 も、 また 或る時に はやむ S ない。 最終の 勝利 を 信 やる もの は、 退却 

すべき 時に 退却す る こと を 卑怯に 感 する 必要 はない。 いま 我々 はま さしく その 退却す る 陣營を 守 

つて ゐる。 戰 略の 最も 必要な 時代が そこに ある 0 だ。 l(IA¥5  I 


惱 める 現代の 靑年 子女に 與 ュ 

惱み こ そ は 人間ら しい 

現代 青年 子女 諸氏！ 靑年 は惱み 多い とい はれる が、 惱み 多い-こと を 諸君 は 自分で 少しも 恥辱 

に感 する 必要 がな、 寧ろ 惱み ss 特橫 であり、 靑年 をして 美しく、 光 あらしめ る 所以の も 

ので ある。 惱 むと は、 動梳 して ゐる こと だ。 何物 か を 求めて ゐる こと だ。 靑年 はもの 何物 力 を 求 

めて 精神の 動 摘す る 生活 をして ゐ るが、 だんだん 年齢が 進み、 中年 以上に なれば、 人 は 次第に g 

おもせ. f 何物 か を 求め もせす、 隨 つて 惱 みのな. S 生活 を 送る やうになる。 
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こ csr 合 彼等 は 人生の すべての 問题を 解決して 確固たる 信念 を 獲得した のかと いへば、 決して 

さう ではない。 彼等 はやう やく 生活に 痲_ ^した Q だ。 問題 は 解決せられ す、 信念 も 得られて はゐ 

ない が、 實 生活の 重 壓が餘 りに も 苦しいた めに、 ただ その 位置に 縛りつ けられた、 いちい.^ に 固 

まった 生活 を營 み、 隨 つて 惱み など はも はや 何處か へ 忘れて 來て しまった 生活 をつ づけて ゐ るに 

過ぎない の だ。 さう した 人達と 話 をして ゐて も、 我々 は 何 一 つ 面白い とか、 敎 へられる とかい ふ 

ことがない。 それ は、 何と. S ふ 人 らしくない、 寂しい 生活で あらう か。 それに 引換へ、 靑 年が 

多くの 惱みを 持つ ことこ そ は- 靑年を 人間ら しく 感ぜし める ものである。 私 は靑年 Q 惱みを 尊重 

したいと ふ。 

「悩み」 おは 何 か 

r 惱み」 と は 一 體何 であるか。 r 惱み」 の ある 生活と は 一 體 どんな 性質の 生活で あるか。 

^みある 生活 Q 特色 を、 私 は 次の やうに 三つ ほど あげて 見たい。 

第 一 に、 惱 みある 生活と は、 何 かしら 動搖 して、 あちらへ 向ったり、 こちらへ かへ つたり して 

ゐる 生活で ある。 つまり 一虚に 停滞せ や、 むしろ そ Q ー處を 振り返りつつ、 ー處の 前方へ 屮： たり 

後方へ かへ つたり して ゐる 生活で ある。 かやう に 一虚に 停滞せ す、 それより 離れ、 それ を 振り返 

つて 見て ゐる 生活 は、 肝要の ものであると 思 ふ。 人 は 利. S せの 問題に でもなる と、 或る ー處を 固執 


して ゐて、 容易に は そこ を 離れよう としない。 また 同様に、 或る 地位 を 得たり すれば、 その 地位 

に相應 した 考へを 固執して ゐて、 これ また 容易に は そこ を 離れない ものである。 世間の 多くの 問 

題 は、 この 固執から 起って 來る。 自分の 立場 だけし つかりと 握って ゐて、 他人の 立場 を 顧みよう 

としない、 そ Q 固執す る ものと 固執す る ものと が爭 ふので あるから、 勝負に 菜て しがっかない Q 

である。 

然るに |i みある 生活で は、 この 固執 をして ゐ ない。 利害 や 地， 仅ゃを 離れ、 利害 や 地位の 持つ 位 

打 を も 疑 ひ、 それ を刖 のと ころから 眺めよう として ゐる。 こ 0 離れる こと、 別の 立場から 自， E に 

振り返って 眺める ところが、 惱む 生活に 値 打の あると ころ だ。 人 はいつ まで も その 態度 を 拾て 

たくな. S ものである。 頭が こちこちに 固まれば 固まる 程、 さう した 態度が 取れなくなる。 さて は 

この 「離れた」 態度 を 取る こと を、 習綠 しなければ ならない やうになる。 然るに 靑年 にあって は 

習練 も 何， も いらない、 元來 その やうな 態度 を 取って ゐる Q だ。 修養 も、 結局 は 人間の 出發點 にか 

へる ことに 過ぎない。 靑年 は、 その 利害 地位 を 離れた、 固執し な. S 生活 をい つまで も 持ちつ づけ 

て 行きたい ものである 。 

第二に、 惱 みある 生活と は、 一 つの ものが どうしても 信じられな いと. S ふこと であるが、 信じ 

られ ない た めにあれ や これ や が眞實 ではない かと、 それ を たづね て 見る ので ある。 卽ち 巡 禮者 、 

遍歷 者に なって ゐ るの だ。 釋迦は その さとりに 入る 前に、 いろいろの 仙人に 逢つ て 道 を たづね て 

二 九九 


三 0〇 

ゐる。 昔の 武人 は 武者修行 をな したが、 武者修行 もまた 實の ものが 他に あり はしない かと それ 

を たづね 求めて ゐ るの だ。 人 問 はこの やうな 遍歷 者になる ことが、 必要で あると 思 ふ。 一 つの も 

の を 理 であ ると a ぐに 輕々 しく 信す る ことがあつ て はならない。 右翼が よい か 左翼が よい か、 

聞くな りに それ を 信す ると. S ふ 態度 はよ ろしくない。 我々 は 先 づ遍歷 者に なって、 あれ や これ や 

の 立場 を、 よく その 立場に なり 切り、 味 はって 見る ので ある。 味 はふに は、 自分の 立場 を 捨てな 

ければ ならない。 それにな り 切って 見なければ ならない。 ここに も 泉が ある、 そこにも^の^：ポが 

； g いて ゐ ると、 それらの 泉に 立ち寄り、 虚心に その 水 を 味 はって 見る の だ。 最初より 「我佛 尊し」 

とやって ゐて は、 人生の 傑い 味な ど は 分かる もので ない。 露 底から いろいろの 立場 を たづね、 そ 

れを味 はって 兒る 態度の 芽が、 惱 みある 生活の 中に 含まれて ゐ るが、 私 は その 芽 を 大事に 育て 上 

げたいと 思 ふ。 

第三に、 惱 みある 生活と は、 ただぐ うたら にあち こちへ 動搖 して ゐる ことで はなく、 何 か 知ら 

求めて ゐる 生活 だ。 その 求める もの もよ. S 加減の ものではなくて、 眞實の もの を 求めて ゐ るので 

ある。 これ 以外に 眞實の もの はあり 得な. S とい ふ もの を 求めて ゐ るので ある。 靑年 子女 は 何 か 知 

ら 漠然たる 戀 愛の 感情 を 心に 感じて ゐる であらう。 それ も 一 つの II みある 生活 だ。 然るに 漠然た 

る 11 愛の 感情と は、 つまり は 一人の 眞赏の 愛人、 それ以上の もの は 求められない 愛人 を 求めて ゐ 

る こと だとい つてよ からう。 その 如く 靑年 子女 は、 あらゆる 惱 みある 生活に 於いて、 唯一 眞實 Q 


も の $ めて ゐ るので あるが、 これ こそ はまた 我々 が 大事 に 育 て 上げな けれ ばなら な い 生活 態度 

なの だ。 

|i みある 生活と は、 結局 は 第一 に、 利せ 一： や 地， 仅を 離れて 一 處に岡 執せ す、 第二に、 いろいろの 

立場 を 味 はって 兑、 第三に、 唯一 赏の もの を 求めて ゐる 生活で あると いふ ことにな つた。 かう 

した 性贾 は、 人^の 態度と してす ベて^ 重の ものである。 隨 つて 我々 は、 どうして 惱 みある 生活 

を輕 蔑す る ことが 屮ぃ來 よう。 1? みある 生活 なれば こそ 人^の 生活な の だ。 我々 は その 生活 をい つ 

まで も拋棄 しょうと は 思 はない。 

自由と 謙虚 

これに 對 照して、 世間へ 長く 出て 居り、 こちこちに 頭の 固まった 人逹を 見る と、 その 態度 はす 

ベて これの 反對 になって ゐる。 

第一 に、 利せ？ や 地位から 離れて 物事 を考 へる ことが 屮：； 來 なくなって ゐる。 第二に、 いろいろの 

€ ポの水 を 汲んで 味 はふ ことな ど はなく、 「もうこの 泉の 水で 十分 だ」 と 安心し きって ゐる。 隨っ 

て 他の C 水の 水の 味 を も 尊重す る氣 持が 少ない。 第三に、 「露實 の もの は 遠方に あるか も 知れない 

が、 そんな こと をい つて ゐても 仕方がない。 現在の もの を 後生 大審に 守って 行く だけの こと だ」 

と考 へて ゐる。 かうな つた 時に、 人間 は 人 1^ でありながら、 人 問ら しく なくなった Q だ。 それに 
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較べて、 悩み ある 靑 年の 方が、 いかに 純眞な 生活 を 送って ゐる であらう か。 

私 はもう 一度、 その 惱 みある 生活の 特性と して 解剖した ものの 一 々を^へ て 見たい。 同じ もの 

を考 へる といっても、 今度 はもう 一 段 それ を 推し 進めて 考 へて 行く ので ある。 

第一 に、 離れた 生活で ある。 岡 執せ す、 離れた 態度 を 取る こと は 自由な 態度 を 取る とい ふ のと、 

同じ ことで あると いってよ. so 人間 はつねに 「自由」 の 態度 を 離れて はならない。 ところが 人 問 

は 自分で は 離れた 態度 を 取 つて ゐ ると 思 ひ ながら、 案外 離れない 態度 を 取つ て ゐ る？！ 合が 少なく 

ない ので ある。 例へば 或る 事件 —— 、 或る 事件と いって ゐても 漠然とな るから 例 を 五. 一 五 事件 

に 取るならば、 「五. 一 五 事件 は 正しかった か 正しくなかった か」 と M くと、 軍人と 政黨 人と で 

は 判斷が 違って 來る。 「自分 は 地， 仅を 離れて 至極 公平に！？ 斷す るの だが」 とい ひ、 刺斷者 自身 も 

またたし かに 離れた、 自由な 態度 を 取って ねる の だと 考 へて 居りながら、 その 釗斷の 結 Bi- は 違つ 

てぬる。 そこで 自分で だけ 「離れた」 とか 「自由で ある」 とか 考 へたに しても、 それ は 決して 信 

川 の 屮 H 來な いもの だとい ふこ と を、 人 は 自ら 反省し てゐ なければ ならな い 0 

何故かう いふ ことが 起る かと. S へば、 それに は 二つの 理由が 考 へられる。 第 一 は、 人 §1 は 一 つ 

の 位置の 上に 生活して ゐ ると、 い つの 間に かその 位置に ふさ はしい 考へを 持ち、 その 位置 を 辯 護 

する やうな 主張 をな す もの， た、 とい ふこと である。 例へば 官吏に なって 居れば、 いっと はなしに 

官吏と いふ 位置に ふさ はしい 考へを 持つ やうになる し、 軍人に なって 居れば、 やはり 同様の こと 


が あると いふので ある。 これ は 人間 Q 心理の 動きの 傾向で あるから、 どうに もなら な. so そこで 

或る人が 自分で は 「公平無私の 判斷 をした」 と 思って ゐて も、 その 公平無私の 判 斷は實 は、 贊玉 

の やうに 乏し. S もので、 容易に は 求められな いもの だ。 とい ふこと を、 我々 はつねに 反省して ゐ 

なければ ならない と 田 ひふ。 そこで 離れる と は、 何處 まで も 自分の 刹斷を 信じ 切らす、 「この 中に 

も 自分の 地位 を 擁護した 考 へ が 混じて ゐ はしない か」 と 反省し 通す こと をい ふので あり、 それが 

盱耍 のこと である。 近頃 世間で は 「イデ ォ n ギィ」 と. S ふやうな 言葉 をよ く 使って ゐ るが、 イデ 

ォロ ギィと はつ まり は 人間が 社會 的の 位置に ふさ はしい それぞれの 考 へを懷 抱す る こと をい つた 

のであって、 その 事實は 否定せられ ない。 第二 は、 い かに 反省 をしても、 人間の 智力に は 無限 Q 

進步 段階が あるから、 「これで 絡對に 間遠 ひ はない」 と. S ふ 判斷に は、 容易に 到達 出来ない こと 

である。 かやう に考 へて 行けば、 人 問 は 永久に 修養 を 重ねて 行き、 自分 を反将 しなければ ならぬ 

ものである こと が 分か る であらう。 

謙虚で あれ、 慢心 を 出すな、 と. S ふの は そこの こと をい ふので ある。 

に はかう した こと を考 へて 行きたい。 惱 みある 生活に 於いて は、 利害 や 地位 を 離れ、 それ を 

外より 振り返る といった が、 眞の道 は、 いつも その 利害 や 地位 を 離れた 立場から 求められる こと 

を、 我々 は考 へて ゐ なければ ならない。 例へば 階級 鬪爭に 於いて、 資本家と 勞働 者との 對 立が 起 

つたと しても、 お ひが 自分の 利害 を 主張し 合 ふので は、 いつにな つても 爭ひは m 水て ない。 利害 
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でな す (サ ひで は、 一方が 結局 S 爭に 敗れて た ふれて しま ふまで は rai- てし がっかない。 さて この 戰 

爭で 勝った にしても、 勝った ものが 正し. S かとい へ ば、 f;^ して さう はい へ ないで あらう。 國と國 

とが 利害で 爭ふ 場合 も、 やはり さう だ。 利害本位の戰^^^で勝っ ことは、 少しも 名尋 ではない。 戰 

(ザ は 「義」 に 於いて 勝たなければ ならない。 「無名の 師」 を 我々 は 決してお こして はならない の 

だ。 人間の 進む 理想の 道 は、 自づ から その 利害 や 地位 を 離れた ところに、 「理」 を 以て、 「義」 

を 以て、 求められなければ ならない ものである。 勿論 この r 理」 の 道、 「義」 の 道 は、 結局 は 或 

る 一 つの 利害の 道と 一 致す る ことがある かも 知れない。 例へば 或る 一 國が、 利害の 上で 主張して 

ゐ たこと は、 また 理を 以て も正當 であった とい ふやうな 場合で ある。 しかし この場合 にも、 利咨 

が 勝った のではなくて、 理ゃ義 が 勝った ので ある。 

寛大 心と 理想 

第二に、 惱 みある 生活と は、 いろいろの 泉の 水 を 汲み 味 はって みる、 こと だと いったが、 そこ か 

ら人 11 の寬. k 心が 生れて 來る であらう。 人 問は狹 量な、 眼界の せま 5- ものであって はならない。 

誰れ の 立場に も 理解-が 持て、 そのい ふところへ 心から 納得が 屮： 來 なければ ならない。 この 「理解 

の ひろい」 とい ふこと は、 ん問 として 最高の 幸福で あり、 それ 以外に 幸福なる もの はない ので あ 

る。 昔の 田へ. 0 の 人 は、 「一生に 一度 は 上方 や江 戶を 見物して &は きたい」 と 願 ひ、 それ を 人生の 幸 


福に 數 へて ゐ たが、 い かに も 知らな い 土地の 風景 を のびのびと 眺めて 歩く の は樂し いこと に 相違 

ない。 それと 同じく 我ぶ は、 人生の 中の いろいろの も Q の昧は ひが、 正しく そのままに 味 はへ て 

行けたら これほど 樂し いこと は あるまい。 人生の 泉の 味 は 無限で ある。 汲んでも 汲んでも 味 は ひ 

つくせない。 

第三に、 憶み ある 生活 は、 眞實の もの を 求めて 進む 生活で あると いったが、 この 眞實の ものと 

は、 結局 は 「理想」 に 外なら ない。 我々 は、 人生に 於いて 永遠に 理想 を 追うて 進んで ゐる。 「人 

生に 理想 はない」 といって ゐる もの は、 理想 を 何 か 固定した 物と 考 へて ゐ るので あらう。 さう で 

はなくて、 理想 は 我々 の 求めて やまな S ものである。 「人生 は 無理 想お、 暗黑 だ」 と絕 望して ゐ 

る 人間 も、 つまり は 人生に 理想の 光 を 欲して ゐ るので あるが、 かやう に S ぬ劍に 求める 以上、 人生 

に 理想の ない 箸 はない こと だ。 求める 生活が 眞劍 なれば 眞劍 なる 程、 我々 は 理想が 人生 を 導いて 

ゐる； J と をい よ， S よ 確かに 信じな いで は ゐられ ない。 我々 は 二つの 事柄に ついて 比較 を 取る であ 

らう。 例へば 二種 類の 花に ついて、 「どちらが 美しい か」 と 比較 をな し、 「こちらが 美しい」 と 

選擇 をな すに 相違ない。 選擇 する 上 は、 「美しい」 ことの 「理想」 を 我々 は考 へて ゐ るので ある 

また 我々 が 他の 人より 不當 Q 侵害 を 受けた 時、 我々 は 「これ はけし からぬ。 この 侵害 は不當 だ」 

といって その 人に 抗議 を發 しょうと する であらう。 抗議の 感 を 持った 以上 は、 人 の行爲 につ 

いて、 不當 でない、 理想に 隨 つた 行爲を 豫定 して ゐ るに 相違ない。 ただ 我々 はか やうな 理想 を 一 
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ほ-に S 定 した. 石ころ か提 かの やうな ものと 考 へて はならない。 理想と はた だ 我々 の 求める 眞劍 

な」」：.："， に卽 した ものである。 

以上の やうに 考 へて 來た結 II みある 生活 を 推し 進める ことにより、 青年 は 精神の 「自由」 

を自覺 し、 「宽大 心」 を 育て上げ、 「理想」 ある 生活 を營み 得る こと を 知った ので ある。 

「惱 み」 の 種類 

r 惱み」 に はー體 いかなる 種類が あるか。 現代 青年 子女 は、 思想に も敎 育に も戀 愛に も、 その 

他、 政治に も經濟 にも 日常の 生活に もす ベ て^んで ゐ ると いふで あらう が、 これらの 惱 みは、 そ 

れの 性質 Q 上から 幾通り Q も のに 纏め 得られ る か 0 

第 一 に、 非常時の 惱 みとい ふやうな ものが、 我々 の 眼前に ある。 社會は 何となく 騒々 しく、 混 

亂 した 空氣 はいた ましい までに 我々 に 感じられて 來 るが、 一 體我々 はこの 時代 を どうい ふ 風に 推 

し 切れば よい か。 これ は 「時代 的」 の惱 みとい ふ ものである。 時代 的の 惱 みは、 その 時代 時代に 

より ：2： 容 はこれ よりかれ へ と 動いて 行く。 

第二に は、 さう した 時代と 關 係の ある 惚 みで なく、 人間なる 限り いつでも 感じられる 惱 みが あ 

る。 例へば r 眞の道 德は何 か」 とか、 「宗教と は 何 か」 とか 求める 惱み がそれ である。 これ は、 

「人 問 的」 な惱 みとい つても よいで あ らう。 


第三に は、 何とも 一一 一目で は 性質の. S へな， S 深い 惱 みが ある。 理性で も 分って 居れば、 判 斷もは 

つきり とつく けれど、 さて それ を 超越して 惱 むと いふ 場合が 我々 にある。 例へば 我々 は 人生に 於 

いて、 何とも. S へす 寂しい と感 する。 寂し さに 堪 へられ なくなれば、 自殺す るより 外 はな. S と 突 

き 詰めて 感 やる であらう。 「人生が 分らない」 とか、 「戀 愛が 得られない」 とか- S つて 自殺す る 

の は、 まだ 本 當に惱 み を考へ 通して 自殺した の だと はいへ す、 この 疑問に こたへ る 道 は、 いくら 

も ある けれど、 理性 も 及ばす ただ 寂しい と感 やる 惱 みは、 どうに もなら ない。 それ こそ は 眞に底 

知れぬ 人生の 憂懸 でも あらう。 人生の 沼 は 深く 水 をた たへ、 汲めば 無限 Q 味が する けれども、 た 

だ この 水 をた たへ たがために、 & り 空へ 無氣 味の 光 を 放つ ので ある。 これ は 人間の 「深い 感情的」 

な惱 みとで も， S ふべ きもので ある。 

野に ささやかな 雜 草の 花が^い た。 花 は そ の 周 園 より 蔽 ひか かって 來る 他の 雜草 Q 繁み に惱ん 

でゐ る。 また その 花の 色 を. S かに 美し く^きに ほ はさう かと 惱ん でゐ る。 また 最後に、 野の 光に 

照り 映 え て 溜 息をさ へ 達りつつ， 惱 んでゐ る。 我々 は それぞれ Q 檔 みに 別々 の 觸角を 以て 觸れて 行 

かなければ ならない。 

人間的な r 惱^」 と 理智を 超えた 「惱 み」 

さて これらの II み を 我々 は 一 々どう. S ふ 風に 解決して 行けば よいで あらう か。 私 は 惱 みの 解決. 
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に は、 資 際のと ころ 餘り 多くの-お 義を ©ぃ てゐ ない。 ただ  一一 一一 一口で 結論 をのべ たと ころで、 それが 

何の 意義 を 持ち 将る であらう か。 解決 は、 II みある 人が 一 々自分の 體驗を 以て、 考へ 通し、 實行 

し 通して、 然る 後に 得られる ものである。 私 は それよりも、 惱 み を 生かして 行く までの 態度 を 重 

要の ものに 考 へて ゐる。 隨 つてい ま 述べ て來 たと ころも それ を 主と した ものであった。 併し 解決 

について 今 いろいろの 段階に ある 人が あらう から、 丁 應簡單 に、 右の 諸種の 惱 みが どんな 風に 解 

かれて 至 常で あ るか を、 自分 Q 體驗と 理解と に卽し て 述 ベ て 行かう。 

先 づ人問 的な 惱 みより 始める。 人 的な 惱 みは、 要するに、 爲 の泣德 . 舉問 . 藝術 . 宗敎は 何 

であるか を 目標に して ゐる。 

退德に ついて 我々 は、 今 は單に 個人 だけ の もの を ii? へる こと が 屮ぃ來 なくな つ た。 道德は 社會的 

の もので なければ ならない。 社 會全體 の 利益と 進みと を考 へ、 それ を 高める 行爲 は道德 的で ある。 

かやう にいへば、 道德 はしばしば 公衆の 利益と 同一視せられ やすいが、 道德は 決して 利ハ 化で はな 

い。 利ケ i は 扱 得の 計箭- に過ぎないが、 道德は 人間の 氣品を 感ぜし める ものである。 人 問 を 光 あら 

しめる もので なければ 道徳で はない。 氣 品が あると いふ やうな こと は 人間の 特質であって、 氣" S 

あれば こそい かなる 人 問 を も蹂躅 する ことが 出来ない。 斷 じて 人 問を蹂 綱せ す、 すべ ての 人 の 

品 を 高める 行爲 が道德 なので ある。 社會を 改造 するとい ふこと も、 結局 は社會 人の すべて を、 

さう した 髙ぃ人 il へ 高める ことに 外なら す、 社會 改造への いかなる 原因 もこの 道義 的な 兒. 方を极 


本に 置かなければ ならない。 

擧問 は道德 に 似た ところが ある。 絕 えす 進步 し、 結え や 改造 せられて 行く ところが それで あ る 。 

學問 0 進步 は、 何人も 日常 これ を 眺めて ゐる。 その 如く 我々 は 道 德をも 無限に 進歩 させなければ 

ならな so 

人間 は、 自分の 生活 を 表現して 見たい 要求 を 持って ゐ るが、 何 か 他の 言葉 や 色彩 や を 借り、 自 

分 Q 在りの ii を 表現した ものが 藝術 である。 在りの 儘 を 表現 するとい へば #1 だ 容易の ことに 聞え 

るが、 それ は 決して 容易 Q ことで ない。 我々 は 自分に 拘泥して、 容易に は 在りの まま を いつはる 

ところな く吿 白し 得ない ものである。 併し またた だ 正直な 告白 をした にしても、 その 吿 白せられ 

たもの が 低く、 何の 氣品 もない ものであった ならば、 高い 作品で ある こと は 出来ない。 その 中に 

は自づ から 人 問の 高さが 表現 せられて ゐ なければ ならない。 我々 は それらの 藝術を 味 はって 行く 

時、 人 問 Q いろいろの 立場 を 理解し、 人生の 複雜な 味 ひ を 汲んで 行く ことが 出來 るで あらう。 

最後に 宗教と は 何で あるか。 我々 に は、 宗敎 とい ふ 特別な 生活が あるので はない。 ただ 私が か 

く 生活して ゐ るいかなる 瞬 問 も、 それ は 絶對に 他の もの を 以て 取り かへ る ことの 出来ない、 これ 

はこれ だけで 終る、 宇宙の 中に ただこれ 一 つ 現 はれた 瞬 問 だと 考 へた 時に、 その の 體驗を 何 

ともい へない 嚴肅 な、 意義の 高い ものに 感 やる であらう。 宗敎と は、 生活の その 嚴肅感 である。 

我々 の 生活の いかなる 端 も 夢 で は な い、 吾々 は 決して そ れ を輕ん じて 行爲 す る こ と の 屮： 來な い も 
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の だ、 と 深く 感動す る 生活が 宗敎 である。 

今 述べた 人 問 的な 惱 みで なく、 何とも 名狀の 出来ない、 理智を 超えた 深い 感情的な 惱みを 我々 

は 如何に 處 置すべき であらう か。 これ こそ は 理智を 超越した 惱み であるから、 我々 は 一 擧に 理論 

た 以て それ を 克服す る ことが 出来ない。 それ を處 置す るに は 長い 堪忍が 必要で ある。 すべての 惱 

み を 克服す るに は 堪忍が 必要で あるが、 我- „< はこの 惱 みの 場合に は、 或は 生活環境 を變 へて 見る 

とか、 何處 まで も その 苦し さに 堪 へて 行く 習練 をす ると か、 實 に根氣 のよ い 堪忍 を 以て、 次第に 

理智 にした しませ、 結局 は 體驗を 以て これ を 克服して 行く ことが 肝要で ある。 自殺者に は、 その 

堪忍が 足らな. S ので ある。 

戀愛 Q 惱み は、 今擧 げた 深い 感情の 惱 みに 似た ところが ある。 これに 於いて は、 人間の 性慾が 

根基に なって ゐる。 そして この 性愁を 理想化して 行く ところに 戀 愛の 生活が あるの だと. S つてよ 

い。 我々 は 性愁を 恥づる 必要がない。 それ は 人間的の もの だ。 ただこれ を 放縦なら しめる 時に、 

人 の 生活 を やぶる。 理想化 せられた 戀 愛の 生活に 於いて は、 道德が 人間 を氣 品の 高い ものにす 

る 如く、 我々 の 生活 を 氣品髙 からしめ、 人生 を 味 は ひ 深く 汲まし める ものにす るので ある。 

時代の 慣み 

時代 的の 惱 みは - 一 先づ 政治と 經濟の 生活と に 關係を 持つ といって よから う。 


. 人間 は 着、 食 ひ、 住む 物質 生活 を 必す營 まなければ ならない。 f4M 生活 を營 むにつ いて は、 道 

具の 力 を 借らなければ ならない が、 道具が 進めば 機械に なり、 人間 は 機械 を 複雜に 使用す る こと 

になった。 そこに 複雜 な社會 生活が 組織 せられる。 機械で 人 を 結びつけ、 どの 個人 を ものつ ぴき 

ならぬ やうに ひきす る社會 生活が 5? 來 上がる。 しかし かやう に 中： 來 上った 社會の 組織が、 すべて 

完全な ものである とはい はれない。 機械が 變 化すれば、 社會 組織 も變 化しなければ ならない が、 

複雜な 組立 になって しまって ゐる 組織で は、 それ も 容易 のこと ではない。 

完全 で なくなつ た 社會の 中に 生活して 居れば、 人間 は その外の 道 德ゃ藝 術ゃ學 問の 生活 で も完 

全 さ を 望む ことが 出 來 なくなる。 隨 つて 我々 は 人 問の 生活 を 高く する ために、 この 社會を 改造し 

なければ ならぬ こと はいふまで もない。 併し 複雜な 組織 は 過激な 手段で は 改造せられ ない。 我々 

は それ を 技術的に 修理し 訂正して 行かなければ ならない。 この場合 私 は、 現代 Q 靑年 諸氏に 最も 

多くの 期待 を 置いて ゐる ものである。 利害と 地位 を 離れ、 あらゆる 立場に 理解 を 持つ ことが 32 來、 

理想 を 求めて 進む その 青年が、 相 寄って 一 の圑結 をつ くり、 次第に 圑結 カを强 めて いって、 その 

自由な、 寛大な、 理想的な 立場より 社會を 改造す るので なければ、 本當の 改造 は 達せられる もの 

でない。 一定の 立場 を 固執して 利害 を 主張し、 他の 立場に 理解 を 持たない やうな 人間が 相爭 へば 

こそ、 社會は 一着 その 困難 を 大きく する Q である。 

世界 は 今後 どんな 進み をな すので あるか。 平和なる べき 人類が、 互 ひに 障壁 をき づき、 利害 鬪 
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ハサ をな すな ら ば その 將來は どうなる Q であるか。 我々 の 股 前に はおへ 拔 かなければ ならない 露 刻 

の 問 题が與 へられて ゐる。 

現代 靑年 子女 諸氏！ 直ね ていふ、 諸君 は 諸君の 惜みを いささか も 恥づる 必要 はない。 ただ 諸 

君 はこの 惱み を惱み 通し、 これ を 生かして 行かなければ ならない。 人 g の 光 は、 ただこの！： みの 

中より 輝き 出る。 惱みを 解く と は、 結局 はまた その 惱 みの 始めに かへ り、 惱 みの 意味 を 人 的に 

理解す る こと だ。 ^み を 失 ふな。 人生の 泉 は、 豐 かに 深い。 汲み 味 はへば 味 はふ ほど 無限の 味 は 

ひを與 へる ものが 人生で ある。 11 みは その 泉の 水 を 汲む ための 柄杓な の だ。 そして この 柄杓 以外 

の もの を 以て は、 人生の 泉 は 汲まれない。 |『現代：昭タ¥1月き 


藝術 鑑賞の 一 一途 

. I 君。 この 問 G- 夜 散歩して ゐ ての 君の 質問 は、 いつの 間に か 話が 他へ 移って 行った ため それ 

きりに なった が、 あれ は 重要な 質問で あつたと 思 ふ。 私 は その 時 答へ る 機會を 失った が、 今 乎 紙 

で^；ねに答へて^きたぃ。 君 はいった ね。 「あなた は 能 もよ く觀に 行かれる し， 歌舞伎 も 見る。 さ 

うかと 思 ふと、 映塑を 熱心に 御 1:- になって ゐられ るが、 さう した 生活に 矛盾 を 感じ はしません か- 

ー體 あな たは 能 だ の 歌舞伎 だ のい ふ ものに 滿足 が出來 るので すか。 僕な ど はどう も あんな ものに 

緣 遠くな りました ね。 それとも あなた はた だの 舉者的 興味から、 あんな もの も觀て 置かう と. S ふ 

のです か。 現代 社會の 問题を 批判し、 新 社會の 建設 を 論じて 行かれる あなたが、 能な ど を 觀てゐ 

られ るの は、 何としても 妙な 對照 だと. S ふ氣 がする。. 一 —— の赏問 はさう だった。 ところが、 

この 質問に は 演劇 そのものの 根本 問題 も 含まれて 居れば、 「歌舞伎 は 滅亡す るか」 など、 いふ、 
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これまで よく 人の 論じて 來た" 相當に 重要な 問題 も 含まれて ゐ るの だ。 私 は 次に 簡單 なお 答へ を 

かいて 行かう と 思 ふ。 

先づ 結論の 方 を 手早く 述べて 置かう。 私の 考へ では、 能 や 歌舞伎 を觀る 生活と 現代の 映 畫を見 

る 生活と は、 一先 づ 別の 性質の 生活な の だ。 現代の 映畫を 見る 生活 は、 現代の 詩 や 小 說を續 むと 

全く 同じい 藝術 1 賞の 生活 だが、 能 や 歌舞伎 を觀る 場合 は それと ははつ きり 違って ゐる。 或は こ 

の 見方 は、 君が 私に 質問した 氣持 とも 同一 の もの かも 知れない。 能 や 歌舞伎 は、 私がん マの 生活 を 

以て、 また 人生 Q 中に 今惱ん でる る 全體の 問題 を 以て、 ぶっかって 行ける 藝術 ではない。 映畫は 

直ぐに 今の 私の 生活の 問题 になる 現代の 藝術 であるが、 能 や 歌舞伎 は 今の 私の 生活の 問題に は 全 

的に 答へ ると ころの ない、 非 現代の 藝銜 なの だ。 だから 私 は、 能 を 現代の 藝術を 見る目で 鑑賞し、 

こんな 立派な 藝術 はない やうに 禮 I お、 して ゐる人 を 見る と、 少し 反感 を 持って さへ 來る。 この間 も 

或る 座談 會の 記事 を 請んで ゐ ると、 そんな 論 をして ゐる人 もあった が 私は贊 成出來 なかった。 能 

を 改造して 現代的の ものにする とか、 能に も 新作 をす る ものが 出て よいと か、 いって ゐる もの も 

あるが、 これ は 大きな 間遠 ひだと 思 ふ。 能 や 歌舞伎に 新作 は 5-1 來る 害がない。 あれ は あれで、 今 

ある だけの もので 澤山 なの だ 。また 能 を 觀てゐ ると、 「あそこの ところ は隨分 冗な もの だが、 あ 

れを 省略したら どうで せう。 さう すれば、 もっと 現代人に も觀 よい ものになります が」 などと い 

ふ もの も ある けれど、 私 は その 意見に も 同意 E-I 來 ない。 例へば、 能の 一段が 終り、 狂 ibn 方が 屮ゾ」 


今 ま であ-つたこと を 口で くだく だしく 復演す ると ころが ある。 あれな ど は 私自身 にしても 大いに 

退屈 もので、 大抵 は それ を 聞いて ゐ ないし、 早く あそこが 濟： Q ばよ いなと E わって ゐ るの だ。 しか 

しあれ を 省略して よい かとい へば、 どうも それに は贊成 35 来ない。 私 は反對 に、 能で も 歌舞伎で 

も、 古. S 型 を 出來る だけ そのまま 保存して い つ て赏 ひたいと 思って ゐる。 

二 

1 體 どの 藝術 作品で も、 それに 固有な、 歷 史的 社會 的のお 在 地位 を 持って ゐる もの だ。 创作 

は、 自分 Q 占めた 歷 史的 社 會 的の 存在 地位 を全體 的に 問題と し、 その 地位の 決定 を 受けて ゐる生 

活を全 的に 表現す る。 ここに 我々 の藝 術と して プ ロレ タリ ァ藝 術が 取られなければ ならぬ 經 過が、 

自づ から 成立す るの だ。 私 は、 藝術 だけが その 存在 地位 を 持つ とい ふので はない。 思想 もや はり 

同様の 地位 を 持って ゐる。 或る 特定の 歷 史的 社會 的の 存在 地位 を 思想が 表現した 時 は、 思想 はィ 

デォ ロギィ となる。 

そこで 映畫が 直ちに 我々 の藝 術と なる 理由 は、 說 明し ないでも よいだら う。 次に は 能 や 歌舞伎 

だが、 これはまたそれを创作せしめた時代の歷史的社會的の^^在地位を表現してゐるのだ。 隨っ 

て 我々 の 今の 生活が.. これらの 藝 術の つくる 生活に 一致し 得る ^1:3 もない。 

我々 は 一 且 時代 を 古く 昔へ 遡らなければ ならない。 そして この 藝術を 創作した 時代の 藤 的 社 
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. ^的の 地位へ E 分 を S き， その 立場から 鑑赏 しなければ ならない。 我々 は 要するに、 時代の 卜： に 

ついて  一 m: 他の 時代への 追體驗 をす るの だ。 その 體験 をす る 生活 は、 現代人た る 我々 の それで 

あって、 その 古い 時代 人の それで はない から、 我々 が それらの 藝術を 鑑賞す る經過 は、 また 自づ 

から その 古い 時代 人が |gl ちに それらの ® 術 を 1 赏 する 經 過と も 違って ゐ よう。 

或る 場合に は、 その 古い 藝 術が、 藝 術の 木. 赏 的な もの を實に 深く 表現して ゐ るので 驚歎す る だ 

らう。 能樂 などに その 例 は 1®.- あると ころ だが、 また 他の 場合に は、 あまりに ひど- S 人 爲ゃ矛 

や を 犯して ゐ るので 喷飯 したくなる 時 も ある だら う。 伎な どに は それ はいくら も ある 例 だ。 

だがその人^：^ゃ矛盾も、 その 時代 人の 要求に 對 照して 見る と 一 々に 理由の ある ことで、 一 槪に非 

難 は 来なくなる。 私 は その 時代の 在りの ままの 姿 を 成るべく 壊さ やに 鑑賞した いと 希って ゐる。 

要するに これらの 古 S 藝術を 鑑賞す る 經過 は、 -m 純 に 藝術そ の もの を 鑑賞す る經 過と は 違つ て ゐ 

るの だ。 これ は 歷史を 追體驗 する 仕方 だ。 いや、 また 單 純に 歷史を 追體驗 する 場合と も 遠って、 

おの 追！！ 驗の 上に 立つ 藝術 1 赏な 0 だ 。 

我々 は 藝術 鑑賞 の 場合に 二つの 道 を 持って ゐる。 一 つ は la ちに 我々 の 生活 を 以て 全 的に 1(A し 

^る 近で あるし、 他 は膝史 の追體 験の 上に 立 つ て 可能と なる 鐸赏 Q 道な の だ。 II 赏す る 主， § のお 

在 地位 は、 雨 者 Q 場合に 就いて 違って ゐる。 

それ だから 私 は、 能樂 がいかに 立派な 藝術 であるに せよ、 現代の 藝術 としてな ほ 甚だ 高. S 惯 値 


を 持つ も Q の やうに いって ゐる 人に は反對 しなければ ならない。 現代の 藝術 として は、 それ は甚 

だ 物足りない ものである。 

また 我々 が 作品 を 創作 するとい へば、 我々 の 今の 生活 を 全 的に 表現す る こと だが、 その 创作態 

度 を もって どうして 謠 曲の 新作が 創作 31 來 るの だ。 何等か 創作した とすれば、 それ は ひどく 人爲 

的な、 虚偽の ものであるに 極って ゐる。 

能樂ゃ 歌舞伎 は、 その 古い 型の まま を 以て 鑑賞すべし、 斷 じて 創作す ベから す、 と 私 はい はう。 

また 歌舞伎が どんなに 人爲 的な 矛盾に みちた こと を やって ゐ ようと、 その 人爲ゃ 矛盾が また 我々 

に は 大いに 面白い もので はな. S か。 能樂ゃ 歌舞伎の 構想に 對 して、 結局 批判 は 無用で ある。 勿論 

これ は 立派 だと かま づ いと かいふ 批判 は 自然に 出て 來 るが、 ま づ いもので もまた そのままに 我々 

に は 面，；： n  5- の だ。  . 

歌舞伎 は 滅亡す るで あらう か。 私の 今い つた 見方 を 以てすれば、 歌舞伎 はあって 滅亡し ないで 

よい。 いや， ^々は 却って それ を 保存す る 道 を 講じて 行きた. S と 思 ふ。 現代劇 を 見る のと は 違つ 

た、 歌舞伎の 見方 さへ 極れば， 世間の 人達 は 歌舞伎に 對し、 もう 少し 同情 を 持っても よ. S ことで 

あらう。 
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鑑賞の 方 は それと して、 次に は演ぉ 者の こと だが、 これらの 古い 藝 術の 性質が さう した もの だ 

とすれば、 その 古. S 藝 術の 演出 者 は、 現代 藝 術の 演出 者と は、 自づ から 違った 態度 を 取らな けれ 

ばなら ぬと 思 ふ。 彼等 もまた 第一 に 歷史の 追體験 者に ならなければ ならない。 そして 彼等 はこれ 

らの藝 術 を、 現代 そのものへ 直 向せ しめて 演出す るので は 決してな. so 

歌舞伎 俳優の 苦悶が そこに ある。 彼等 は その 歌舞伎 を、 成るべく 自然に、 リアルに 演出しょう 

とする。 けれども それに は 一 定の 極限が ある。 

歌舞伎 は元來 矛盾に 充ち たもの だから、 リアルの 演 aw はこの 矛盾 を 却って 不可解の ものにして 

しま ふの だ。 例へば 歌舞伎で は、 人物の 性格な ど は 一貫して ゐ ない。 善人が 惡人 になり、 さう か 

と 思 ふと また 善人になる。 けれども 作者 は 最初から その 變 化する 性格 を 通じて、 或る 不變の 個性 

を 描き 31 さうな どと は考 へて ゐ ない。 かう した 場合 * 俳優 はこの 構想の ままに 演出す るより 外 は 

な. S ので ある。 

能樂 などで も だんだん リアルの 演出 をす る やうになる。 或る 宗家が 「安宅」 を やった 時、 笈招 

を 動かす のに 非常 に 重さうな 様子 をして 地上 を ひきす つたが、 私 はこれ は 能と して 甚だしい 邪道 

の浪出 だと 思って ゐた。 「夜 討 曾 我」 など を演 する 場合で も、 立 廻りが はげしく なると、 演者の 


額の 表情 はまた 自づ から 芝居が かって 來る けれども、 能で は 面 をつ けた 額が 本来の 額 だから、 表 

情な ど を 出すべき もので はない ので ある。 人形 淨 瑠璃 を 見ても、 人形 遣の 技巧 はだん だん リアル 

になって 行く。 「人形が あんな こまか. S ことまで する」 といって 觀てゐ る もの は 感心す るし、 尺 

形 遺 も そこ を藝の 見せ どころ にす る やう だが、 これ も 邪道の 演出 だ。 人形 淨 瑠璃 を、 大分もう 長 

く 見て ゐ て- その 技巧が 次第に 變 化して 行く の を 私 は 遣 憾に思 つて ゐる もの だ。 

—— 君、 これで 私の. S はう と 思 ふこと はみ な 一一 一一 口 つてし まった。 私が 古. S もの も 新ら しい もの も 

併せ 觀てゐ る 理由 は 分って くれたら う。 然 らば これら 二つの 態度 は 全く 別の もので 關聯 がない 

かとい へば、 さう ではない。 要するに 何れの 場合 も、 人 問の 理解で ある。 

藝術を 鑑賞す る こと は、 結局 は 人間 を 理解して 行く ことで あるし、 人間の 理解 を 深めて 行けば 

行く ほど、 我々 の 生活 は 生長す るの だと 思 ふ。 藝 術に 對 する 私の 見方 は、 君に も 分って 貰へ たで 

あらう か 0 11?劳草』(昭和八年十1月號〕 
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世 阿 彌の金 島 集 

秋の {仝 の 珍ら しい 美し さに 晴れた 日の 朝で ある。 

今年 Q 初秋 は 何十 年 目 かに 見る 乾燥であった とかで、 庭の 植木な ども 幾 本 か 枯れた。 ただ 萩の 

花 だけが 美しく^き 揃って ゐる。 紅葉に はま だ 早. S 頃で あるが、 こんな 乾燥した 空氣の 中で は、 

か へでの 木 も 紅葉ら しい 趣き を 見せす、 ただ 上の 方から からからに 乾いた 色に あせて 行く ので あ 

る。 私 は、 今年 も 昨年と 同じく どの 山の 紅葉 を も 見す に 過ごす であらう。 何とい ふこ ともなく あ 

ち こちの 山の 囘 想に ふけって ゐ ると、 世 阿 彌の金 島 集の 中に、 私の 鄕 里の 山の 紅葉の とが 書か 

れ てあつた の を ふっと 思 ひ 起し、 讀んで 見たい 氣持 になった。 家人に 本 を 二階から 持って 来させ" 

寢轉ん だままで 讀んで 見る。 

^阿彌 は その 晚年 何の 理由で か 佐 渡 流されて ゐる。 永 享六年 五月 四日 都を屮 I 發し、 若 狭の 小 

濱へ 出て そこから 船で 佐 渡へ 向った の だが、 それに 先立つ 永享四 年に は、 頼みに 思って ゐる息 男 

の善舂 (多分 は 十 郞元雅 である。) が 伊勢で 死歿し 「道の 秘傳 奥義 悉く 記し 傅へ つる 數々」 も悉 


く 「一炊の夢」 に 成った し、 永享 五六 年頃に は 世 阿 彌の周 園に も 愉快で ない 事件が 起って ゐ たと 

見える。 つ ひに 彼 は 佐 渡へ 配流せられ たの だが、 この 晚年 になっての 配流 は、 彼に 取っても 心 を 

傷け る も Q であった らう。 金 島 集 は 永 享八年 佐 渡に あって 記した 彼の 配流 記で あり、 金 島と. S ふ 

の はこの 本の 奥 書に 記した 歌に 「これ を 見よ のこす こがねの 島 千鳥 あと もく ちせ ぬ 甘々 のしる し 

に」 と ある、， 「こがねの 島」 である。 私が この 本 を 興味深く 思 ふの は、 あへ て 私の 鄕里 を寫 して 

ゐ るから とい ふだけ ではなく、 この 本の 記載が 地理 や 風景に 於いて 誤謬 を 含ます、 正しく これ. は 

世 阿彌の 誓 いた もの に 相違な いと 思 ふからで ある。 

私 は 鄉里を 出てから もう 大分に なり、 地名な どもお ぼろげ にし か 記憶せ す、 手許に は地圖 など 

も 持って ゐ ないた めに、 一 々綿密な 考證 をす る こと は 出来ない が、 それでも 少年 時代に は あち こ 

ち を 歩く ことが 好きで、 殊に 世 阿彌の 書いて ゐる あたり は 一 々自分で も 歩いた 土地で ある だけに、 

この 記載が 一層な つかしく 讀 まれ、 それの 眞否 ははつ きりと 斷する ことが 出来る。 世 阿の 着 5 た 

泊は大 田と ある。 (今 は 太 田と 書く やうに 思 ふ。) ここから 「山路 を 分け 登りて、 笠 借と 云 ふ： t 

に 着きて、 駒 を 休めたり」 と あるが、 私 も かって この 通りの 順序に 峠を越え た ことがある。 「山 

路を 分け 登りて」 とい ふ 短い 一一 一一 11 葉 は、 簡單 では あるが、 よく そこの 情景 を寫 して ゐる。 世 阿に よ 

ると、 この 笠 借 は 都で も 聞. S た 名所で あると いふし、 そこから 山 下へ くだった ところに ある 長 谷 

の觀音 も、 故鄕で 聞いた 名怫 であると いふから、 當時は 相當に 都と も 交通が あつたの であらう か。 

三 二 一 
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私が 今朝 想 ひ 起した の は、 この 笠 借の 紅葉で ある。 秋になる と小學 校で はよ くこ こへ 紅葉 を 見 

るた めの 遠足 をした。 今 も 笠 借と いって ゐる かどう か 私に その 地名の 記憶 はない けれども、 その 

顶 上の 山 は敏豐 山と いった やうに 思って ゐる。 全山 岩 塊から なって ゐて、 その 岩 塊の 間ゃ溪 谷に、 

見る 限りの 紅葉が あった。 それ は實際 都へ も 聞え てよ い 紅葉の 名所と いってよ からう。 世 阿が 逋 

つたの は 夏で あるから、 「夏山 枫 Q わくら はまで も、 心 ある 様に 思 ひそめて き」 と 書いて ゐる。 

ここから 山路 をお り 下れば、 長 谷の 觀 音が あると いふの も、 世 阿の 記載の 通りで ある。 そこから 

彼 は、 雜 太の 郡 新 保と いふと ころへ 行った と 書いて あるが、 「しん ぼ」 と 訓んだ 地名 も 間違 ひで 

ない。 ここの 滿禮 寺と. S ふ 小 院に宿 を 取った と ある けれども、 そ Q 寺に ついては 私に 記憶がない。 

さて その 新 保から 西の方 を 見れば 入海が あり、 白沙が 雪を蔽 うてみ な 白妙に 見える 中に、 「せ 

うりん 一 むら 見えて」 その 中に 八幡宮が あると 書いて あり、 この 「せう りん」 を吉田 博士 は 「霰 

林？」 とよみ、 野々 村 氏 は 「小 林 か」 とよんで ゐられ るが、 恐らく これ は 「松林」 とよむ ので あ 

らう。 何故 なれば、 ぉ沙靑 松と 績か なければ どうも 文章に ならない し、 實際 この 邊は 海岸で、 白 

沙の 上に 美しい 松林が つづき、 八幡宮 は その 松林の 中に 建って ゐ るからで ある。 私 はこの 神社 を 

もよ く 知って ゐ る。 その 土地 を 「や はたと 申す」 と 書いて あるの も、 今の 訓み 方に 同じい。 ここ 

は爲兼 卿の 配處 であると いひ、 卿が 時鳥の 鳴いて 通る の を 聞き、 「なけば 聞く 聞けば 都 Q 戀 ひし 

きに この 里 過ぎよ 山 ほととぎす」 と 詠んだ ところ、 時鳥 もこの 社で は 鳴か なくなつ たと 書いて ゐ 


るの は 珍ら しい。 傅 說の傳 はり 行く カは强 いもので、 當時旣 にこん な傳說 もあった と 見える が、 

今 は その 話 を 順德院 に附會 したり、 いろいろ になって なるやう である。 我々 が 少年 時代に 誦して 

ゐた 歌の 一 つで ある。 

新 保から 「西の方 を 見れば」 その 八 蟠宫が あり、 「叉 西の 山 もと を 見れ ば」 人家 甍を 並べ、 都 

と 見え、 と 申す ところ だと かいて あるの は、 一箇所より 周圍を 見廻ら す 場合、 讅 曲に 特有の 構 

圖法 であり、 資 際の 土地 はこん なに 近くく つついて ゐ るので はない。 新 保から 八幡まで は 一 里 半 

も あらう。 新 保に 坐って ゐて 八幡宮の 見える 笞 もない。 詳しくい へば 西北の 山 もとに 泉が あり、 

それより は 遠く 西南に 八幡が あるの だ。 泉 は 順 德院の 御配處 であるが、 世 阿も國 中に 戰爭が 起り、 

配處 さへ 合戰の 巷に なった ので、 在所 を かへ て 今の 泉に 宿した と 書いて ある。 その 次に 北山の こ 

と を 書いて あるが、 世 阿 はこれ を 「ほくさん」 とよみ、 今 は 「きんぼく さん」 (金 北山) といつ 

てゐ る。  . 

土地の 變遷 ははげ しい やうで また 一 向 はげしくな いもので も ある ことが、 金 島 集 を 請んで 今更 

の やうに 感じられる。 笠 借と いひ 八幡と いひ、 この 記載の 限りで は、 昔 も 今 も 一 向變 化して ゐな 

い。 殊に 笠 借の 峠の 紅葉な ど は、 世 阿の 見た それ も 我々 のい ま 見る それ も 全く 同一 の もので あら 

う。 そんな こと を考 へて、 い ま 笠 借の 紅葉 を 見るならば 面白い ことで あらう と 思 ふが、 私 ももう 

故鄕の 山に 二十 年 足らす 背いて ゐ るので ある。 

I 一一  二 三 
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金 島 築が 紛ふ 方な く 世 阿の 書いた 文で あると すれば、 我々 はまた これ を 根本の 资料 にして^ 阿 

の 文の 構成 や 技巧 を 仔細に 分析し >  また その 知識 を 基礎に して、 ザ i 曲の 中の どれが 眞に骨 阿の 创 

作した もので あるか を 吟味す る こと も 出来よう。 金 島 集の 文 は 幸 ひ謠曲 文の ス タイ ルを 以て 書. S 

て あるの だ。 昨年 春 頃 自分 はそんな 仕事に も 努めて ゐ たの だが、 今 は それ を 綾け る氣 力がない。 

全篇の 構成に 面白い 點は 少なくない けれど、 部分的に 見ても、 「げ にや 和 光 同 塵 は 和 光 同 塵 は、 

結 緣の御 初、 八 相 成 道 は、 利 物の 終なる べし」 は、 彼の 謠 曲の 中に も 幾度 か屮 I て 来る 言葉で ある。 

世 阿 は、 七五調ば かりだら だら と績 いた 文 を 書いて ゐ ない。 その 點 もまた 金 島 集と 彼の 創作し 

た謠 曲と 一致す ると ころ だ。 「都 を 出で、 次の 日」 とい ふやうな 四、 二、 四 昔の 續き、 r 總 解き、 

舟に 乘り 移り、 海上に 浮む」 とい ふやうな 四、 二。 三、 二、  ニー。 五、 三の 綾き、 「入海の 浪、 白 

沙雪を 覆 ひて、 皆 白妙に 見えた る 中に、 せう りん 一 むら 見えて」 の やうな 五、 二。 三、 コー、 四。 

二、 五、 四、 コ 一。 四、 コー、 三の 績き、 みな I 阿の 得意の リズムで ある。 七五調な らばた だ 美しく 

いて リズムに 變 化がない が、 I 阿の 好んで 用 ひるの は、 四 音 三 音 二 昔な ど を連績 させ、 何處か 

緊迫した、 抑揚 强く變 化の ある リズムであった。 四 二 調と か 三 三 調と か は、 普通の 文章で は 使 ふ 

にむ づ かし. S が、 ^^！：^の文では彈カのぁるリズ ムになるのでぁる。 彼の 謠曲 作品で は、 時代物 風 

の もので ない 世話物 風の 作品に、 殊に その 變 化に 富んだ リズムが 澤山使 はれて ゐる。 

私 はな ほこの 方法 を 推し 及ぼし、 禪 竹の 書いた 幾つかの 散文 を 材料に して、 その 巾に 含まれた 


思想と 文章の 用語 技巧 を 分析し、 それ を 基礎に して 謠 曲の 中から 禪竹 Q 創作した と 思 はれる 作品 

を 抽出す る 仕事に も 着手して ゐ たの だが、 これ も 昨年の ままに なって ゐる。 禪竹 は、 世 阿と はま 

たよ ほど 違った 思想 を 持って ゐ るし、 その 文章に も 特色が あるから、 この 抽出 は 世 阿の 作品の 抽 

出よりも 幾分 か 容易で ある。 しかし 研究の ノオト は そのまま 書 齋に殘 つて、 主人 だけ はいつ まで 

もこん な狀 態の 怠慢 をつ づけて ゐ るので はどうに もなら ない。 —11 セ ユン (昭和 .<  年. HS) 


『思慕の 春』 序 

若い 日に 谈 いた 生活の テ H マ は、 我々 の 全生涯 を盡 し、 どれ だけの 豐 かさに こた へられて 行く 

か。 生活の 歷史の 何れ Q 日 かに その 過去 を 振り返るならば、 我々 は懷 愧に堪 へない ものが あらう 

と 思 ふ。 若き 日 は、 未熟で は あるが 純眞 であり、 周 園の 何物に も 煩ら はされ ない 大膽な 志向 を 描 

く。 また その 中には、 罪 もない 街氣ゃ 無謀 も 加 はるで あらう。 大 膽に獨 立し、 素朴に 疑って はゐ 

るが、 また 感受性が 强く、 他に よる 影響 を 目立た しめる。 多彩で あり、 强靱 であり、 またよ く 熱 
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中 もす るので ある。 我々 は その 日の テ H マに 絶えす こたへ ながら、 生長 をつ づけて 行く けれども、 

歷史の 長い 經 過の 間に は、 いつの 間に かその 眞摯 であった 時代の テ エマた 忘却して、 ただ 日常の 

環竟を 整理す る ことに 滿 足しよう とする。 

私 はま だ 過去 を 追懐して 自 から 樂 しみと する やうな 年齢に は 達して ゐ ない。 すべて は ただこれ 

からで あり、 多少で も 整った 仕事 は、 これより 後に 創作せられ なければ ならない の だ。 しかし 一 

つの 坂路に 向った 自分に は、 過去に 持った テヱ マ を 見失 ふこと が 許されない。 私 は 自己 を 懺悔し * 

鍛鍊 し、 私の 怯惰を 叱正して、 或は 長い間に ゆがめられた かも 知れない 私の 行路 を、 もう 一度 最 

初の テ ヱ マ へ 引き 戾 さなければ ならない。 本書の 大半 は、 私が 三十 歳になる やなら ややの、 最も 

希望に 充 ちた、 自己 を 訓練す ると 共に 實社會 へ 働ら きかけ ようとした、 そ Q 時の 作品 を收 めて ゐ 

る。 今 顧みても、 この 時 ほど 生活と して 悅ば しく、 多彩に なって ゐた時 はない やう だ。 それ はた 

だ どの 方面へ でも、 思 ふが ままの テ H マ を 投げて 居れば、 よ. S 時であった。 今 はこの 時に 投げた 

テェ マ Q 一  々に 客觀 的の 形象 を與 へなければ ならない ために、 多大の 苦難 を 味 はって ゐる。 しか 

しその 努力に も拘ら す、 この 形象の 仕事の どれ だけが 幾分で もの 完成 を 得る であらう か。 最後の 

三 意 は、 まだ 二十歳に も充 たない 少年の 時に 書いた ものであるが、 三十 歳 代の 志向と 比較す るた 

め こ こ に 収める ことと した。 勿論 その 文 は 拙劣 で あり、 思想 も 形式 を なさない もので は ある けれ 

ど、 ただ テ H マ だけ は 一 層 大膽に そこに 投げ W されて ゐる。 私 はこの 時 全く 一  個の 飽く なき 「K 


理 探求者」 として 立ち 

間が、 凡そ かう した 經過を 取る も 


さう にもな. S ので ある。 今 はわ づか. 


對し 何の 妥協 を も 試みようと はして ゐ ない。 すべて のん 

私 はいつ か 自分の 自敍傳 を 書き、 彼方此方 へと 動 

を 持って ゐる けれども、 容易に は その 筆 を 取れ 

の隨想 小錄を 編む こと を 以て 滿 足した。 


『明日に 呼びかける』 序 


五. 一 五 事件に もよ い 加減のと ころで 終局が 來て 欲しい、 と 要 §1- する 聲が國 民の 何處 かより 起 

つて ゐる。 この 事件の 發 端から 判決の 終局に いたる まで、 國民は 陸軍 側、 海軍 側、 民間 側と 次ぎ 

次ぎに 事資 調べ、 論吿、 辯 護、 判決と 新聞の 上で は實 際どん なに 長く その 事件 をみ つめて 來 たか 

知れない。 そして これ は 暴力に よって 政治 を 動かさう とした、 重つ 苦しい、 陰慘な 記憶な の だ。 

國民 はも はや、 長く かう したと ころに 停滞して ゐ たくない。 それ を 超克し、 その 陰聽の 彼方に、 
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もっと 明朗な 視野 を 展開して 行きたい。 

非常時が 叫ばれ 出してから、 國 民は眞 にどれ だけの もの を 新ら しい 創意 を 以て 建設した であら 

うか、 或はた だ その 重つ 苦しい 空氣を いつまでも 堪 へて 行く だけで、 內實に は、 政治 を 經濟を 思 

想 を 生活 を、 何程 も 打開し なかった ではなから うか。 

言論 は 確か に 以前より 自由で はなくな つて ゐる。 單に當 局 者 がその 自由 を 局限し たとい ふ 意味 

を 以てで なく、 何 か 知ら 社會の 中に 言論 を 自由なら しめない 壓 力が 感ぜられ るの だ。 我々 は 今 こ 

そ 自由に 今日の 淸算を 語り、 明 nl の 建設への 理想 を 語り合 はなければ ならない のに、 それが 可能 

でない とい ふの は、 餘り にも 現實の 紛糾が 複雜 で、 それの 淸算 への 道 を 開かない からで あらう。 

併し かう した 時代に 我々 は、 ー曆 熱心に 建設の 理想 を 語らなければ ならない。 どうい ふ 局限 せら 

れた 事情の 中に 於いてで も、 我々 に 許される 可能の 限度に 於いて それ を 語り合 はな いのは、 國民 

大衆の 一員と しての 責務 を 怠る もの だ。 

餘り にも 多くの 批判が ある、 我々 はもう その 批判の 聲を 聞きたくない、 と^ふ ものが ある。 い 

かに も 皮肉に 充 ちた 暴露 的な 批判 は、 聞いて ゐて それ 自身 與味は ある。 併し その 批判 も、 眞劎な 

態度で 明日の 建設 を 目標に し、 その 目標に 結びつけ たもので なければ、 我々 に 取って 何の 意味が 

あらう か。 五. 一 五 事件 も、 要するに 暴力 を 以てな された 一箇の 批判であった。 我々 が 今 眞摯に 

求めて ゐる もの は、 その 批判 だけで 終らす、 直ちに 明日の 明朗な 空 を ひらく 生活 理想な の だ。 そ 


れに 導かれての 現實 整理な の だ。 その 明日 を こそ 語り合 はう。 

明日の 大氣 よ、 新鮮で あれ。 創意と 大膽と 情熱に みたされた 國 民の 總意を 健康に 呼吸せ しめつ 

00  , (昭和 八 年 冬) 


閲歷 自記 

佐 渡の 新穗 とい ふところで 生れました。 佐 渡の 人 は、 佐 渡が 島と いふと おこります。 お出でに 

なった 方 は 御 承知の やうに、 あれで 島と いっても 中々 ひろい 面積です からね。 私の 生れた の は そ 

の 中央 0 農村で、 海へ は 二三 里 ありました。 隨 つて 魚類 は 新鮮な ものが 食べられます。 唯今 京都 

に 住んで ゐて、 海の 魚よりも 寧ろ 川魚 を 悅んで 戴きます の は、 海の 魚が どんなにしても 新鮮で な 

く氣 持ち わるく 感じられる からです。 雅號は 勿論 杏村、 これ は 少年 時代からの もので、 當時 俳句 

を 作って ゐた 時の 名殘 です。 本名 は 茂と かいて ツトムと 訓 みます。 東京 高師の 博物 學 部と 京都 帝 

大の 哲學科 西洋 哲學を 出ました。 大挙 院 にも 六 年だった か在學 しました。 生命の 不可思議と いふ 
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やうな ことに 引かれて 博物 を やり したので すが、 それが 延びて 哲學 になった のです。 併し 私 は 

學 校での 專攻 により その 人 生涯の 仕事 を 測る の は. S けない こと だと 思って ゐ ます。 趣味です か。 

藝術 的な ものなら 何に でも 手 を S して ゐ ますが、 私 は あへ て それ を 趣味 だと 思って ゐ ません。 趣 

味と いふに は、 もっと 眞劍の ものの 積り です。 旅行 は學生 時代から 好きで、 隨分 よく 歩きました 

が、 今 は 健康が 許さ なくなりました。 御 冗談で せう。 財布が 許さ なくなつ たの だら うな どと まぜ 

つかへ しちやい けません。 おもな 著作。 それ は圖 書目 錄に 譲り ませう。 生年月日 を 落しました。 

明治 二十 四 年 一月 十五 日 生れ、 い やにな つち やい ますね。 こんなに 書生つ ぼで ゐて 四十 を 過ぎた 

ん ですからね。 I 『# 侶』 


间 想 


蝙蝠が 夕方の 軒 を かすめて 飛ぶ やうに、 八 r. 記憶の 影 をす つと 横切って 通った 砂丘と その上に 立 


つ 墓標と を、 私 は いつまでも 考 へて ゐた。 

私たち 青年 は 校門 を 出てから、 町へ 降りて 行く 道と は反對 に、 海逾の 方へ 曲って 行く。 そこ は 

學 校の、 古ぼけて 白くな つた 鮮に沿 ひ、 ざくざくと 砂 を 踏む 道な の だ。 いや、 それ は 特^に 道と 

いふ ものではなかった。 ただ 人々 が 砂の 中 を 踏んで 步 くその あとが、 自然に 道の やうに なって ゐ 

るに 過ぎなかった の だ。 砂丘の 高い ところへ 來 ると、 私 は 道 を 右へ 曲って 行く。 そこに も 迸らし 

い 道が あるので はない。 人の 通った 足跡が、 風に ならされ、 大きな 扁 たい 凹みに なって 無 救に 並 

んで 行って ゐる、 その 足跡 を、 私 はた だ 踏んで 行く の だ。 浪打際 はま だすつ と 遠い 彼方に あるか 

ら、 ここまで は 海の 昔 も 聞え て來 ない。 しかし 私 はもう その 浪の音 を 感じながら 歩いて ゐ るので 

ある。 この 道 は浪打 際の 方へ は 行か やに、 砂丘の 上 を、 砂丘が つづく 限り、 何處 まで も 伸びて 行 

つて ゐ るの だ。 いや、 砂丘の 上と いふより は、 砂丘の 少し 陰と いったが よい かも 知れない。 道 は 

直きに、 砂丘の 松林の 中へ 這 入って 行く。 そこ は 一 體に 砂が じめじめ として ゐた。 私の 記憶の 中 

に 出て 來る 墓標 は、 その 砂の 中に 半ば 埋もれ、 半ば 倒れて 立って ゐ たの だ。 それ は 一本 だけで は 

なく、  二 本 も 三本 も、 なほ もっと 數 多く 立って ゐる のだった。 それが みんな 十字架の 形に 刻まれ 

た、 キリスト 敎 徒の 墓碑で ある。 何故 こんなに 砂が しめって ゐる のか。 そこ は 砂丘 も 特^に 低く 

凹んで ゐる やうで ある。 そして どこか 汚なら しく さへ 見えて ゐる。 松林 もこの 邊 くら ゐに 砂丘の 

陰になる と、 海濱 からた え. f 打ち あげて 來る砂 や 麈を餘 計に かぶる ので あらう か、 綠と いふより 
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も すっとく ろす んで兑 える。 生彩の ない、 濁った 林の 感じが する ので ある。 私 はこの 墓標の 上に 

刻まれて ゐた 人の 名前 を、 一度 も讀ま うと 思った こと はない。 或 ひ は それ を 一度く らゐは 讀んで 

見た かも 知れない が、 そ Q 名前 は 私の 記憶に 蘇って 來 ない。 ヨハネと かボォ 口と か、 よく 見る 名 

前が 記されて ゐ るので、 目に は 映っても、 心で は それ を 記憶し ようと 努めなかった かも 知れな 

い。 後に はあり 觸れた 名前 を 見せられる 不快 を 避けよう として、 それ を 記憶し ないやう に、 私の 

心 は 强ぃ担 否の 態度 を 取って ゐた かも 知れない。 けれども 私 は その 場の 情景 を はっきりと 記憶し 

て ゐる。 砂の 上が 大きく 凸凹に なって ゐた。 その 凹んだ ところに は、 汚れた 塵が たまって ゐる。 

汚れて ゐて も、 塵 は 海の 潮の 句 ひ を 持つ のであった。 ことによると、 かう した 凹地の 汚れた 場處 

の 方が、 一 曆 强く 潮の 句 ひ を 持って ゐた Q かも 知れない。 だが 風に 吹き 寄せられた 棒切れ や 藁の 

やうな もの や、 砂地に 生えて ゐる 草の 風に むしられて 來 たはし やの 亂雜に 散って ゐるこ Q 凹地 は 

どう 見ても 美しい、 快い 場處 だと はいへ ない。 幼年時代に キリスト 敎を 知らないで 育った 私 は、 

勿論 これらの 墓標に なじみ を 持つ とい ふ譯 にいかなかった。 ことに よれば 私 は そこ で 青年ら しい 

恐怖 を 心の 何處 かの 隅に 感じて ゐ たの かも 知れない。 私 は 今 墓標の 形 を 記憶の 中に 描く ことが 出 

來る。 しかし その 記憶 は 恐らく 長い 時間に 大分 變 化した ものに なって ゐる であらう。 かう した 場 

合、 人間に は、 その 砂地の 凹みの 臭 ひと か、 くらい 色と かいった も ひの 方が、 正確に 記憶の 中に 

殘 つて ゐる ものな の だ。 その 臭 ひ は 海 Q 潮の 匂 ひで はあって も、 陰慘 である。 一 體 潮の 香に は、 


私たち を靑 年ら しく 獵り 立てる、 興奮 劑 のしぶ きの やうな、 甘美な 冒 險の臭 ひ を 含んで ゐる だけ 

ではなく、 壓倒 的に 私たちに 迫って 来て、 窒息 的な 不安 を 感じさせる 陰慘 な、 蒼白な 死滅の 臭 ひ 

を 含む ものであるが、 この 凹地の 持つ 潮の 香り は、 その 甘美 を 蒸散 させ、 陰慘 だけ を殘 した 臭 ひ 

なの だ。 そ Q 凹地に、 いつ 立てられた とも 分らない 墓標が、 半ば 砂に 埋もれた まま 取り残されて 

ゐ るの は、 私に 何 か 知ら 不思議の 印象 を與 へたと 見える。 责際 そこに は 墓標が あると いふよりも 

この 凹地に 吹き 寄せられて ゐる捧 切れ や 墓 や 草の はしと 一 緒に、 墓標が 潮風に 吹き 寄せられ たま 

ま そこに 取り 淺 されて ゐ ると いふが よいので あった。 私は學 校に 住んで ゐた 間に、 この 凹地 を 一 

度 か 二度、 作品の 中に 書いた と覺 えて ゐる。 だが その後、 私 はこの 凹地 を 何とい ふ機緣 もな しに 

幾度 も 思 ひ 浮べて 來た。 道を步 きながら 私 は、 「あの 凹地」 だと 目の前に 描く のであった。 また 

書物 を讀 みながら、 その 凹地が どうかして 書物の 文の 上に 押し出して 來 ようとし、 文字と 凹地と、 

心の 隅に 暗い 爭ひ をして ゐ るの を も 知って ゐた。 


突然 私 は 彼の 手紙 を 受取った。 全く 何十 年ぶりで あらう か。 さう だ、 手紙に かいて ある やうに 

彼 は 何 かのこと で學校 を退學 させられ たの だ。 その 頃 私達 青年 は 同級の 十 人 ほどで 文學雜 誌な ど 

を 椿へ てゐ たので あるが、 その 中で も 本當に 創作的な 力量 を 持って ゐ たもの は、 何 か 不良な 事件 
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を 仕出かし、 自分から 退學 したり、 學 校から 退學 させられ たりして 了 ひ、 滿 足に 學校を 卒業した 

もの は、 ほんの 四 五 人の 平凡， な 連中に 過ぎなかった の だ。 

彼 は その後 いろいろの 試驗を 受けて 見たら しい。 或る時 は 都會へ 31 て 来て 仕事 をし、 相 當に儲 

けて 家な ども 建てた ことがあ ると いふ。 しかし 彼 は 最後に 中學 の敎師 になら うと 思った の だ。 彼 

は 私立 大學の 夜 學へ六 年間 通 ひつ づけた。 そして 今 は、 北の方の 國の中 學に敎 鞭 を 取って ゐ るの 

だ。 

「全く 六 年 問。 それ は大 へんな 根氣ぢ やない か。」 

私 は 彼の 手紙 を 開きながら 感歎した。 

「六 年間。 六 年間 あれば、 何でも S 来る。」 

端正で は あるが 何處か デカダン 的な、 色の 白い、 青年時代の 彼の 額 を 私 は 思 ひ 浮べた。 彼 はい 

っでも疲れた風の樣^;^をしながら敎窒の机に倚るのだった。 

私 は. S つか 彼の 家へ 遊びに 行った ことがある。 そこ は學 校から 半日 ほど も步 かなければ ならな 

ぃ田舍 であった と 思 ふ。 その 邊には 泥の 深い 田 だけが 何處 まで も つづいて ゐて、 道 は その 田より 

す つと 高くな つて ゐた。 彼の 家 は その 深 田 をう しろに し、 道の わきに 棚の やうな 形 をして 突き 屮： 

てゐ た。 風が 家の 中 を 通して、 涼しく 吹いた。 私達 は そこで、 茹でた 菱の實 をた ベた。 

「菱 の資。 さう だ、 そんな 物 もあった ね。 彼の 手紙 を 開かなければ、 自分 はもう そんな もの を 


忘れて 了 ふところ であった。」 

菱は深 田の 何處 かに 出來 るの だら う。 この 邊の田 は 泥が 深くて 人間の せい も 立た す、 沼の やう 

な ものであった。 水 だけが 漫々 と 張り、 畦 道ら しい もの も 見えなかった。 彼 だけが 倦怠して ゐる 

ので はない。 深 田に 張った 水 も * 水の 上 を 吹く 風 も、 風に ほこり を 上げられる 白い 道 も、 すべて 

が ここで は 倦怠し てゐ るの だ。 

私達 は そこで 何 を 話し合つ たか、 少しも 記憶し ない。 遊びに いった もの は、 私達 同人の 四 五 人 

だった やうに 思 ふが、 そして ことに よれば、 彼が 退學 させられてから 後であった やうに も 思 ふが 

今 は 何 も か も 記憶し て ゐ な い 。 

彼の 家から 學 校へ 歸 つて 来る 途中の 畠に、 紙 をつ くる 三椏の 木が 高く 仲び てゐ たの を 私 は 知つ 

てゐ る。 しかし それ は 彼の 家から 歸る 途中に 見た のではなくて、 私達が 將 校の 敎 論に 引率せられ、 

この 邊を 行軍して ゐた 時、 その 畠の 前で 「休め」 をした ので 記 して ゐ るの だ。 私達の 疲れた 頭 

に、 その 三椏の 木が 暑く ギラ ギラと 輝いて ゐた。 私達 は 代数の 公式 や 南米の 河流 や 東洋の 將 軍の 

名前 や を 忘れて、 その ほこり Q 道の 眞中 にた だ 茫然と 立って ゐ るの だった。 —S 和 八 年 六月) 
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惜春 日記  ， 

—— 日 

句 僧 某氏 卒去の 由 を 新聞で 知る。 私 は その 句 僧と 生前に 相 知る 機會を 持たなかった が、 かねて 

後 住と して 定められて ゐる 人の 兄と はよ く 知る 間柄で あるから、 吊 問の 句 を 物に 書いて 送る。 

梅 散り て 家の 何處 やら 夕 寒き 

私の 最初に 親しんだ 文學 は、 俳句であった。 今の 私 Q 雅號 も、 その 少年の 日の 古い 遺物で ある = 

その後 私 は 自由 碌 口語の 俳句 を 好んで 作った けれども、 この 句 僧 は舊句 形の 城に 龍る 人であった 

から、 その 人への 禮 として 假 りに 古. S 句 形 を 用 ひる。 

今年 ほど. &く 梅の 花 を 見て 樂 しんだ 年 はない。 私の 故鄕の 家に は 梅 や 櫻が 殊更 多く 植 ゑら れて 

ゐる 中に も、 中庭へ 這 入る 門の 上に は、 祖先の いつの 代に 植 ゑら れ たと もい ひ傳 へのない 老樹が 

蔽ひ かかり、 春 早く 香りの 高い 花 を 開いた。 その 老 梅の 花 を も、 三十 年 近く 見て ゐ ない。 この頃 

何となく 少年 時の 戀 しくな つて ゐる私 は、 老樹の 梅花 を 見た- S 氣 がしき りで、 昨年 早春 老梅を 庭 


に植ゑ させた が、 雪の 間に その 白い 花 を 見た 時には、 もはや 何の 殘り 惜し いも Q もない やうな 心 

地が した。 それから またい つの 間に か 一 年が 經過 する。 去年 は 花の 散った のち 樹の勢 ひが 弱まり、 

そのまま 枯死し さう になった けれど、 こ の 花 を 見れば 再び その 花 を 見る こと も 期しが たい 思 ひが 

して、 枯れれば 枯れた まま、 それ もやむ を 得ない と 打ち捨てて 置いた ところ、 仕事の あ ひま あ ひ 

まに 植木 や 蔬菜 を 見に 來て くれる K 君が、 枝な ど あちこち 切りつ めて くれたの が效を 奏した か、 

樹も 枯れす また 勢 ひ を 盛り返して、 今年 は 去年よりも やっと 立ち まさった、 實に 見事な 花 を 見せ 

て くれた。 また この 花に 遇 ふことの 嬉し さ。 二月の 中！ より # ^き はじめ、 その 時の 大雪に も堪へ 

て 三月い つぼ い^き 盛り、 紅梅の 花と 交替した。 今の 私の やうに 一 かどの 研究ら しい 讀窨 も出來 

や、 前庭の 樹々 のさ かり 移り を 明け暮れに 眺めつつ 過ごす ものに は、 この， n: 梅 ほど 心を悅 ばす も 

のはなかった。 花 もこれ ほど 長く ゆ、 き續 ければ、 自づ から 心殘 つて、 散り 行く き はの 心 惜しみせ 

られ る。 梅に 向った 廊下 を 歩きながら、 私の 口に は 自然に 「木の 花 散り 方に なり 候 ふな」 と いふ 

やうな 言葉が 口す さまれ つつ、 かすかに 身の 衰へも 顧みられ るので ある。 

— 日 

『老松 先生 日本 行錄』 を讀み 終った。 老松 先生と は、 足利義 持の 時代に 朝鮮の 囘禮 使と なって 

日本へ 來た宋 希 環の ことで ある。 老松 堂 は その 號、 詩文 をよ くし、 この 行錄は 紀行と はいっても 

實は 詩集で ある。 
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この 詩集 を 讀みを はって 令更 ながら 感 する こと は、 時代 はこれ ほど 遠く 隔たりながら も、 自然 

の 風物と そこでの 人 問の 營 みと は I それ 程 ひどく は 違って ゐな， S とい ふこと である。 いかにも 產 

業 革命 を經 過した 後の 都會 は、 その 面貌 を 全く 改めた。 私 は 驟の街 を 歩きながら、 一種 異様な、 

何となく 親しみ 難い 風貌の 街衢に 出 あ ひ、 昔繁榮 した 場の 都へ S はこれ 程までに 我々 に緣 遠くな つ 

てゐる もの かと 驚く ことがある けれども、 農業の 營 みの 加 へられる 自然の 風貌 だけ は、 今 も 昔 も 

大した 違 ひの ある もので はない らしい。 奈良縣 に は、 奈良朝 時代の 田 制が 田 畠の 區 劃に そのまま 

殘り、 長 岡の 附近に は 長 岡 京の 昔の 道路 網が 面影ながら 細い 畦 道の 上に 描かれて ゐる。 老松 先生 

の 眺めた 麥隴に は、 恐らく 今 も 概ね は 麥が靑 く 芽 を 吹いて ゐる であらう。 この 當時 さへ 近畿の 農 

業 は 三毛作 をな し、 有閑階級 者が 多くて 直接の 生 者 は 苦しい 地位に 立た されて ゐた。 —— 「水 

浮 淑氣猶 春 日。 山帶黄 苗已麥 秋」 11 などい ふ 句 を 見る と、 今 見る 海 邊の山 畠 を そのまま だとい 

ふ氣 がする。 人間 は その後、 幾度 この 畠 を 耕し、 そこに 幾度 麥を 刈り入れ たか。 かう した 紀行 詩 

集 を 見せられる 時 ほど、 人間の 歷史 Q 全 縮圖を 見せられた、 深刻な 感じの する 時 はない。 歷史は 

短 かい、 人間の なすと ころも 短 かい。 

私 は 漢詩の まことの 味 は ひ を 知る ことが 出来ない。 -S ゃ全體 として 外國の 詩の 持つ こまかな 味 

は ひ を、 讀み 分ける ことが 35 來な いの だ。 日本の 詩歌なら ば、 よい 作品と 劣った 作品と を 幾分 か 

こまかに 區別 する こと も 來 ようが、 外國の 詩に なれば、 すでに 漢詩で さへ、 それだけ こまかに 


は 感受す る ことが 出来な. SQ だ。 そこに は 言 蒸の 韻律の 相違 も あれば、 一 語 一 語が 歷史の 中 を 通 

つて 自然に 镥 つた 聯想の 相違 も ある。 然るに 詩 は、 この 韻律 や 聯想 やより 組み立てられた 世界で 

あるから、 その 言葉 を 使 ふ國の 生活の 中に 育くまれ、 現に その 文化 を 享受して ゐ るので なければ、 

正しく それ を 感受し 得る 箸 もない の だ。 老松 先生の 國で はこの 漢詩の 言葉 を 日常の 生きた 言葉と 

して 使って ゐ るので はない。 隨っ てこの 詩に は 何となく 支那 詩の 模作のに ほひが し、 創作の 時代 

の 朗らかな 刻印の 押されて ゐ ない 感じが する。 しかし 支那 文化と 0 直接 交通 は 日本との 段 遠 ひに 

濃厚であった 時代で あるから、 日本人の つくる 漢詩より はや はりす つと 巧みで あり、 支那 文化の 

個性 を相當 のと ころまで 織り込んで ゐる やう だ。 

私 は先づ この 詩 を 支那 文化 Q 中で 育てられた 人の 詩と して 見て 行く。 詩歌 は 同じ 詩歌であって 

も、 支那 人と 日本人と では、 すでに 自然 を 受け取る 魂の 範疇が 遠って ゐる やう だ。 

庭 空 鳥雀噪 僧 去 不還來 寂寞 山 花 落 

凄 凉佛宇 開 滅篁臨 極 浦 淺檜 蔭荒臺 

自取 皇天 罰 塞 潮 朝暮囘 

といへば、 いかにも 對 馬の 一 寒 寺 Q、 住僧 は 昨年 虜と せられて 朝鮮に 往 つた、 その 寺の 叙景と し 

て は、 何とも. S へな. S 巧みな ものであると 思 ふが、 さて その 詩の 一句 一句 を 見て 行けば、 これ は 

支那の 詩 なれば こそ いつでも 出て 來る 道具 建てで ある、 その 語が あれば その 次に は必す この 語が 
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あると- S つた 風の も Q ではない か。 支那 人に は， 支那 人に 特有な 認識の 習慣が 成り立って ゐ るの 

だ。 老松 先生 は 朝鮮人で あるから >  その 智慣の 模倣 を 一層 ひどく したので ある、 い やそれ 以外に 

は 漢詩 を 制作す る 態度が 立たない といっても よいの だ。 

嶋中 留滯久 恰似 在樊籠 擧目 山河 異 

傷心 草樹同 林 風 翻亂碧 花 雨 落殘紅 

寂寞 蓬 窓 下 鄕音渐 不通 

とい ふ 詩を讀 むと、 一 つの 國で Q 詩の 認識の 仕方と 输畫の 認識の 仕方に は 共通 點の ある ことが 分 

かる。 11 「林 風翻亂 碧。 花 雨落殘 紅」 —— と 讀んで 来れば、 我々 の 眼前に は まざまざと 一 枚の 

支那 畫が 浮ぶ。 背後 0 山の 樹木に は、 點々 として 綠靑を 塗る であらう。 さて その ところどころに 

は 紅色 を點 する が、 寧ろ この 樹木の 下 逢に 多く 紅色の 點を 加へ る。 この 自然の 畫を かく 時 支那 人 

はさう する より 外 はない。 然るに 詩人 は その 畫 家と 全く 同じい 態度で、 その 畫を 描く やうに 言語 

を输 具にした。 林 風 は 樹葉を 動かす ので はない、 亂碧を 翻へ すの だ。 また 花への 雨は淺 りの 花 を 

落とす ので はない、 殘紅を 落とす の だ。 私 は 認識 Q かう した 範晴 について、 鎗畫と 詩の 何れが 先 

きで あるか を 判す る ことが 出来ない。 ただ 支那 人が 畫を 描き 詩 を 作れば、 いつでも かう いふ 様式 

で その 認識 を 追究す る こと を 知る だけで ある。 その 認識 追究 を 支那 人の それと 全く 同一 ならしめ 

る こと は、 ま那 人なら ぬ內外 邦人に as 來る ことで はない。 11 r 嶋花打 草雨餘 新」 とか 11 「水 


光山 氣滿晴 空」 とかい ふやうな 詩 を 見れば、 何の 奇 もない 漢語 を、 何の 奇も なく 配列した もの だ 

が、 その 語の 醸し出す 世界 は 不思議に も 特有の もので あり、 英語 ゃ怫語 やによ つて これ を 翻譯し 

得ようと も 思へ ない。 

—— 日。 

大寒に 入り、 私の 健康が 突然 危機に 瀕した 頃、 床上に 仰臥した まま 鉛筆で 書きつ けた 紙片が 二 

枚、 物の 本の間から 中： て來 た。 それ を ここに 寫し 取って 置く。 

「死と 生と は、 境界 もな しに 接して ゐる。 私 は 或る 瞬間に、 もう 死 を 免れさう もない 絕 對の危 

機に 直面した。 11 ほんの 一分 間 前、 所謂 小康の 狀 態に 復歸 して ゐた私 は、 そ 0 少し 前に ほぼ 同 

じ やうな 危機に 襲 はれた こと を さへ 忘れ、 悅 ばし ぃ氣 持で、 他から 来た 手紙な ど 改めて 封筒より 

取り出し、 寢 たま ま讀 みかけて ゐ たので あるが、 その 瞬間に 突然 身 を 死の 恐るべき 掠奪の 前に さ 

ら された の だ。 今 は 生と も 死と も 定まらない。 殘 忍にまで 感じられる 宇宙の 沈 默が周 圍を領 する。 

一分 また 一分、 この 生と 死との 境界の な. S 中立 地帶に 生きて ゐる私 は、 それでも まだ 死の 世界へ 

落ち込ま うと は考 へて ゐ ない。 すべてが 私に 取って 生の 領域 だ。 11 そして 今先づ その 中立 地帶 

より 離脫 する ことが 出 來、 死の 脅威より 遠ざかって ゐる私 は、 かって 幾日 かその 死の 支配す る 中 

立地 帶に 住んで ゐた などと は、 考 へさへ もしない の だ。 

その 中心地 帶の ー點に 於いて、 生の 曲線と 死の 曲線と は、 接觸し 分岐す る。 もしも 私が その 瞬 
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間に 死滅した とするならば、 それ 以前の 過去の 生活 も、 この 死の 曲線の 中に 含まれる ものと なる. - 

そして その 頃の 私の 生活 は、 ただ 死の 世界に 向 ひ 驀進して ゐ たと 見られる であらう。 また 反對 に、 

ともかくも その 危機より 脫 した 今の 狀 態に 於いて は、 過去の 生活 はすべ て 生の 領域へ 向 ふ 力強い 

曲線に なって 見られる かも 知れない。 その 中立 地帶の ー點 より 過去の 生活 は、 生と 死と 何れの 性 

質の ものと も 見られる の だ。 誰れ が これ を 生と 死の 何れ かに 決定す る ことが 出来よう。 ただ 私が 

生きて ゐる 限り、 私 は それ を 絕對に 生の 曲線と してより 外 は經驗 する ことが 出来なかった とい ふ 

だけの こと だ。 この 手記 は、 私に 取って 絕對に 生 をた たか ふ 手記で あるが、 もしな ほ 私が 近く 死 

の 危機に 襲 はれて 死滅す るなら ぼ それ は、 他の 人に より、 すでに 憂愁なる 死の 色に とざされた 死 

の 手記と して 讀 まれる より 外 は あるまい 0  J 

「生涯 單身 土足で 踏み込んで 行く だけの 氣カを 失って はならない。 警察力の 保護の ない 土地で、 

軍 身 土匪に あたる 時の 眞 裸の 體カを 失って はならない。 人間 は、 この 時 ほどす ベての 虚飾より 離 

れ て眞劍 になる 時 はない の だ。 その 土足の 眞劍 です る 仕事 は 生きて ゐる。 警察力の 保護 Q 下にせ 

られる 仕事 は 生きて 來 ない。 學 問の 警察力、 地位の 餐察カ その他 等 々o」 —『セル パン』 (昭 S 八 5 ハ no 


舊 昭和 九 年 


日本 主義の 再 批判 

「君 はこの 間 『東洋 經濟』 に 書いた 論文の 中で、 八， 年 は 日本 主義と か 皇道 精神と かいって ゐる 

思想の 撿討も 少し やらなければ ならぬ らしい と 書いて ゐ たさう だが、 僕 は その 日本 主義 的な 論文 

と S ふ もの を 一 向讀 んでゐ ない。 一 體 その 人達の 思想の どんな 點を撿 討し なければ ならぬ のかい。 

要點を 聞かせた まへ。」 

「僕 もま だ 大して 澤山 讀んで ゐる譯 ではない が、 こんな こと を 感じた よ。 日本 主義 も 皇道 精神 

も 結構 だ。 だが 本當 はこん な 言葉 を 振りかざす だけで、 實質 では 勝手に その 人の 哲學を 主張して 

ゐる。 これで は 困った もの だと 思 ふんだ。 殊に その 主張者が 現に 政治の 要に たって ゐる 人の 場合 

に は、 その 我流の 哲學 で國民 思想の 陶冶と か 何とかい つて 來 るから 困った ことになる。 おひと り. 

で その 哲學 を樂 しんで ゐられ るなら、 先方の 御 勝手 だが。」 

「成る 程 それで 君 はこの 聞 陸相の 思想 批判な どい ふ 論文 を 書い たんだね。 陸相の 皇道 精神と い 
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ふの は、 陸相が 建國 神話 を 材料に し 陸相 風に 組み立てた 一 個の 神話 哲學 私見 だと 論じて ゐ たね。」 

「さう だ。 今度 久原 氏の 有名な 皇道 經濟 論と いふの を 批評した の も それ だ。 久原 氏と ていつ 政 

治の 要路に 立つ か 分らない。 ともかくも 今日の 所謂 非常時に、 一つの 颱風 中心に なって ゐ るんだ 

からね。」 

「久原 氏の 皇道 經濟 とい ふの は。」 

「詳しい こと は 今やめ ると して • とにかく その 皇道 主義と いふの を拜聽 すると、 三種の神器 か 

らお 發す るの だ。 鏡 は 眞理を 表 はし 經濟 にあたり、 玉 は 圓滿を 表 はし 政治に あたる。 劍は勿 論 軍 

部 だ。 この 三つが 一 體 になる。 つまり 三位 1 體 にならなければ いけない とい ふの だ。 ところが II 

が經濟 に、 玉が 政治に あたる 譬喻の 意味 は、 どうしても 僕 等に 分らな いぢ やない か。 まあ それ は 

先方の 御 勝手 だとして、 こんな 皇道 主義 を 振りかざし 政治 を やられる としたら どんな もの だ。」 

「それ は 困った ものだね。 それにしても 政治家の 頭なん ていふ もの は、 簡單 至極な、 檢討 する 

にも 仕 甲斐の ない ものだね。 舉問 上で 堂 々 と 主張 せられる やうな 思想なら 面白味 も あるが。」 

「ところが 現實 世界で は、 その 檢 討の 仕 甲斐の ないやうな 思想が、 現 貴、 及び 現實の 認識に こ 

ん がら かって 動いて 行く の だからね。 五. 一 五 事件、 もっと それより 以前から 起って 來 たいろい 

ろの 事件 や 政治的の 出来事が、 それぞれの 思想 を 持って ゐ るの だから、 輕視 する こと は S- ぃ來 ない 

よ。 僕 は そのこん がらかった、 現實の 動き を 重大視して るるんだ が、 公然と は資 にほんの 上つ 


のこと しか 見えて ゐな いんだ からね。」 

「その外に どんな 日本 主義が あるの かね。」 

「僕の 今 關心を 持って ゐ るの は、 その 現 實の社 會に關 係 を 持った 人達の 懷抱 する 日本 主義なん 

だ。 松 岡洋右 氏、 中 野正剛 氏と いった 風の 人の 主義の 檢討 を、 近く 出る 雑誌に かいて ゐ るから 見 

て くれた まへ。 その外、 純 粹に學 者 風の 人が 主張して ゐて も、 これに は 大して 關心を 持たない。 

が、 また 右翼 思想家と して 費 際 運動の 背景に なって ゐる 少數の 思想家が あるが、 これ は油斷 はな 

ら ない 0 權 藤氏 の 思想 が あんなに 現實 と 關係を 持つ た實例 が あるの だから。」 

「西洋文明 は 行き 詰った、 これから は 日本 精神に 立ち返らなければ ならな. S とい ふ 主張 も かな 

りに 强 いやう だね。」 

「これまで だってよ く 聞いた 聲さ。 併し 今 主張 せられて ゐ るに は、 多少の 事情 も あると 思 ふよ „ 

西洋文明が 行き 詰った とい ふの は、 資本主義 文明の 一部が 行き 詰った とい ふことの 誤った 認識ぢ 

やないだら うか。 西洋文明 は、 西洋文明 として 堂々 たる もの だ。 し 資本主義 そのもの は、 現に 

一 部分 確かに 行き 詰って ゐ る。」 

「國際 經濟が これ だけ 行き 詰つ たんだ からね。 ブロック 經濟 論な どい ふ もの も、 最初から 理論 

を 立てて、 それでなければ ならぬ、 などと いったの ではなく、 國際 經濟の 行き詰まりで、 ひとり 

でに こんな 處へ來 たんだ。」 
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「さう だよ。 日本 主義の 勃興 もや はり それ だと 思 ふの だ。 世界 經濟の 行き詰まりから、 何處の 

圃 にも ブロック 經濟が 起る。 日本 もや はり それの 圈 外に 出る ことが 35 來 なかった。 そこで この ブ 

ロック 經濟 とー緖 になって、 その 情勢の イデ ォロ ギィ として、 日本 主義が 勃興し たんだ。」 

「成る 程、 それに 遠 ひな いやう だね。」 

「だから 見 給へ。 日本 精神と は何ぞ やと. S つて、 みんなが いろいろ とそれ を 摸索して ゐるぢ や 

ないか。 最初より 明々 白々 の 日本 主義なら 今ごろ 議論の 起 りつこ はない 害 だが、 今 はま だ 日本 主 

義も最 隆盛 期に 達して ゐる とはいへ ない よ。 日本 貿易が 現に 至る 處で 成功し、 その 點 では 却って 

國際 的な 思想が 起 つても よい 時 だからね。 その 貿易の 旗印と して 日本 主義 を 取れと いってる もの 

も あるが、 出る 船に はさう でも、 先方の 港へ 這 入る 時の 船に は、 その 旗印で は 至極 都合が 悪い。」 

「だが、 これから 日本 貿易 も だんだん 困難に なって 來 るんだら う。」 

「さ うだらう ね。 隨 つて 日本 主義 も その 時最 隆盛 期に 達する だら うよ。 今 Q やうに 一方で 鼓吹 

しても、 待て 待てもう 一 船 かせいで 來 なくつ ちゃ、 とい ふ 空氣の 盛んな 間 は本氣 では 隆盛に なら 

ない さ。 政黨の 中に さへ 現に その 空氣は あるんだ からな。 日本 精祌 は、 今の やうに 摸索し ないで 

も、 或る時 期が 来れば、 はっきり これ だと 決定され る さ。」 

「ぢ やまだ 僕な どが さう 騷 がなくても よいと いふ 譯 かね。 すっかり 仕事の 邪魔 をして 濟 まなか 

つた o」 —『京都 帝國 大^ 新阅』 (昭和 九 年 一月 二十 I 日) 


ピストル 

朝が 来たらし い。 彼 はむ つくりと 上半身 を 持 上げた。 今 m もよ い 日になる と 見える。 木 々。印 

. から 見える 空 に は、 何處 にも 白い 雪が なく- ただ 深々 と 澄んで ゐ るし、 朝の ためで も あらう か 低 

い 木立 Q 枝 一 つ 動か や、 春淺 -S 丘の あたり は 離 まり 返って ゐる。 

彼 はま だ 目の さめな. S やうな、 目の さめた やうな、 簿 ぼんやりした 頭に なって ゐ る。 今 見 つづ 

けて ゐた 夢が、 まだ その 澄に 殘 つて ゐる やうで も ある。 と、 瞬間 T 子の 額が 目の前 を 過ぎた。 ヒ 

ャリ と. SI 分に 歸っ たやうな ショ ックを 感じて、 また 反射的に 頭 を 低め、 あたり をぢ つと 見据 ゑた 

が、 丘の II けさ は 元の通り だ。 彼 はまた 下の 村 を a おろした。 この 低い 丘の t 一ぐ 下に 百姓家ら し 

い 家が 續 いて ゐ るの だが、 それに も 何の 變 りがない。 彼 は、 直ぐにい つもの ボン ャリ した 頭に か 

へり、 のびのび とした 氣 持で、 前の 空 を 見る のだった。 

彼が T 子 を ピストルで 射殺し、 ここへ 遁 げて來 てからもう 幾日た つて ゐる だら うか。 彼 は それ 

A ん考へ たこと もない。 晝の間 は、 近頃 T 子の こ とを考 へようと も 思って ゐ ない。 それにしても あ 
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たりが 餘 りに 靜か だし、 自分の 頭 も 春ら しく のびのびして ゐる。 ただ 夜になる と、 夢の 中で いろ 

いろの 場面が 現 はれた。 子供の 時の 屮 I 來 事が 大半 だが、 それに ごつ ちゃに なって、 T 子の 店、 T 

子の 夫、 T 子と 歩いた 場處 などが、 何の 順序 もな く 現 はれて 來た。 そして それらの 夢が、 どの 晚 

も 大抵 同じ：！： 容 であった。 彼 はいつ の 夜 も、 子供が 同じ 一 玩具 を あてが はれながら 遊んで ゐる やう 

な 工合に、 眠つ て 夢を見 つづけて ゐ るの だつ た。 

T 子 は して あの 晚 あの ー發で 死んだ であらう か。 彼 は T 子が アツと いふ 間に 前 のめりに 倒れ 

たこと と、 側の 狹 5 橋が 黑く 闇に 浮き出て ゐ たこと と を記惊 にと どめて ゐる だけで、 あと は 本能 

的に 走り，： S したに 過ぎな い。 K 市の 直ぐう しろ を 取り 卷 いて ゐる この 丘の 中へ 遊げ 込んで 來 たの 

も、 何とい ふ 目標が あっての ことで はない。 あの 橋の あたりから よくこ の 丘へ のぼった t 似の 身體 

の 記憶が、 彼 を 走らせ、 ここ へ 連れて 來た に過ぎない らしい。 T 子 は 屹度 死んで 了ったら う。 彼 

は 父が 陸軍の 少將 であった だけに、 中舉 時代から よく ピストル を 持って 遊んだ。 それが 彼 を 自然 

に ピストルの 相 営な 名手に して ゐ るので、 滅多な ことで は T 子 も 助かれる^ がない。 T 子が 死ん 

だか どうかの 疑惑 も、 最初の  一二 日 は 彼の 頭 を去來 したが、 近頃 は 頭に 浮んでも 來 なくなった。 

そして T 子 は、 遠い 過去の 人の やうな 氣持 でさへ 考 へられて ゐ る 。 

彼 は 何もかも T 子の 夫と T 子と にたば かられて ゐ たの だ。 少しば かりの 父の 遺產を 片っ端から 

ち し、 T 子の いふ ままに 渡して ゐ たことの からくり にも、 流石に しま ひに は氣 付いて 來た。 


T 子の 家 はつ まらない 飮 食物 を 勞働者 などに 食 はせ て 暮らし を 立てて ゐ るの だ が、 勿論 そ ん な こ 

とで この 店の 立って 行く 答 もない。 それに T 子の 前身が 大分 複雜 で、 あっちへ もこつ ちへ も什途 

り をし なければ ならぬ らしい。 T 子の 夫で さへ、 戶籍の 上で 本當に T 子の 夫 かどう か、 分った も 

のでなかった。 そんな 事情が すっかり のみ 込めた 後に なって は、 T 子 を うらむ 氣持も 大分に 薄ら 

い では 來てゐ たの だが、 何に せよ あの 晚は T 子の 素振りが よくはなかった。 

T 子の 店に は、 一間 だけ 臭の 間 風に なった ところが ある。 もっとも それと てこの 一家の 疲 問に 

で も 使って ゐ るの だら う。 あと は勞働 者た ちが ガ ャ ガ ャと這 入 つ て來て 勝手に 坐り込む 場處 だけ 

しかな い 0 だ。 その 晚も彼 は いつもの やうに、 その 奥の で T 子 を 相手に 酒 を飮ん でゐ たの だが、 

また T 子が. S つもの やうな 饒舌で 話 をし、 彼 を 送り出し さへ したなら、 彼 は 氣まづ い ながら も そ 

のままで 一 先づ 邸へ 歸 つて ゐ たの だが、 何に せよ あの 晚は T 子の 仕方が よくなかった の だ。 丁子 

は 街 を 一緒に 散歩し ようとい ひ して、 それ もい つもの やうな 順序で 通り を 歩き、 G 苑の 中へ 來 

た 時に、 T 子 は 彼に 或る 暗示 をした。 しかし その 時、 彼に は 本能 的に 睦 軍將 校の 令息に かへ る 家 

庭での 尊 S ぽな敎 育が、 不思議な やうに 殘 つて ゐて、 その 危 ふい 瞬 問 を 通り越さす のだった。 丁子 

は 失望した やうに また 步き 出した が、 ボッボ ッと話 をす るの は 例の 仕送りの 金の ことで ある。 し 

かし 今の 彼に は、 さう した 話が 面白くなかった。 

あの 橋の たもと で 別れる 時に、 T 子が もしも ひやり と 頭 を 切る やうな、 あんなつ めた. S 素振り 
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をし なかったら、 そしてい つもの 嬉笑で 彼 を a 送る の だったら、 彼 は T 子 を 打たないで 濟ん だで 

あらう。 しかし あの ピストル を 持って 出かけた の は、 はじめから T 子 を 射殺す るつ もりで あつ 

たか、 今^へ ig! しても、 彼に ははつ きりした！？ 斷 がっかない。 

K 市で は、 この 殺人 を どんな 風に 取沙汰して ゐ るか。 それ も 彼に は 分らなかった。 これまで 知 

つて ゐる 殺人事件の やうな 見出しで、 その 翌日の 夕刊が 事件 を 報道した ので あらう か。 t^^がぃ 

くつ かの 隊を 組織し、 彼の 追跡 を はじて ゐる だら うか。 それにしても こんなに 近い 丘の 上の、 し 

かも こんなに 分りよ. S 廣 つばた 3： 故 探しに 來な いので あらう。 

或る日 下の 百姓家に は 口の 丸の 旗が 立って ゐた。 力 ー キ 色の 軍服 を 着 た靑年 が、 あちこちの 道 

を 歩いて ゐた。 彼 はいろ いろと おへた 末、 それが 陸！ 3f の 記念日で ある こと を 知って、 壯 快に 彼の 

家 を 追想した。 彼が ここ へ 遊げ 込んで から、 もう 七日 經 過した こと を はっきりと 意識した の は、 

その 時で ある。 だが もう その あと 二日た つた か 三日た つた か、 へようと も 思って ゐ ない。 彼 は 

特^に 空" „ ^も 感じなかった。 とんな 風に あたまの ボ ンャリ した 時 は、 络 腹 も 感じなくなる もの だ 

らう か。 それでも 彼 は 或る日、 -M づた ひに、 下の 百姓家の 前へ 下りて 來た。 丘の 一番 近くに ある 

In 姓 家に は 老人 夫 溢の 住んで ゐる こと を、 彼 は 丘の 上から 毎 口 見て ゐ たが、 その^^へ這人り込ん 

でも 夫婦 は あたりに 見えなかった。 彼 は そこで 殘饭を 少し だけ 盜んで 食った。 そんな こと を 一 ニニ 

成 やった だけで、 空 股 を 彼 はなん と- S ふこ ともなく 感じないで ゐた。 だが あの 老夫婦 は、 もう そ 


のこと を發 官に吿 げたで あらう か。 それならば ii 官の 搜索隊 が、 數日 前に ここへ 來てゐ る ti だ。 

今朝 彼 はかう して 丘に 籠る ことに、 少しく 倦怠 を 感じて さへ ゐた。 T 子 を 射殺した こと も、 彼 

に は 今 何の 事件に も 感じられ はしない。 それ どころ か 事件 は 彼と 緣 のない、 遠， S 過去に 起った こ 

との やうに さへ 感じられて ゐ るので ある。 い や 大抵 は そ の 事件 も 彼の 頭へ 浮んで 來 なくな つて ゐ 

る。 こんな 時に 搜索隊 の 姿 を 見たならば、 彼 は 却って 悅 ばし くさへ なる であらう。 

彼 は 目 を 彼の 前 Q 土の 上へ 一？ 欲した。 春 早い 丘の 土 は、 まだ 幾分の しめり を帶 びて SPii 一い。 だが 

彼の SIK も それに 負けす、 壯健 さうな 赭黑さ を 示して ゐた。 彼 は 巾 舉で成 緩が わるく^ 人に こそ 

ならなかった が、 親譲りの ガ ッシリ とした 體格を 持って ゐる。 そこへ 毎日 照りつ ける、 紫外線の 

多， S この頃の 日 だ。 

土の 上に は 小石が 澤山 並んで ゐた。 彼 は それ を 拾って 左の 掌に 持ち かへ、 一 つづつ 右の 手で 取 

つて は、 前の 方へ 投げて 見た。 山つつ じの 葉 0 落ちた あとに、 二三 枚 づっ殘 つて ゐ るの を 見て は、 

それ を 目標に 打つ ので ある。 彼の 小石 は どれ もよ く あたった。 すると 彼 は、 至極 無 邪氣に ピスト 

ルを懷 から 取り出した。 小石の 代りに、 これで 打って やらう か。 彼 は 直 ぐに ピストルで 狙 ひ を さ 

だめた。 だが 次の 瞬間、 爆然 たる 音の 聯想が 彼の 意識 を 過ぎた。 しびれた やうに ピストル を 下へ 

取り 落して、 また 反射的に 頭 を ひくめ、 神經 質に なった、 半ば 狂人の やうな 目で、 彼 は 前の 木立 

の 藤 を見据 ゑる のだった。 
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口 課に して 出て ゐる^ 官の 搜索隊 が、 その 時分に この 丘へ 反對 のが はの 坂から ゆっくりと 上り 

かけて ゐた。 I  is  ( 昭和 九 年 一一 1«« ) 


週末 短 言 

5i4 國の K1. 價切 下げ 

米國大 統顿は 一月 十五 B、 米國議 きへ 特別 敎書 を發 したが、 その 敎咨の 内容 は ドル 货の 含む 金 

の 分量 を 四 割 乃至 六 割まで 少なく する こ と が 出來る やうに とい ふので ある。 これが 所謂 平 價切下 

げだ。 その後、 實 際に は 四 割 一分 を 切 下げた。 

平價切 下げと いふ こと を はっきり 說 明しょう とすると 中々 むづ かしい が、 非常に 重要の ことで 

あ るから、 ここに は 出來る だけ 分かり 易く 极本 の 理論 を說 明して S かう。 

我々 は先づ 一 國内に 現に 通用して ゐ る通货 (お金) の數 量を考 へよう。 通 货の數 量が 多く なれ 


ば 所謂 イン フ レ (通貨 膨脹) である。 さて ff- に は、 その 時 市場へ 現 はれて ゐる ー國內 商品の 分量 

を考 へよう。 この 通貨が この 商品 を 買 はう として 立 向 ふので あるから、 雨 者の 對抗關 係に よって、 

商品の 慣格卽 ち 物價が 定まる。 通貨の 数量が 多く、 商品の 分量が 少なければ、 當然 物價は 上って 

來る。 そこで 商品の 分量 は 元通りで も、 通貨の 數量 さへ 多くな り 或は 少なくな りさへ すれば、 物 

價は變 動す る譯 であって、 假 りに 通貨の 敫 量が 以前の 二倍に なった とすれば、 一箇の 林檎 を 買 ふ 

人 問が 一 人から 一 一人に 殖えた やうな もので、 物價は 以前 0 一 一倍に ならう。 

ここに 通貨と いったの は、 紙幣 も 手形 も 何もかも を 含めた ものの ことで あつたが、 ー國の 持つ 

金貨に は、 大した 增 減がない。 また 金貨で 物 を 買へば、 金 も 一種の 物で あるから 物々 交換が 行 は 

れ、 物 を 買 ふ 値段に 變 動がない。 それ 故 金貨で 物 を 買 ふのと イン フ レ した 紙 で 物 を 買 ふのと の 

問に は、 實際は 相違が 起り、 通貨の 數 量が 二倍に なって ゐる 時には、 今の 紙 fee で 二 圆で買 ふ もの 

を 以前の 金貨で は 一 圓で 買って よ. S 譯 である。 ^し 一 圓 といへば 値 打 はや はり 一 圆 であり、 紙谘 

と 金貨と 使 ひ 分けが あって は 困る から、 今い つた 困難 を 防ぐ ために は、 金貨の 質を惡 くし、 以前 

に 一圓であった 金貨 をニ圓 にして 置けば よい 諄で ある。 これが 平 價の切 下げ だ。 インフレの 程度 

が ひどく なれば、 金貨 は その 平 價を切 下げる より 外 はない。 また 逆に 金平 價を切 下げれば、 イン 

フ レが 起り、 物價は 高くな つて 來る。 以前に 一圓した 品物 を寶 つて 金貨 を 受取れば、 い つも 大體 

同じ 金の 分量 を 受取り はする の だが、 平價切 下げの 後に は その 同じ 金の 分量 G 貨幣に、 一 圆と 書. 
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いてな く 二  11 と いて あるから、 物 を賣る 人に は 都合が よい。 景氣 がよくな つて 來る 所以で ある = 

米國の 平價切 下げ も、 全く 物價を 高く し、 景氣 をよ くす るた めに やった ことで ある。 

^界 大戰を 終った 時には、 どこの 國 にもお 話に ならぬ ひどい イン フ レが 起って ゐた。 佘 货の數 

量 は 少ない のに、 通貨の 數量は それの 何十 倍、 いや 國 によると 何 萬 倍 かの 多量に なり、 物 價は極 

端に 髙く なって ゐた。 こんな 時 は、 そ Q インフレに 釣合 ふやう に 金貨の 質 を うんと 惡 くし、 物惯 

に は變 動が ないやう にして 置けば よ- S のであった。 學 者の 中に そのこ と を 熱心 に 主張し たもの も 

あつたが、 各國 政府 は それと は 反 S に、 膨脹した 逋 貸を牧 縮し、 金貨の 値 打 を大戰 前の ままの も 

Q にまで 引き 屍 さう と 努めた。 これが デフ レ H シ H ン (通貨 牧縮) 又は 金の 戰前惯 値の 恢復と. S 

ふこと である。 併し 困った もの は 事業家であった。 昨 H 原料に 五圆 を拂 つて 製造した ものが、 今 

n は三圆 になつ てゐ る。 これで は 安心して 事棠を やって 行けない。 そこで 世界の 至る 處に 不景氣 

が 起った。 

この 事に 氣 付いた 國は、 順次に 平慣切 下げ を やって いった。 元の 失敗 を 取 返す 意味 からで あ る „ 

米國の 平價切 下げ も、 この 世界的 動き Q 一  緩き だ。 

満洲の 帝政 宣言 

滿洲鋼 は 一 一十 口に、 その 圃體を 帝政に する 33 宣 Iw した。 


滿洲國 は 共和 國で あ つ た がよ いか 帝國 であった がよ いか。 これ は 滿洲國 自身 の 決意 によりお ま 

る ことで、 我々 の關與 すべき もので はない。 併し 政治問題 として は、 利害得失 を 批評す る ことが 

出来る。 

先づ 帝政に なった 利益 をい へば、 S これにより 滿^ 國は 一勝 確實に 存在した 感じが し、 國 民に 

安心と 決意と を與 へ る。 g 共産主義の 排擊が はっきりし、 口 シァ との 闘 係 を 永久に 明瞭なら しめ 

た 。 g 將來は 日本が こ れ を 保 護國に す る か 或は 領有して 了 ふの だ らうと い ふ 危惧 岡 を 國 Q ,2 外に 

一 掃した。 次に 不利益の £S をい へ ば、 S 以前より、 一 且 滅びた 淸朝を 復活し よ つ とする 遝 動が あ 

つたが、 それと 間違 はれ やすい。 ^支那に して 見る とこの 淸 朝が 復活し 支那 全土へ 働き かけて 來 

るので はな. S かとい ふ 不安 を 持つ ことにな つた。 g 折.？： 靜 まりかけ た^ 界の奥 41 を また 新ら しく 

刺戟した。 

す M 洲國が 帝政になる こと は 建圃の 最初、 その 主 權者を 定めた 時もう きまつ てゐ たやうな もので 

ある。 W し 私 は、 もう 數年ぁ とに 宣言した 方が、 世界の 舆論を 刺戟せ す、 滿洲 及び 口 本 のために 

利益 ではなかった か と^ へ て ゐ る 。 

&シァ の 極東 戰備 

a シァは近來日本のぉ略に^::^する極東の防備を{=マ傅しはじめた。 極 _ ^が n 本の 侵略 主義の ため 
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に 不安 に な つて ゐ ると， S ひ、 併し 日本が 侵略して 来ても ロシア はこれ に對抗 して 日本 を擊 破す る 

に 十分な 軍備 をな したと 盛んに 宣傳 丁る の-であ る。 これが ため 諸外国で は 日露 間の 國 交が 甚だ 危 

險 になって ゐる やうに 考 へ 、 早晚 日露 戰は必 す 起る ものとの 豫測を さ へ する やうに なった。 

併し これ を 聞いて 驚く もの は、 寧ろ 日本人 自身で ある。 我々 は 何時 n シァ と戰爭 する やうに 準 

備 して ゐ たか、 また ー體 何のた めに ロシアと 戰爭 しなければ ならない か。 こんな 風評が 現 はれて 

當惑 する Q はこ ちらが はで ある。 一 體戰爭 が 起る 前に は、 その 對手 圃に對 する 敵 像 心が 國內に 盛 

ん になる もので おる が、 今日 本の 國 内に は ロシアに 對 する 何の 敵 懷心も 起って は 居らす、 日露 戰 

と 聞いても 何 か 0. 本 以外の 國 の屮： 來事を 聞い てゐる やうな 氣 持ち さへ する の だ。 勿論 挑戰 せられ 

れば 堂々 と戰 ふより 外 はない が、 令のと ころ 日本 は對 口 シァ戰 を 少しも 必要と して ゐ ない。 

a シァ として は、 五箇 年 計畫の 一部 を拋棄 してまで この 極東 軍備に つとめた に は、 理由がない 

でもない。 口木が 助力して 滿洲國 が 成立して から、 ロシア は < ^に 日本と 直接に 國境を 接して ゐる 

やうな 危險を 感じた と 見える。 ^外蒙古 は ロシア 助力に ょリ 現に 赤化して、 ロシアと 通商 的に 

深い 關係 にある のみなら や、 c シァは 支那の 北部 西部 を 赤化し ようと 努力して ゐ るが、 この 努力 

は滿洲 0 に 勢力 を 有す る 日本と 將來ど うしても 衝突し なければ ならな， S だら う。 g 地形の 上で 極 

束 ロシア は危險 にさら された。 g 滿洲國 にな ほ殘 つて ゐる 口 シァ 所有 Q 鐵道 は、 どんな 理由で 日 

木 又は 滿洲國 に 領有 せられな いもので もない。 S 以上 あげた やうな 理由が 存 する 外に、 ロシア 國 


-5： に は、 日露 戰爭に 於け る肷 軍への 復 si も殘っ てゐた Q で. ある" 

繰返して いふが、 日露 戰は 日本に 取って 少しも 必要で ない。 日本 は あらゆる 機會 に、 。シァ の 

誤った 認識 を 解い て やらなければ ならない 。 

議 會 と軍鄧 

議會が 始まり、 例に よつ て 質問 戰が花 しく 展開 せられた。 

今年 Q 質問 戰で 最も 與 味の 多かった の は、 軍部に 對 する 批刺 である。 軍部 は どの 程度で 政治に 

關與 する ことが 出來 るか、 政治家 は、 軍人 は 政治に 關與 すべから すと 形式的に 論じて ゐ るが、 か 

うした 批判 を 自由に： i じ 得た だけ 時代 は 明るくな つた 氣 がする し、 また この 批刺を なすこと は、 

軍部と 政治家との 雙 方に 取って 有益であった。 

軍部が 政治の 上に 絕對の 力 を 揮 ひ 出す こと は、 勿論 禁物で ある。 併し 今 軍部が 政治に 關心を 持 

ち 始めた Q は、 軍部 各 大臣 も 答 辯して ゐ たやう に、 全く 世界的 危機 を 原因と する も Q であるから、 

今の 處は犟 なる 形式論 をな さす、 軍部の 意見 を も 十分に 顧慮しつつ、 國政 を處理 して 行く ことが 

ろ穏當 であらう。 I 『婦人の 友』 (昭和 九 年 一一 一月 1) 
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萬 歳と 落語 

萬歲が 流行って ゐる。 小さん 時代の 落語 形式な ど は、 もうす つかり 減 亡したら しい。 

小さん の^!;^ i は、 何とい つても 天下一品であった。 あれ は 今の 萬 歳な どと 並行した^ 梁 烦藝と 

呼ばるべき もので なく、 全く 渾然たる 一 茴の藝 術 品であった。 小さん の 落語 は、 江 P 文舉の 一 つ 

の 名殘り であり、 江戶 時代の 滑^ 文學の 面白さ をす つかり 傅へ たもので あつたが 隨 つて その 题材 

はすべ て江ーぃ-；^^代風でぁる。 今の 人に は あんな 題材が もう 面白くな いの かも 知れない。 併し 大衆 

に ひの 巾に は、 依然と し て 江戶 時代 を题材 にした もの が、 これ だけ 流行し てゐ るので あ るから、 

パ- さ ん C れ- つた やう な 材を 、 全く 理解し な いとい ふこと も あるまい。 落語の 衰 類した のは^の 

理由から である。 

小さん C_,M おは、 全體 としての 風格の 面白. S ものであった。 その 中へ 出て 來る 人物が、 何れも 

侗 性的な、 而，： ： い 風格 を 持った ものである。.^ 稽 だとい つても、 一 々の  一一 一一 n 葉が わざとら しいし や 

れを 含んで ゐる などと いふので はなく、 その 一風 變 つた 主人公の しゃべる 言 紫、 する 審柄、 何で 


も 滑稽に 聞え るので あった。 部分 も 面白い が 取りと め もない たらめ の連績 だとい ふので はない „ 

これに 絞べ ると、 今の せ 内 歳 QJ^ 稽 さは、 一一 一一 口 薬の 上 だけ Q ものに なって ゐる。 首 葉の 二重 意義 か 

ら來る 滑稽 さ。 それが 主にな つて ゐ るの だが、 これ は？； 5 精の 中で は 最下 級の ものである。 ところ 

がそれ だけ を 目標に おいて、 人物の 個性 だと か、 行動の 風格 だと か を 顧慮して ゐ ないから、 全體 

の 進み は 出たら めで あり、 また そ の 35 たらめ が 面白 S の で あ る ら し い 0 

玲し莴 歳 を やって ゐる當 人 は 決して a? たらめ などと 暢氣な こと を考へ て は ゐられ ない。 一 々言 

葉の 滑稽 をつな ぎ 合せる こと を考 へ てゐ なければ ならない から、 その 苦 t おが やはり 表面 へ ，w て來 

て 聞いて ゐる ものに は、 全體 として 非常に 知的な 祌經 質な、 感じ を與 へる。 ただ 部分の 與へ るち 

かハ つかした 刺戟で ある。 全體の 風格な ど はどうで もよ S の だ。 

かう した 萬 歳な どが 流行す ると ころに、 時代 意識 は 露骨に 反映 せられて ゐる。 ジャ ー ナ リズム 

など もす つかり その 萬 歳 風の 行き方で ある。 全體の 風格 を樂 しむ Q ではなくて、 ただ その？ r 合 場 

合の、 部分的な 刺戟 を樂 しむの だ。 個性 を 味 はったり、 全體の 風格 を 受け取つ たりす るに は、 生 

活の 方が 餘 りに も疲勞 して ゐる。 そこで 脈絡 も 何もない、 ばかばかし. S ものが よくなる。 が、 そ 

の 受け取り 方 は 依然として 知的で あり、 刺戟 はこ まかく ちかち かして ゐ るから、 案外 それ を ras い 

て疲 勞を感 する。 今の 娛樂 物が 大抵 さうな つて ゐて、 ^樂 により 大いにい II 勞 を恢拉 しょうと 思 ふ 

と、 却って 疲 勞を强 める やうな ことにな つて 來る。 小さん の 落語で は、 風格が 主にな り、 知的で 
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はない から、 全 IT かふつ くらと 情緒 的に 味 はへ る。 今 は娯樂 物に そんな 性質の もの は 一 つもない- 

小さん 時代に は、 落語家 も 相當の 品格 を備 へて ゐて、 むやみにお 客の 御機嫌 を 伺 ふとい ふこと 

がなかった。 猫 八の やうな の は、 高座から 啖阿を 切って、 聽衆を 罵倒し さへ した。 あ Q 態度が す 

つかりよ いとい ふこと はない が、 今の 萬 歳で は、 あまりに も その 地位 を 落しお 客の 御機嫌 を 伺 ふ 

ことに 専一 である。 自分 を 最低の 阿呆に して 見せ、 それでお 客の 歡心を 買 ふとい ふ 遣り方で ある 一 

併し ー體 近頃の 演藝 などい つてる ものが みな その 態度な ので、 お 客の 氣に 入る ために は、 どんな 

裸藝 でも やつ て 見せよう とする。 

演藝 どころ か、 今の 雜誌 がだん だん その 方へ 進んで ゐ るし、 雜 誌の 編輯 者が、 どんな 執筆者に 

でも 裸藝を させて 見せようと かかって ゐる。 執筆す る ものが また そんな ことに 頓着し なくなった * 

ni, 化 だと か 羞恥心 だと か を 寿 へ る ことが、 舊 時代 的 人物で ある 所以 だな どと 考 へ る. S 氣さ へ ある- 

自分 はた だ懷古 的に なって 悅ん でゐる もので はない。 昔の もの はよ くて 今の もの は惡. S とい ふ 

の もよ く 見る 批評 Q 一  つの 型で は あるが、 自分 は 今 その 型 を 取って 物 を. S つて ゐ るので はない。 

全 體 的に 觀 察して. S へば、 すべての もの を 商品 化する 形勢 は 益. -if 固に 進められて 居り、 その 進 

行 力 は 人格の 支配す ベ き 11.2: へ 一 層 露骨に 立 入る やうに な つ て來 たと いって ゐ るの だ。 

I  flK© 時 (昭和 九 年 一一 一月 is. し 

編纂 者 恒藤 恭 
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第一 卷 人生と 哲學 (務 臺 理 作) 

土 田 杏村 全集 第一 卷 『人生と 哲學』 に は 『人生 論』 (昭和 五 年 第一 窨房 刊行) 『人間 論』 (昭和 

七 年 同上) 『現代 哲學 論』 (昭和 三年 同上) の三篇 を牧錄 した。 

「人生 論」 は 「人間 論」 及び 第五 卷に牧 めら れた r 宗敎 論」 と共に、 土 田 君 Q 哲學的 思索の 深 

さと 廣さ、 その 圓 熟と 透徹 性と を 示す ところの 姉妹 篇的 著作で ある。 人生 一翁、 人間 論 共に、 その 

內容に 於ての みならす、 寂び を 帶んだ 美く しい 文意に 於ても また 比 ひなき 天才 的 手腕 を 示す とこ 

ろの ものである。 人生 論の 原著の 六つの 篇の 始まりに は 極めて 象徵 的で、 古雅な カットが 附 され 

てゐ たが、 如何にも それ は その 內容に 適した もので、 木版 風の 篇名 と共に 十分の 寂び を 宿した も 

のであった。 私 は 多分 土 田 君が 古 美術 研究の 間に 古寺に でもの こって ゐる 装飾 模様の 中から 選び 

出した ものと 思って ゐた ところ、 亡くなられた あとで 夫人から 承 はれば、 第一 書房 主長 谷川 氏の 

意匠に 霸 する ものとの ことであった。 それ を そのまま この 第一 卷に牧 め 得なかった こと は、 編輯 

者と して まことに 惜しまれる 次第で ある。 
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cs 谷川 曰く、 一つの 特色 は 再び 緣 返される 時に 意味 を 薄弱に する。 あの カット を 惜しまれる 編者の 心 

持 もよ く 了解で きる けれども、 之れ を 割愛した の は 前誊の 特色 をよ く 保存した いためで ある。) 

人間 論 は 姉妹 的 三篇の 中で は 最後の もので あり、 土 田 君の 哲學 の迎り 着いた 最後の 立場 を 示す 

ものである。 私が 土 田 君の 多くの 著作の 中で、 『現代 思想 研究』 と共に 最も 尊重した いと 思 ふ も 

のの 一 である。 この 書 を 書いて ゐる 時分に は 土 田 君の 健康 はすで に 大分に 傷 はれて、 全く 病床の 

中に 橫は りながら 筆 をと つたと 云 ふこと であるが、 如何にも 自己の 最後の もの を 見つめて、 押し 

迫って ゐる 感情の 下で、 これまでに 苦しみ 戰っ て來た 自己の 思想の 全 體を今 一 度 眺めて 見ようと 

する、 同時に 人間に ついての 眞實な もの 究極な ものに 向っての 勇氣に 由つ て 最後の 問題に 進み 入 

らうと する、 はげしい 精神の 力 を 見る ことが 出来る。 また 如何にも 最後 を 知る 人の みが 感じ 得る 

やうな、 すべての ものに 一 つの 象徵的 意味 を 見出さう とする 靜 かな 觀 照の 態度に も あふれて ゐる 

やうに 思 ふ。 思想の 鬪士、 名 だた る論爭 家と しての 土 田 君 を そこに 見出す こと は 出来ない かも 知 

れな いが、 その代り 哲人 杏村の なつかし 味 ある 面影 はこの 中に 深く 湛 へられて ゐる。 この 書に 於 

て、 理想主義 Q 立場 は、 「地位」 の哲學 にまで 深められて 来た。 「地位」 の 思想 は 『思想 問題 研 

究』 に はよ く 現 はれす、 『思想 讀本』 に 於て 明らかにされて ゐる ものであるが、 その 論郭 はこの 

書に 於て はじめて 形作られ たものと 云 ふべき であらう。 この 書の 中には 「地位」 の哲 學に對 して- 

更に も 一 つの、 意識的な 生命の 活動の 背後に 働く 「無 生命 的 世界 基盤」 哲學が ある。 この 二者が 


如何に 關 係す るので あるか、 この 二者の 統 一 を 土 田 君 は 直ちに 宗敎の 立場に 求めた ので あるが、 

若し^ 命であった ならば、 この 關係を 一層 深く 哲學 的に 考 へたに 違 ひな. S であらう し、 また 者へ 

て 貰 ひたかった と 惜しまれ るので ある。 —(昭和 十 年 一 15 


第二 卷 社 會哲學 及び 文化 哲學 (恒 藤 恭) 

杏村 全集 第二 卷に 牧錄 された 四つの 著書の 中で、 一 つ だけが 昭和と なつてから 公刊され たもの 

であって、 他の 三つ は 大正 年間に 公刊され たもので ある。 最初に 世に 35 たの は 『文化 主義 原論』 

(大正 十 年 五月 出版) であって、 あと は 『文化 哲學人 門』 (大正 十二 年 五月 出版) 『社 會哲學 原論』 (大 

正 十四 年 五月 出版〕 『社會 哲學』 (昭和 三年 六月 出版) の 順序で 公け にされ た。 

しかし 第一 ー卷 Q 中に これらの 著書 を收錄 する に當っ て は、 もとの 公刊の 時期に したが はないで" 

最後に 世に出た 『社會 哲學』 を卷 初に 置き、 あと は 『社 會哲學 原論』 『文化 主義 原論』 『文化 哲 

學 入門』 とい ふやうな 順序 をと つた。 第二 卷の 標題が 『社 會哲學 及び 文化 哲學』 となって ゐ るの 
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で、 それに 合 はせ て 社 會哲學 の 著書 を さきにし、 文化 哲學の それ を 後に したわけ であるが、 『文 

化： 竹 及び 社き w= 學』 と 題せ. f して 『社 會哲學 及び 文化 折：： 舉』 と题 した ことに は、 深い 理由 はな 

かった やう に. m 亡 A。 

『文化 主義 原論』 は、 杏村 君の 数多くの 著書の 中で も、 最も 若々 しい 元氣と 生き生きした 色彩 

とに みちた ものの 一 つであって、 同 君み づか らも その 「序論」 の 中で、 「私 は 本書 を 纏めた 時、 

齢 正に 滿 三十 歳なら むとしつつ ある。 然 らば 本書 は 偶然に も 私が 一 一十代の 青年時代 を 捨てて 三十 

代の 中年 時代に 這 入る 入門の 書で あると 一一 一日っても よい。 私 は 今よりも 一 層の 努力 を 以て その 文化 

哲學の 考察 を 進めて 行きた- S と 希って ゐる」 と 述べて ゐる。 眞實 のと ころ、 『文化 主義 原論』 は 

杏村 君の 相 K 灰 的 生涯に 一 時期 を 劃した も ひであって、 それ 以前の 諸 著作 はなん となく 青年 杏村 

の 風貌 を^ば しめる も の を 有 つて ゐ るが、 それ 以後の 諧 著作 は壯 年期 に 達した 杏村の 落ち着きと 

思想の 進展と を 示して ゐる やうに 感ぜられる。 

おなじく 『文化 主義 原論』 の 「序論」 の 中で、 「かくして 私 は ギル. ド 社き 主義に よって、 非常 

に 心強い 1= 示 を 受けた が、 叉 一 面で は、 私 は その 從來 主張す る 新 理想主義の 哲舉、 卽ち これ を 社 

# 問題の 批判に 適用す る 時には、 自ら 文化 主義の 哲 學と稱 して ゐる ものに よって 批判し 訂正し よ 

うと 試みた。 それらの 努力の 全體 はこの 一 著作と なって 現れた。 それ故に この 著 は、 一 面に 於て 

は 私の 社會 改造の 文化 主義 原理 を 述べた ものであるが、 又 他面に 於て は、 私の 可成り に 詳密なる 


ギルド 社會 主義 批 刺の 著作で あると いふ ことが 出來 るので ある」 と 杏村 君 は 語って ゐる。 つまり 

「新 理想主義の 哲擊 を社會 問題の 批 刺に 適用す る 時に」 杏村 君 はこれ を 「文化 主義の 哲學」 とよ 

ん だので あり、 同 君の 文化 哲學 はか やうな 意義 を もつ ものと して 形成され たわけで ある。 

かやうな 點 から 見て、 杏村 君の いは ゆる 文化 主義の 哲學 が 社 會哲學 的 色彩 を 多分に 帶 びて ゐる 

もの だと S ふこと が 知られる ので あるが、 恐らく 『文化 主義 原論』 の 刊行の ころに は、 同 君 は 文 

化 哲學的 考察と 社 會學的 考察と を わかたないで、 雨 者 を 包括した も Q を 文化 主義の 锊學 とよんで 

ゐ たので はない かと 思 ふ。 

だが、 二 年後に 出版され た 『文化 哲學 入門』 では、 文化 哲學的 考察の 特性 を もっと 限定しょう 

とする 意 園が 見えて ゐて、 その 「序」 0 中には、 「私 は 先 づ哲學 を 自然 哲學と 文化 哲學 とに 分け 

ました。 その 文化 哲學 とい ふの は、 人間の 營む 文化 現象、 卽ち 法律、 政治、 經濟、 一一 一一 口 語、 習慣、 

道德、 敎育、 宗敎、 藝術、 學問 等の 一 切 を 包括した ものの 基礎 を 論す る哲學 です」 と 書かれて ゐ 

る 0 

かやう に、 文化 哲學を 以て、 容觀 的なる 文化 現象の 基礎 を 論す る哲學 であると いふ やうに、 限 

定を あへ た 結果、 おの づと 社會 理想に 關 する 哲擊 としての 社 會；. 學を、 文化 哲學 から 區 別す るに 

至 つ たもの らしく 考 へ られ る の 一 じあって、 更に 一 一年 を經 て 出版され た 『社 會哲學 原論』 の 「序論」 

では、 「社 會哲學 は、 社會 理想の 科學 である」 と 規定した のち、 「社 會の 本質的 部分 は、 それの 
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理想 だ。 理想 は社會 考察の 前提に して 同時に 目標 だ。 だから 社會 理想 を 批評す る 社 會哲學 の 仕事 

は、 すべての 社會 考察の 根據に 立ち、 それの 最も 本質的な 部分と ならなければ ならない」 と 主張 

して ゐる 0 

おなじく この 「序論」 において、 杏村 君 「哲學 が眞の 意味で 社 會哲學 となった ときに、 それ 

は 直ちに 理想主義と 社會 主義と Q 結合 を 策し なければ ならぬ。 …… 全く 現代に あって は、 理想 主 

義 は社會 主義と なり、 社會 主義 は 理想主義 となって、 始めて よく そ 0 意義 を發 揮す る ことが 出來 

るので ある」 と 論じて ゐる。 かやうな 根本 見解 は、 すでに 『文化 主義 原論』 にも はっきり 現れて 

ゐ るので あるが、 杏村 君が さう した 見解 をと るに 至った ことに ついては、 ドイツの 新 理想主義の 

哲學者 ナトルプの 考 へに 負 ふ 所が 大きい かと 思 ふ。 現に 『社 會哲學 原論』 の 冒頭に は、 ナトルプ 

の 著書 『社會 理想主義』 (一九二 〇 年 出版) の 一九 一页 から 「かやう に視 ると き は、 一種の 社會 

主義が 理想 社會 主義 だとい ふので もなければ、 一 種の 理想主義が 理想 社き 主義 だとい ふので もな 

くて、 究極まで 老へ ぬかれた 社會 主義 は、 必然に 理想 社會 主義で あり、 究極まで 考へ ぬかれた 理 

想 主義 は、 社會 理想主義 である」 とい ふ 文句 を 引用して かかげて ゐる。 

以上の 三つの 著書に ついては、 その 内容の 全部 を 第二 卷に 牧錄 する ことが 來す、 一部分 だけ 

を收錄 したので あるが、 『社 會哲學 原論』 出版から 三年の 後に 出版された 『社會 哲學』 だけ は、 

全體を そのまま 收錄 する ことと した。 それ は、 この 書が 比較的に 小さな 分量の ものであると 云 ふ 


ことに 因る もない わけで はない けれど、 この 書が ra つの 著述の 中で は 最も まとまった 内容 を も 

つて ゐる こと が 主た る 理由と な つ て ゐ る 。 

なほ 杏村 君 は 『社會 哲學』 の 「序」 の 中で、 「私 は 飽くまで も哲學 紫と しての 本領より 離れる 

ことが 出来な， S から、 唯物論 者と なること は 35 來 なかった。 私の 立場が 唯 物辨證 論者の それと 一 

致せす、 大いに 理想主義 的で あるの は當 然の歸 結で ある。 併し また 私の 立場 は、 世の 專鬥 的なる 

哲擊者 の 目 か ら見れ ば 全く 唯 物史觀 に 傾倒す る もので あらう。 私 は それら 雨 端から 攻擊 の 矢 を 向 

けられる こと を覺 悟して ゐる。 私 は 如何にしても 私自身の 操守 を 失 ふこと が屮： 来なかった ので あ 

る」 と 述べて、 從來 から 採って ゐた 立場 を 保持す る ものである こと を 明かに して ゐ るが、 それに 

つづい て、 「また 槪 念の 究極 的なる 考察に あたって は、 私 は 所謂 理想主義 哲學の 立場に も滿 足す 

る こふが 出来す、 現象 畢的 方法 を 取って ゐ る。」 と 述べて ゐる點 を 特記したい。 

なほ 書き足り ない 點が ある けれど、 あまりに 紙面 をふさぐ こと を a- れて、 筆を撋 くこと とする- 
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第三 卷 現代 思 想 批判 (恒藤 恭) 

杏村 君の 思想家 的 活動の 甚だ 多面的であった 中で も、 社會 思想 批判者と して 0 活動の 面 は 同 君 

が 一 般 世人の 視線 を あびながら 楓爽 として 振舞った、 いさましく 華々 し. S 面であった かと 思 ふ。 

全集 Q. 第三 卷 『現代 思想 批刹』 は、 さう した 面に おける 杏村 君の 活動の 成果の 若干 を牧錄 せる 

ものであって、 思想 內容の 上から 見て、 未刊の 第二 卷 『社 會哲學 及び 文化 哲學』 並びに 旣刊の 第 

八卷 『文明 批評と 社會 問題』 と共に 三部作 を かたちづくる ものと 言 ふこ ふが 出來 る。 

杏村 君が 社會 思想に 對し深 い 關心を いだく やうに なった の は、 根本に お い て 同 君 自身の 性格と 

時代の 影響と にも とづく ものである こと は、 一 一目 ふまで もな. S けれど、 さかんに その 方面の 啓蒙 的 

述作 を發 表されつ つあった 米 田 庄太郞 先生 や 河上肇 先生 やの 在職して 居られた 頃の 京都 大學に 同 

君が 来り 擧んだ ことが、 相當ぉ ほき 5- 影響 を あたへ たかと 思 はれる。 現に、 處女 著作 『文明 思潮 

と 新 哲學』 (大正 三年 十 一 月 出版) の 中の 「サ ンヂカ リズ ム の 意義 方法 及び 哲擧」 と 題す る 一 篇は、 


現代 社會 思想 批刺 に 向けられた、 杏村 君の あまたの 著作の 中で も最 も 早く 執筆 された ものに 露す 

るので あるが、 それ を讀 むと、 米 田 先生の 著作から 刺戟 を 受けて 執筆した ものである ことが はつ 

きりと 觀 取され るので ある。 

それ は ともあれ、 世界 大戰後 間もなく マルキシズム がわが 國 思想界に 流行し はじめる や、 杏村 

君 はいち 早く 研究 を 企てた。 その 結 m< は 「文化 學的 研究」 の 第二 卷 『マルクス 思想と 現代 文化』 

C 大正 十 年 四月 出版) となって 現れた が、 そ Q 前編 「マルクス 思想の 文化 學的批 刹」 は、 ドイツの 

學者シ ュ ルツ H  -ゲヴ エル 一一 ッ ッ Q 著述 『マルクス か 力 ント か』 を 底本と して、 これに 周密なる 

解說を 加へ たもので あった。 それ は、 杏村 君が 現代 思想 批刺 者と して 公然と あゆみ はじめた 第一 

歩 をな す ものと も 一一 m はれ 得べ く、 しかも この 第 一 步が 雨後 十五 年間に わたって 同 君の たどった 道 

程の 方向と 歩調と を 決定した のであった。 

* 私 は 右に、 杏村 君が 現代 社會 思想の 考察に、 深い 關心 をいだ くやう になった ことに 關 して 米 田 先生 や 

河 上 先生 やの 著作 的 活動から 刺戟 を 受けた 事赏を 指摘した が、 それ は 主として 外面 的機緣 たりし のみ で 

あって、 內面 的. 思想家 的 立場に おいて は、 杏村 君 は これらの 先生の 思想の 感化 を 直接に 被った わけで 

はない- 
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「社 會 0 諸 成員が 互 ひに 他者の 人格の 至上の 價値を 尊重しつつ 交涉 すると ころに 成り立つ 「目 

的の 王國」 についての カントの 思想」 を 現代に 活かさう とする 11 新 カント 派 風の 理想主義 社會 

觀が、 現代 思想 批判に おいて 杏村 君のと つた 根本の 立場であった。 但、 「文化 學的 研究」 の 第一 

卷 『象徵 の 哲學』 では フッ セルの 現象 學の 解說を こころみて ゐる ことから しても 知られる やうに、 

杏村 君は敢 て- S は ゆる 新 カント 派の 狭き 框の 中に 閉ぢ こもった わけで はなく、 種々 のこと なる 思 

想 傾向から 滋味 を攝 取しょう と 努力した ので あり、 とりわけ イギリスの ギルド . ソシァ リズム か 

ら 多く Q もの を 受け 容れ たやう に 思 はれる。 

杏村 君 自身の 社會 思想が 成熟しつつ あった 時期に、 わが 國の 思想界に おいて は、 そこに 輸入 さ 

れ、 紹介され た さまざまの 社會 思想の 中で ひとり マルキシズムが 群を拔 いて 勢力 を 獲得し、 異常 

の 盛 行 を 示す に 至った。 杏村 君 は マ ルキシ ズムの 基礎 理論 をより 深く 理解す る ことに 努力す ると 

共に、 自家の 立場から さかんに これに 對 して 批判 を 加へ る ことに 努力した。 マルキシズム を繞っ 

て わが 國の 評論 界が 前後に 見られぬ 活氣 にみ ちた 時代 を 出現せ しめた 中に、 杏村 君 も 獨自の 役割 

を 演じて 活躍した こと は、 この 全集の 讀者 諸氏の 記憶に なほ 新たな 事柄で あると 思 ふ。 『思想 問 

題』 (昭和 四 年 十月 出版) と 『マルキシズム 批别』 (昭和 五 年 七月 出版) と は、 この頃の 著述で あつ 

て、 全集 第三 卷の 內容の 主なる 部分 は、 これらの 著述から 採り 入れられ たものに 他なら ない。 但、 

『思想 問題』 から は その 全內容 を採擇 したのに 反して、 『マルキシズム 批判』 から は その. s: 容の 


一部分 を採擇 する にと どめた。 

「杏村 君が 社會 思想 批 1: 者と して 華々 しく 活動した すがた を 想 ひ 起す よすが を 供す る」 とい ふ 

目的の ために は、 『マルキシズム 批判』 の 全內容 を收錄 すべきであった らうと 思 ふので あるが、 

「小引」 にも ことわって 置いた やうに、 私 は 「全集 各卷の 限られた ぺ ー ジ數の 制約の 下に、 比較 

的に 永 綾して 内容 的 價値を もつ 所論 を收錄 する こと」 を 3 曰と する 兑 地から、 河 上、 三 木、 兩 氏に 

對 する 論爭の 部分 はすべ て 之 を 割愛す る ことと した。 恐らく この 全集の 讀者 諸氏の 中には かう し 

た 編 S 方法に 向つ て 不滿を 感ぜられる 方 も ある ことと 思 ふけれ ど、 私と して は妥 當と考 へ る 方法 

に 依った つもりであって、 さう した 不滿を 感ぜられる であらう、 讀者 諸氏に 對 して は、 ただ 寬恕 

をお 願 ひする 外 はない 次第で ある。 

前囘の 配本 『日本 精神 史』 を ひもと かれた 讀者 諸氏 は、 日本 精神に 對 する 深く 透徹せ る 理解の 

持ち主た りし 杏村が、 現在の 日本 社會を 風靡しつつ ある 右翼 的 諸 思想 傾向に 對 して 如何なる 批判 

を 加へ る ものである かにつ き、 大 なる 與味を いだかれる ことかと 思 ふ。 第三 卷の 終りの 部分に 收 

錄 された 諸篇 は、 さう した 讀者 諸氏に 向って、 十分なる 滿足を あたへ る もので はない けれど、 あ 

る 程度の 滿足を あたへ る ものであると 信. f る。 この 點 について は、 杏村 君が すでに 逝いて 現に あ 

ら ざる こと を 憾みと する 外 はない わけで あるが、 11 社會 思想家と しての 杏村 君 自身 は、 惠 まれ 

た 時代に 生活した 人であった と^ふや うに 感ぜられ るので ある。 
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第四卷 思 想 研 究 (務 臺 理 作) 

全集 第 四 卷に牧 めた 「日本 支那 現代 思想 研究」 について 一 一一 目 誌して 置きた S と 思 ふ。 本書 は 小 

引に も ©5 たやう に先づ 英文 を もって、 倫敦 から 一 九 一 一七 年 「現代 思想 叢書」 (Library  of  con- 

temporary Thought) の 一冊と して 刊行され たもので ある。 此 叢書 はブ リツ ス ル大學 敎授テ ュ 

1 ダァ . ジョ オン ズ氏 (Tudor  Jones) に 由って SISS された ものであって、 その 中には 『現代 

佛蘭 西哲 學の 淵源と その 潮流』 ( 一 九 三 三年) の 好 著 を もって 知られた ベン リュ ビ (J.  wen-rubi) 

の 『1 西 現代 思想』 編 S 者ジ ョ オン ズ 『獨逸 現代 思想』 アン ヂ H  n  . クレス ピ (Angelo 

crespi) の 『伊太利 現代 思想』 を 始めと して 著名の 人々 の 手に 由って、 英、 米、 印度、 北 歐と漸 

次 出版され る やうに 計畫 された ものである。 四 六 版、 四 頁の 序文、 本文 二三 七 一 ヌ、 索引 二 K と 云 

ふ體 裁の ものである。 この 英文 版 を 刊行す るに 到る までの 著者の 苦心 は 決して 一 通りの もので な 

く、 それ は 邦文 版の 序に 詳述され てゐる やうに、 單に 材料の 蒐第 叙述の 爲 方に 於て Q みで なく、 

譯 語の 決定に 人知れぬ 困難 を 感じた ことと 思 ふ。 獨逸哲學に造詣した杏村君にとっては獨逸；^^？を 


もって 書く ことの 方が 或は 譯語 Q 困難 さを少 くされた かも 知れなかった。 わけても 西 田、 西、 紀 

平 博士の 用語の 飜譯に は 苦心され たこと と 思 ふ。 また 我國 及び 支那の 思想家の 人々 の 呼名に つい 

て も 夫々 問合せ をして それ を 確め たとの ことで ある。 大正 十四 年の 夏から かかって、 原稿 を 改め 

る こと 三囘 にして 大正 十五 年 五月 十九 日に 完成した。 その 稿 を かかへ て、 それ迄 譯語 その他に つ 

い て 世話になられた 同志 社大學 敎授サ ム H ル： ンィ. バ アト レツ ト 氏の 宅から 歸宅 する 折に、 寺 

町 今 35 川 の 角で、 丁度 通りかかつ た 御 靈祌社 の 神舆の 行列 を 眺めながら 長い間の 重荷 を 下ろした 

心地で 伸び 仲び と 息をした と、 杏村 君 は 書いて ゐる。 原稿 は 同 五月 二十 三日に 倫 敦へ發 送され I 立 

年 (一九二 七 年) に 公刊され た Q である。 

日本 版 は 稿 を 代へ る こと ニ囘、 新ら しく 叙述され た 箇所 も 多く、 且つ 改訂版 (昭和 二 年) に 於 

て 重 耍な筒 所に 袖が 加 へられた。 西 田 博士の 無の 限定に 關 する 思想の 如き これで ある。 これ は 

第一 版 後に 現 はれた 同 博士の 「場所」 の哲 學に關 する 紹介で ある。 邦文 版 はこの 意味で また 英文 

版から 獨 立した 存在の 意味 を 持 つもので ある。 

私の 考へ では、 杏村 君の 廣ぃ 意味での 哲學的 思想 研究の 諸 書の 中で、 本書 はかの 『人間 論』 と 

共に 最も 記憶され るべき ものに 屬 する ものと 信じて ゐる。 人間 論 は 杏村 君の 最も 圓 熟した、 哲學 

的 思想の 頂點を 示す ところの もので あり、 そこに は 苦心の 跡 も 彫 琉のぁ ともかく されて、 坦 々 と 

して 澄みき つた 觀 照の 世界 を 見る ので あるが、 現代 思想 研究に ついては 誰し も その 页 の 一 々に 於 
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1 八 

て 人知れぬ 苦心と 努力の 跡の 歷々 たる もの ある ことに 心 付く であらう。 この 書  一 m を もってして 

も、 思想家 杏村の 人格 は 永久に 滅びる こと はないで あらう。 全く この 書 は 明治 以来の 哲學. 社會 

思想の 歷 史的 叙述で ありながら、 他方に 於て 著者の 批判的 立場 を 明瞭に 浮び 上らせ、 如何なる 思 

想に も 公平と 同情 を 持つ と共に また 假藉 すると ころな くその 弱點を 指摘して、 結局 はこの ー卷を 

もって 著者 自身の 思想 體系 へ の 序論たら しめて ゐる 如き 點に 於て、 まことに 他に 類のない もの 

云 はねば ならぬ。 明治時代の 加 藤弘之 博士の 進化論 的 哲學が 持つ ところの 社會 思想 的 意義、 自然 

主義と、 形而上 學 的哲學 から 新 カント 主義の 哲學 への 推移に. ra つて 示された ナシ ョナル - a マン 

チシ ズムの 役目、 西 田 哲學の 要約 的 解說、 講壇 哲學 に對 する 不滿と 田 中 王 堂 氏の 態度に ついて、 

また 我國に 於け る社會 主義と アナ キズム の關係 等に ついての 洞察、 批 刺に ついては、 全く 杏村 君 

の 天才 的に すぐれた 諸 能力が すべ て 動員され てゐる ものの 如くで ある。 恐らく この 書 は 或る時 日 

を經 ると 共に、 益-.. その 內容の 偉大 さ を 示す 類の ものに a する であらう。 この 書の 眞の價 値 を 評 

價し 得る もの は、 我々 ではなくて、 我々 の 二 一代 後の 人々 であるで あらう。 この 書 は それ 程の ベ 

ルスべ タティ フを 現代の 思想の 上に 投げ かけて ゐ るので ある。 

我々 はまた 杏村 君の 五十に 餘る 著書の 中で も 特にす ぐれて ゐ る本蒈 が、 その 原形に 於て、 英文 

を もって 書かれ、 世界へ 向って、 世界の 水準 以上に 進出した 我國の 思想界 を 紹介した と 云 ふこと 

についても 考 へ て 見なくて はなるまい。 我國の 現代 諸 思想 を かくの 如き 形に 於て 世界へ 紹介した 


もの は、 實 にこの 書 を もって 嚆矢 とする もので あらう。 

猶、 邦文 版と しての この 書の 終りに は、 この 書の 內容 及び 成立と 關係 ある 人々 の 感想 記が 附さ 

れてゐ る。 それ を讀 むこと もまた 面白味が あるが、 かくの 如き 全集で はすべ て 省かれた。 また か 

なり 詳しい 索引 も 他の 著作との 關係上 これ また 省かれた。 

本 卷を讀 まるる 方 は 是非とも 恒藤 君の 編纂され る 『現代 思想 批判』 (本集第三卷〕をも^^讀され 

ん こと を 望む。 特に その 中へ 牧錄 する 豫定 にされ てゐ ると ころの 『思想 研究』 は 『現代 思想 研究』 

にと つても、 また 『思想 讀本』 にと つても まことに 姉妹 篇の關 係に ある ものである。 


第五 卷 宗敎 と道德 (務 臺 理 作) 

土 田 杏村 全集の 第 一 卷 『宗教と 道德』 に は、 さきに 第 一 書房より 刊行され た 『宗敎 論』 rES 

六 年 四月) と 『道德 改造 論』 (昭和 六 年 十一月) を 主として、 それに 大雄閣 から 出た 『宗 敎搏 建』 

(昭和 八 年 五月) の 一 章 「宗教への 鬪爭」 の 中から 最も 主要と 考 へられた 六 個の 論文と、 杏村 君が 
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青年の 意氣昂 かった 時代に 書いた 「華 嚴哲學 小論 IK」 の 主要部 分と を收 める ことにした。 

『宗敎 論』 は 已に單 行 木と して 廣く 世に 行 はれた ものの こと 故 改めて 此處に 多く を 述べる 必耍 

も あるまい。 これ は 杏村 1^1; が 病弱な 晚 年の 生活の 中に 於て、 死に 面した 人の みが 深く ％. 'へる こと 

の £ 來 る 最後の 存在に ついて の 1. & 物で あ る。 杏村 君の 宗敎上 の 立 場 は旣 成宗敎 の 如何なる ものと 

も 同一 ではなかった。 それ は 淨土敎 的な r 化對的 信仰と その 象 徵とを 眼 ざした 哲學的 象徴主義の 宗 

敎 とも 名 付くべき もので あらう。 第 七 意 「現 I：：； 世界の 絕對的 實感」 は 最も 美く しい、 宗教 的藝術 

的 情味に あふれた 叙述であって、 そこに は 文明 批評 〈豕 としての 杏村 君の 冷靜な 批判に 堪 へたと こ 

ろの 新味 ある 宗教の 最後の ものが 說 かれて ゐる。 『宗敎 論』 の 最後の 章 は マルクス主義の 反宗敎 

思想 へ の 抗議であって、 次の 六 個の 小 il 文 は それに 緩く ところの ものである。 

『道德 改造 論』 を この 卷へ 牧錄 する について、 編輯 者 は その 妥當 なり や 否やに 相當の 考慮 を彿 

はざる を 得なかった。 この 誓 物 は國定 高等 小學 修身 卷 一 を 各項に わたって 逐次 的に 批 刺した も 

のであって、 それ は 昭和 三年より 四 年に わたって 一 雜 誌に 連載され、 當時 教育界に 相當の 反響 を 引 

き 起した ものである。 併し 其 後に 於 て こ の 修身 書 は 改訂 され 修正 版と して 現に 行 はれて ゐる こと 

であるから、 本来より 云へ ぼ、 この 論文が 世に 現 はれた 當 時と、 現在と に 於て は、 若干の 事情 を 

異にして ゐる わけで ある。 併し 私 はこれ を 現行 國定敎 科 書の 批評 書と して 見る と 云 ふより は、 む 

し ろ 杏村 君 そ の 人の 最も 的な 道義 的 信念と 氣 概に充 ちた も のとして、 全然 獨立 的 意義 を 持ち 得 


る も 0 と考 へたので ある。 若し この 書に 批判され てゐる やうな 一 々の 個所が 現行の 敎科 書に 於て 

如何に 修正され てゐ るかに 關心を 持た るる 諸賢 は どうぞ その 比較 を 試みて いただき たいと 思 ふ。 

杏村 君 はこの 書の 總論 的な 初めの 三 章に 於て、 道 德の擔 ふべ き 社會性 と そ C- 歷史 i と G il 係に つ 

いて 論じて ゐる Q であるが、 社會 性より 云へば 道 德は必 す 一 定の 社會的 情勢と 不可分 離に ある も 

ので あり、 社 會全體 G 組織が 今日の やうに 變 動して 來 るに 於て は、 當然 道德も それに 應 する やう 

に 改造され ねばならぬ" 卽ち 道德は 社會の 動きに したがって 流動 生長せ ねばならぬ。 併し 他面よ 

り 見れば 社會 はまた 根深き 歷 史的 傳統的 個 體性を 持つ ものであって、 したがって 道德 もまた 傳統 

に卽 し、 歷 史的 精神に 生きねば ならぬ。 この 關係を 如何に 解決すべき か。 この 解決 を 杏村 君 は 力 

強く 理想主義の 立場に 求めて ゐ るので ある。 個人と 社會、 社會と 歷史、 反動と 進步、 地域と 道德 

と 云 ふ 如き 關 係の 考察に 就いて 織烈 な、 人格主義、 理想主義の 精祌は 全く この 書の 中に 燃え 上つ 

てゐ るので ある。 その 最も 特色 ある もの をた とへば r 勉擊と 貧困」 の 章に ついて 見る ことが 出來 

よう。 そこで 杏村 君 は 敎科書 が 社 會惡と 道 德惡を 混同し て ゐる ことに 就いて 人道的な 抗議 をして 

ゐ るので ある。 この 書 はかう 云 ふ 意味で 國定敎 科 書 Q 一  批評 書と してで なく、 杏村 君 Q 一般 思想 

批判 Q 根柢 をな すと ころの 道德的 信念 を 明らかにして ゐる もので あり、 また 一 般の讀 者 諸 K にみ 

りても 國 民の 道 德 問題に つきて 種々 深 思せ しめる もの ある こと を 信じて、 ここに 第五 卷の 中に 牧 

錄 する ことにし たので ある 0 
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二 11 

『華 嚴哲學 小論 敌』 は 杏村 君と して は 小手調べに 類す る 研究と 思 ふので あるが、 多面的であった 

研究の 一端 はか かる 方面に も 及び、 これ は晚 年に 到って 一 つの 光明 ともなった 日本 怫敎藝 術の 斫 

究 につな がって ゐる もので あらう。 


第六卷 敎 育と 社會 (加 藤 仁 平) 

新渴 師範 や 東京 高等 師範 を經 由した だけに、 故人 杏村 は社會 改造 を 企てる に當 つても 「敎育 を 

虽 してで なければ ならない」 と. S ふ 確信 を 持して、 屢. - 編者に その 3 曰 を 漏され た ことがある。 彼 

の， 『文 匕 主義 原論』 に 於ても、 改造 論の 歸結 として 結局 は敎 育と 藝 術と 宗敎と を 改造の 究極 乎 

段に なすべき こと を 主張して をる が、 『社 會哲學 原論』 では 之 を 承け て 「爾来 私の 思想に 幾多の 

改變を 加へ た點は あるが、 この 根本的 信念 だけ は 私に 益.^ 强 めら れて來 る。 殊に 敎育は それらの 

中で も 普遍性の 範 園の 最も 廣 いもので あるから、， 改造 運動 は 結局 敎化 運動 だとい つて 差 支へ はな 

い。 我國 現在の 敎 育に は 私 は 失望すべき 多くの 點を 見出す ものであるが、 併し 今 は 絶大の 勇氣を 


揮って それが 改造に 着 乎し、 その 功 を 達すべき 時期 だと 信す る ものである」 とい ふに 到った。 

自ら 敎 壇に 立って 敎鞭 をと る ことはなかった が、 彼のな したる 社會的 業績と 彼の 持した る社會 

人的 態度と は 何れも その 語む 本質的なる 意味に 於て r 敎育 者」 の 名に 値する ものであった。 「病 

床 十二 年」 山な す 艱難、 盡 きせぬ 病苦と 鬪 ひっつ 氣カ 頗る 旺盛、 些 の退轉 なく 筆 を 執る こと 叶 は 

すなり て より は 所見 を 夫人に 口 授筆錄 せしめて 憂世 の 至情 を 遣り、 最後に その 聲 さへ も 出し 難き 

に 及んで 專ら病 を 養 ふの 止むな きに 到っても、 なほ 時に 洩 るる 感 懷は淚 なくして は 受取りが たき 

ものが あった。 敎育 並に 敎育 學に關 する 彼の 勞作は 著作 年代の 關係 上、 彼 自身に とって 必す しも 

第一義 的の ものではなかった が、 博大な 知識 を 以て 常に 大道 を 行き、 時代 を當に 進むべき 方向に 

導かん とした 彼の 勞作 はや はり 斯界に 於け る 獨自な 存在で あつたし、 又 この 方面 こそ 特に 彼の 開 

拓を俟 つべき ものであった。 

本卷に 於いて は 自由 敎育論 下卷の 『敎 育の 目的 及敎育 者』 (大正 十二 年 五月 京都の 内外 出版 株式 會 

社 刊行) の 大部分、 『現今 敎育學 の 主 問題』 (昭和 三年 十月 モナ ス 初版、 昭和 六 年 四月 第一 眷 as 再刊) 

の 前篇 『社會 敎育擧 概論』 全部、 後篇 『現今 敎育學 0 主 問題』 の 約 五分の 四、 『結婚 論』 (昭和 

八 年 五月 第 一 書房 刊行〕 中の 一 篇 「女子 敎育 論」 及び 昭和 三年 一 月 一幅 岡 日日 新聞に 連載せ る 「社會 

意識と 現敎育 制度の 矛盾」 が收 めら れてゐ る。 
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二 四 

『自由 敎育 論』 上下 雨卷は 彼が 敎育 啓蒙の 目的 を 以て その 緩行 を 企てた る 『敎育 思潮 叢書』 の 

一、 ニ卷ヒ なす もので あり、 誠に 彼 G 企圖 したる が 如く r 說明は 平易であって しかも その 議論 は 

0 い 意味 の 通俗的 の もので なく 甚だ 髙 い 程度 に 徹底し て ゐ る 」 が 故に 「理論 の 上で 多くの 人に 貢 

獻し實 際 運動の 上で 本當の 力と なって 動き 出し」 得る ものであった。 下卷 『敎 育の 目的 及び 敎育 

者』 殊に その 大部 を 占む る 第二 編 「敎 育の 目的」 (本卷 所收) に 於て は敎 育の 目的 は 人生 一般の 

目的に 依存 するとして、 人生 一般の 目的 を 論究し、 高く 徹底せ る 理論が 周到 綿密なる 論 脈に 隨っ 

て 極めて 平明に 而も 名 口調 を 以て 朗々 と說 かれて をる。 主 著 『現今 敎育學 の 主 問題』 の屮 r つる 五 

年 前の 刊行で あるが、 思想 的に は 彼此 全く 一  貫して ゐる。 但し 彼に 於け るが 如く 敎有舉 者と して 

より は、 これに 於て は 啓蒙運動 家 乃至 は 社 會敎育 家と して の 杏村の 面目が 躍如たる を 誰し も感 す 

るで あらう。 簋 にこの 書 は r 敎育 方法論の 中に 沒 頭して」 ゐた當 年の 普通 敎育 者の ために 敎育目 

的に 關 する 確乎たる 信念 を 得しめ、 以て その 寳踐 に澄剌 たる 氣カ あらし めんと して 書かれた もの 

で、 その 苦心の 跡 は歷然 たる ものが ある。 內外敎 育 叢書 十一 一 册 の 編輯と 『敎 育學 紀要』 第一 卷の 

編蘂も 同じ 大正 十二、 三年 頃の 杏村の 教育的 努力 を 物語る ものである。  • 

『社會 敎育學 概論』 は 彼の 當時 懐抱して ゐた敎 宵學體 系の 基礎的 建設 をな した もので あり、 そ 


の 簡明なる 論述の 中に 豊富に 盛られた 思想 Q 中核 は 敎育 概念 と社會 概念 との 本質的なる 關聯 Q 究 

明に せす る。 社會 生活 を 離れての 人間 生活 文化 現象 を考へ 得ない 以上、 「敎 育」 なる 社會的 文化 

現象 も 全社 會 生活の 統 一 1^1に立って論ぜられねばならなぃ。 而 して その 事 は 強大なる 認識 力に 加 

ふるに 不斷 0 努力 を 以てして 全社 會 生活 を 自らの 視野に 牧め、 凡ゆる 社會 現象の 意義 を その 觀點 

より 解明し、 更に それに 對 して 時論 的具體 的なる 指導原理 を與 へた 杏村に して 始めて 成し 得らる 

る ことであった。 彼の 敎育學 に 見られる 宏大なる 規模、 井然 たる 理路、 確信に 充てる 主張 こそ は 

げに 杏村の 社會的 存在 そ C ものの 如き 感が ある。 

『現今 敎育學 の 主 問題』 は 社 42 敎育學 の 立場に 立って 「教育 學の主 問題 を 選んで 取りながら」 

そ の 批評 を 試みた も Q で 前後 八 意 より 成 る ものであるが、 紙面の 都合 上 そ の 中 三 章を牧 載す る こ 

とが ド I 来なかった。 前の 「社 會敎育 概論」 にや やまと まり 過ぎた 感を 抱いた 讀者は これらの 論 

0 を 読む ことによって 彼の 敎育 學體系 の 堅實性 と 妥當性 と を よ り 深く 認 める であ ら う。 

『結婚 論』 中の i 「女子 教育 論」 に 於け る 小論 文 は 杏村の 女性に 對 する 良き 理解と はき 同情 

と を 示す ものである。 殊に 動き 行く 客觀的 情勢の 凝視と 未來の 展望と を 怠る ことなく 一  々の 問題 

を處理 する 嚴肅 なる 態度に 心 を 打 たれる ものが ある。 舞& 同じく 『結婚 論』 中の 

「子女 敎養 論」 も 杏村の 敎育 及び 社會 への 溫ぃ關 心 を 示す ものと して 本 卷に牧 めた. S も Q であつ 
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たが 頁の 關係上 割愛せ ざる を 得な かつ た。 

『自由 敎育 論』 の 上卷ゃ 『敎育 思潮 叢書』 三、 四卷 たる 『創作 鑑賞 敎育 論』 上下 卷 などな ほ少 

からす 殘 された る 杏村の 敎育 及び 敎育 學的勞 作が 日 を 改めて 本 全集の 棱篇 として 世に出 でん こと 

こそ 望まし. S 限りで ある。 


第七卷 新經濟 理論の 研究 (恒 藤 恭) 

「募往 邁進」 とい ふ 一一 目 葉 は、 杏村 君 Q 思想家 及び 研究^と しての 態度 を 形容す るた めに 最も ふ 

さはし い 言葉で あるかと 思 ふ。 杏村 君の 思索 及び 研究が 多角的、 多面的であった こと は、 この 月 

報で も 繰り返して 言 はれた 事柄で あるが 、いづれ の 方向に ついて 見ても 同 君 が 勇往邁進 してや ま 

ない 氣概を 示した と 云 ふこと も、 私たちの 記憶に はっきりと 殘 つて ゐ る事實 である。 經濟擧 の 方 

面に 於け る 同 君の 精進 振り もまた その 一 つの 場合に 他なら ない。 

ところで、 經濟學 の IS 野に は、 いろいろの 煩琪な 理論 や 學說が 荊棘の やうに 生え しげって ゐ て- 


そこに 踏み込む 人々 の 足にから みつき、 容易な 事で は そ Q 中 を 通り 拔 ける ことが 出來 ない。 杏村 

君 は その 思想家 的 生涯の 後半に な つ てから 初め て さう した 經濟學 の 領域に 進み 入 つたの であ る が、 

そこに 待ち かまへ てゐる 障碍が 大き. S からといって、 ひるむ 色 を 見せる やうな 同 君ではなかった。 

尤も、 杏村 君 は 早くから 經濟 Q 問題に は 深. S 關心 を， S だいて ゐた。 經濟の 問題な ど は あまりに 

世俗的な、 哲學的 思索と は緣 遠. S もので あるかの やうに 思 ひ 込み、 まるで それに 關心を もた な. S 

と 云 ふ 11 多くの 哲學 者に 共通な 態度 は、 聰明に も 杏村 君の はじめから^ 斥した 所であった。 た 

とへば、 初期に おける 同 君の 代表的 著作の 一 つで ある 『文化 主義 原論』 の 內容を 見ても、 同 君の 

いは ゆる 文化 哲學 の體 系に おいて 經濟 理想論が 如何 ほど 重要な 地位 を あた へられて ゐ るかと いふ 

ことが 知られる であらう。 その 頃、 政治の 方面に おいて は 多元的 國家 論の 系統の 擊說 が、 經濟の 

方面に おいて は ギルド • ソシァ リズム 風の 學說 が、 杏村 君の 共鳴す る 所であった。 しかも、 元來 

ドイツに 與 つた 新 理想主義の 哲學に 一 切の 思索 及び 研究の 最後の 基礎 を 求めた 同 君 は、 さう した 

政治 理論 ゃ經濟 理論 を も、 新 理想主義の 哲學 の發展 としての 文化 主義の 立場から 取り扱 ふこと に 

より、 自家 の 哲學體 系 のうちに 攝取 する ことに 努めた Q であった。 

しかるに、 その後、 一 方で は社會 問題、 經濟 問題に 對 する 杏村 君の 關 心が 一 勝 深化し、 具體化 

して 行った ことのた めに、 他方で は 當時目 ざまし い 勢 ひで 思想界 を 風靡 せんとした マ ルキ シズム 

の學 說の撿 討、 批刹を 企てる に 常り、 マルキシズム Q 經濟 理論に 對抗 する 經濟 理論 を 把持す る必 
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耍を 切資に 感じた ことのた めに、 以前の ごとく 單 に經濟 理想論に 關 する 諸 學說に 興味 を 寄せ、 そ 

れを 考察す ると 云 ふので はなく、 純 理論的な 經濟學 の 方面に も 關心を 向け、 この 方面の 舉 說を硏 

究す るに 至った。 しかも、 もともと 社會 的. 實 踐的關 心に もとづ いてさう した 新ら しい 研究 態度 

をと る やうに なった ので あるから， 同 君の 特に 關心を 向けた の は、 基礎的 經濟 理論と 政策 的經濟 

理論との 接觸點 であった。 その 際、 あたらしく 杏村 君の 注目 を ひいた の は ダグ ラシ ズムの 學說で 

あり、 この 傾向の 諸 著作 を閱讀 する や、 「大いに わが 意 を 得たり」 と 叫んで、 非常な 熱意 を もつ 

て その 研究と 理解と に 努めた。 いかなる 事情の ためで あつたか は训論 として、 當時 わが 國の 經濟 

舉界 では、 ダグ ラシ ズムに ふかい 關心を 寄せた 人 は 甚だ 少数であった だけに、 さう した 杏村 君の 

態度 は ひとき は 目立って 見えた。 

ダグ ラシ ズム の經濟 學說の 研究から はじめて、 杏村 君はフ イツ シァ ー、 カッセル、 ケ イン ズ、 

リイ フ H ルト、 等々 とい ふやうな、 その他の 傾向に 屬 する 諸學 者の 經濟 理論に 向っても、 次々 に 

考察 を 加 へ て 行った。 それら は いづれ も專 門の 經濟舉 者と い へど も必 すし も その 理解 を 容易と せ 

ぬ學說 であるに も拘ら す、 杏村 君 は 本格的な 研究 態度 を もつ. て その 理解 を 企てた のであった。 

第 七 卷の編 S の 方針と して は、 杏村 君 自身が ふかく 共鳴した ところの ダグ ラシ ズム の經 濟擧說 

に關 する 研究 を 中心として、 ギルド - ソシァ リズムの 傾向の 學 者の 經 濟學說 の 研究 を これに 配す 

る ことと したが、 その他の 傾向の 學說の 中から もケ イン ズ 氏の 貨幣 改革 論の 研究の ごとき を牧錄 
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第八卷 文明 批評と 社會 問題 (恒 藤 恭) 

文明 批評 及び 社會 問題に 關 する 杏村 君の 諸種の 著作 を あつめて 全集 第 八 卷を編 塞した。 本來は 

「文明 批評」 と 「社會 問題」 とに 各 ー卷を 配し 度かった ので あるが、 實 際に は それが 不可能な た 

めに、 『文明 批評 及び 社會 問題』 と 題す る 一 卷を 編成せ ねばならなかった。 それで、 いづれ かと 

一一 一日へば 「文明 批評」 の 方向に おける 著作 を牧錄 する ことに 重き を 置いた。 

卷 頭に 收 めた、 「文明の 高等 批評」 の ー篇 は、 杏村 君が 著述家 的 活動の 最初に 執筆せ る もので 

あり、 ごく 短い もので は ある けれど、 文明 批評 者 を 以て 社會に 活動 せんとす る 野心と 抱负と を、 

自信に みちた 語調で 表明した ものであって、 注意すべき 論說 であると 思 ふ。 

そうした 野心と 抱負と を、 その後 杏村 君 は 着々 實 現して 行き、 大正より 昭和に わたる 我 國の論 

壇に おいて、 文明 批評家と しての 獨自の 地歩 を 獲得した。 いったい、 この 全集に 牧 めら れた 杏村 


君 Q 諸 著作 は、 「評論」 的な ものと、 「研究」 的な ものと、 「感想」 的なる ものとの 三種 類に 大 

刖 され 得る かと 思 ふので あるが、 —— 「文明の 髙等 批評」 の 冒頭に 「文明の 高等 批評の み、 露の 

意義に 於け る 評論と 呼ばれ 得る 資格 を 持って ゐる 云々」 と 述べて ゐる やうに、 杏村 君 は 文明 批評 

の 見地に おいて 一 切の 評論 を こころみた、 とも 考 へられる ので あり、 かやうな 意味に おいて、 こ 

の 全集に 牧 めら れた 諸種の 評論 的 著作 は、 すべ て 文明 批評 者と しての 同 君の 風貌 を あら はす もの 

と 一一 一一 H ふべき であらう。 

だが、 さう は 一一 一一 n つても 「現代 社 會に對 する 土 田 杏村の 文明 批評 を、 比較的に 纏まった 形態に お 

いて 呈示す ると ころ Q 一  卷が、 この 全集の 中に あっても 可い。 否あって 欲しい」 と 云 ふ考へ を、 

恐らく こ 0 全集の 讀者 諸氏 は 抱かれる ことと 思 ふ。 第 八卷の 編輯 はさう した 事情 を 顧慮し つつな 

された ものであるが、 副次的に 牧錄 した 「社會 問題」 に關 する 著作 も、 その 性質 上 多分に 文明 批 

評 的 意義 を もつ もので あり、 したがって、 それら を 包容せ る こと は 決して この 第八卷 の內容 上の 

統 一 性 を 傷け る もので なかつ たと 信す る 。 

惟 ふに、 文明 批評 を 企てん とする 者 は、 彼れ 自らの 哲學を 有って ゐ るので なければ ならぬ。 だ 

が、 單 なる 哲學者 は 文明 批評家たり 得る もので はない。 とりわけ 文明 批評家 は、 ^學的 識見 Q ほ 

かに、 詣 文化 科擧 もしくは 諸 社 會科學 の 方面に おける 綜合 的. 普遍的 理解 を もつ 人で なければ な 

らぬ。 加 ふるに、 彼 は 現實の 社會の 諸事 象 を ふかく 洞察し、 するどく 批判し 得る 人た ると 共に、 


社會 的實踐 に對 する 熱意と 積極的 生 活 態度 とに 生きる 人た る こと を 要する で あ ら う。 

杏村 君 は、 はやくから 文明 批評 者と して 立たん とする 使命 を自覺 した 人であった だけに、 さう 

した 使命 を資 現す るに ふさ はしい 資質 を そな へて ゐ たばかりで なく、 文明 批評 者と しての 資格 を 

充實 する ために 甚大の 努力 を かさねた Q であった。 そして 社會 問題 ゃ社會 運動に 同 君が 深い 關心 

をいだ いたの も、 時代の 一般的 風潮に よって 動かされ たとい ふことの 外に、 文明 批評 者 的 性格 を 

ゆたかに 具 へ た 同 君と して 必然に とらざる を 得ない 態度であった、 と考 へられる であらう。 

種々 Q 機會に 種々 の 形式で 發 表された 論說を あつめて この 卷を 編成した ので あるが、 その 中で 

「文明 は 何處へ 行く」 の篇が 全體の 核心 を 成す と. S ふこと が 出来る。 昭和 五 年に 出版され たと こ 

ろの 同じ 名の 著書 は、 「現代文明の 中心 點は 一 體 何で あるか。 また この 文明 は 何 を 要求しつつ、 

將來 更にい かなる 新ら しい 樣相を 展開し ようと 欲する もので あるか」 とい ふ、 現代文明 問題の 极 

本 的 考察 を 試みた ものであって、 「平易と 達意と を 主と した 叙說 では ある けれども、 その 問題の 

取 极ひ方 はまた 決して 通俗的で なく、 最も 深い 問題にまで 觸れ た」 と 著者み づ からが 語って ゐる „ 

これに 次いで は、 「農村 問題の 社會的 基礎」 の篇が 重要なる 地位 を 占める。 諸. - の社會 問題の 中 

で 杏村 君 は 特に 農村 問題に 對し 深き 關心 をいだ. S たので あるが、 これが 解決に ついても 獨自の 見 

解 を 立てた のであった。 

「現今の 經濟」 は 右の ニ篇に 次ぐ 重要な 篇 であるが、 その 內容は 文明 批評 及び 社會 問題の 兩方 
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面にゎたる杏村！；^の見解をぁらはすものでぁる。 その 諸篇 は、 以上の 三篇に 比すれば 分量の 小な 

る もので あ る が、 それ ぞれ 文明 批評家 叉 は社會 思想家 としての 杏村 君の 特色 を 示す ものと して 注 

目に 値 ひする 論 說を選 んだ つもりで ある。 — ( 昭和 十 年 八月 十五 日 ) 


第九卷 生活と 戀愛 (恒 藤 恭) 

初めの 豫定 では、 土 田 杏村 全集 第 九卷の 『生活と 戀愛』 の卷 頭に は 『現代 世相 論』 (昭和 七 年 六 

月 千 倉 書房 刊行) を牧 める 考へ でありました ので、 內容 見本に も 第九卷 の內容 目次と して、 その 

やうに 記載して 赏 つた 次第で ぁリ ました。 ところが、 この 顷 になって、 いろいろの 事情 を 考慮し 

ました 結 rar 第 九卷に 『現代 世相 論』 を 収める こと を 見合 はせ、 その代りに 『女性の 霧 明』 (大 

正 十二 年ァ ルス 刊行) 及び 『戀愛 論』 (大正 十四 年 第一 刊行) の兩 著述の 中から、 最初 豫定 して 

ゐ ましたよりも ー& 5 多量の 內{ 谷 を採擇 する ことに 決定し ました。 そのために、 この 第九卷 の內容 

は全體 として、 はじめの 計畫 におけるよりも、 はるかに 統一 性 を 高める ことが 出來 たと 信す るの 


であります。 何分に も 故人の 多くの 著作の 中から 適當の 仕方で 若干の もの を 選び す ことにより 

統一 あり 纏まりの ある 各卷を 編成し なければ ならぬ ものです から、 最初の 豫定に 多少の 變更を 加 

へる 必要 も 生じて 来る わけであります。 その 邊の 事情 を 酌みと つて 下さって、 この 第 九 卷の編 S 

の 仕方 を 誌と せられん こと を讀者 諸氏に お 願 ひする 次第であります。 

右の やうな 理由から して 全集 第九卷 は、 『女性の 黎明』 と、 『戀愛 論』 と、 『結婚 論』 (昭和 

八 年 五月 第一 書房 刊行) との 三 著書の 內容の 主要部 分 を 盛って 世に 現れる ことと なりました。 

土 田 君の 著述家 的 生涯 は 大正の 初期から 昭和に わたって ゐ るので すが、 『女性の 黎明』 は大 

期の 終りに 近い 頃に 屮ぃ 版され てゐ ます。 それ は、 わが 國 における 婦人運動が まさに 高潮に 達せん 

とした 時代で あり、 さう した 新しい 方向に 動き 出した わが 國の 女性へ 「等しく 人類の 解放 運動に 

從 事して ゐる 一 男性よりの 贈り物」 として その 書 を 出版 するとい ふやう に、 「序」 の 中で 土 EE 君 

は 若々 しい 情熱に みちた 一一 m 葉 をし るして ゐ ます。 

大正の 終りの ころの 數年 は、 また わが 國の 思想界に おいて 戀愛 問題に 關 する 論 爭 のさかん に 行 

はれた 時期であった こと を、 私たち は 記憶して ゐ ます。 土 田 君 も その 論 戰に加 はり、 華 かな 武者 

振り を 見せました 『戀愛 論』 の 中の 諸篇 は、 さう した 社會的 情勢に よって 生み出され たものに 他 

ならぬ ものであります が、 しかし 土 田 君 は、 他面に おいて、 もっと 永遠 性 を 目 ざす 立場から 戀愛 

に關 する 思索に 努力した ものである こと を、 看過すべき ではありません。 土 田 1!;; は わざわざ 『戀 
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愛 論』 の卷 初の 一 ぺ，' ジを 割き、 そこに 哲學者 リツ 力 ー トの言 を 彼の 著書 『哲 學の體 系』 の 中 か 

ら 原文の まま 引き 拔 いて 揭 げてゐ ますが、 それ は r 從來 特殊の 锊學の 部門と して 存 しなかった と 

ころの 戀愛價 値に 關 する 擧を H  tM アイ イクと 呼んで、 論理 學ゃ、 美學 や、 倫理 學 やと 並び；？ i: せし 

める ことと したい」 と 云った やうな 意味の ことばであります。 

從來、 戀 愛の 哲擧と 云 ふやうな 一一 目 葉 を 口に 上せる と、 人 は 漫然と いは ゆる 戀愛 至上 主義 Q 立場 

に 立って 議論 を考 へたり、 さもな くば、 ドン. ファ ン 流の 人生 觀を想 ひ 浮べたり すると 云った や 

うな 有様で あつたかと 思 はれます が、 土 田 君の 戀 愛哲 學は、 戀愛 そのものの 本質 及び 理想 を 明か 

ならしめ ると 共に、 戀 愛の 文化的 意義 を撿 討す る ことにより、 藝術、 道德、 宗敎 などの 生活の 意 

義の閲 明の ために も寄與 する 所 あらんと する 眞摯 なる 意圖を もつ ものであります。 そして、 戀愛 

の 理想的 人格 的 意義 を 高調す る 首 說が、 戀 愛に 關 する 的確な 生物 學的、 社會學 的、 心理 學的 乃至 

は 經濟學 的 理解の 基礎の 上に 立脚して ゐる こと は、 土 田 君の 戀愛論 のす ぐれた 特色 をな す ものと 

思 はれます。 

土 田 君 は 「人生と 戰 つた 人」 叉 は 「人生 を戰 ひぬ. S た 人」 だと 思 ひます。 そして、 絶えす よき 

意味に おける 「闘志」 を滿々 といだきながら、 移り 變る 社會の 情勢 を 睨んで 生きて ゐた 人で あつ 

たやう に 思 はれます。 だが、 それと 同時に、 何にもまして 平和な 家庭の 生活 をい としみ 生きた 人 

であった とも 考 へられる のです。 「結婚 論」 の 中には、 さう した 家庭の 人と しての 土 田 君の 生活 


r,;i にもとづいて 害 かれた ところの、 人生に 對 する あたたかな 理解と、 新しい 時代の 諸相 を とら 

へる 透徹した 洞察力と を もって、 讀む 者に 迫る ところの 諸 篇が牧 めら れてゐ るので すが、 全 菜 第 

九卷に は、 遣憾 ながら、 終りの 方の 三篇 —— 「女子 敎育 篇」、 「女性 情操 篇」 及び 「子女 敎 養篇」 

を牧 載す る こ と が m. 來ま せんで し た 。 

全 猿の 中の 十五 卷の いづれ を 取って 見ても、 「學 者と しての 叉 は 思想家と しての 土 田 杏村の 面 

目 を かたると 共に、 人間と して Q 土 田 杏村つ-風貌 を かたらぬ もの はない」 と 思 ふので すが、 とり 

わけ この 第九卷 『生活と 戀愛』 の ごとき は、 さう した 特色の 顯 著な ものの 一 つで あらう かと 考へ 

ます 0  —  (昭和 十 年 三 月 十八 日) 


第十卷 藝術史 研究 (山 根德 太郞) 

大正 十五 年 秋 十 一 月、 山中 商會 は大阪 美術 倶樂 部で、 東西 古金 石の 展觀を やった。 廣 間の 中央 

に据 ゑら れた、 第 十八 王朝の 埃 及 彫刻 を 前にして、 手帳 片手に 色鉛筆 を 耳に 挾んで、 鋭い まな ざ 

 圍  ^  ；  一一. 一 五  
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し をむ けて ゐる 人が ゐる。 杏村 君 だ。 「ャ ッ！ 今日 初めて？」 「ええ」 「僕 は 三日 續 けて 毎日 

來てゐ る、 どうして 今迄 見えなん つた？」 「忙しい ので」 「忙しいた つて！ こんな 展 觀を昆 に 

來ぬ ことがある もの かッ」 頭から 攻め寄せられて 僕 も その 時 は 弱った。 

E わ ひ 廻らす と、 杏村 君と 古 美術品 を 見て ま はった こと も、 かなりの 囘數に 上る。 時には 僕から 

詩 ひかけ て 屮：； かけた こと もあった が、 偶然 展覽會 で 會っ て、 共に 時間 を 過した こと もあった。 

展觀を る こと は 杏村 君に は 一 つの 研究で あつたの だ。 勤勉な 學 生が 敎 窒に參 する やうに、 杏村 

^は 機會の ある 毎に 展覽 會に參 じた。 そして 渾身の 精力 を倾 けて 列 品の 語る ところに 聞き入った- 

しかし 見 疲れて 來 ると それら 列 品に 就て、 なにくれと よく 話 をした。 その やうな 際の 杏村の 率 ffi 

な 感想 談に は、 その 造詣が しのばれて、 思 はす 聞き とれて ゐた 記憶 を 思 ひ 起す。 

資際、 杏村 君 は 古 美術品 を 愛好した。 いや 古 美術品ば かりで ない。 凡そ 藝術 全般に 强ぃ愛 著 を 

覺 えて ゐた。 亡くなる 前年、 大阪の 朝 Q 會 館に 怫ー w^s? 代 の：：^ t:^ 合の あった 時な ど、 どうして 

も それ を 見て S かねば ならない とて、 病 n を 押して 夫人と 共に 無理に 會 場まで 出掛け、 一巡して 

引き上げた。 この 時 は餘程 つらかった と 見えて 額 色 土色と なり、 附 添の 夫人 を はら はらさせ たさ 

うだが、 確かに これ は身體 にこた へた やうで ある。 こんな 次第で、 藝術 となると 服 も 鼻 もな. S と 

いふ 身の 入れ 方で、 それだけ 自得して ゐ ると ころも 多かった。 圖書 購入 費の 大半 は 藝術關 係の も 

のに 投じられて ゐ たやう である。 昭和 六 年 新築 書 齋のニ 室が 藝 術史關 係の 圖 書で 充 され、 この 二 


つの 部屋 だけ は、 大學の 美術史 研究室より 充實 して ゐ ると、 自慢して ゐた 程に よく 宽壤 せられて 

ゐた 0  . 

こ Q や うな 次第で 藝術史 研究 に は 隨分 精力 を 傾けて やって 居った だけに その 造詣 頗 る 深い もの 

が あった で あ る。 それに も 拘らゃ この度 かう して この 方面の 杏村 君 の 研究 發表を 纏め て 見る と 

案外に も 作品の 分量が 少ぃ。 こ Q 卷に 採錄 した 二十 有 五篇の 論文 は、 藝術 史的 研究の 殆どす ベて 

であって、 この 外にな ほ 何程 かの 隨筆 風の も Q は殘 されて ゐ るが、 研究の 名に 値する もの は先づ 

大體 にこれ だけと いっても よい。 『日本 精神 史』 に採擇 した ものの 中には、 この 卷に牧 めた も Q 

と 同種と 認 むべ き 好 論文 は あるが、 それ を 除けば 先づ これで この種の 業績の 一 切と いって 差 支 へ 

な. S であらう。 他の 方面の 諧硏究 では、 なかなか 本 全集 十五 卷 だけで は 盛り 切れなくて 困って ゐ 

るので あるが、 この 卷 だけ はこれ で 大體盡 し てゐ ると いふ こと を 知る 0 は 誠に さびしい 氣 がする。 

しかし 皆 集めて ここに 採錄 したから とて、 價 値の 乏し， S ものまで 入れて あると いふので はない。 

二十 有五篇 のす ベ てが 杏村の 努力の 結晶で あり、 いづれ も 示唆に 富む 好 作品と して 擧界 Q 期待に 

添 ふ ものである こと を 思 ふ。 これらの 中 三 四 篇を除 い て はすべ て 昭和 年代 に 入って よりの 執筆に 

係る もので あり、 いはば 杏村の 生涯 中の 圆熟 期の 作品と 見做すべき ものである。 その上 これらの 

論文 を 作り上げ るが ために 拂 つた 努力 は、 實に 容易なら ぬ ものが あった。 sm に 肉 を 削り、 骨 を IS 

ぐと いった 風の 無理な 勉勵の 結 rar  IS くにして 成った ものが 幾篇か あるので ある。 その ある もの 
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は 死の 病床に あって、 殆ど 無 暴に 近い 努力 を 重ね、 僅かに 成就され たも Q さへ ある。 このため 杏 

村 は 病弱の 身 を 一 段と 病弱に し、 遂に 再び 起つ ことが 屮 H 來な くな つてし まった。 いはば 死 を 賭し 

てこれ を 成した と 認む べきで、 そ Q 研究に 對 する 殉教 的 態度 は淚 なくして 思 ふこと が出來 ない。 

耍之、 藝術. 的 研究 は 杏村の 最も 深く 關 心した 所の もので、 その 死の 前 口に 於て さへ、 ^々た 

る氣 息の下に、 研究资 料の 撮影 方 を 寫眞師 に依賴 してる る Q である。 彼は實 にあら ゆる 文化 現象 

に 細心の 注意 を 怠らなかった が、 一個の 研究 學徒 として、 その 最後まで 深く 心 を 留めて ゐた 課題 

の 一 つ は、 確かに 桃山時代 障 屏畫の 作家 を 決定す る ことに 就て であった。 本卷 第二 篇に牧 めた 八 

意から なる 論文 は、 最も 强ぃ關 心 を かけた もの だけあって、 この 後 永く この 方面の 研究の ス テツ 

ビ ング . スト ー ン として 學界の 珍重す る 所と なる であらう。 

日進月歩の 研究の 現狀に 於て は、 杏村が これらの 論文 を 纏め 行く 中に、 早く も 最初に 認めた も 

の は 時世に 添 はぬ ものと なって 行った。 「大覺 寺の 山樂」 が屮 V 米た 頃に は  一^の 視聽を 典-める 程 

に、 劃期的 好 論文であった のが、 杏村 君 自身の 研究に よっても、 他の 桃山時代 作家に つ. S ての 硏 

究 の進涉 すると 共に、 更に 山樂 についての 一段と 精細なる 論證を 要求す るまでに なって 行った の 

である。 杏村 君 はこの 研究 繼續 巾に 自得した 所に 基いて、 改めて 桃 山綾畫 史論 を 書き下す 意圖を 

有して ゐ たが、 それ は 遂に 實 現の 機な くして、 杏村 君と 共に 永遠に 葬り去られ たこと は、 實に ml- 

界の 一 大痛 恨事と すべきで ある。 


痛恨 は單に それの みで はない。 佛敎藝 術 研究に 就ても 同様で ある。 大學 卒業後、 何程 も經 たぬ 

口に 早く も 纏め 上げた、 長 谷 寺 銅板 論 や、 藥師寺 三 尊 論 は、 その 論旨 未熟な りとの 識を 免れない 

にしても、 とにかく 當 時に 於て あれまでに 突き進んで、 その 所見 を 纏め 得る 天分 を惠 まれた 杏村 

が、 その後 一向に この 方面に 目星い 作品 を 成す こ となく 終つ た こと は 何とし て も 遣 憾の植 であ る 。 

藝術史 研究者 として Q 杏村 は その 敎 養の 深かった に拘ら す、 その 研究 發表 は 意外に も少 か つ た 。 

それにしても 本卷 に收錄 したる 如き 好 論文 一 一十 五 篇を殘 して 旲れ たこと はせ めても の 喜びで ある。 

I. 昭和 十 1 お- 1 月 二十 11 一日 S™ 


第 十 ー卷 國文學 研究 (山 根德太 郞) 

『國 文學の 哲擧的 研究』 の 名に よって 杏村 君が そ Q 生前に 自身 編 S 公刊した 四 冊の 論文 壤は、 

震に 『日本 精 祌史』 の 編 S 所感 を 記した 際に も 述べた やうに、 確かに 杏村 君が その 精魂 をす" へ 

らし、 その 身體を 削りと つて、 漸く 成就した 勞作 であるの だから、 この 全 壤には 何とかして、 ど 
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ん なに 無理 をしても、 そ Q 全文 を殘ら す採錄 する やうに したいと 熱望した のであった。 しかし 實 

際 仕事に 取り かかって 見る と、 旣に 前記 四 冊の 論文 集で 公表せられ たもの の 外に、 まだ 書物の 形 

をな して ゐな いものが、 相當 分量 殘 されて ゐる。 ざっと 計算して あれ 位の 論文 集が 尙ほニ 冊 ぐら 

ゐ屮 H 來ょ うかと 思 ふ 程 ある。 それらの もの を 一 わたり 服 を 通した が、 讀 めば 讀む程 惜しい 氣 がし 

て 割愛す るに 忍びない。 それら も 何とか 工面して この 全集 本に 採錄 して 置きたい。 所で 一 方 全集 

は大體 十五 W とい ふ； J とに なって ゐる。 毎度 第 一 書房の 方へ も 無理 を 一一 =n つて 一 篇 でも 一 意で も 多 

く、 これらの 好 文字 を收 める やうに 努めて 來、 書房の 方で も 公約の 頁數 より 毎 囘數十 頁、 頁數を 

^加 し て 編 » 者 側 の 熱望に 應 じて 來ては 吳れ たが、 中々 そんな ことで は 追 付かない。 實際 杏村 が 

その 生前 書き記し たもの を 全部 載せる としたら、 この 全 築 本の 體 裁で 一 萬 七 千 頁 を 降るまい と 推 

定 して ゐ るので ある。 所が 本 全 菜 十五， 肘で は、 上記の 如き 無理 をしても 先 づ七千 五 百 贾 位より 牧 

載し 得ない ので あるから、 何としても 我等の 希望 は充 たし 得ない。 如何なる 力作で も 眼 をつ ぶつ 

て、 暫く 割愛す るの 外 はない。 割愛が やむな いと 決まれば、 どれ を 割愛して、 どれどれ を 採 揮 

する かが 苦心の 懸かる 所と なって 來る 。 

そこで この 『國 文學 研究』 では、 杏村 君 0 设も 得意と した、 いはば 杏村 君の 獨擅 場で あつたと 

も 見ら るる、 方法論 的 研究 は 一意 も；^ さす、 『國 文擧の 哲舉的 研究』 の 中から 拾 ひ 上げて 本卷の 


前篇 を 編んだ。 杏村 君が 大正 十一 一年の 大患 以後 病床に 請み ふけった 國文學 方面の 先人の 述作 中、 

最も 强. S シ ョ ッ クを與 へ たもの は內藤 湖南 博士に よって 發見 紹介 せられた 富 永 仲 基の 『翁の 文』 

と、 佐 佐 木 信 綱 博士に 見出され、 後に 大正の 末、 『日本 古典 全集』 の 中に 牧 めら れて廣 く 流布す 

る ことと なった 『大隈 言 道 全集』 それから 同 じ s〈、 古今 書院の 手で 印刷 板 行せられ た 富士谷 御杖 

の 『萬 葉 蕖燈』 並に 『古事記 燈』 であった。 この 三人 Q 大先 S 卓の 業績に ついては 杏村 君 は 各 一章 

を ものして 敬慕の 情 を 致し、 そ Q 倾 倒せる 所以 を 記して ゐ るので あるが、 殊に 富士谷 御杖に 對し 

て は 時 たまたま 國文學 研究 0 方法論に ついて 憎ん でゐた 時で あ つたが ために 一 黡 敬慕の 至情 を 寄 

せ , 深く その 學殖 について 理解し 得た とこ ろ を 嘗き戟 せ てゐ るので ある。 富 永 仲 基と 大陘 と 

について は 最早 擧界 へ 紹介す みに なって ゐる觀 がないで はなかった が、 富士谷 御杖 の 偉 さ を 杏村 

程に 强く 値踏みした 人 はなから うと 思 ふ。 一個の 歌舉 者と して、 國文學 者と して、 御杖 は 俊れ た 

人と し て 知られ てはゐ 一 だが、 杏村 はこ Q 人 を ぼ 〈淵よりも 宣 長よりも 偉大なる 學者 であると したの 

である。 そこに は 確かに 杏村 君の 透徹した 理解力の 深さが 示され てゐ ると 思 ふ。 

自動詞 他動詞の 精神 生活 的 發逹を 論じた 一 耷 など は、 杏村 君の 非凡な 頭腦 をよ く 示して ゐる。 

杏村 君に 先立つ どの 國 文法 學 者が かう した 把握 をな し 得た だら うかと 考 へる 時、 彼が 國文 學の理 

^に 先人 を 空しう する もの を もって ゐ たこと を 認め やばなら ない。 「方 一一 目と 感情」 とい ふ 題目で 
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方 一一 m を 取り扱った 一 意の 如き も、 杏村 君の ilQ つけどころの よいのに 思 はす 案 をた たかせ る。 

耍之 「方法論 的 研究」 の 一 篇は 杏村が 新たに 開拓した 視野 を 示す 維篇 として、 この 後、 舉界 Q 

ー燈臺 となる であらう。 問題 は實に 多方面に あり、 この 後の 學界の 進展に 深く 期待す る わけで は 

あるが、 杏村の なし 遂げた これら いくつかの 業績 は 研究 後繼 者に 多大の 示唆 を與 ふるに 違 ひない。 

中篇 は 杏村 君が 樹立した、 國文學 の 哲學的 研究 を實 際に 應 用して、 最初に 作り上げた 業績 五 章 

を敉 め、 これ を 俳諧 文學の 研究と 名け た。 俳諧 文學の 研究 は その 獨自の 方法 を 適用す るに 最も 好 

都合と 認めて 手 を 付けた だけあって、 そこに は 臨床 外科 醫 がふる ふ メスの 鋭 さが ある。 かなり 長 

ぃ間考 へに 考へ た 末、 漸く 成 つた その 新しい 方法 を 提唱し て 學界 に お 目 見得す る その 最初 の 作品 

が これら 五 意で あり、 自然 これら 諸 意に は 新しい 研究に 燃え立つ 激しい 熱と、 强， S 迫力と を 感ぜ 

しむる ものが ある。 tU 考 へたが、 結局 この種 研究の 端緒と して 意味 多き ものなる が 故に 全部 登 

載す る ことと した。 

後篇 は寓葉 集の 諸 研究 を 一括して 牧錄 する ことと した。 杏村 はこの 種の 研究方法 によって、 ひ 

と 通り 日本の 主なる 古典 文學を 取り扱 ひたい 意圖を もって ゐ たが、 何分に も あまりに 多方面 的な 

硏究 執筆に 煩 はされ たためと、 絶えす 病 病と 戰 はねば ならなかった がた めに、 思 ふやう にこの 毽 


の 研究に の み沒 頭す る ことが S 來す、 棺を 蓋うた 今 曰か ら そ の 全 業績 を點撿 して 見る に 比較的 に 

歌 謠に關 する 研究が 多い。 尙ほ 時代 的に 見て 上代に 露す る ものが 大部分 を 占めて 居り、 莴葉 集が 

研究の 一中 心 をな して ゐた觀 が ある。 そんな 譯で萬 葉に 關聯 した 知見 を發 表した 論文が 割合 多く 

制作 せられて ゐる。 今 それら を ひと 纏めに して 採錄 し、 一 は 以て 杏村の 國文學 研究の 一 範例と な 

し、 他 は 以て 世の 萬 葉 研究者に ー寄與 をな したいと 思 ふ 次第で ある。 

因に この種 研究の 珠玉と も 見るべき ものにして 編 露：^ れ となった いくつかの 小篇 はこの 後發行 

せらるべき、 『藝 術史 研究』 並に 『隨 筆隨 想』 の 最後の 卷 に採擇 したいと 期して ゐる。 

I  ( 昭和 十 年 十 lt«  二 十一 H) 


第 十一 ー卷 日本 精神 史 (山 根德太 郞) 

杏村が 祖國の 精神 生活 史を閬 明しょう と意圖 した こと は隨分 古い ことであった。 しかし、 專心 

こ Q 方面に 頭 を 突 込んで 仕事 を § む やうに なった の は大體 大正の 末年から である。 大正 十一 一年 頃 
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杏村 は 大病に 植 り、 殊に 咽喉 を ひどく 惡 くして 聲が 殆ど 屮 I なくなり、 一時 は 夫人と も 筆談で 僅か 

に 用 を 足す と. S ふ 有様で、 一切 訪客 を 謝して 靜 養に つとめて ゐた。 こんな 次第で 流石の 杏村 もこ 

の 時 は 大分 弱った、 それに 何よりも 辛かった の は 勉強が 錢 けられ なくなつ たこと だ。 病床に t. 吟 

して ゐては 自然 請む こと それ 自身に 努力の 耍 る外國 書の 耽 請が，：： 山 束に くくな つた。 といって 讀書 

を- M する こと は 死ぬ より 辛い とい ふ譯 で、 比較的 极ひ 易い 國 文の 書物に 親しむ ことと なった ので 

ある。 所が  一 cc; やり 出す と 中途半端の 所で 我慢して ゐる ことの m 來な. S 杏村 は、 最初 は 病中の 徒 

然を 慰める ために 始めた 讀 書から、 次第に 深 入して 徹底的に 國文學 を 研究して みょうと. S ふ 心 持 

になり、 例の 癖で 先づ 以て 方法論の 吟味、 新解釋 法の 案出へ と 歩武 を 進め 行く 巾、 國文學 を 通じ 

て^, の 精神 生活 を 究めよう との 强ぃ 欲求が 高まつ て來 た。 そんな 次第で 大正 十五 年の 新春 劈頭、 

杏村が 知友に せた 生活 報告書と いふと 一 寸異樣 に 響く が、 杏村 は 毎年 年賀 狀を 美しい 一 枚 刷に 

して、 その 一 面に は 杏村が 過ぐ る 一年間の 仕事の 大略と、 新しく 迎 へた 年の 計畫の 大耍を 記し、 

べつに 千代 子 夫人の 過ぐ る 一 年間の 詠艸 中から 選ばれた 幾 十 首 かの 短歌が 相對 する 面に 刷り込ま 

れ ると. S つた 風の もの を 毎年 寄せて ゐ たので ある。 その 年賀 を 兼ねた 生活 報告書に おいて、 さし 

あたって なさん とする 計畫の 大要 を 記して、 次に、 「私が 多年 自分の 宿題と して ゐた、 日本人の 

精祌 生活 の 研究の 事業に 從來 以上 多くの 時間 を 費したい と 期して 居^ます。 今後 少 くも 十 年 位 

は先史 時代 以 後奈良 朝 時代 ま で に 研究 を 劃し ますから、 その 方面で も 多く の 御 敎示を 得た い と 唯 


今から お 願 ひ 申し上げます。」 と 述べて ゐ るので ある。 

この やうに して 杏村 は 一 面 從來の 如く 時事 を 論じ、 時務 策 を 述べ、 人生 を 語り、 哲學を 思 ふと 

いった 生活の 外に 他面 一 切の 時間 を 打ち込んで 精祌 生活 史の 討究に 滿腔 精力 を 傾けた。 この 方 

面の 努力 は 爾後， f うつと 繼糗 せられて、 その 死の 直前まで 至って ゐ るので ある。 そ Q 研究の 綾け 

られた 期間 は、 杏村の 著作 生活の 後半期 を 占める 時期であって、 いはば 杏村の 筆の 最も 圓 熟した 

時で あり、 その 想の 最も 練れた 期で あるが ために、 この間に 書き上げられた 數十篇 の擧術 論文 は 

どれ もこれ も 金玉の 文字と いひたい 程に よく a,: 來てゐ るので ある。 例へば 今度の 卷の 第二 意に 敉 

めた、 「神話 文學の 構成と その 源泉」 の 極く 初めの 部分 をー讀 しても、 この 時代の 杏村の 人生 態 

度が よく 刺 明す る。 杏村 は 世人の 認めて 以て 迷信の 巢窟 であるかの 如く考 へられて ゐる稻 荷 神社 

の 裏山の 光景 を敍 して、 頗る 同情に 富む 考察 を 記して ゐ るので ある。 私 は 數年前 この 一節 を 請ん 

で 涙ぐまし いまでに 感激 を覺 えた。 人生 事象に 對 する この 手 篤 S 同情 同感が あって. こそ、 初めて 

人生 を 語り、 精神 生活 史の撿 討 をな し 得る ことが 出来 ると 感じた Q であった。 

私 はこの 度の 編 S に 際して、 杏村の この種の 幾つかの 論文 を 再度 通讀 して、 所在 どの 意に も 杏 

村の 人生に 對 する この 溫 かい 心 持の 表 はれて ゐ るの を 見て、 今更ながら 深い 感銘 を覺 えた。 無論 

この種の 同情 は 他の 一 切の 論文に も 認められ るので あるが、 殊に 日本 精神 生活 史關 係の 諸 論文に 

强く 出て ゐ る やうに 考 へられる。 これ あ るが ために 冷やかな るべ き藥術 論文が 頓に潤 ひ を 持ち 溫 
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か 味 を覺 える。 杏村が その 生前 書き 綴った 諸 論文 は 無論 數百篇 の 多數に 上る ので あるが、 それら 

の 中に あって 设後ま で その 學術的 價値を 持ち 緩け るの は、 この種の 精神 生活 を 取り扱 つ た 諸 篇 

でな いかと 思 ふので ある。 

事 費、 杏村 はこの 種の 論文 を 成さん がた めに 心血 を 傾け 盡 した。 研究に、 思索に 執筆に 殆ど 精 

魂 を 磨り へらした。 見やう によつ て はこの 種の 論文 を 作らん がた めに 生きて ゐ たかとも 考 へられ 

る。 彼 は 若い 日から 隨分 書物 や 資料 を 買 ひ 集めた。 書物 や 資料が 堆積す るに つれて その 家屋 は狹 

隙を吿 げた。 やむなく 增築を やらねば 牧 まらない、) 彼 は 資料 を 購入す るが ために 絡え ャ病軀 を 鞭 

つて 一瞥の 筆を馳 せた。 そして 一 方 衣食の 費 を 出来る限り 節した。 かくて 杏村が この 世を辭 した 

後に. は 六十 幾 坪の 建坪 ある 家が 殘 された。 そして この 家の 中に 營 まれた 大小 九つ の 部屋に はギッ 

シリ これらの 资 料が 詰 込まれて あった。 所 i 喊の 書籍 雑誌 圖縫は その後の 精査に よって 無慮 一 萬 二 

千卷と 註せられ てゐ る。 大正 十二 年頃から 以後の 書籍 購入 費 は 詳細に 記錄 せられて ゐ るが、 三 萬 

幾千 11 か 投じられて ゐ るが 故に、 その 最初よりの もの を 推定 計上 すれば 四 萬圆を 突破す るで あら 

う。 野に ゐる 一 個の 學究 として 獨カ これ だけの 資料 を 積み上げ 得た こと は 大いに 偉と せねば なら 

ぬ。 而 して これらの 资料 は、 究 ii 日本 民挨 の精祌 生活 史を 明かに せんがた めであった といっても 

決して 過言で はない ので ある。 

耍之、 日本 精神 生活 史を 編む こと は 彼 杏村に とつ て資に 容易なら ぬ勞 苦の 多い 仕事であった。 


しかし 彼 は こ の 勞苦を 敢に 克服し つ つ 、 喜び 樂 しんで そ の 研究と 述作と に 精進した ので あった。 


第 十三 卷 文學 論及び 歌論 (山 根德太 郞) 

文學 論に 就いての 杏村の 著述 は 相當に 多い。 文舉に 就いての 杏村の 關心は その 若い 日から 最後 

まで 一貫して ゐた。 創作に も隨分 自信が あり、 對話 風の もの-を 誓いた こと も あるが、 この 方へ は 

あまり 精力 を 注がす、 終始 評論 や 研究に 倾 倒して ゐ たこと は 周知の ことで ある。 そして それらの 

評論 や 研究 は 大正の 末年から 昭和 年代に かけて 綾々 と 立派に！ i め 上げられて 行った。 今 編者の 机 

上に は 『文舉 論』 『文學 理論』 等の 單行 本の 外に 未だ 著書 Q 形 をな さない ものが 相當 分量 堆積し 

てゐ る。 いづれ も 割愛に^ びない ものば かりで は あるが、 今 は それら 多量の 作品 中から、 文學全 

般に 亙る 理論の H ッ センスと も 見るべき 『文學 論』 ー篇 を採擇 した。 これ は 僅々 百 頁ば かりの 短 

篇 に過ぎないが、 杏村の 永き 文 學體驗 を 通じて 僅かに 成った と 見る 雄篇であって、 これによ つて 
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杏村の 把持した 文擧 論の 大綱 を 確實に 認識す る ことが 出来る であらう。 

「歌論」 に 就いての 杏村の 造詣 は實に 驚嘆に 値する 深い もの を 持って ゐた。 歌論に 就いての そ 

の 主張 は、 彼の この 方面に 就いての 歷 史的 研究に よって 强く 支持 せられて ゐる。 歌論 並に 歌論に 

關 する 歷史， 的 研究の 成果が ここに 探擇 した 「日本 歌論 史」 「歌 謠の發 生 及び 發達」 に 示された 如 

き 見解に 到達した ので あるから、 これらの 所見が 根柢から 覆されな. い 限り、 杏村の 歌論 並に 短歌 

についての その 主張 は 一 歩 も 動かす ことの 出来ない までに その 確信と なって ゐた。 我等 は これら 

の諸篇 によって 杏村が 歌に 就いての 深き 造詣 を 知る と共に、 杏村が 多年 その 腦裡に 成就 を 誓って 

ゐた 「曰 本 精神 生活 史」 研究の 端緒と 期待と を そこに 十 一 一分に かけて ゐ たこと を 知るべき である。 

文學 特に 歌せ 1 の發生 發逹を 研究 すれば、 そこに 我等の 祖先の 普んだ 精神 生活の 體 様が まざ まざ 

と 知られて 來、 更に 文學の 發展、 特に 歌論の 發展 のみ を 取り上げて 見ても、 それによ つて 口 本 民 

挨 の精祌 生活の 發展を あとづけ 得る とい ふの が 杏村の 確信であった。 古來、 歌の もつ 意味 を これ 

程までに 重く 大きく 値 踏した 擧 者が 幾ん あるで あらう か。 貫 之 以來、 歌の 德は隨 分 讚め 稱 へられ 

た。 しかし 歌 や 歌論の もつ 意味が 全 民拔の 精神 生活に 關聯 すると 確信し、 これが 徹底的に 研究 を 

進めた 學 者が 幾人 あつたか は 詳しく は 知らない。 私の 知る 限りで は 杏村に 先行す る學 者と して、 

文 獻舉に 一 大寄與 をな さた 津田左 右吉 博士、 並に わが 文化史 研究に 一 新機軸 を 提唱 せられた 西 田 

直ニ郞 博士 等 二三の 方 を數へ 得る に過ぎない。 しかし それら 諸家に 一 步遲れ て 進出して 來た 杏村 


は、 それ こそ 文字通りに 晝夜 兼行の 努力 を 重ねて 着々 そ Q 業縝を 積み上げて 行った Q である。 

杏村 は 久しき 以前から 東亞に 住する 諸 民挨は 同一 文化 圈內に 生活して ゐる ものなる こ と を 意識 

して >3 た。 そこで 古代 日本人 Q 精； t 生活 を 語る 日本 上代 歌詣の 史的 研究が、 どうかし てより 一般 

的な 東亞 上代 歌謠の 史的 研究 C- 基礎の 上に 組み立てられ ないかと、 その 端緒 を IS し 求めた。 そし 

て 遂に 紀 記に 記された 時代に 於て、 朝鮮 歌 ir が 我國に 輸入せられ、 その外來歌^^の歌形に合せて、 

我國の 歌謠が 創作 せられた K 例を紀 記の 歌謠 中から 確認した G である。 杏村 はこの 喜び を、 「私 

は 全く 雀躍した。 恐らく そ Q 悅びは 私の 今後 の 研 究的勞 作 Q 中 で も 常 に 忘却す る ことの 來な い 

それの 一 つと なって、 ささやかなる 私の 生活 史に 記錄 せられて 行く ことで あらう と 思 ふ」 とい ふ 

一一： 一口 葉で 語って ゐる。 卽ち 古事記 下卷、 允恭 天皇の 御 時の こと を 記せる 條、 木 梨の 輕の 太子の 御 歌 

「あしび きの 山 田 を 作り 云々」 の 後に これ は 志良宜 歌な りと ある 一條の 發見 である。 これ は從來 

r シ ラゲ ウタ」 と訓 まれて 誰も 疑 ひ を 挾まなかった ので あるが、 杏村 はこれ を r シラギ ウタ」 卽 

ち 新羅 歌と 訓ん だので ある。 

杏村 夫人 はこの 時の こと を 編者に 語った。 それ は 某月 某日の ことで ある。 杏村 は 家族 を 先に や 

すませて 自分 獨り 更け 行く 夜半 を讀 書と 思索に 沈潜し てゐ た。 そして 忽ちに こ の 志良宜 歌が 新羅 

歌で あると 直感した。 多年 求めて 與 へられなかった その も Q が 確實に 杏村の 手中に 人った ので あ 
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る。 この 時の 杏村 は天來 のお 示 を 問いた 篤信 者の 如く、 立っても 居ても ゐられ なかった ので あら 

う。 彼 は あわただしく 夫人の 側に 走り 寄って 夫人 を ゆり 起し、 今 得た 心の 喜び を吿 げたので ある。 

頑丈な 學界の 障壁に 取附 けられた 堅 岡の 門戶を 開くべき 鍵 は 杏村の 乎に 握られた。 容易に 握れな 

かった その 勞 苦の 激しかった だけ、 い ま確實 にこれ を 手に した 彼の 嬉し さは 如何ば かりであった 

らう 0  . 

この ことあって 後、 杏村の 研究 は 一段と 油が のった。 その 虚弱な 身 を 以て 更に 勇 氣を奩 ひ 起し、 

孜々 として その 硏鐵 を勵ん だ。 かくて 彼 は 古代 朝鮮の 萬 葉 ffi とも いふべき 新羅 鄕 歌の 研究に 步武 

を 進めた Q である。 しかし 朝鮮の 古語に 就いて 殆ど 知る 所ない 杏村が この 學界の 未知数 を 一 朝に 

して 解くべく もない。 しかも 彼 は 屈する ことなく この 難問 题に 雄々 しくぶ つかって 行った。 彼 は 

若き n に 修得した 生物 學の 研究に 用 ひる 科擧的 統計的 S 研究方法 を この 新羅 鄕 歌に 擬 する ことに 

よって、 多年 湮滅し 忘却し 今 は 探 ねん 術 を 失った 新 羅 鄕歌 Q 歌 型 を 再び 人間の 手に 取り返し たの 

である。 これ は 確かに 舉界 0 慶事で あり、 これによ つて 新羅 鄕歌は その 原語の ままに 解讀 せられ 

る 日 を 期待す る ことが 出来る やうに なった。 この 杏村の 擧界 になした 功績 は 埃 及學に 於け る 佛 M 

西の シ ャ ンボ リオンに 及ばな いまでも、 英吉利の ャ ング に！^ 敬す る もの ある を 思 はしめ る。 


ここに 採錄 した 「上代の 歌謠」 Q ー篇は 如上の 業績 を 盛り上げた 一大 學術的 論文で ある。 本論 

文が 學者 としての 杏村の 面目 を 最もよ く 示す ものなる こと はこの 上 一一 一一 口 ふ 要はない C しかし それが 

純 學術的 論 著で ある だけに、 流石に 杏村の 筆 を 以てして もこれ 以上 平易に は 解說し 得なかった の 

であらう。 確かに 杏村の 書いた 多数の 述作のう ち 最も 難 かしい ものの 一 つで ある。 編者 は實 はこ 

の 一文 を牧 載す る ことに 就いて 頗る 苦慮 を 重ねた。 しかし 元來、 本 全集が 杏村の 全 述作 中、 最も 

本格的な もの を餘 さす 採錄 し、 以て 本 全集 を 意義 ある 存在たら しむる とい ふ 主旨に 基いて これ を 

採擇 したので ある。 讀者は その 文の 難解 を責 むる ことなく、 杏村 0 なした この 眞摯 なる 研究に 正 

當 なる 評 價を與 へられん こと を 祈って やまない。 — (昭和 十 年 S 尸 ユー 一十 日) 


第 十四 卷 隨筆隨 想 (恒 藤 恭) 

杏村 全集 第 十四 卷は、 はじめの 豫定 では 土 田 千代 子 夫人が 編 募され る ことと なって ゐ たが、 い 

ろい ろの 都合から やむ を 得. f 私が 編 に あたる ことと なった。 及ばすな が ら編 S の 上 に 35 來る だ 
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けの 努力 をした つもりで は ある けれど、 種々 の點 において 適切 を缺 いたと ころが あるに 違 ひない。 

讀者 諸氏の 諒恕 をお ねが ひする 次第で ある。 

杏村 君 0 思索 及び 研究が 如何 ほど 多方面に わたる もので あつたかと 云 ふこと は、 全集の 諸卷に 

冠せられ た卷 名が 何よりも 好く 物語って ゐ ると 思 ふので あるが、 「隨 筆隨 想」 を牧錄 する ニ卷は 

謂 はば 全集の 縮圖の やうな もので、 その 中に 載せられた 數 多くの 作品 は、 多様 多彩 往く處 として 

可なら ざるな き 杏村の 面目 を ありあり と 呈示す るで あらう。 

「小引」 にも 書いて 置いた やうに、 この 卷には 大正 十五 年までに 發 表された もの を牧 め、 綾卷 

に は 昭和と なつてから 後に 發 表された もの を牧 める ことと した。 材料と して は、 故人が 生前み づ 

から 著した 隨筆隨 想 集の 幾 冊の ほかに、 個人 雜誌 『文化』 を はじめ、 さまざまの 雜誌 並びに 新聞 

に揭 載した もので 旣刊 Q 著書に 曾て 收載 された ことのな いもの、 故人が 年の 初めに 知己 友人に 送 

つた 年賀 狀 風の 印刷物 (その 中には 千代 子 夫人の 執筆され たもの も 載せて ある) など を、 千代 子 

夫人の 配慮に より、 ほとんど 洩れな くと も 一一 百って いい 位に 手許に 集めた ひであった。 

その 中で、 第 十四 卷の 編輯の ための 材料と なるべき も Q は、 明治 四十 三年 以降の 十六 七 年 に 

わたって 書かれた ものであった。 それらに 眼 を 通して 見る と、 「書き も 書. S たり」 と、 つくづく 

驚嘆せ すに は 居れなかった。 それだけに、 それらの 夥し. S 材料の 中から 全集の 一 卷の 分量に 該営 

する だけの もの を、 適當な 仕方で 選撵 するとい ふこと は、 容易の 仕事でなかった。 「5 つたい 若 


しも 土 田 君が 生きて ゐて、 おなじ 條 件の 下に 自分で 編 S する 0 だったら、 どんな 風に 選定す る だ 

らう か」 といった やうな こと も、 ぼんやりと 考へ て 見た ことであった。 

一般 Q 方針と して は、 なるべく 各 年度に 行き渡って、 あまり むらの ないやう に 作品 を 選び わけ 

る ことに 意 を 用 ひたが、 そ{;^時々 の 事情の ために 故人の 多作の 年と 寡作の 年と があった ために、 

お 0 づと 不平 均が 生ぜざる を 得なかった。 次に、 いづれ かと 言へば、 旣刊の 著書 (詳しく  一一 一一  n へば 

隨筆隨 想 集 以外の 著書から も 若干 採錄 した) に牧 載され たも Q を 割愛して、 未だ どの 著書に も牧 

載され なかった もの を なくべく 多く 探擇 する ことにつ とめた。 但し、 それ だからと 一一 目って、 內容 

その も Q の 上から の選撵 標準 を なほ ざり にした わけで はなく、 能 ふかぎ りの 多く 種類 の もの を 

敉 める こと、 且つ 同一 種類の ものの 中で は、 內容 のす ぐれた もの、 與 味の ふかい もの を採擇 する 

ことに 意 を 用 ひた。 但し  >  詩、 短歌、 俳句な どの 類 は、 ほとんど すべて を牧錄 した。 

一 度 印刷に 附 して 公表され たもの Q 中から 選擇 したので あって、 SE^ なる 手記の 中から は 探錄し 

なかった。 

なるべく 多くの 分量 を牧戟 する ために、 詩と か 日記と かと 云った やうな ものに ついては、 行數 

を すくなく するな ど、 もと 發 表された ときの 形態に 對 しいくら か 變更を 加へ たもの が ある。 

他の 諸卷の 場合と はちがつて、 この 第 十四 卷 (及び fs- 卷) では 年次 を遂 うて 作品が 牧 載され て 

ゐ るから 卷 初から 諸篇を 次々 によんで 行かれる 讀者 は、 おの づと 杏村 君の 思想の 發展 のす がた や、 

五三 


五 四 

生活環境の 變化 や、 人生 及び 自然に 對 する 觀照 態度のう つり 行き ゃを觀 取され る ことと 思 ふ。 だ 

が、 そんな ことに は 頓着せ やに、 たまたま 開かれた どの 頁から 讀んで 行かれても、 そこに 讀者は 

何 かしら 心を惹 きつけられる もの、 考へ させられる もの を發 見され るで あらう。  この 豫 想が 

的中す るなら ば >  この 卷の 編^ の 意圖 はみ たされた と 言 つてい. S わけで ある。 —  ( a 0 ) 


第 十五 卷 『隨 筆隨 想.〕 後篇 編纂の 後に (恒 藤 恭) 

種々 の 事情から 已むを 得. f 第 十四 卷 『隨 筆隨 想』 前篇の 編 募 を擔當 した 關 係から、 後篇 もまた 

私が 編 » する ことと なった。 實は、 今 同 は 是非とも 山 根 德太郞 兄に 擔當 して 頂きたい と 思って ゐ 

た Q だけれ ど、 いろいろの 都合 上 同 兄に 擔當 して 頂けなかった こと は、 ^^！だ遗憾でぁる。 

第 十五 卷には 昭和 一 一年 以後 昭和 九 年までの 隨筆隨 想 を牧錄 したが、 杏村 君の 主要 著書の 大部分 

が この 期間に 刊行され たと 云 ふば かりで なく、 隨筆隨 想の たぐ ひに ついて 見ても、 この 期 問に お 

ける 杏村 君は實 に多產 的であって、 書いても、 書いても、 書き 議 くせぬ かの やうに 書きつ づけて 


ゐる。 しかるに- 第 十 四 卷 の 場合 に は 全卷 五 百頁ぁ まh^ の 容量 を 全部 隨筆隨 想 の 牧錄に 充當す る 

ことが 出来た のに、 今 同は卷 末に 跋ゃ、 編 暴 後記 や、 著作 年表 や、 總目錄 など を附錄 として 牧め 

るた めに、 百 頁ば かり を その 方に 割かねば ならなかった。 そこで 各年刖 にどの 作品 を探擇 し、 ど 

の 作品 を 割愛す るかに ついて、 前 同よりも 一 層 大きな 困難 を 感じた。 

全體の 方針と して、 前卷 に比べる と、 旣刊の 隨筆隨 想 集から 採擇 する ものの 分量の 割合 を 減少 

して、 その代りに、 雜誌 などに 褐載 された だけの 作品 をより 多くの 割合にお いて 探擇 する ことと 

した。 さまざまの 形式 及び 內容の 作品 を 網羅す る ことによって、 ヴァラ ィ H チイ を 保つ ことに 努 

めた が、 「小引」 にも ことわって 置いた やうに、 日記 風の もの や、 思想、 追憶の たぐ ひや は 成る 

ベく 洩れな く牧 める ことと した。 

毎年の 年頭に、 年賀 肽の 形で 友人 知己に 送った 「紫 野から」 が、 昭和 二 年と 昭和 四 年と 昭和 九 

年 と は缺け てゐ るが、 昭和 二 年 は國民 一般 が 年賀 を 差し 控 へた 年で あるから 當然 のこと として、 

昭和 四 年 は、 第 四 種 郵便物の 形式で 年賀 狀を 發经 する ことが 郵便 規則に 牴鵜 すると 云 ふ 注意 を あ 

た へられた ために、 發途を 見合 はせ たもの らし 5-。 昭和 九 年 は 永眠の 年で ある ことから して、 そ 

の 理由 も 推察され 得る であらう。 

r 隨筆隨 想 集」 以外の 旣刊の 著書から 採撵 した ものが 一 篇 ある。 昭和 七 年の 部の 「新 短歌の 制 

作」 と 題す る ものが それであって、 同年 四月 十日 發 行の 『短歌 論』 の 第 十二 意に 該當 する もので 
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ある。 第 十四 卷には 俳句 や 短歌 や 詩の たぐ ひが かなり 數 多く 牧錄 されて ゐ るが、 昭和 二 年 以後に 

は II 私の 手元に 集め 得た 材料の 範園內 では 11 そのたぐ ひの ものが 餘 りに も缺 乏して ゐ るので、 

杏村 君が 自作の 新 短歌 を 引用して 論述して ゐる 右の 「新 短歌の 制作」 の 意 を採擇 する ことと した。 

さう した 理由の 外に、 『短歌 論』 が 本 全集に 牧錄 され 得なかった こと は、 まことに 遣 憾と思 はれ 

るので、 せめても のこと にと、 異彩 を 放って ゐる 最後の 章の 全部 を牧錄 する ことと した。 惟 ふに、 

「短歌の 革新の 提唱」 は、 杏村 君の 人となり をよ く 物語る ところの、 同 君の 生涯の 中の 興味 ある 

1 事件で ある。 國文擧 の 研究な どに 渾身の 努力 を ささげた 杏村 君が、 他面で は 現代人の 生活と 生 

き 生きした 交涉を もつ 短歌の 制作 を 要求し、 勇敢に その 主張 を說 いて 屈しなかった ことに 對 して、 

私 は 敬服の 念 を 禁じ 得な い 者で ある。 

昭和 九 年の 四月の 末で もって、 杏村 君の 生涯 は 終って ゐる。 第 十五 卷请、 昭和 九 年の 部に 牧錄 

された 數篇の 作品の 目次 を 見る と、 なにと はなしに 物淋しい 心地が する。 


杏村 君が 永遠 の 世界へ と 旅立って から 滿ニ年 目に 全集の 終りの 卷が 35 版され ると いふの も、 何 

か 不思議な 廻り 合 はせ の やう な氣 がする。 

令兄 麥櫂 氏のう つくしい 彩 筆の あと を 以て 各 卷の卷 頭 を かざり、 千代 子 夫人の 心 を 籠め た 校正 


の 努力の 結果 を 一 つ 一 つの 頁の 面に とどめて ゐる 全集 十五 卷は、 コ而 忌に 當 つて 故人の 靈前 にさ 

さげられ 得る 最上の 供物で はない かと 思 ふ。 そして、 たと ひその 各卷を 編纂す る 上に、 編 « 者た 

ちの 努 功の 行き 屆 かなかった 點 があった としても、 恐らく 故人 は 微笑 を 以て 看過して 吳れる こと 

と 信す る。 


玆に 愈. -本 全集の 完結 を 見る に 至った につ. S て は、 本 全集の 刊行 者た る 長 谷川 巳之吉 氏の 好意 

に 負 ふ 所が 極めて 大 である。 編 慕 者の 一 人と して 私 は 同氏に 對し 深き 感謝の 意 を 表明したい。 

また 土 田夫 人 をた すけて 各卷 Q 校正に 當られ 、本 全集の 屮 I 版の ため に 熱誠 に充 ちた 助力 を あた 

へられた 岡 田 正 三 氏に 對 しても、 この 機會に 深く 感謝した いと 思 ふ。 

終りに、 豫想 外の 多數 Q 讀者 諸氏が 本 全集の 刊行 計 畫に贊 同され、 終始 熱心に その 刊行 事業 を 

支持され たこと を 思 ふとき、 衷心より 諸氏に 向って 感謝 せざるを得ない。 —<£ 月 S 日夜) 
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家人と 整理す る。 翌日 そのため 

再び 發熱。 二十 三 四日 兩 日に、 

「富 永 仲 基の メトド a ギィ」 七 

十 枚 ほどの 論文 かく。 

近來 疲勞甚 しく 體カ 減退。 静 

養に 務める。 十三 日 家人 寢臺を 

買 ひに 行く。 昨今の 讀害は 西 鶴 

もの、 一茶 『七番 日記 抄』 『冬 

の 日抄』 『世 阿彌 十六 部 集』 『柿 

右衞 門』 『歌舞伎 年代記』 『初 

懐紙』 『猿 蓑』 『炭俵』 『滎華 

物語』 『源氏 物 145』 等。 

四日 仕事 をす る^が 『印度 

蹟寫 腐』 が 面白くて 終日 その ^；? 

眞 及び 解說を 見る 夜 は 『源氏』 

末 摘 花 を 終る。 七日 『文學 論』 

の 原稿 かき はじめる。 十四 日 博 

物 館で 古陶 器 (il 雪 氏藏： 品) 展 

覽會を 見る。 その あと 佛蘭 西展 


八 〇 


へ 行く。 得る ところ 多し。 翌日 

再び 博物館へ 行き、 午後 大阪樊 

術俱樂 部で 山中 商 會の古 織物 展 

觀を 見る。 二十日 『日本 支那 現 

代 思想 硏究』 の 邦文 版 出來。 二 

十三 日ァ ルスの 『社 會敎 育舉講 

座』 書き はじめる。 二十 六日 

『文舉 論』 完成。 二十 九日 北 星 

館へ 眞を うつしに 行く。 

十一月 一日 『1M 會經濟 大系』 の 『社 

會 哲舉』 かき はじめる。 六日 午 

前畫翁 堂の P オトと ビッ シェ一 

ル  の 展覽會 を 見る。 二人の 特色 

がよく わかり 大いに 感銘 を 受け 

る。 十二 日大阪 美術 俱樂 部で 山 

中 商 會の石 佛展觀 を 見る。 支那 

北魏、 大同の ものから、 アン コ 

ォ ル、 希 »、 埃 及、 ガ ン ダラ， -J 

潷山 見る。 それから 丸 善へ 寄り 
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る 
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太 

秦 

十 
曰 

兒 
童 
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庫 

ゐ 
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譯 
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月 

五 
月 

ク 
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會 

篛 
史 

吿 
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類 

雜 

(!=. 

m 
『 

敎 
的 
研 
究 

木 

m 
調 

報 

鏡 

神 

史 
綱 
耍 

祌 
迸 

宗 

術 
史 
參 
考 

m 

3ft 

翁 
古 
今 

齊 

國 
華 

曰 

佛 
藝 
術 

美 

然 
句 
-集 

等 
俳 
文 
學 

他 
に 

座 
右 

花 

五 

人 

白 

集 

無 
花 
杲 

惟 

M 
'M 
の 
研 
究 

宮 
草 

浪 

少 

最 
近 

の 

讀 

は 

俳 
諧 
十 
論 

V 

倫 

月 
末 
再 
び 

發 

m 
體 

减 

平 
熱 
に 

へ 

る 

氣 
分 

極 
的 
と 
な 

中 

数 
曰 

の 

發 
熱 

ラ 
や 
< 

白 
秋 

氏、 

未 
明 
氏 

-革 
平 
氏 

女 
大 
會 
岡 
崎 
公 
會 
堂 
で 
開 

師 

十 
七 
曰 

兒' 
童 
文 

』 

少 
年 
少 

原 
案 
改 
正 
さ 
れ 
家 
割 
れ 
ず 
に 

む 

の 
努 
力 
を 

す 

約 

月 
ぶ 

で 

を 
印 
刷 
し 

人 

各 
方 
面 
を 
歴 
訪 
非 
常 

れ 
る 

十 
四 
曰 
咽 
喉 
の 
疾 
患、 
以 
來 
五 

十 

月 

十 

曰 

堂 

齋 
の 
m 
m 
に 

た 
つ 
入 

曰 

し 

枚 

疲 
勞 

し 
< 

月 
末 
ま 
で 
臥 
床 
の 

本 

ブ广 

百 
十 

卷 
末 
文 
十 
四 

九 
月 

盛 

記 

t— つ 

七 
曰 
に 
害 
さ 
終 
る 

童 
文 

の 

m 

執 
维 

に 

源' 
平 
盛 

衰 

物 

語 

八 
ノレ 

胸 
部 

す 
十 

八 
曰 

相 

變 

ら 
ず 
發 
熱 
咽 
喉 
わ 

し 

数 
曰 

朱 
で 
活 
字 
の 
大 

さ 

誊 
さ 

む 

の 

哲 
舉 
的 
研- 
究 

の 

全 
部 

の 

を 
終 

き 
は 
じ 
め 

十 
H 

m 
文 
學 

八 

月 

九 
曰 

國 
文 

の 
哲 

的 
方 
法 

英 
文 
自 
著 
や 
つ 

丸 

善 
か 
ら 

る 

會 
主 

義 

執 

る 

十 
曰 

聞 
に 
ち 

づ 

五 
曰 

ァ 

ド、 
ィ 

づ 
外 

新 

七 
月 

英 

m 

出 

版 

著 
誊 
批 
評 

十 

n 

口 

利 
志 
丹 
文 
學 
抄 
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平 
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語 
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究 
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=1 

德 
山 

m 

最 

近 
の 

誊 
は 

茶 
室 
と 
茶 
庭 

入 

濕 
布 

來 
訪 
の 

客 
を 

す 

四 

H 

又 
發 
熱 
咽 
喉 
わ 
る 

吸 

氏 
宿 
木 
屋 
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の 
大 
嘉 

へ 

來 
歡 

に 
逢 
ふ 

* 

室 
伏 
氏 

A 
で 
北 

m 
演 

智 

講 
師 
室 
伏、 

沖 

野 

氏 

曰 
公 

會 
堂 

へ 

行 
< 

春 
秋 
社 
の 

月 
末 
數 
曰 
發 
熱 

布 
す 
る 

に 
行 
< 

十 
七 
曰 

離 
宮 
拜 
m 

曰 
松 
岡 

谷 
川 
雨 
氏 
と 
桂 

拜 

源 
平 
盛 
衰 
記 
物 
語 

出 

來 

十 

の 
健 

感 

十 
曰 

兒 
童 
文 

の 

欲 
出 
て 
體 
重 

增 
す 

久 

ぶ 

さ 
< 

な 
る 

川 

行 
さ 
帽 
子 
買 

半 
ィ 

チ 
大 

年 

ぶ 

背 
廣 

洋 
服 

で 

外 
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石 
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月 

昭 

i 

シ 
ィ 

ノレ 
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寄 
5 

驛 

車 
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れ 
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緒 
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堂 
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來 
訪 
あ 

汽 

曰 

社 
會 
哲 
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稿 
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部 
兀 

十 
曰 
選 
舉 

行 

十 
八 

十 
曰 

i 
鳥 
詩 

の 
序 
を 

書 

事 

多 

書 
力 
旺 
盛 

月 
仕 

十 
四 
曰 

で 
休 
息 

床 
曰 

十 
八 

歳 

m 
器 

X 

藝 

研 
究 

5= 

B 
本 
民 
家 
史 

朝 

史 
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究 
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畫 
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書 

3= 

ゃレ 
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遣 
物 
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八 四 


五 
月 

四 
月 

終 

る 

引 
m 
さ 
第 

ok 
文 
に 

か 

五 
曰 
國 
文 

論 
文 

百 
十 
枚 

窨 

m 
究 

文 
執 
筆 

曰 
少 
な 
し 

十 

□ 
よ 

國 
文 
の 

十 

枚 

大 
體 
月 
の 

ち 
に 
平 
熱 
の 

成 
的 

装 
飾 
的 

の 
論 
文 

曰 

曰 

文 
化 
史 

於 
け 

害 

十 
曰 

始 

め 

書 
齋 
の 

來 

15、 
十 

曰 

間 
少 

月 
初 
よ 

高 

熱 

枯 
れ 
る 

な 
つ 

つ 
た 
ら 
盜 
難 
に 
"つ 
つ 

曰 

族 
で 
奈 

行 
< 

夜 

十 

書 

終 
る 

想 
原 

m 
始 
め 
る 

十 
七 
曰 

百 

の 
原 
m 

曰 

本 
國 
民 
性 
と 
藝 
術 
思 

十 
曰 

ィ 
ク 

論 

狡 
訂 
を 
始 
め 

十 
□ 
終 

へ 

見 
送 

る 

曰 

現 
代 
哲 

十 

月 

五 
曰 
午 

鄉 
歌 
の 

！ 硏 
究 

1 ナこ 
ゥ 

止 
の 
通 
知 

入 

肚 

會 

舉 
原 

發 
賓 
禁 

八 

曰 
兀 
了 

八 
曰 

第 

害 

つ 

ゐ 
た 

現 
今 
敎 
育 
舉 

主 
問 
題 

娠 

か 

数 
曰 
前 
よ 

校 

訂 

か 

か 

供 

達 

夜 
ま 
で 
し 

九 
月 

外 
出 
先 
さ 

を 

つ 

の 
プ 

を 
立 

送 
る 
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中 
の 
古 
體 
と 
佛 
足' 
石 
歌 
體 

し 

稿 

論 
文 

八 

曰 

翌 
曰 

で 
葉 

か 
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.a 
多 
< 

fax 
快 

諍 
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め 
か 
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中 

す 
す 
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行 
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納 
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代 
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月 
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に 
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寺 
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ョ 
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笑 
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陶 
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書 
百 
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月 
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に 
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«^、 
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チ 

十 
九 
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ネ、 

今 
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ft 
曲 

宇 

资 
料 
と 
古 
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終 

保 
食 

を 
元 
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曰 
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づ 
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和 
四 
年 

十 
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八 
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m 

採 
査 

本 
佛 
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八 六 


四 
月 

n 

電 

車 

行 

山 

何 
年 
ぶ 

十 

曰 
子 
供 
を 
速 
れ 

淸 
擺 

へ 

を 

る 

此 
顷 
體 

十 

四 
貫 
八 
百 
匁 

H 
松 
竹 
座 

ト 

朱 
入 

月 
末 
ま 

で 
發 
熱 

曰 
多 
し 

千 

代 

に 
最 
後 
の 

理 

丁 

づ 
け 

半 
兀 

成 

の 
曰 

發 
熱 
の 
中 
を 

大 
著 

代 

欲 
m 

十 

曰 
夜 

十 

月 
四 
曰 
よ 

第 

章 
に 

か 
つ 

臥 

床 

胸 
部 
と 
鼻 

の 

濕 
布 

咋 
年 

十 

U 

發 
熱 

八 

度 
終 

曰 

誊 
齋 

わ 

か 

計 
を 
取 
る 

た 

と 

鄕 
欲 
の 
形 
式 

新 
羅 
欲 

に 

つ 

近 
來 
每 
曰 

m 

七 
曰 
諸 
方 

間 
の 
手 
紙 

す 

を 
使 
つ 
て 

ゐ 
る 

と 
に 
ク 

の 

の 
と 

琴 
歌 

同 
じ 
譜 

夜 
支 
那 
昔 
樂 
を 
調 
ベ 
る 

支 
那 

法 
師 

き 
じ 

十 

五 
曰 

八 

月 

七 
月 

n 

五 
月 

必 

耍 

千 
代 
を 

波 

m 

へ 

借 
に 

出 
所 
分 

る 

大 
藏 
經 
中 
の 
四 
十 
華 

曰 
夕 
方 
不 
意 
に 
均 
加 
傅 
の 
敬 

ぶ 

ビ 

ノレ 
の 
む 

原 
稿 
整 
理 
終 
る 

十 

曰 
夜 
八 
年 

十 

九 
曰 

隨 

筆 
m 

草 
煙 
心 

m 

の 

來 

下 
旬 
よ 

發 
熱 

喘 
鳴 
や 
ま 
ず 

四 

H 

『 

I 

社 
會 
主 
義 

出 

曰 

上 
代 

歌 

出 
來 

十 

査 
寫 
眞 
ち 
午 

時 
* 

で 
ラ 
つ 

祌 
護 
寺 

へ 

行 
< 

全 
力 
を 
あ 
げ 

調 

飛 

ら 

の 

X 

緒 

高 
雄 

八 

曰 

天 
沼 

春 
山 

氏 
及 
び 

な 
る 

頃 
前 

の 

の 
ビ 

で 
皆 
神 
經 

衰 
弱 

行 

さ 
換 

の 
爲 

つ 

十 

曰 

飛 

の 
人 

大 

寺 

隊 
に 
な 
や 
ま 

れ 
る 
曰 
多 

で 
見 
る 

此 
顷 
立 
命 
館 
中 
學 

樂 

十 

月 


十 
月 


九 
月 


る。 十日 『思想 問題』 に 着手。 

日夜 二 時 頃 隣り 小學校 工事中 

の 大工、 酒宴 を やり 喧嘩 を やり、 

陲 眠 妨害 せらる。 

九日 執 1  掌。 十九 日 やっと 『思想 

問題』 脫稿。 五 百 十 枚。 その 間 

中、 * さと 小學校 建築の 騒 昔と 

で 不眠症。 十九 日 家族 全員で 前 

の 道 直しに 出る。 翌日 發熱。 

一 日 梅 若 能 を 見に 公會 堂へ 行 

く。 十三 日 帝 大國文 學會で 講演。 

八 年 振り。 十七 日大德 寺の 聚光 

院 へ 永德を しらべ に 行く。  二十 

日大覺 寺で 東洋 美術の 會 員に 同 

寺 襖 翁の 講演。 午後 實地 指導。 

二十 九日 『文 學の發 生』 圓書館 

協 書に より 二十 名著と して 推薦 

せらる。 

三日 家族 同伴 愛宕山へ 行く。 


十日 数日 問 整理して ゐた 『生産 

經濟學 より 信用 經濟學 へ』 出来 

上る。 下旬 また 發熱。 咽喉 濕布 

する。 

十二  十五 日 「藝苑 巡醴」 に 行く。 大 

德 寺の 見學。 聚 光院、 孤 蓬 庵、 

眞珠 庵、 大 仙院、 方丈、 龍源院 

など。 十八 日 年賀 狀の 原稿 かく。 

隣り の 舉校增 築の ため 速 日骚が 

し い。 近 來の讀 書 略記 『支那の 

綰畫』 『日本 法制 史』 『日本 社 

會經 濟史』 『日本 建築 史』 『文 

舉 序說』 『謙 子 文存』 『日本 音 

樂槪 論』 『欲 謠聚 成』 『天平の 

文化』 『朝鮮 史』 『お伽草子』 

『日本 地形 志』 『欲 舞昔樂 略史』 

『古代 研究』 『人文地理 學 硏究』 

『鄉欲 研究』 バイイの 『言語 學』 

『國際 建築』 『現象 學 敛說』 『假 
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月 

昭 
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年 

1 へ 

\ る 

1 曰 
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1  m 
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if 
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よ 
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アル ギンに かへ た爲 めか 熱 六 度 

七 分より なし。 分量 ノヴァ ルギ 

ン 〇 • 三、 ビ ラ ミドン 〇 . ニグ 

ラ ム を 三 同に 服用。 熱 右の 脇 下 


二十 


く完 


より 脇 左下の 方 五分 低し" 

四日より 又發 熱。 近頃 孩 多- 

喉から 胸 へ かけて 濕 布す。 

二日 庭前の 白梅 咲く。 三！ 

『宗敎 再建』 の 原稿 や 

成。 體重 着衣の ままで 十四 貫 五一 

百匁 。十一 日 『結婚 論』 の 原稿： 

訂正 終る。 十五 日 『文 舉と 感情』 一 

出來。 十六 日夜より 『思想 讀 本』； 

の 執肇に 着手。 熱 依然 高し。 一 

1 日 『思想 讀本』 完成。 執筆 一 

十七 日。 四百 三十 枚。 庭前の 扛 一 

梅 滞 開。 十七 日 博 文 館の 本願 寺 一 

展と大 德寺展 見に 行く。 病勢 急 一 

變の おそれ あり、 悲痛 Q 心で 準！ 


備 して 出- 。 永年 希望の 西 本願 

寺 永 德換を 見る ため。 二十日 

『思想 IS 本』 出來。 

五月  十日 『結婚 論』 出來。 近來近 

傍 S 々しく 夜の 執筆 多し。 

六月  九日 『宗敎 再建』 出來。 二十 

□ 『紫 野 隨维』 原稿 校訂 終る。 

最近 夕食後の 熱 殊に 高し。 臥床 

《s 時に 比し 次第に 高熱と なる。 

七 H"  二十日 珍ら しく 熱 下がる。 最 

高 七 度 四 分。 ノ ヴァル ギン 〇 • 

ニグ ラ ム、 金 欲 出る。 月末よ り 

再び 重 l^r 

八月  六日 『紫 野雜 記』 出來。 十五 

日 着衣の まま 體重 十三 貫 百匁。 

二十四日 顷 より 心臓 

登す。 月末 重態。 金 料。 ス I 

牛 果物 罐詰、 少量。 

九月  五日より 解熱 劑四 同に す- 
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践 土 s 杏村 全集の 後に 

土 田 杏村 全集 は 江湖の 絕大 なる 支援 を 得て、 この種 出版物と して は 珍しい 成功裡に、 今 最終 卷 

を 編成し 終り、 これ を愛讀 者の 机上に 送る 運び を 整へ た。 赏際 杏村 全 菜の 出版 は 意想外に 世間の 

歡迎を 受けた。 當初編 ® 者 はもと より、 出版 書肆た る 第 一 書房の 長 谷川 巳 之吉氏 も、 これ 程に 立 

一-一 (な讀 者 i! と ir ほれ 得る とは豫 期しなかった。 あの 堅苦しい、 難 かしい 題目 をのみ 极 ひこな した 

杏村の 全 築が、 こんなに 江湖の 愛 重 を 得ようと は、 ゅめ豫想し？^なかった所でぁる。 所が 愈 A,^ 

板と なると 豫想 以上に 購讀者 が あり、 その 購讀者 の 大 部分 が 最後の 最後 ま で 購讀を S せられた 

と. S ふこと は實に 深謝の 限りで ある。 定めし 生前 人一倍、 感激 性の 强 かった 杏村の 靈も 深い 感銘 

を覺 えて ゐる ことで あらう。 先づ 以 て 豫 約購讀 の 各位に 對し 心より なる 感謝 Q 微衷 を 披瀝し た い 0 

次に この 意義深い 出版 を 可能に して 下さった 直接 關係 者なる 顧問 諸 先生、 編 » 者 諸兄、 出版 關 

1 二 七 
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係者に：：！^しても甚深なる感謝の至情を捧げたぃ。 十五 卷、 無慮 七 千 頁の 大冊に よって 故 杏村の 述 

作 中、 最も 價値 ある 雄篇 大作の 大部分 を 纏めて 世に 殘し 得る ことと なった の は 一 に 諸 先生 並に 諸 

賢の 故人に 對 する 深き 御 同情と、 御靈カ Q 賜で ある。 それ を 思 ひ、 これ を考 ふる 時、 私の 眼は淚 

に 輝き、 私の 胸 は 異様に をのの く。 私 は 私の 知る 限り Q、 本 全集が 成立す るに 至った 大體 の經緯 

を ここに 記して、 永く 感謝の 料と 致したい と 思 ふ。 

杏村の 著作 を 纏めて 一 つの 全集 を 編みたい とい ふ考 へが、 その 知人の 間に 起った の は 杏村 逝去 

の 直後の ことであった。 筆者の 如き も その 一 人で 實に 杏村が 永眠した その 直後に 於て iUQ ことに 

考へ 到った。 然し それ は 決して 容易な ことではなかった ので ある。 東京に 於て 長 谷川 君 も 同様の 

こと を考 へて ゐた。 それで 長 谷川 君の 代理と して 派遣 せられた 三 浦 逸雄 君が、 故人の 葬儀に 參列 

せられた その 镄會に 拙宅 を 訪ねて、 なに くれ 話し合った 時に も、 その やうな ことに 言及した。 東 

京髙等 師範舉 校の 由 良哲次 敎授の 如き も、 同様の 意向が あって、 ぜひ 敎育 方面に 關 する ものの み 

にても 取り纏めて as 版したい からと 杏村 夫人に 申し出で、 叉 筆者に 對 しても 熱心に 從-慂 せられた。 

しかし 故 杏村との 深い ra: 緣關係 を 思へば、 こ Q 事業 はどうしても 長 谷川 巳之吉 氏の 乎に よってな 

さるべき もので あり、 長 谷川 君が 斷念 すれば 格別、 さう でなければ この 全集 は餘 人の 乎に よって 

なさるべき でない と は 筆者の 信念であった。 


しかし 長 谷川 君と して は 故人に 對 する 深い 友情 を もちつつ も 亦 一 面屮 r 版 書肆と しての 様々 の 心 

遣 ひから、 沈思 熟考 を 重ねて ゐた。 これだけの3^版にはどぅしても最初に幾萬とぃふ资本が投下 

せられねば ならな. S  。豫約 出版物に は單行 本と 異 つて 長期に 亙る 出版 繼續 中に f  - 期せぬ 支障が 起 

つて 來 ると いふ 圮憂も ある。 確かに 腹の 要る 仕事 だ。 ところで長谷川1^15に最後の決心がっき、 奮 

然 自ら 立って その 衝に當 る 決意が 屮 I 來、 その 趣 を 杏村 Q 遗拔に 通 ぜられ た 時 >  筆者 は 七月の 炎天 

を 簡 いて 新 與滿洲 固の 各地 を歷訪 しつつ あった。 長途の 旅行 を 了へ て 八月 初め 京都に 歸り、 當」 m 

の 公用 を濟 ませて 直ちに 東上、 三番 町の 第 一 書房に 長 谷川 君 を 訪ねた の は 確か 五日 Q 朝であった 

かと 思 ふ。 心地ょき朝の日ざしは大きな窓^^;^に輝き、 物 皆が 誠に 生き生きと 感じられた。 長 谷 

川 君 は 改まって 屮 H 版の 決意 を 吿げて 編 » のこと を 一切 杏村 夫人と 僕と に依賴 するとい ふこと であ 

つた。 そこで 大體の 誓 物 Q 大ぃ さな どに 就いて 相談 を 定め、 先 づ四六 版、 一 冊 四百 頁、 都合 拾 或 

冊と い ふ こ とに して 築 を 立 てて ほしいと いふ ことにな つた 0 

所が この 日のお 晝 過ぎ、 急に 激し 5- 腹痛が 起り、 僕 はばったり 旅 宿の 床に 就いて しまった。 滿 

洲 旅行 以來 Q 連日の 無理が 身に こたへ たものと 見える。 折角 上京して これから 大いに 仕事 を 進め 

て 行かう とい ふ 矢先に 屮： 募を碎 かれた 形、 一人 ホテルの ベッドに 悶え 苦んだ。 心當 りの 知友に 電 
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報した が 夏の ことと て 皆 東京 を 留守に して ゐた。 ただ 最も 賴み にして ゐた務 臺理作 兄が 早速 驅 

け 付けて 來て 下さって、 ベ ッドの 傍で なにく れ計畫 の進涉 について 良い 知惠を して 下さった こ 

とが、 今に ありあり と 記憶に 浮んで 來る。 そんな ことで 充分な こと は 何も 出來 す、 務豪 君に なに 

くれ 御颇 ひの 出来た こと を 唯一 の 頼みと して、 醫 者のお すすめ も あり、 病氣の 小康 を まって 急遽 

歸洛 の途に 就き、 一 端 京都に 歸 ると 間もなく 家族と 共に 城の 崎の 溫. 泉に 靜養 をす る ことと した。 

旬日に 近き 城の 崎の 靜養は 幸 ひに 健康 を 取り戻す に效 多かった。 下旬に は 京都に 歸 つて 何かと 

仕事に 携 はった。 この ST 務臺 兄から 僕に 致された 細々 と 記した 1^ 通の 書信 は 全集の もつ 構造 Q 

輪郭 を 語って ゐる。 誠に この 全集が 今日 見る 如き 形に 纏め 上げら るる ことと なった 0 は 一 に務臺 

兄の 頭腦に まって 初めて 大體の プランが 成った ので ある。 尙 この頃、 編 » 者の 一 人加藤仁平^；^は 

鮮滿 より 北支へ かけて 一 ヶ月 餘の 旅次に 上った が、 その 途次 京都 1^ で數分 間合談 した。 その 時の 

話に 屮 I 發前 東京で 務臺 兄と 會見 したが、 その 時に も 語り 交した ことで あるが、 この度の 杏村 全集 

は 漫然 故人の 著作 羅列 を やって はならない。 多數の 述作 巾、 今 H 並びに 今日 以後せ 在の 意義深し 

と考 ふるもの のみ を 選 擇牧容 する やうに せねば ならぬ。 杏村の 著作 を 編む ので は あるが、 編 » 者 

たる 我々 に 於て 全く 新しい 著述 を やる 心 構へ で、 時勢の 必要に 應 する もの を 編み出す やうに せね 

ばなら ぬ。 これが 東京に 於て 兩 人の 間に 意見の 一致した 編 慕 方針で あると。 僕 は 感謝と 共に 全然 


この 首に 同感 を 表した。 

この頃 別に 杏村 夫人 を 通じて 故人の 知友、 恒藤恭 兄に 編纂 者の 一 人と して 參加 せられん こと を 

懇請し、 その 快諾 を 辱う し 得た。 この こと はこの 全集 事業 進行の 上に 正に 特筆すべき ことがらで 

あり、 我等の 最も 感銘 を覺 えた 事實 である。 爾後 一切 Q 計畫の 樹立、 進涉は 常に こ Q 有力なる 協 

力 者の 盡 力に まつこと となったり これで 絹 S の 陣容 は 成った ので ある。 そこで 九月 二日 午前より 

午後へ かけて 臺 北大 學へ 秋の 講義に 出掛ける 務臺理 作 兄 を 京都に 迎へ、 恒藤恭 兄 を 我等の 陣營に 

迎へ 得た 喜び を 併せて 第 一 囘 編輯 會議を 新 町 頭の 杏村の 宅に 催した。 無論 加 藤 仁 平氏 は 上記の 如 

く滿支 旅行の 途次に あつたので こ Q 會には 加 はらなかった。 この 會議に 於て 決定せ し 編 慕 要 3 曰 は 

次の 如く 取り纏められ たので ある。 

一 、 本 全集 は 故 土 田 杏村の 全 著作の 大約 三分の 一 の 分量 を收容 登載し 得る のみ なれば、 その 採錄 

は 最も 愼重を 要すべし。 從 つてよ し 故人の 力作な りと 雖も往 々留保 割愛の やむな きもの あり。 

要は 漫然 故人の 著作 羅列の 弊に 陷るを 戒め、 第一 次の 中1 版に 當 りて は、 努めて 今日 並に 今日 以 

後に 存在の 意義深し と考 ふる 著作 を牧 容採擇 せんこと を 期す。 

一、 主として 學說 所論の 平明 暢達せ る もの を 先にし、 その他の 力作 佳篇 は 姑く これ を將來 の探擇 
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に委 す。 

一、 以上の 主 33 に從 ひ、 先 づ旣刊 の 著作 中より 妥當 適切なる もの を選擇 し、 更に 未刊 著作の 逸品 

を 以て これ を 補充す。 

一、 故人 初期の 勞作 は內容 行文 共に 未熟の そしり を 免れざる もの あるべし と雖 も、 それ 等 は 故人 

が 心血 を 傾注せ しもの 多く、 且つ その 生涯 を 通じて 達成 せんとせ し意圖 を大膽 率直に 吐露し 居 

る點に 於て、 故人の 精神 史上 特刖に 貴重なる 資料と 考 へらる。 然るに 刊行 以来 歳月 を閱 みし、 

ほ. っ當 時世 上に 流布せ し數量 甚だ 少く。 令 日旣に 殆ど 巷間に その 蒈 影を沒 せる に 似たり。 され 

ば この 際 これ を複 刻す るの 意味に 於ても 亦 これが 採擇を 要す。 

一、 未刊の 述作 は大體 近時の 所 稿に 係る もの 多く、 且つ いづれ かとい へば 故人の 最も M 熟せる 筆 

に なれり とすべき ものな り。 然るに これ 等の 諸篇は 未だ 單行 本た る 形 を 取りし ことなき ものな 

れば 散逸の 憂 甚だ 多し となす。 吾人 はか かる 事情に 鑑み、 これ 等諸篇 Q 牧容に 遺憾な きを 期す。 

一 、 故人 は その 著作 頗る 廣汎 該博に S ると 雖も、 社會 人と して は その 初めより 文明 批評家 を 以て 

任じ、 一個の 學徒 として は 故ん の 所謂 文化 學の 確立 成就に 力 を 致し、 その 生涯 を 通じて、 文化 

舉の理 論的歷 史的 研究 に 力 を餘さ ざり しこと は 周知の 事實 なり。 ここに 於て 吾人 はかくの 如く 

社 的舉術 的に 偉大な りし、 土 田 杏村の 足跡 を顯揚 せんこと を 期して 玆に土 田 杏村 全 十一 ー卷 

を 編輯 せんとす る ものな り。 


一、 本選 集 編纂 責任者と して 專ら 局に 當る もの は、 恒藤恭 氏、 務臺理 作 氏、 加 藤 仁 平氏、 山根德 

太郞 氏、 並に 土 田 千代 氏の 五名と す。 

1、 編 » 者 は 編 » 全體に 就て 協力 智能 を倾 くと 雖も、 その 主として 選 擇分擔 する 部門 左の 如し。 

文化 哲學、 文明 批評、 社會經 濟に關 する もの  恒藤 恭氏 

哲學、 宗敎、 道德、 敎 育に 關 する もの  務臺理 作 氏 

加 藤 仁 平氏 

國 文學、 日本 精神 史に關 する もの  山极 德太郞 氏 

隨筆隨 想に 關 する もの  土 田 千代 氏 

(^に 後日 實， 際 編 慕 に 際し 隨筆隨 想に 關 する もの は 恒藤恭 氏が 事赏 その 責に 任ぜられる ことと な 

つた〕 

一 、 木 全 築 編 暴 事務所 は 京都市 新 町 頭 土 田 千代 氏 方に 置く。 

これより 先、 事 實編暴 顧問と して 何かと 御 相談 申 上げ 御敎を 受けて ゐた 先生 も旣に ゐられ たの 

であった が、 更に 關係 深い 先生 を顾 に 御 願 ひ 申す ことに 定め、 或は 誓 信に より、 叉 は 編 慕 者 直 

接 推参して そのこと を 御 依頼 申す ことと した。 卽ち この 前後に 於て 顧問に 推戴した 諸 先生 は 次の 

方々 であった。 

1 三 三 
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新 村 3^ 先 生 

髙田保 馬 先生  ， 

西 田 幾多 郞 先生 

長 谷川 如是 閑 先 生 

森 岡常藏 先生 

吉澤義 則 先生 

因に 丘 淺次郞 先生 は、 我等が 故人との 深い 交 涉を考 へ 是非 顧問の 列に 加 はって 頂きたい と 願つ 

たが、 遂に 現 を 見る に 至らなかった こと は 遣憾な ことであった。 

大體の 編 方針 も 確立し、 かねて 杏村 夫人に 委嘱して 調査して もらって ゐた 杏村の 全 著作の 基 

本^ 査 も屮： 來てゐ たので、 それらの 材料 を も 持って 私 はこの 會議の 後に 再び 東上した。 何分に も 

杏村の 著作 は その 著書の み にても 五十 幾 W に 上り、 これ を 全集 本の 豫定 字数に 基いて 計算して 見 

ると それだけ でも 一 萬 三千 幾 百 頁に 上る。 この 外に 一み？ 害の 形 をと つて ゐな いものが、 無慮 五百篇 

に 及ぶ とい ふ 有様、 それに 日誌と か 書簡集まで 入れる となると 一 萬 七 八 千 頁になる かも 知れない- 

流石に よくも 書き まくった もの だ。 この 計數を 先づ長 谷川 君に 示した 所が、 全 著作の 三分の 一 と 

いふ やうな ことで は 全 築の 名に そぐ はない。 では 字 詰 を 多くし ませう。 冊數も 十八 冊；^ にして せ 


めて 二分 Q 一  は收容 する やうに 致したい。 さう いふ 意見で あつたが 種々 協議の ii* 第一 次の-全 蕖 

として は 可成 的に 字 詰を增 加し 十 五册 だけ 世に出す ことと し、 その上で 更に 第二次の 計畫を 立 て 、 

名實 共に 全 第の 名に 適 ふ ものたら しめよう とのこと で、 更に 計畫を 練る ことにな つた。 これによ 

つ て 大體當 初計畫 Q 字 詰 による 七 千 H ばかりの ものが 牧 めら れる ことと なった ので ある。 

長 谷川 君との 交涉 が 終る と 更に 顧問の 先生 や、 推薦 文 を 頂く 先生 を 御 願 ひに 廻ったり 何 かして、 

秋の 擧 期の II 始 前に 京都に 引上げ、 更に 全集 十五 冊の 案 を 練り上げた。 編 暴 者の 間に 成熟した 十 

五卷の 配分 は 大要 次の 通で ある。 

第 一 卷 人生 論、 人間 論 附 人間 學的 哲學諸 論文 

第二 卷 社 會哲學  . 

第三 卷 文化 哲學 

第 四 卷 思想 研究 

第 五 卷 道德 論、 宗敎論 

第六卷 敎育論 

第七卷 經濟 理論 

I 三 五 
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第八卷 文明 批評と 社 會問题 

第 九 卷 文明 批評と 社 會問题 

第十卷 藝術史 ， 

第 十 一 卷 國文 學序說 

第 十二 卷 日本 精神 史 

第 十三 卷 文學 論、 歌論 

第 十四 卷 隨筆隨 想 

第 十五 卷 隨筆隨 想 附土田 杏村 傳 總目錄 


十月に 入って 準備 H 作 は 次第に 進涉を 見た。 全集 編纂の 仕事が 著々 緒に つくに 連れて 關係者 一 

同の 熱意 は 次第に 加 はって 来る。 長 谷川 君 もやが て 入洛して 顧問の 先生 や 編 » 者の 所へ 挨拶に 廻 

る。 裹 湾の 務臺 兄から、 先づ 以て 第五 卷と第 一 卷 との 原稿が 調整 せられて 屈 けられる。 長せ 川教 

は それ を土產 にして 歸る。 十二月の 末から 翌十 年の 一月 初旬へ かけて、 更に 卷名を 練り直 ほす。 

八 口の 口に 私 は 更に 上京す る。 加 藤 仁 平 君と 東京 驛 頭に 會 して 打合せ を 遂げ 相携 へて 第 一 書房 を 

訪ねる。 この 日 杏村 君の 家兄 麥權畫 伯 を 煩 はして 特に 執筆して 貰った 表紙 見返しの 繪を 携行す る。 

これ は畫： i にと つて 隨<^ 大儀な 仕事で あつたが、 先立ちし 令弟の ために 毎號 新しく 筆を馳 せて 下 


さる ことと なって、 ために 全集 は 錦上 更に 華 を 添へ る譯 である。 やがて あちこちの 書店の 店頭に 

は 西 田 幾多 郞 先生が 特に 全集の 扉の ために 御 染筆 下さ つた 文字 を擴大 し、 これに 杏村の 肖像 を あ 

しらった 美し 5- ビラが 幾 枚 も 吊し 出される。 美しい 內容 見本が 店頭に あふれる。 やがて は 見本 刷 

が 店頭 に 飾られる ことと なる。 

一 月の 中旬 過ぎに 發 行せられ た セル パ ンの 二月 號の卷 頭に はグラ ビヤ 刷の 特^ 廣 吿が戟 せられ 

たの をき つかけ に、 東西の 一流 新聞 を 始めと して、 大小の 新聞 雜 誌に 杏村 全集の 華々 しい 廣吿が 

現れて 来た。 第一 書房 は戰 場の やうな 大騷 ぎに なった と 後で 聞かされた。 最初から この 全 猫に 深 

い 關係を もって ゐた三 浦 逸雄 君 は專ら 杏村 全集の 用務に 携 はり、 新たに 春 山 行 夫君が これ を M け 

て 長 谷川 君と 共に 次から. へと 新聞 雜 誌の 廣吿文 を 起草す る。 伊藤 禱 一 君が 地方の 書店の 狀沉を 

視察に 廻った 道す がら、 京都の 宅へ 訪ねて 見えた の は 確か 紀元節の 午後であった。 豫 約募藥 G 大 

宣傳戰 がー 一月の 末日で さつ と陣を 撒した 直後、 私 は 公務 の 忙し. S 中 を 繰り 合せ て 長 谷川 君 を 訪ね 、 

親しく その物 語を聽 取し、 これ を 編 S の 諸兄に 傅へ、 相 共に その 成功 を 喜んだ ので ある。 當時豫 

約 申込 は旣に 締切と なって ゐ たに 拘ら す、 贩賣 書店よりの 追 註文が 殺到す る ものであるから 增刷 

叉增刷 と 印刷 器械 を 休みな く 動かして ゐる 盛況に あつたの である。 

かう して 豫想 外によ く 世間に 迎 へ られ る； J とと. なって は、 それだけ 編 暴 者 側に 於ても 責任が 倍 

1 三 七 
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加せられ たやうな 感じ、 ゐ たたまらぬ 心地 を覺 えた。 書店の 活動 もさる ことながら、 この 意義深 

き 全 奥の 開 板に 就て は、 杏村の 母校で ある、 東京 高等 師範 學校 並びに 京都 帝 圃大學 の 諸 先生 は 親 

ら 推薦 文 を 寄せて 絶大の 聲 援を與 へられた。 殊に 高 師の佐 佐木秀 一 敎授の 如き は 特別なる 書簡 を 

多數 作って 同窓 知己の 間に 後援 を 依頼して 下さった。 かう した 實情實 に 涙ぐましい ばかりの 深甚 

なる 同情 を 見聞して は 誠に 立っても 居ても 堪らぬ 思 ひで、 どうしても 立派な 全篥を 作り上げて^ 

の 期待に 添 ふやう にし、 せめても 世間の 御 同情に 報いる 所が あらねば ならない。 これが この 當時 

の 編^者 一 同の 心より なる 念願で あつたので ある。 

この 感激の 情に 燃え立って ゐた 時、 編纂 同人の 一 人で ある 務臺理 作 君は臺 北より 東京への 途次 

京都に 立 寄られた。 三月 三十日の ことで ある。 四月 一 日まで 京都に 滯在 するとの 消息に 接した の 

で、 急に 打合せ を 進め、 東京なる 加 藤 仁 平 君に 飛電して、 その 人洛を 懇請し、 S 月  一 口 新 町 頭の 

杏村の 宅に 以上 雨 兄の 外、 當 地の 恒藤恭 兄の 来臨 を 願 ひ 第一 一 n の 編 » 會議 を^ 俄して 諸 懸案 を 協 

議 する ことと した。 午前より 始めて 午後にまで 及んだ が、 盱耍な こと は大體 午前中に 決定した つ 

この 夜 私 は^び ホテル に務臺 兄 を 訪ねて 懇談す る 所 あ つ た。 

この 後の ことにつ. S て は 最早 詳述す る 烦に堪 へない。 顧みて 感概の 實に堪 へ 難い ものが ある。 


5- ひもて 行けば 限りなく 次から. 天へ とこし 方 一年の ことが 走 馬燈の 如く 眼前に 驚す る。 こ Q 一 

年間 引き 鑌 いて 多忙の 中に 苦しみ 通した。 しかも 微力 遂に 當初 Q 所期に 添 ふこと 遠く、 望蜀の 念 

轉た 禁じ 難き ものが ある。 然るに も 拘らす 世の 本 全集に 寄せら るる 同情の 深き、 最終 卷 のこの 一 

篇に 到る まで、 恒に 變らぬ 後援 を繼續 せられた の を 見て、 唯淚の 潜々 たる あるば かりで ある。 

最後に 本 全集 開 板に 關 して 終始 多大の 同情 を 垂れ 給 ひたる 顧問 諸 先生、 殊に 事大 小と なく 私共 

の 申出の 度 毎に 慈父 Q 愛 を 以て 垂訓 を 惜しまれなかった 新 村 出先 生に 對し 特に 感謝の 表情 を fi ぐ 

る こと をお 許し 頂きたい。 尙ほ また 事の 始めより 一 心同體 となって 御協力 を 辱う した 編 K 諸兄に 

對 しても 心より なる 感謝と 敬慕の 情 を披歷 する 。 尙 々 出版 霄肆長 谷川 巳 之吉氏 並に この 事業の た 

め 男々 しく 奮闘 を 緩 けられた る 三 浦 逸雄 君- 並に 三 浦 君 退職 後 その 仕事 を 引受けられし^ 藤 縫 一 

君に 對 しても 御盡 力の 數々 に對 して 多大の 感謝 を 致したい。 更に 全 十五 卷 始めより 終りまで 殊に 

本年 一月 三日 一 昨年来の 心勞 綾き に堪へ かねて 千代 子 夫人が 病床に 就く ことと なって より は、 獨 

力 最も 面倒なる 校正の 勞務に 服され たる 岡 田 正 三 舉士に 對し甚 深なる 感謝の 情 を 致す 義務 ある を 

痛感す る。 とにかくに 本 全 3» が 豫定の 十五 卷を 無事に 開 板 繼續し 得た こと は、 一に 諸 先生 並びに 

諸兄の 御盡 力の 賜で ある。 

昭和 十一月 四月 一日  w 根 德太郞 
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